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―“合宿教室"36年の歩み―

回数 年 度 開催地
加
員

参
人 主 要 講 師

1 昭和31年 霧  島 広田洋二 。日 卜臓吾・ 川井修治

2 ″34 福  岡 127 竹山道雄・ 高山岩男 。浅野晃

3 ″ 33年 佐 賀 勝部真長 。木下彪・ 森三十郎

4 ″344 阿 蘇 花田大五郎。中山優。野口恒樹

5 ″ 35年 雲  仙 200 木内信胤 。花田大五郎 。佐藤慎一郎

″ 36年 雲  仙 203 小林秀雄 。木内信胤・ 津下正軍

″ 37年 阿 蘇 福 田恒存・ 木内信胤 。黒岩一郎

″ 38● 雲 仙 202 竹山道雄 。木内信胤。木下広居

″ 39年 桜  島 小林秀雄・広田洋二。木内信胤

″ 40年 大 分 岡潔・花見達二・木内信胤 。夜久正雄

″ 41年 雲  仙 240 福田恒存 。木内信胤・ 戸川尚

″ 4牢 阿  蘇 336 林房雄 。大田耕造・ 木内信胤

″ 43年 霧 島 353 竹山道雄 。高谷覚蔵 。木内信胤

″ 44年 阿 蘇 403 岡潔・木内信jll・ 木下道雄 。奥田克巳

″ 45年 雲  仙 491 小林秀雄・木内信胤。桑原暁一

″ 46年 霧  島 村松剛・木内信胤・戸田義雄

″ 47詢F 阿  蘇 402 木内信胤・ 山本勝市・ 胡蘭成

″ 48年 雲 仙 433 村松■1,木内信胤・ 山口宗之

″497 霧 島 528 小林秀雄・木内信胤・戸田義雄

20 ″ 50年 阿 蘇 435 福田恒存 。木内億胤・夜久正雄

″ 51年 佐世保 372 長谷川才次・ 村松剛 。木内僣ガL

″ 52年 雲  仙 332 木内信胤・ 衛藤滞吉 。高木尚一

23 ″ 53年 阿 蘇 440 小林秀雄 。木内信胤。松本唯一

24 ″ 54年 霧 島 268 木内信胤・高山岩男・山田輝彦

25 ″ 55年 雲  仙 431 福印恒存 。法眼晋作・宝辺正久

26 ″ 56年 阿 蘇 353 斎藤忠・ 村松剛・ 青砥宏一

27 ″ 57年 霧  島 斎藤忠・ 黛敏郎・ 幡掛正浩

28 ″ 58年 雲 仙 327 斎藤忠 。小堀桂一郎 。長内俊平

29 ″ 59年 阿 蘇 吉岡一郎 。小堀桂一郎・加納祐五

30 ″ 60年 阿 蘇 249 市原豊太・高村坂彦 。小田村四郎

″ 61年 島 原 294 lI藤淳・ 村松円1・ 小柳陽太郎

″ 6客 阿 蘇 269 小堀桂一郎・ 鈴木―・ 閲正臣

33 ″ 63年 島 原 227 児島襄・ 小堀桂一郎 。加納祐五

平成元年 島 原 204 村松剛・ 山田輝彦。国武忠彦

″ 2年 阿 蘇 黛敏郎・小柳陽太郎 。占部賢志

″ 3年 厚 木 244 田久保忠衛 。国武忠彦・山内健生

累計・ 参加人員 10,448名



第
二
十
六
回

″合
宿
教
室

（厚
木
ド

全
参
加
者
の
感
想
文
と
和
歌
詠
草

と
　
　
き
　
平
成
三
年
八
月
七
日

（
水
）
か
ら
十

一
日

（
日
）
ま
で
四
泊
五
日
間

と

こ

ろ
　
神
奈
川
県

。
「厚
木
市
立
七
沢
自
然
教
室
」

参
加
総
数
　
一
一四
四
名

″
は
し
が
き
″
に
代

へ
て

大
学
別
参
加
者
数

。
そ
の
他
の
人
数
の
内
訳

″
合
宿
教
室
′
の
日
程
表

（
四
泊
五
日
）

第
３６
回

″
合
宿
教
室
″
の
あ
ら
ま
し

感
想
文
と
第
二
回
目
の

″
短
歌
詠
草
″

参
加
者
全
員
…
…
３‐

短
歌
詠
草

‥
…
・
・
・・…
合
宿
中
の
第

一
回
目
の
創
作
作
品

・参
加
者
全
員
…
…

‐０

あ
と
が
き

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
３６
枚

（
３３
べ
‐
ジ
か
ら

‐０３
ぺ
‐
ジ
の
左
頁
に
掲
載
）
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ぼ

し

が

き
″

に

代

へ

て

小

田

村

寅

二

郎

（本
会
理
事
長
・
元
亜
細
亜
大
学
教
授
）

昭
和
三
十

一
年

（
一
九
五
六
年
）
の
本
会
創
立
以
来
、　
一
年
も
欠
か
す
こ
と
な
く
続
け
て
来
た
こ
の

″合
宿
教
室
〃
は
、
本
年
は
第
二
十
六
回

目
を
八
月
上
旬
の
四
泊
五
日
間
、
こ
の

″合
宿
教
室
″
と
し
て
は
九
州
地
区
以
外
で
の
初
め
て
の
開
催
地
と
し
て
、
神
奈
川
県

・
厚
木
市
の

「市
立

・
七
沢
自
然
教
室
」
を
選
び
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
丹
沢
連
山
の
東
麓
に
建
て
ら
れ
た
立
派
な
研
修
宿
泊
施
設
で
あ
り
、
本
会

の
創
立
以
来
の
会
員
で
も
あ
ら
れ
る
厚
木
市
長

・
足
立
原
茂
徳
さ
ん
の
肝
入
り
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
上
に
、
こ
の
施
設
の
職
員
の
方
々
の
献

身
的
な
御
協
力
の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
つ
て
、
こ
の

″合
宿
教
室
″
独
自
の
日
程
の
運
び
に
も
、
き
は
め
て
好
都
合
で
し
た
。

全
国
津
々
浦
々
か
ら
馳
せ
参
じ
て
く
だ
さ
つ
た
参
加
者
諸
君

（
四
十
八
大
学
か
ら
、
男
女
学
生

一
二
三
名
、
社
会
人
及
び
関
係
者

一
一
六
名
、

計
二
三
九
名
）
は
、
旅
装
を
解
く
間
も
な
く
開
会
式

（
八
月
七
日
午
後
二
時
）
に
列
席
し
、
開
会
宣
言
、
国
歌
斉
唱
二
回
、
つ
い
で
、
祖
国
の
た

め
に
尊
い
生
命
を
捧
げ
ら
れ
た
先
人
の
御
霊
に
一
分
間
の
黙
薦
を
捧
げ
た
あ
と
、
参
加
学
生
を
代
表
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
学
生
の
一
人
、
亜
細
亜
大

学
四
年
の
佐
藤
順

一
郎
君
が

「合
宿
で
は
い
ろ
い
ろ
な
日
程
が
組
ま
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
そ
の
中
味
を
本
当
に
作
つ
て
い
く
の
は
僕
た
ち
で
す
。
本

音
を
語
り
合
ひ
、
こ
こ
で
出
会
つ
た
人
た
ち
と
の
縁
を
大
切
に
し
て
行
き
ま
せ
う
。
」
と
呼
び
か
け
た
の
に
対
し
て
、
全
参
加
者
は

″
こ
の
合
宿
教

室
に
参
加
し
た
か
ら
に
は
、
自
分
か
ら
進
ん
で
飛
び
込
ん
で
い
か
な
く
て
は
″
と
の
気
持
に
さ
そ
は
れ
て
い
つ
た
や
う
で
し
た
。
場
所
も
よ
し
、

空
気
は
殊
の
は
か
澄
み
切
つ
て
ゐ
る
丹
沢
の
山
麓
で
、
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
音
を
耳
に
し
な
が
ら
、
今
年
の
合
宿
教
室
は
こ
の
や
う
に
し
て
ス
タ
ー

ト
い
た
し
ま
し
た
。

お
招
き
申
し
上
げ
た
講
師
の
、
杏
林
大
学
教
授

，
日
久
保
忠
衛
先
生
は

「激
動
す
る
国
際
情
勢
と
日
本
」
と
題
し
て
お
心
こ
も
る
御
講
義
を
、

ま
た
質
疑
に
対
す
る
御
応
答
を
、
長
時
間
に
わ
た
つ
で
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
主
催
者
側
の
諸
講
師
の
講
義
を
は
じ
め
、
登
壇
者
諸
氏
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の
発
言
に
対
し
、
そ
れ
ら
を

一
言
も
聞
き
洩
ら
す
ま
じ
、
と
の
思
ひ
で
、
熱
心
に
聴
き
入
つ
て
ゐ
た
参
加
者
た
ち
で
し
た
の
で
、
場
内
に
は
、
ピ

ー
ン
と
張
り
つ
め
た
緊
張
感
が
み
な
ぎ
り
、
こ
の

″合
宿
教
室
″
な
ら
で
は
の
、
真
摯
な
求
道
の
場
が
、
日
を
追
ふ
に
し
た
が
つ
て
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
ま
こ
と
に
嬉
し
い
次
第
で
し
た
。

さ
て
、
こ
の

「
合
宿
教
室
」
で
は
、
「
じ
ぶ
ん

・
新
発
見
」
と
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
に
、
″
学
問
″
と

″人
生
〃
と

″祖
国
日
本
″
と

″
世
界
の
平
和
″
と
い
ふ
四
つ
の
命
題
を
今
年
も
掲
げ
ま
し
た
。
い
ま
の
日
本
の
大
学
生
活
で
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
命
題
に
何
ら
の
統

一
性

・
関

連
性
が
見
ら
れ
ず
、
バ
ラ
バ
ラ
な
教
説
が
無
反
省
に
錯
綜
し
て
ゐ
る
気
配
が
多
い
た
め
、
こ
の
合
宿
教
室
で
は
、
そ
の
こ
と

へ
の
指
摘
と
反
省
の

上
に
立

つ
て
、
こ
の
四
つ
の
命
題
を
何
と
か
し
て
各
自
の
心
申
に
統

一
的
に
把
握
し
て
も
ら
は
う
と
、
参
加
者
諸
君
に
強
く
期
待
し
ま
し
た
。
は

じ
め
の
う
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
抵
抗
や
反
感
を
持
た
れ
た
方
も
を
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
日
程
が
進
む
に
つ
れ
て
、
濃
淡
の
差
こ
そ
あ
れ
、
ご
く

一
部
少
数
の
学
生
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
諸
君
は
今
日
の
大
学
が

″
心
を
鍛

へ
る
こ
と
の
重
要
性
″
を
忘
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
ま
た

″知
識

偏
重
″
と

″
学
問
の
分
化
″
が
精
神
の
混
迷
を
も
た
ら
し
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
欠
陥
を
欠
陥
と
し
て
認
識
し
直
す
と
共
に
、

そ
れ
ら

へ
の
対
処
に
は
、
結
局

一
人
び
と
り
が
、
学
問
の
名
に
値
す
る
真
の
綜
合
的
な
学
問
を
求
め
て
学
生
生
活
を
確
立
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
さ
う
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
ふ
重
要
事
を
把
ら

へ
て
く
だ
さ
つ
た
、

と
思
は
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
主
催
者
と
し
て
何
よ
り
も
頼
も
し
く
思
つ
た
こ
と
で
し
た
。
特
に
今
回
も
、
日
本
の
伝
統
と
文
化
の
す
ば
ら

し
さ
が
、
諸
講
師
、
特
に
若
い
諸
講
師
に
よ
つ
て
具
体
的
に
説
か
れ
た
こ
と
は
、
参
加
者

一
同
の
心
に
洛
み
入
る
成
果
で
あ
つ
た
、
と
回
想
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
は
同
時
に
、
三
分
の

一
世
紀
を
越
え
て
三
十
六
年
間
も

つ
づ
い
た
こ
の

「
合
宿
教
室
」
が
、

「
創
始
者
層
」
か

ら

「
後
続
者
層
」
に

継
承
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
、
確
認
出
来
た
喜
び
に
も
連
な
る
こ
と
で
し
た
。

一
方
、
　

，
大
学
生
諸
君
に
と
つ
て
、
「
友
情
、
友
と
の
付
き
合
ひ
」
の
問
題
は
、
大
切
な
関
心
事
で
あ
り
ま
す
の
で
、
「
麒

っ
つ
ら
だ
け
の
遊
び
友

だ
ち
で
は
な
く
、
真
に
心
を
許
し
合
ふ
こ
と
の
出
来
る
友
だ
ち
を
持
ち
た
い
」
と
い
ふ
願
望
に
対
し
て
、　
こ

の

「
合
宿
教
室
」
で
は
、
フ
」
ち
ら

側
が
ど
う
い
ふ
心
掛
け
で
自
分
自
身
の
心
を
整

へ
て
相
手
に
相
対
し
て
い
け
ば
、
真
に
心
を
許
し
合

へ
る
友
と
出
会
ふ
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
れ
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に
は
ど
う
努
力
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
も
、
各
班
ご
と
の
、
胸
襟
を
開
い
て
の

「
班
別
討
論
」、
「
輪
読
」、
各
自
が
詠
ん
だ
和
歌
に
つ
い
て
の

「
相

互
批
評
」
な
ど
を
通
じ
て
、
真
の
友
だ
ち
付
き
合
ひ
に
つ
い
て
の
、
具
体
的
な
経
験
を
積
ん
で
く
れ
た
こ
と
は
、
各
自
の
大
き
な
収
穫
と
な
つ
た

と
思
は
れ
ま
す
。
ま
た
合
せ
て
、
「読
む
書
物
の
選
び
方
の
如
何
が
、
自
分
の
人
生
に
と

っ
て
ど
ん
な
に
重
要
な
か
か
は
り
を
持
つ
か
」
ま
た
、

「
読
書
に
際
し
て

″
輪
読
″
と
い
ふ
勉
強
の
仕
方
が
、
独
り
で
読
む
の
に
比
し
て
、
ど
ん
な
に
深
い
意
味
合
ひ
を
持
つ
か
」
に
つ
い
て
も
、
真
剣

に
考

へ
て
も
ら
へ
た
こ
と
と
思
ひ
ま
す
。

な
は
、
こ
こ
に
編
し
た

『
こ
の
感
想
文
集
』
は
、
全
参
加
者
が

″解
散
の
間
ぎ
は
″
に
走
り
書
き
し
て
く
だ
さ
つ
た
も
の
で
す
。
紙
面
の
都
合

上
全
文
を
そ
の
ま
ま
載
せ
得
な
か
つ
た
こ
と
は
、
な
に
と
ぞ
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
フ
」
の
文
集
全
体
の
編
集
」
は
、　
国
家
公
務

員
の
山
根
清
さ
ん
、
神
奈
川
県
立

・
津
久
井
高
校
教
諭
の
大
日
方
学
さ
ん
、
日
本
油
脂

（株
）
技
師
の
上
村
栄
章
さ
ん
、
ア
ポ
ロ
サ
ー
ビ
ス

（株
）

社
員
の
金
子
光
彦
さ
ん
、
オ
リ
エ
ン
ト
リ
ー
ス

（株
）
の
木
村
彰
男
さ
ん
、
タ
マ
ポ
リ

（株
）
社
員
の
吉
川
理
夫
さ
ん
、
早
大

・
大
学
院
生
の
八

木
秀
次
さ
ん
、
東
洋
精
密
プ
レ
ス
エ
業

（株
）
社
員
の
阿
川
信
次
さ
ん
、
船
橋
市
立

。
法
典
小
学
校
教
諭
の
竹
内
孝
彦
さ
ん
、
な
ら
び
に
在
京
会

員
多
数
の
協
力
に
よ
つ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た

「″
合
宿
教
室
″
の
あ
ら
ま
し
」
に
つ
い
て
は
、　
在
京
の
若
手
会
員
諸
氏
が

ま
と
め
て
下
さ

り
、
巻
末
の
第

一
回
目
の

「
短
歌
詠
草
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
興
業
銀
行
行
員
の
小
柳
志
乃
夫
さ
ん
が
選
歌
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
夏
の

「
合
宿
教
室
」
に
参
加
さ
れ
た
方
々
、
ま
た
こ
の
文
集
を
お
読
み
い
た
だ
く
方
々
に
お
願
ひ
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
ど
う
か
全
ペ
ー

ジ
を
通
し
て
御
判
読
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
合
宿
事
業
を
行
ふ
に
当
り
ま
し
て
、
本
年
も
ま
た
、
朝
野
か
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
得
難
い
御
支

援
の
数
々
に
対
し
ま
し
て
、
会
員

一
同
に
代
り
、
心
か
ら
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

来
年

（平
成
四
年
）
の
合
宿
教
室

（第
三
十
七
回
）
は
、
八
月
八
日

熊
本
県

・
阿
蘇
の

「阿
蘇
の
司
」
で
行
ふ
こ
と
に
決
定
し
て
を
り
、

生
さ
ん
を
煩
は
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
土
）
―
十
二
日

（
水
）
の
日
程

（
四
泊
五
日
）
で
、

そ
の
合
宿
運
営
委
員
長
に
は
、
熊
本
市
在
の
折
田
豊

- 4 -‐



「第36回合宿教室」記念撮影 (参加者 244名 )於 。厚本市立「七沢自然教室」

参
加
者

（学
生
班
　
四
八
大
学
）
（洋
数
字
は
参
加
学
生
数
）

拓
殖
大
２９
　
早
稲
田
大
１５
　
亜
細
亜
大
１０
　
防
衛
大
６

九
州
大
５
　
福
岡
大
５
　
金
沢
工
業
大
３
　
九
州
女
子
大
３

湘
北
短
大
３
　
東
京
大
２
　
金
沢
大
２
　
長
崎
大
２

中
村
学
園
大
２
　
北
海
道
工
業
大
１
　
千
葉
大
１

東
京
水
産
大
１
　
帝
京
大
１
　
東
京
農
工
大
１
　
立
正
大
１

玉
川
大
１
　
明
治
大
１
　
中
央
大
１
　
日
本
大
１

関
東
学
院
大
１
　
実
践
女
子
大
１
　
武
蔵
野
美
術
大
短
期
１

高
千
穂
商
科
大
１
　
富
山
大
１
　
福
井
工
業
大
１

富
山
医
科
薬
科
大
１
　
金
沢
経
済
大
１
　
一示
都
産
業
大
１

京
都
橘
女
子
大
１
　
帝
京
平
成
短
大
１
　
大
阪
電
気
通
信
大
１

大
阪
経
済
法
科
大
１
　
岡
山
商
科
大
１
　
岡
山
理
科
大
１

ノ
ー
ト
ル
グ
ム
清
心
女
子
大
１
　
広
島
大
１

国
立
呉
病
院
付
属
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
１
　
山
口
大
１

山
口
県
立
衛
生
看
護
学
院
１
　
北
九
州
大
１
　
九
州
女
子
短
大
１

佐
賀
大
１
　
熊
本
大
１
　
鹿
児
島
大
１

計
　
一
二
三
名

（
う
ち
女
子
三
二
名
）

（
社
会
人

・
教
員
班
）
会
社
員

。
公
務
員

・
教
員
な
ど

計
　
一
一九
名

（招
聘
講
師
）

一
名

　

（
来
賓
）
五
名

（
国
民
文
化
研
究
会
）
七
九
名

　

（事
務
局
）
六
名

　

（
写
真
）

一
名

総
計
　
二
四
四
名
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”
　
　
　
　
　
∞

8月 7日 (水 )

(第 1日 )

3月 8日 (木 )

(第 2日 )

8月 9日 (金 )

(第 3日 )

8月 10日 (士 )

(第 4日 )

１１
第

月
＜

（
注

意
）

↓

一 ― (起 床 )一
(洗面・ 清掃 )

―
 (7:00)― ――

朝の集ひ (国旗掲揚

と国歌斉唱・ 体操 )

朝   食

一

)

塾 号膚仁
朝の集ひ (国旗掲揚
と国歌斉唱・ 体操 )

朝   食

――一―(8:00)―

福喬貿望塘慧咎寝顕話
那 須 三 元 氏

―

  (9:00)―
(移     動 )

――――(9:30)― ―――

(班 別 討 論 )

―― (5:00)――一

入

難
くな摯家の

“

明) 日比生哲也氏
――― ヽ8:20)一
_     ( 8:30)_

慰 霊 祭 執 行

―
  (9:30)― ―――

(班 別 懇 談 )

―
  (10:00)―

__生 (10:3の  
床

消     灯

食

浴

歩

夕

散

― 一

"床
)一―

(洗面・ 清掃 )
_  (7:00)一 ――

朝の集ひく国旗掲揚
と国歌斉唱・ 体操 )

朝   食

____(8:30)__―

(講 義 )

ネ申

`訂

|1嬌tS甍端町幸P自読交豊曳目釘

亜細亜大学講師

山 内 健 生 氏

(移
(10:。。)葛

丁

―
  (10:30)~~~

論

食

討班( )

―
  (12:00)

一―― (1:00)一――

創作短歌全体批評

山口県立高森高校教諭

宝 辺 矢 太 郎 氏

(移
(2:00)―

葛 ァ~~~(2:30)~~~

ヽ

劃

別

　

　

批互相

班

　

　

歌短

／

ノ

ー

ヽ

、

食
　
浴
　
歩

_  (8:00)一 ――

(諮  話 )

国民文化研究会
常務理事

長 内 俊 平 先 生

―

  (9:00)一 ――

(移    動 )

――――(9:30)―――

(夜 の 集 ひ )

――――(1。 :30)――一

5:30)(

夕
　
入
　
散

灯消

_― (起 床 )‐――
(洗面・清掃 )

――――(7:00)一
朝の集ひ 〈国旗掲揚

と国歌斉唱・体操 )

朝   会

略宿セm`■ 20)一一

亜型牌:評笙
参 加 者 に よる

(全体感想自由発表 )

―

    (|。

`lζ
〕――――

一

   (10:30)一 ―…

感想文執筆及び  ・

第 2回短歌創作

コ j社

ム な 生

学
生
参
加
者

は
、

一
班
八
名
前
後

の
班
編
成

で
す
。

会
場
入
口
受
付
で
、
所
属
す
る
班
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

(講 義 )

神嘲 |1県立鞭

国 武 忠 彦 氏

(移
(10:。。)葛

ァ
ーーー (10:30)一一―

(班 別 討 論 )

一
  (12:00)一―

)

)

― ―く ,:]●

―
(所 感 執 筆 )

――― (5:00)一――

夕     食

入     浴

散     歩

――_(7:30)― ――

.熟1犠議議

(移 {群 :お
動)

昼     食

一

  (2:00)―

〈 班 別 輪 読

――― (3:30)―

(班 別 討 論

(班 別 討 論 )

(班 別 輪 読 )

―
  (10:0。 )一

就     床

―
  (10:30)一 ――

灯消

___(2

開会式・

説 明・ 諸

―一――(3

(移

―

      ( 4

(班 別 自

―
  (5

夕

　

入

　

救

30)‐―_――

合宿 趣 旨

生意 伝 達

3。)一――

動 )

∞)一

己紹介 )

。。)‐―――

食

　

浴

　

歩

(合宿導入講義 )

フサヒピーカ″酬騰取締役
坂 東 一 男 氏

―
  (3:30)一―一

(移    動 )

一
  (9:。 。)一一―

― (10:00)―
就     床

― (10:30)―
消     灯

論 )討(班

神奈川県「厚木市立・七沢自然教室」にて

第 36回 ｀
全国 学生青年合宿教室 "日程 表 押 成 3年 8月

SUMMER SEMINAR IN NANASAWA(1991年 )

主催

間

　
会
会

6:30

7:00



第
３６
回

″合
宿
教
室
″
の
あ
ら
ま
し

［
Ⅲ

日

Ⅲ

□

　

（
八

月

七

日

・
水

曜

日

）

平
成
三
年
八
月
、
全
国
各
地
か
ら
大
学

・
職
場
の
学
生

。
青
年
諸
君
が
神
奈
川
県
の
丹
沢
山
東
麓
に
あ
る

「厚
木
市
立
七
沢
自
然
教
室
」
へ
暑
中
遠
路
は

る
ば
る
と
集
ま
つ
て
来
た
。
既
往
三
十
五
回
の
合
宿
教
室
は
九
州
各
地
で
こ
れ
ま
で
開
催
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
初
め
て
関
東
地
区
に
開
催
地

が
移
つ
た
の
で
あ
る
。
「友
よ
と
呼
べ
ば
友
は
来
た
り
ぬ
／
」
と
会
場
玄
関
に
揚
げ
ら
れ
た
横
断
幕
の
こ
の
言
葉
は
、
参
加
者
の
心
に
す
が
す
が
し
い
気

持

ち
と
合
宿
に
対
す
る
期
待
を
抱
か
せ
た
。

開
会
式

参
加
者
が

一
堂
に
会
し
、
緊
張
の
高
ま
る
講
義
室
に
、
早
稲
田
大
学
四
年
生
の
山
下
拡
男
君
の

「開
会
宣
言
」
が
響
き
渡
り
、
「
国
歌
斉
唱
」
に
続
い
て

《
戦
時
、
平
時
を
間
は
ず
、
祖
国
日
本
の
為
に
尊
い
生
命
を
捧
げ
ら
れ
た
す
べ
て
の
祖
先
の
御
霊
》
に
対
し
、　
一
分
間
の
黙
薦
を
捧
げ
た
。

続
い
て
主
催
者

を
代
表
し
て
国
民
文
化
研
究
会
理
事
長
の
小
田
村
寅
二
郎
先
生
は

「
こ
の
合
宿
で
は

一
人

一
人
が

一
人
の
自
立
し
た
人
間
と
し
て
平
等
に
付
き
合
つ
て
ゆ
き

た
い
」
と
先
づ
語
ら
れ
、
「相
手
の
喜
び
、
悲
し
み
、
苦
し
み
が
分
か
る
様
な
心
の
交
流
を
は
か
る
こ
と
こ
そ
が
教
育
の
真
の
目
的
で
あ
り
、
こ
の
合
宿
で

そ
れ
を
実
現
し
て
戴
き
た
い
」
と
参
加
者
に
こ
の
合
宿
に
の
ぞ
む
姿
勢
を
語
ら
れ
た
。
そ
の
後
来
賓
を
代
表
し
て
厚
木
市
長
足
立
原
茂
徳
氏
が

「人
と
人
と

の
触
れ
合
ひ
、
心
の
交
流
が
出
来
る
教
育
施
設
と
し
て
こ
の
七
沢
自
然
教
室
を
建
設
し
た
が
、
こ
の
合
宿
教
室
の
場
と
し
て
当
施
設
が
使
は
れ
る
こ
と
を
大

変
喜
ん
で
を
り
ま
す
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
次
い
で
、
参
加
学
生
を
代
表
し
て
亜
細
亜
大
学
四
年
生
の
佐
藤
順

一
郎
君
が
、
フ
」
の
合
宿
で
共
に
学
び
あ

へ
る
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と
い
ふ
不
思
議
な
縁
を
戴
い
た
の
で
こ
れ
を
大
切
に
心
を
働
か
せ
な
が
ら
学
ん
で
ゆ
き
ま
せ
う
」
と
参
加
者
に
強
く
呼
び
か
け
た
。

続
く
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
本
合
宿
教
室
の
運
営
委
員
長
の
今
林
賢
郁
氏

（新
日
本
製
鉄
輔
勤
務

・
４９
歳
）
が
登
壇
さ
れ

「人
生
と
か
、
社
会
と

か
、
学
問
と
か
に
つ
い
て
本
気
で
語
り
合
ひ
、
単
な
る
知
り
合
ひ
で
終
ら
な
い
友
人
を
作
つ
て
下
さ
い
」
と
参
加
者
全
員
に
強
く
訴
へ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
合
宿
細
部
に
わ
た
る
注
意
事
項
が
指
揮
班
長
大
日
方
学
氏

（神
奈
川
県
立
津
久
井
高
校
教
諭

。
２８
歳
）
に
よ
つ
て
伝
へ
ら
れ
た
。
こ
の
後
、
直

ち
に
参
加
者
は
各
自
に
割
り
当
て
ら
れ
た
班
室
に
入
り
、
合
宿
参
加
の
動
機
や
、
日
頃
の
生
活
ぶ
り
等
を
含
め
た

「自
己
紹
介
」
を
行
ひ
、
合
宿
教
室
が
開

始
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

合
宿
導
入
講
義
　
「
楽
し
き
哉
！
　
敷
島
の
道
」

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
飲
料
株
式
会
社
取
締
役
営
業
部
長
　
坂
　
東

　
一
　

男
氏

合
宿
導
入
講
義
は
、
講
師
か
ら
の
″
こ
ん
ば
ん
は
″
と
い
ふ
大
変
元
気
な
挨
拶
を
戴
い
て
の
開
始
と
な
つ
た
。　
氏
は
初
め
に
、
「通
ひ
合
ふ
言

葉
を
話
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
事
は
非
常
に
楽
し
い
と
い
ふ
意
味
を
込
め
て

『
楽
し
き
哉
！
　
敷
島
の
道
』
と
い

ふ
演
題
を
付
け
ま
し
た
」
と
語
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
合
宿
で
学
ん
だ
も
の
の
中
で
氏
の
生
活
に

一
番
根
づ
い
て

い
つ
た
も
の
と
し
て
明
治
天
皇
の
御
製

「
お
も
ふ
こ
と
思
ふ
が
ま
ま
に
い
ひ
て
み
む
歌
の
し
ら
べ
に
な
り
も
な
ら

ず
も
」
を
紹
介
さ
れ
、
こ
れ
は
人
の
心
の
素
直
さ
を
そ
の
ま
ま
表
し
な
さ
い
と
い
ふ
お
歌
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら

れ
、
私
達
に
歌
を
つ
く
る
心
構

へ
と
共
に
人
生
の
指
針
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

次
に
氏
は
、
入
社
間
も
無
い
頃
ビ
ー
ル
一
本
を
売
れ
ば
酒
税
が
国
家
に
入
る
の
だ
と
い
ふ
気
持
で
販
売
に
頑
張

つ
て
を
ら
れ
た
折
に
作
つ
た
歌
と
し
て

「も
う

一
軒
も
う

一
軒
と
汗
を
ふ
き
歩
き
ま
は
る
か
新
米
担
当
我
は
」
と
い
ふ
歌
を
紹
介
さ
れ

「自
分
の

会
社
生
活
を
三
十

一
文
字
に
な
ら
べ
て
み
て
は
、
俺
は
お
国
の
為
に
役
立
つ
て
ゐ
る
と
思
ひ
励
ん
で
ゐ
た
わ
け
で
す
」
と
語
ら
れ
た
。
さ
ら
に
さ
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う
い
ふ
時
に
お
ま
へ
の
職
業
は
天
職
だ
ぞ
と
い
ふ
天
の
声
が
き
こ
え
て
き
た
と
言
は
れ
、
土
井
晩
率
の

「
酒
と
い
ふ
文
字
を
み
て
さ

へ
嬉
し
き
に

飲
め
と
い
ふ
人
神
か
仏
か
」
い
ふ
歌
を
読
み
上
げ
ら
れ

「
私
は
こ
ん
な
に
世
の
中
で
お
酒
を
喜
ん
で
く
れ
る
人
が
ゐ
る
の
か
と
知
り
ま
し
た
。
こ

の
歌
は

一
生
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
笑
み
を
た
た
へ
な
が
ら
語
ら
れ
た
。

次
に
は
、
氏
の
根
幹
に
あ

つ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
歌
と
し
て

「
ま
す
ら
を
の

か
な
し
き
命
つ
み
か
さ
ね
つ
み
か
さ
ね
ま
も
る
大
和
島
根
を
」
「
心

じ
る
友
と
か
た
れ
ば
心
な
ご
み
な
が
る
る
な
み
だ
と
ど
め
か
ね
つ
も
」

の
二
首
の
歌
を
氏
は
朗

々
と
読
み
上
げ
ら
れ
た
。　
そ
し
て

『
ま
す

ら
を

の
』
の
歌
に
つ
い
て
は

「
日
本
の
伝
統
を
受
継
が
う
と
い
ふ
男
の
悲
劇
的
な
生
命
を
積
み
重
ね
て
き
て
ゐ
る
の
が
こ
の
素
晴
ら
し
い
日
本
な
の
で

す
」
と
言
は
れ
、
『
心
し
る
』
の
歌
は

「
涙
が
止
ま
ら
な
い
と
い
ふ
や
う
な

感
動
を
是
非
と
も

経
験
し
た
い
と
思
は
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
歌
で
は

な
い
か
」
と
強
い
調
子
で
語
ら
れ
た
。

続
け
て
氏
は
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
出
た
子
供
が

一
番
初
め
に
付
き
合
ふ
の
は
母
親
で
あ
り
、
そ
の
母
親
を
本
当
に
信
頼
す
る
と
い
ふ
所
か
ら
付

き
合
ひ
は
ス
タ
ー
ト
し
て
ゐ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て

″
返
事
″
を
例
に
と
ら
れ
、
音
だ
け
の
声
を
発
す
る
の
で
な
く
心
の
こ
も
つ
た
言
葉
を

発
し
て
い
く
事
に
よ
り
心
は
通
ひ
合
つ
て
い
く
の
で
す
と
語
ら
れ
た
。

そ
し
て
氏
は
人
生
の
折
に
ふ
れ
て
作
つ
た
歌

（
幼
稚
園
学
芸
会
の
折
、
御
父
上
逝
去
の
折
、
新
潟
支
店
長
拝
命
の
折
）
を
紹
介
さ
れ
た
後
、
明

治
天
皇
の
御
製
を
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
は

「
つ
く
ろ
は
む
こ
と
ま
だ
し
ら
ぬ
う
な
ゐ
子
の
も
と
の
心
の
う
せ
ず
も
あ
ら
な
む
」
と
い
ふ
御
製

で
、
か
ま

へ
る
と
い
ふ
事
を
ま
だ
知
ら
な
い
子
供
の
心
を
無
く
さ
ず
に
あ
り
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
氏
は
、
「
付
き
合
ふ
と
は
相
手
の
心
を
お
も
ん
ば
か
る
事
で
あ
り
、
相
手
の
立
場
に
立

つ
て

そ
の
人
が

ど
う
考

へ
て
ゐ
る
の
か
を
考

へ

る
の
が
、
敷
島
の
道
な
ん
で
す
」
と
語
ら
れ
、
講
義
を
終

へ
ら
れ
た
。

講
義
の
後
、
全
参
加
者
は
各
室
に
戻
り
、
班
別
討
論
に
入
つ
た
。
講
師
の
訴
へ
む
と
さ
れ
た
事
は
ど
の
や
う
な
こ
と
か
、
各
々
が
ど
こ
に
感
銘
を
覚
え
た

か
を
中
心
に
討
論
が
進
め
ら
れ
た
。

尚
、
こ
の
班
別
討
論
は
各
講
義
の
後
に
行
は
れ
、
お
互
ひ
が
心
に
湧
き
上
が
る
思
ひ
を
率
直
に
語
り
合
は
う
と
努
め
な
が
ら
討
論
を
行
つ
た
。
最
初
は
自
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ら
の
思
ひ
を
な
か
な
か
言
葉
に
で
き
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
て
ゐ
た
が
、
回
を
重
ね
る
度
に
熱
気
を
帯
び
、
時
に
は
反
発
し
合
ひ
、
時
に
は
共
感
し
合
ひ

な
が
ら
、
班
員
相
互
の
心
の
交
流
は
深
め
ら
れ
て
い
つ
た
。

一日円日‐Π‐日一
（八月八日
・木曜日）

合
宿
の
日
程
は
、
毎
朝
六
時
半
の
起
床
か
ら
始
ま
る
。
洗
面
後
、
参
加
者
は
、
丹
沢
山
の
清
々
し
い
冷
気
の
中
を
朝
の
集
ひ
の
会
場
に
向
ふ
。
「国
歌
斉

唱
並
び
に
国
旗
掲
揚
」
「
ラ
ジ
オ
体
操
」
「
連
絡
事
項
の
伝
達
」
が
行
は
れ
、　
一
同
、
今
日

一
日
を
過
ご
す
心
の
準
備
が
整

へ
ら
れ
る
。

講
義

「
聖
徳
太
子
と
楠
木
正
成
」

神
奈
川
県
立
金
井
高
校
教
頭
　
国
　
武
　
忠
　
彦
先
生

先
生
は
初
め
に
、
昭
和
天
皇
崩
御
の
際
の

「（
天
皇
に
つ
い
て
）
触
れ
な
い
、
考

へ
な
い
の
四
十
余
年
、
次
代
の
岐
路
に
」
と
い
ふ
新
聞
記
事

に
触
れ
て
、
天
皇
は
真
に
国
民
統
合
の
象
徴
に
な
つ
て
ゐ
る
の
か
、
と
問
題
提
起
さ
れ
た
後
、
高
校
教
科
書
を
も

と
に
天
皇
を
中
心
と
す
る
古
代
史
に
つ
い
て
解
説
し
て
ゆ
か
れ
た
。

国
土
統

一
と
朝
鮮
出
兵
を
同
時
に
進
め
た
四
世
紀
、
「倭
の
五
王
」
の
時
代
に
国
際
的
に
認
知
さ
れ
た
五
世
紀
、

と
輝
や
か
し
い
時
代
を
経
て
、
六
世
紀
は
一
転
し
て

「
大
和
朝
廷
の
動
揺
」
の
時
期
を
迎
へ
る
。
継
体
天
皇
が
、

任
那
四
県
の
割
譲
、
磐
井
の
反
乱
と
失
意
の
内
に
崩
御
さ
れ
た
後
、
欽
明
天
皇
の
時
代
に
は
仏
教
の
伝
来
を
迎
へ

て
蘇
我
、
物
部
の
対
立
が
激
化
し
、
五
八
七
年
、
聖
徳
太
子
十
四
歳
の
時
に
蘇
我
馬
子
は
穴
穂
部
皇
子
や
物
部
守

屋
を
殺
す
。
先
生
は

「『
憲
法
十
七
条
』
の
第

一
条
『和
を
以
て
貴
し
と
な
す
』
に
続
く

『人
皆
党
あ
り
、
亦
達
れ
る
者
少
し
』
と
い
ふ
お
言
葉
は
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か
う
し
た
聖
徳
太
子
の
御
経
験
か
ら
生
れ
た
悲
し
い
言
葉
な
の
で
す
」
と
語
ら
れ
た
。
続
い
て
馬
子
に
よ
る
崇
峻
天
皇
殺
逆
と
そ
の
暗
殺
に
当
つ

た
東
漢
直
駒
の
劇
的
な
最
期
に
触
れ
ら
れ
、
ア
」
の
時
、
最
大
の
権
力
を
誇
つ
た
馬
子
が
、
何
故
自
ら
天
皇
に
な
ら
な
か
つ
た
の
か
、
い
つ
も

不

思
議
に
思
ひ
ま
す
」
と
大
き
な
問
題
を
提
起
さ
れ
た
。

次
に
、
聖
徳
太
子
の
ご
政
治
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
先
生
は
、
憲
法
十
七
条
の
第
十
条
を
引
か
れ
、
Ｆ
」
れ
は
日
本
人
の
基
本
的
な
生
き
方
を
示
さ

れ
た
も
の
で
す
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
太
子
が
ご
兄
弟
を
新
羅
征
討
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、
日
本
外
交
の
長
年
の
懸
案
課
題
で
あ
る
任

那
問
題
に
力
を
尽
さ
れ
た
こ
と
を
解
説
さ
れ
、
「
聖
徳
太
子
は
単
な
る
平
和
主
義
者
で
は
な
か
つ
た
」
と
、
太
子
が

内
治
、
外
交
、
文
化
の
様
々

な
現
実
の
国
家
課
題
に
全
力
を
も
つ
て
当
た
ら
れ
た
総
合
的
な
人
格
で
あ
ら
れ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
先
生
は
太
子
の
ご
精
神
を
受
け
継
が
れ
た
山
背
大
兄
王
ご

一
家
の
悲
劇
的
な
最
期
を
語
ら
れ
た
。
先
生
の
お
心
に
は
先
人
の
思
ひ
が

ま
ざ
ま
ざ
と
蘇
つ
て
く
る
の
で
あ
ら
う
。
し
ば
し
ば
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
つ
つ
語
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
太
子
の
ご
精
神
は
大
化
の
改
新
と
し
て
現
実

化
し
、
国
内
統
治
が
な
さ
れ
る

一
方
、
百
済
の
救
援
要
請
に
果
断
迅
速
に
立
ち
上
る
濃
刺
と
し
た
時
代
を
迎
へ
る
が
、
遂
に
自
村
江
の
戦
ひ
に
大

敗
を
喫
す
る
。
先
生
は

「
そ
れ
ぞ
れ
の
天
皇
方
が
如
何
に
多
難
な
ご
生
涯
で
あ
ら
れ
た
か
を
考
へ
て
ほ
し
い
。
天
皇
は
確
固
と
し
た
存
在
で
は
な

か
つ
た
。
こ
の
様
々
な
危
機
が
乗
り
越
え
ら
れ
た
背
後
に
国
民
の
努
力
が
あ
つ
た
こ
と
を
我
々
は
考

へ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
語
ら
れ
た
。

最
後
に
、
テ
レ
ビ
で
話
題
に
な
つ
て
ゐ
る
楠
木
正
成
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
「
正
成
は
勝
ち
目
の
な
い
湊
川
の
戦
ひ
に
潔
く
赴
い
た
。
も

つ
と

合
理
的
な
戦
ひ
が
出
来
な
か
つ
た
か
と
、
皆
言
ふ
が
、
そ
れ
で
も
戦
前
戦
後
を
通
じ
て

一
貫
し
て
正
成
は
好
か
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
正
成
の
愚
直

な
ま
で
の

一
貫
し
た
忠
誠
心
に
日
本
人
誰
も
が
心
打
た
れ
る
か
ら
で
は
な
い
で
せ
う
か
」
と
講
義
を
結
ば
れ
た
。
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講
義

「
教
育
体
験
を
語
る
」

福
岡
県
立
新
官
高
校
教
諭
　
小
　
野
　
士
日
　
宣
氏

ま
づ
小
野
氏
は
、
氏
が
高
校
生
の
時
、
大
好
き
だ
つ
た
国
語
の
教
師
が
、
授
業
を
放
棄
し
て
デ
モ
に
参
加
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
居
合
わ
せ
、

拶
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
先
生
が
、
「
シ
マ
ッ
タ
」
と
い
ふ
後
め
た
さ
の
隠
つ
た
目
を
さ
れ
、
尊
敬

し

ゐ
た
先
生
に
裏
切
ら
れ
た
言
ひ
し
れ
な
い
悲
し
み
を
覚
え
た
経
験
を
話
さ
れ
た
。

ま
た
、
高
校
の
教
師
に
な
つ
た
初
め
て
の
年
に
、
教
職
員
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
あ
る
朝
、
校
門
で
教
師
を
入
れ
な

い
や
う
に
立
ち
は
だ
か
つ
て
ゐ
る
他
校
の
教
師
達
に
対
し
て
、
自
分
は
生
徒
を
教
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
敢
然

と
し
た
態
度
で
対
抗
し
た
事
を
話
さ
れ
た
。

ま
と
も
な
こ
と
が
な
さ
れ
な
い
現
状
の
中
、
何
と
か
自
分
な
り
に
意
志
を
通
し
て
、
高
校
の
時
に
思
つ
た

「
生

徒
に
恥
づ
か
し
い
顔
を
す
る
様
な
先
生
に
は
絶
対
に
な
る
ま
い
」
と
い
ふ
思
ひ
で
や
つ
て
こ
ら
れ
た
二
十
年
間
の
教
師
生
活
を
語
ら
れ
た
。

次
に
家
庭
で
の
父
親
と
母
親
の
役
割
に
つ
い
て
、
父
親
は
、
厳
し
く
、
子
供
か
ら
尊
敬
さ
れ
、
母
親
は
親
身
に
な
つ
て
、
子
供
か
ら
感
謝
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
人
で
そ
れ
を
子
供
に
教
へ
合
ふ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
教
師
は
、
生
徒
に
と
つ
て
尊
敬
と
感
謝
の

対
象
に
な
り
、
生
活
の
中
で
こ
の
二
つ
を
育
ん
で
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

そ
の
体
験
と
し
て
登
校
拒
否
症
に
な
つ
た
Ｆ
君
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
卒
業
が
近
付
い
た
あ
る
日
、
小
野
氏
は
優
し
い
お
母
さ
ん
を
悲
し
ま
せ

る
Ｆ
君
を
許
せ
ず
、
腹
が
た
つ
て
平
手
打
ち
を
し
て
し
ま
つ
た
時
に
、
彼
が
涙
を
流
し
な
が
ら

「最
後
ま
で
頑
張
つ
て
い
き
ま
す
」
と
言
つ
て
く

れ
た
。
卒
業
式
の
日
、
ク
ラ
ス
の
生
徒

一
人

一
人
か
ら
花
を
渡
さ
れ
、
特
に
Ｆ
君
か
ら

「自
分
は
小
野
先
生
に
担
任
を
も
つ
て
も
ら
つ
た
か
ら
卒

業
出
来
た
ん
で
す
」
と
皆
の
前
ｒ
一一一日
は
れ
、
そ
の
時
嬉
し
く
て
男
泣
き
し
た
こ
と
を
切
々
と
語
ら
れ
た
。
そ
し
て
教
卓
に
積
ま
れ
た
花
を
、
「自
分 て 挨
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も
妻
や
母
に
見
せ
た
い
の
だ
が
、
皆
の
卒
業
を
祝
つ
て
今
、
う
し
ろ
に
立
つ
て
ゐ
ら
つ
し
や
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま

す
と
言
つ
て
渡
し
て
欲
し
い
」
と
生
徒
に
語
り
か
け
ら
れ
、
生
徒
も
素
直
に
小
野
氏
の
気
持
ち
に
応
じ
て
く
れ
た
こ
と
を
話
さ
れ
た
。

こ
の
様
な
こ
と
を
通
じ
て
、
感
謝
と
い
ふ
こ
と
を
教
へ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
語
ら
れ
、
ま
ご
こ
ろ
を
尽
し
、　
一
心
に
な
る
こ
と
で
得
ら
れ

る
感
謝
の
念
と
自
信
を
も
つ
て
生
活
し
て
欲
し
い
と
語
ら
れ
、
講
義
を
結
ば
れ
た
。

（
八
月
九
日

ｏ
金
曜
日
）

講
義
　
「
短
歌
創
作
の
手
引
き
」

福
岡
県
立
須
恵
高
校
教
諭
　
那
　
須
　
一二
　
一九
氏

氏
は
講
義
の
冒
頭

「皆
さ
ん
は
短
歌
と
い
ふ
と
古
臭
い
、
感
傷
的
、
め
め
し
い
等
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
る
と
思
ひ
ま
す
」
と
語

り
か
け
ら

れ
、
短
歌
創
作
が
合
宿
教
室
の
柱
の
一
つ
に
な
つ
て
ゐ
る
理
由
を
、
「
短
歌
は
人
と
人
の
心
を
通
は
せ
て
く
れ
る

の
で
す
」
と
、
氏
の
奥
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
涯
さ
れ
つ
つ
短
歌
を
作
る
意
義
を
語
つ
て
ゆ
か
れ
た
。
氏
と

奥
さ
ん
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、
結
婚
前
は
短
歌
に
関
心
を
示
さ
れ
な
か
つ
た
奥
さ
ん
が
、
今
合
宿
前
に
自
か
ら

短
歌
を
作
つ
て
氏
を
驚
か
せ
た
話
な
ど
、
氏
と
奥
さ
ん
と
の
短
歌
を
通
し
て
の
家
庭
内
の
は
ほ
ゑ
ま
し
い
光
景
が

浮
ん
で
来
て
、
参
加
者

一
同
和
や
か
な
思
ひ
で
氏
の
話
に
聴
き
入
つ
た
。

次
に
氏
は
学
校
教
育
の
場
で
行
は
れ
て
ゐ
る
短
歌
の
扱
は
れ
方
の
現
状
に
つ
い
て
、
高
校
で
出
て
く
る
長
塚
節

の
短
歌

垂
乳
根
の
母
が
釣
り
た
る
青
蚊
帳
を
す
が
し
と
い
ね
つ
た
る
み
た
れ
ど
も
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を
例
に
と
り
、
コ
」
の
歌
は
授
業
で
は
文
法
的
な
解
釈
が
中
心
で
修
辞
の
代
表
作
の
様
な
と
り
上
げ
方
し
か
さ
れ
て
ゐ
な
い
」
と
批
判
さ
れ
た
。

氏
は
こ
の
歌
の
背
景
と
し
て
、
「長
塚
節
が
こ
の
歌
を
作
つ
た
時
は

日
頭
ガ
ン
に
侵
さ
れ
た
時
で
す
。

わ
づ
か
三
十
三
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
る
節

は
、
自
分
が
口
頭
ガ
ン
で
死
期
の
迫
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
婚
約
者
に
告
げ
、
婚
約
者
と
別
れ
ま
し
た
。
こ
の
歌
は

『病
院
の

一
室
に
こ
も
り
け
る
程

は
心
に
悩
む
こ
と
お
ほ
く
い
で
き
て
ま
な
こ
の
窪
む
ば
か
り
な
れ
ば
い
ま
は
只
よ
そ
に
紛
ら
さ
む
こ
と
を
求
む
る
外
に
せ
ん
術
も
な
く
、
五
月
三

十
日
と
い
ふ
に
雨
い
た
く
降
り
て
わ
び
し
か
れ
ど
も
お
し
て
帰
郷
す
』
と
い
ふ
詞
書
き
が
付
さ
れ
て
を
り
、
ハ
婚
約
者
と
の
別
れ
と
病
気
と
の
闘

ひ
と
い
ふ
心
身
と
も
に
傷
つ
い
た
節
が
故
郷
に
帰
つ
た
時
に
、
お
母
さ
ん
が
釣
つ
て
く
れ
た
青
蚊
帳
の
下
で
、
や
つ
と
安
ら
ぎ
の
場
を
得
た
気
持

ち
を
詠
ん
だ
歌
な
ん
で
す
」
と

一
首
の
歌
に
こ
め
ら
れ
た
作
者
の
思
ひ
を
偲
ん
で
ゆ
か
れ
、
短
歌
の
本
質
と
魅
力
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

次
に
氏
は
、
短
歌
を
創
作
す
る
上
で
の
留
意
点
を
昨
年
の
合
宿
参
加
者
の
短
歌
を
参
考
に
し
な
が
ら
説
明
し
て
ゆ
か
れ
、
特
に
注
意
す
べ
き
こ

と
と
し
て
五
七
五
七
七
の
型
に
き
ち
ん
と
整

へ
る
こ
と
、
ま
た

感
動
の
中
心
を
見
定
め
、
具
体
的
に
表
現
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
最

後

に

『
日
本
書
紀
』
に
出
て
く
る
速
総
別
王
ギ

源
実
朝
の
短
歌
な
ど
八
首
を
紹
介
さ
れ

「
短
歌
は
そ
の
調
べ
を
感
じ
る
と
、
詠
ん
だ
人
の
気
持
ち
が
自

分
の
心
の
中
に
響
い
て
く
る
の
で
す
」
と
語
ら
れ
、
講
義
を
終

へ
ら
れ
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ

こ
の
後
、
全
参
加
者
は
、
各
々
バ
ス
に
乗
車
し
、
楽
し
み
に
し
て
ゐ
た
県
立
七
沢
森
林
公
園
に
ハ
イ
キ
ン
グ
ヘ
と
出
発
し
た
。
広
々
と
し
た
公
園
で
短
歌
創
作
や

班
員
同
志
で
写
真
を
撮
つ
た
り
し
て
散
策
を
楽
し
み
、
持
参
し
た
お
に
ぎ
り
を
昼
食
に
お
い
し
く
食
べ
た
。
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講
義

「
激
動
す
る
国
際
情
勢
と
日
本
」

杏
林
大
学
教
授
　
田
久
保
　
忠
　
衛
先
生

先
生
は
ま
づ
国
際
情
勢
を
分
析
す
る
た
め
の
三
つ
の
視
点
に
つ
い
て
、
ご
自
分
が
共
同
通
信
社
の
沖
縄
支
局
長

か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
へ
と
転
勤
さ
れ
た
ご
体
験
を
も
と
に
お
話
に
な
ら
れ
た
。　
一
つ
は
広
い
視
野
、
地
球
的
な

視
野
か
ら
見
る
こ
と
、
二
つ
に
は
あ
く
ま
で
事
実
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
こ
と
、
三
つ
に
は
国
際
的
な
常
識
に
基

づ
い
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
三
つ
の
基
本
的
な
要
素
を
視
点
と
し
て
最
新
の
情
報
に

基
づ
く
、
日
本
を
取
り
巻
ぐ
国
際
情
勢
に
つ
い
て
お
話
に
な
ら
れ
た
。

は
じ
め
に
、
誰
れ
も
が
予
想
だ
に
も
し
な
か
つ
た
東
西
ド
イ
ツ
の
統

一
に
象
徴
さ
れ
る
東
欧
諸
国
の
激
変
と
共

産
主
義
体
制
の
崩
壊
の
原
因
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
西
側
の
軍
事
面
等
で
の
結
東
、
共
産
主
義
の
自
壊

作
用
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
存
在
等
が
考
へ
ら
れ
る
と
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
破
綻
し
た
ソ
連
の
直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
軍
や
Ｋ
Ｇ
Ｂ
と
改
革
派
の
左
右
か
ら
攻
撃
さ
れ
苦
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
る
だ
ら
う
こ
と
、
ま
た
ロ
シ
ア
共
和
国
の

エ
リ
ツ
ィ
ン
が
重
要
な
鍵
を
握
つ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
た
。
今
後
の
ソ
連
の
大
き
な
問
題
と
し
て
は
、
バ
ル
ト
三
国
な
ど
の
共
和
国
の
独

立
の
問
題
や
民
族
問
題
な
ど
が
山
積
し
、
ソ
連
の
将
来
と
し
て
各
共
和
国
が
独
立
し
て
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
を
保
つ
英
連
邦
に
似
た
ソ
連
邦
の

や
う
な
も
の
が
形
成
さ
れ
て
行
く
の
が
良
い
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
が
、
最
も
悪
い
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
は
ソ
連
政
治
の
混
乱
か
ら
、
三
千
数
百
発
の
核

の
使
用
の
危
険
が
あ
る
こ
と
を
お
話
に
な
ら
れ
た
。
先
生
は
推
測
と
い
ふ
こ
と
を
戒
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
に
起
つ
た
ソ
連
の
ク
ー
デ
タ
ー
失
敗

と
い
ふ
政
変
劇
を
見
る
に
つ
け
先
生
の
国
際
情
勢
の
分
析
の
確
か
さ
を
感
じ
た
。

こ
の
や
う
な
米
ソ
対
立
が
崩
れ
、
冷
戦
終
結
と
い
ふ
こ
と
で
歓
迎
す
る
向
き
も
あ
る
が
、　
む
し
ろ
今
後
は
何
が
起
こ
る
か
分
ら

な
い
時
代
、
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″
ニ
ュ
ー
ヮ
ー
ル
ド
デ
ィ
ス
オ
ー
ダ
ー
″
と
も
言
へ
る
不
安
定
な
、
こ
わ
い
時
代
に
な
つ
た
と
も
言
へ
る
と
警
告
さ
れ
た
。

今
後
の
日
本
の
安
全
保
障
の
問
題
で
も
、
日
本
は
軍
事
力

・
政
治
力
の
面
で
も

一
人
立
ち
で
き
る
体
制
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
と
の
安
全
保
障

体
制
こ
そ
重
要
で
あ
り
、
社
会
党
の
い
ふ
ア
メ
リ
カ
と
手
を
組
む
と
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
つ
た
論
は
、
現
実
無
視
の
空
論
で
し
か
な
い
こ

と
が
益
々
明
白
と
な
つ
た
こ
と
を
お
話
に
な
ら
れ
た
。

こ
の
や
う
な
東
西
対
決
の
崩
れ
た
間
隙
に
起
つ
た
今
回
の
湾
岸
戦
争
に
対
す
る
日
本
の
対
応
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
日
本
は
誰
れ
と
誰
れ
が
何

ん
の
た
め
に
戦
つ
て
ゐ
る
の
か
分
か
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。
ク
ウ

ェ
ー
ト
と
い
う
歴
と
し
た
一
主
権
国
家
を
侵
略
し
た
イ
ラ
ク

を
国
連
決
議
に
基
づ
い
て
国
連
軍
は
武
力
行
使
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ラ
ク
は
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
財
貨
を
持
ち
出
し
、
虐
殺

・
暴
行
な
ど
の
犯
罪
行
為

を
働
き
、
人
質
を
多
国
籍
軍
の
攻
撃
目
標
に
張
り
つ
け
た
。
こ
れ
ほ
ど
明
白
な
侵
略
行
為
に
対
し
て
、
国
連
は
十
二
の
決
議
を
行
な
ひ
、
デ
ク
エ

ア
ル
事
務
総
長
の
調
停
も
蹴
ら
れ
た
た
め
、　
一
月
十
五
日
と
い
ふ
期
限
を
定
め
た
決
議
六
七
六
号
に
基
づ
き
武
力
行
使
し
た
の
で
あ
り
、
今
回
の

戦
争
は
国
連
対
イ
ラ
ク
の
戦
ひ
で
あ
つ
た
。
日
本
は
国
連
加
盟
国
で
は
な
か
つ
た
か
と
語
気
を
強
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
事
も
あ
ら
う
に
婦
人
議
員

が
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
抗
議
に
行
く
な
ど

「交
番
に
向
か
つ
て
暴
力
は
や
め
ろ
」
と
い
ふ
に
等
し
い
愚
行
で
論
外
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
あ
る
評
論

家
が
同
じ
や
う
に
イ
ラ
ク
大
使
館
に
も
抗
議
す
べ
き
だ
と
言
つ
た
の
に
は
驚
い
た
。
ア
メ
リ
カ
大
使
館
に
行
つ
て
激
励
し
感
謝
す
る
の
が
筋
で
あ

り
国
際
常
識
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。
誰
れ
も
戦
争
な
ど
し
た
く
は
な
い
し
、
家
族
や
恋
人
と
別
れ
て
戦
地
に
赴
く
の
は
つ
ら
く
悲
し
い
事
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら

（口
ｏ
■
ｏお
じ

と
い
ふ
思
ひ
で
若
者
達
が
戦
ひ
に
出
た
の
で
は
な
か
つ
た
の
か
。

こ
れ
に
対
し
日
本
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。
難
民
救
済
す
ら
も
自
衛
隊
派
遣
は
憲
法
違
反
と
い
ふ
こ
と
で
し
か
な
か
つ
た
。
こ
の
や
う
な
状
況

で
は
万

一
、
朝
鮮
が
統

一
さ
れ
、
何
か
事
が
起
つ
た
時
、
自
衛
隊
の
出
動
は
憲
法
違
反
だ
か
ら
、　
一
般
人
に
銃
を
持
た
せ
自
衛
隊
は
後
方
支
援
に

回
る
こ
と
に
な
る
。
若
人
達
は
こ
ぞ
つ
て
最
も
安
全
な
自
衛
隊
に
入
る
や
う
に
な
り
は
し
な
い
か
と
、
日
本
の
現
状
を
痛
烈
に
批
判
さ
れ
ご
講
義

を
締
め
く
く
ら
れ
た
。
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講
話

富
山
女
子
短
期
大
学
教
授
　
廣
　
瀬
　
　
　
誠
先
生

先
生
は
、
現
在
私
達
の
ゐ
る
地
が
古
事
記
の
昔
相
模
の
国
と
呼
ば
れ
、
倭

建

の
命
が
東
征
の
折
こ
の
地
で
欺
れ
て
野
火
に
巻
れ
、
草
薙
の
剣

た
鎌
倉
の
地
も
こ
の
近
く
で
、

実
朝
が
詠
ん
だ
短
歌

で
草
を
刈
り
な
が
ら
嬢

倭

比
売
か
ら
戴
い
た
火
打
石
で
向
火
を
放
ち
、
賊
を
平
げ
た
話
を
先
づ
紹
介
さ
れ
た
。

又
、
倭
建
の
命
が
現
在
の
横
須
賀
市
の
走
水
の
海
を
渡
ら
れ
た
時
に
大
暴
風
雨
が
起
き
、
海
の
神
を
鎮
め
る
為
に

后
の
弟

橘

比
売
の
命
が
入
水
さ
れ
、
そ
の
際
に
、

さ
ね
さ
し
相
模
の
小
野
に
燃
ゆ
る
火
の
火
中
に
立
ち
て
問
ひ
し
君
は
も

と
い
ふ
歌
を
残
さ
れ
た
こ
と
を
話
さ
れ
、
当
地
が
深
い
伝
承
に
色
取
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

又
、
中
世
に
は
、
後
醍
醐
天
皇
の
建
武
の
中
興
の
折
、
大
塔
宮
護
良
親
王
が
流
請
さ
れ
、
足
利
氏
に
暗
殺
さ
れ

倭
建
の
命
と
護
良
親
王
と
い
ふ
二
人
の
悲
劇
の
主
人
公
を
偲
ば
れ
、
続
け
て
鎌
倉
幕
府
最
後
の
将
軍
で
あ
つ
た
源

時
に
よ
り
過
ぐ
れ
ば
民
の
な
げ
き
な
り
八
大
龍
王
雨
や
め
給
へ

の
中
の
八
大
龍
王
が
祀
ら
れ
て
い
る
阿
夫
利
神
社
の
あ
る
大
山
は
当
地
か
ら
も
見
え
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
さ
ら
に
近
代
で
は
、
敗
戦
後
の
昭
和

二
十
年
九
月
、
グ
グ
ラ
ス
・
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
パ
イ
プ
を
街

へ
た
ま
ま
降
り
立
つ
た
厚
木
飛
行
場
も
こ
の
近
く
で
あ
つ
た
こ
と
を
回
顧
さ
れ
た
。

次
に
先
生
は
古
事
記
の
中
の
神
々
の
名
前
に
は
大
変
美
し
く
又
立
派
な
も
の
が
多
い
と
し
て
、
橘
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
は
す
弟

標
ナ貯

プ
の
命
と

桜
を
表
は
す
木
の
花
佐
久
夜
畦
売
と
を
挙
げ
ら
れ
、
京
都
御
所
紫
震
殿
の
右
近
の
橘

・
左
近
の
桜
に
代
表
さ
れ
る
様
に
、
日
本
人
が
最
も
好
ん
だ

大
切
な
名
前
が
使
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
さ
う
い
ふ
立
派
な
名
前
が
使
は
れ
て
ゐ
る
以
上
、
例

へ
ば
天
照
大
御
神
を
″
ア
マ
テ
ラ
ス
″

と
い
ふ
様
に
安
易
に
簡
略
化
す
る
こ
と
は
慎
む
べ
き
こ
と
を
諭
さ
れ
た
。



先
生
は
、
さ
う
い
ふ
古
事
記
の
神
々
の
名
前
の
中
で
、
鵜
葺
草
葺
不
合
の
命
の
名
前
だ
け
は
、
唯

一
「
不
完
全
、
未
完
成
」
の
意
味
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
さ
れ
た
。
母
君
で
あ
る
海
神
の
女
豊
玉
叱
売
の
命
が
懐
妊
さ
れ
、
波
限
に
鵜
の
羽
で
産
屋
が
作
ら
れ
や
う
と
し
た
が
、
そ
の
家
屋
が
葺

き
あ
が
ら
ぬ
う
ち
に
出
生
さ
れ
た
皇
子
の
名
が
鵜
葺
草
葺
不
合
の
命
で
あ
り
、
こ
の
神
に
つ
い
て
は
全
く
と
言
つ
て
良
い
程
古
事
記
に
は
記
述
が

な
く
、
こ
れ
で
上
巻
神
代
の
時
代
は
終

つ
て
ゐ
る
。
先
生
は
こ
の
興
味
深
い
事
実
に
対
し
て
、
「
古
事
記
を
文
学
作
品
と
し
て
味
は
つ
た
場
合
、
鵜

葺
草
葺
不
合
の
命
が
未
完
全
で
あ
つ
た
が
故
に
、
次
の
人
の
世
の
時
代
が
あ
つ
た
の
で
す
。
私
達
の
仕
事
に
し
て
も
未
完
成
で
あ
る
が
故
に
次
の

人
の
飛
躍
が
期
待
で
き
る
こ
と
と
同
じ
で
す
」
と
私
達
参
加
者
を
励
ま
さ
れ
、
話
を
終
へ
ら
れ
た
。

慰
霊
祭

日
比
生
哲
也
氏

（福
岡
県
立
玄
界
高
校
教
諭

・
２９
歳
）
に
よ
つ
て
慰
霊
祭
の
説
明
が
行
な
は
れ
た
。
そ
の
後
夜
の
し
じ
ま
の
中
、
屋
外
の
広
場

に
設
置
さ
れ
た
祭
壇
の
前
に
全
員
が
整
列
し
た
。
ま
づ
お
祓
に
代
へ
て
、
故
三
井
甲
之
先
生
の

ま
す
ら
を
の
か
な
し
き
い
の
ち
つ
み
か
さ
ね
つ
み
か
さ
ね
ま
も
る
や
ま
と
し
ま
ね
を

の
和
歌
朗
詠
に
よ
り
慰
霊
祭
は
始
め
ら
れ
た
。

次
に
警
躍
の
声
の
響
く
中
、
戦
時
平
時
を
間
は
ず
祖
国
日
本
の
為
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ
た
全
て
の
祖
先
の
御
霊
を
最
敬
礼
で
お
迎

へ
す
る
、

降
神
の
儀
が
行
な
は
れ
た
。
献
餞
の
後
、
参
加
者

一
同
を
代
表
し
て
、
澤
部
壽
孫
氏
が
祭
文
を
奏
上
、
明
治
天
皇

・
昭
和
天
皇
の
御
製
を
坂
東

一

男
氏
が
拝
誦
さ
れ
た
。
続
い
て
玉
串
奏
彙
の
後
、
全
員
で

「
海
ゆ
か
ば
」
を
斉
唱
、
最
後
に
昇
神
の
儀
が
行
な
は
れ
、
撤
餞
の
後
、
最
敬
礼
の
も

と
御
霊
を
お
送
り
申
し
上
げ
、
慰
霊
祭
は
終
つ
た
。
左
に
慰
霊
祭
に
於
け
る
祭
文
と
拝
誦
さ
れ
た
御
製
を
記
し
て
お
く
。

昨
年
の
秋
世
界
の
人
々
の
憧
憬
と
あ
ま
た
の
国
民
の
お
祝
ひ
申
し
上
ぐ
る
中
に
今
上
陛
下
の
御
即
位
の
大
典
と
大
嘗
祭
は
恙
な
く
と
り
行

は
れ
喜
び
に
満
ち
た
る
新
し
き
年
を
迎
へ
し
今
年
平
成
三
年
八
月
の
今
宵
丹
沢
山
塊
大
山
の
麓
厚
木
七
沢
に
集

へ
る
我
等
第
三
十
六
回
全
国
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学
生
青
年
合
宿
教
室
参
加
の
者
ら
朝
夕
に
学
び
し
こ
の
山
裾
の
広
場
を
斎
庭
と
定
め
ま
つ
り
と
こ
し
へ
に
み
国
を
守
り
ま
す
遠
つ
み
祖
達
を

は
じ
め
教
国
の
た
め
に
い
の
ち
を
捧
げ
給
ひ
て
た
ふ
と
き
み
国
を
守
り
ま
し
し
も
ろ
も
ろ
の
は
ら
か
ら
達
の
み
た
ま
を
招
ぎ
ま
つ
り
て
み
祭

り
仕

へ
ま

つ
ら
む
と
す

東
欧
に
中
東
に
動
乱
お
こ
り
混
沌
た
る
様
相
を
呈
せ
る
世
界
に
お
い
て
我
が
国
の
国
際
的
地
位
い
よ
い
よ
た
か
ま
り
ゆ
け
ど
も
い
に
し

ヘ

に
は
聖
徳
太
子
近
く
に
は
明
治
天
皇
間
近
に
は
先
つ
帝
昭
和
天
皇
と
未
曾
有
の
国
難
の
時
代
に
出
現
せ
さ
せ
給
ひ
ご

一
身
を
な
げ
う
ち
給
ひ

て
み
国
を
守
り
ま
し
し
す
め
ら
み
こ
と
を
は
じ
め
と
す
る
御
代
御
代
の
す
め
ら
み
こ
と
ま
た
御
代
御
代
の
す
め
ら
み
こ
と
に
仕

へ
奉
り
し
み

祖
達
の
た
ふ
と
き
ま
ご
こ
ろ
を
と
も
す
れ
ば
忘
れ
ゆ
く
世
の
さ
ま
を
憂
ひ
驚
き
か
へ
り
み
し
め
ら
れ
つ
つ
御
講
義
に
耳
を
傾
け
大
御
歌
あ
る

い
は
十
七
条
憲
法
を
心
に
味
は
ひ
時
を
惜
し
み
て
は
初
め
て
会
ひ
し
友
と
心
を
開
き
て
語
り
合
ひ
わ
れ
ら
が
日
本
の
行
く
べ
き
道
を
さ
だ
か

に
見
定
め
ん
と
心
を
合
せ
て
こ
の
集
ひ
を
過
ご
し
来
れ
る
さ
ま
を
長
か
れ
ど
も
い
ま
し
み
こ
と
達
み
そ
な
は
し
給
ひ
て
み
国
の
ゆ
く
て
を
と

こ
し
へ
に
守
ら
せ
給

へ
と
参
加
者

一
同
に
代
り
澤
部
壽
孫
謹
み
敬
ひ
恐
み
恐
み
も
自
す

平
成
三
年
八
月
九
日

明
治
天
皇
御
製

を
り
に
ふ
れ
て

国
の
為
い
の
ち
を
す
て
し
ま
す
ら
を
の
た
ま
祭
る
べ
き
時
ち
か
づ
き
ぬ

を
り
に
ふ
れ
て

年

へ
な
ば
国
の
ち
か
ら
と
な
り
ぬ
べ
き
人
を
お
ほ
く
も
失
ひ
に
け
り

を
り
に
ふ
れ
て

よ
と
と
も
に
語
り
つ
た
へ
よ
国
の
た
め
命
を
す
て
し
人
の
い
さ
を
を

子
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す
す
教
ゆ
く
世
に
生
れ
た
る
う
な
ゐ
に
も
昔
の
こ
と
は
教

へ
お
か
な
む

日

さ
し
の
ぼ
る
朝
日
の
ご
と
く
さ
は
や
か
に
も
た
ま
ほ
し
き
は
心
な
り
け
り

海

仇
波
の
し
づ
ま
り
は
て
て
四
方
の
う
み
の
ど
か
な
ら
な
む
世
を
い
の
る
か
な

寄
夏
草
述
懐

国
の
た
め
民
の
為
に
は
夏
草
の
こ
と
し
げ
く
と
も
つ
と
め
ざ
ら
め
や

昭
和
天
皇
御
製

千
鳥
が
淵
戦
没
者
墓
苑

国
の
た
め
命
さ
さ
げ
し
人
々
の
こ
と
を
思

へ
ば
胸
せ
ま
り
く
る

引
揚
者
に
対
し
て

国
民
と
と
も
に
心
を
い
た
め
つ
つ
帰
り
こ
ぬ
人
を
た
だ
待
ち
に
待

つ

九
州
地
方
視
察

高
原
に
み
や
ま
き
り
し
ま
美
し
く
む
ら
が
り
咲
き
て
小
鳥
と
ぶ
な
り

平
成
三
年
八
月
九
日

謹
　
撰

坂
　
東

　
一　

男
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□
（
八
月
十
日
・
土
曜
日
）

講
義

「
戦
後
思
想
か
ら
の
覚
醒
を
！
」

―
―
よ
り
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
―
―

神
奈
川
県
立
湘
南
高
校
教
諭

・
亜
細
亜
大
学
非
常
勤
講
師
　
山
　
内
　
健
　
生
氏

氏
は
ま
づ
、
現
在
の
日
本
に
於
て
非
常
に
気
に
な
る
こ
と
と
し
て
「
日
の
九
」
「君
が
代
」
の
問
題
を
取
上
げ
ら
れ
、
現
代
の
思
想
の
特
徴
と
し

て

「
『
日
の
丸
』

『
君
が
代
』

は
軍
国
主
義
で
あ
る
と
す
る
、　
ま
る
で
脳
死
状
態
の
脳
か
ら
出
て
き
た
発
想
が
あ

る
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
発
想
を
生
み
出
し
て
ゐ
る
も
の
に
新
聞
の
情
報
操
作
が
あ
る
と
さ
れ
、
朝

日
新
聞
の

「
日
の
丸

・
君
が
代
と
文
部
省
」
と
い
ふ
社
説
を
検
証
さ
れ
て
い
つ
た
。
そ
の
中
で
氏
は

「
朝
日
新
聞

は
国
旗

・
国
歌
の
重
要
性
は
認
め
る
が
日
の
丸
掲
揚

・
君
が
代
斉
唱
の
義
務
化
に
反
対
だ
と
言
ふ
。
反
対
の
主
な

理
由
は
、
戦
争
に
つ
な
が
る
か
ら
と
言
ふ
が
、
戦
時
中
報
道
機
関

の
先
頭
に
立
ち
最
も
戦
争
に
関
与
し
た
の
は
朝

日
新
聞
で
あ
る
。
そ
の
朝
日
新
聞
が
、
戦
争

へ
の
無
関
係
を
装

つ
て
、
平
和
の
監
視
人
と
し
て
の
立
場
を
守
り
、

世
の
中
に

一
つ
の
考
へ
る
方
向
を
生
み
出
し
て
ゐ
る
」
と
そ
の
欺
臓
性
を
訴

へ
ら
れ
た
。

そ
し
て

「
敗
戦
の
後
遺
症
か
ら
様
々
に
論
議

さ
れ
る

が
、
『
日
の
丸
』
『
君
が
代
』
は
戦
争
の
前
か
ら
使
は
れ
て
ゐ
た
、
ま
さ
に

『
日
本
の
旗
』
で
あ
り

『
日
本
の
歌
』
で
あ
る
」
と
強
調
さ
れ
、
「
日
の

丸
」
「
君
が
代
」
の
歴
史
と
そ
れ
が
表
象
す
る
も
の
を
懇
切
に
説
明
し
て
ゆ
か
れ
た
。

次
に
氏
は

「『
憲
法
十
七
条
』
か
ら

『
新
日
本
建
設
に
関
す
る
詔
書
』
ま
で
」
と
題
さ
れ
、
聖
徳
太
子
の
「憲
法
十
七
条
」
の
精
神
が
い
か
に
日

本
の
歴
史
を
貫
い
て
ゐ
る
か
を
語

つ
て
ゆ
か
れ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
明
治
維
新
の
と
き
に
出
さ
れ
た

「
五
箇
条
の
御
誓
文
」
に
つ
い
て
、
著
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名
な
仏
教
学
者
で
あ
る
花
山
信
勝
氏
の
言
葉
を
引
用
さ
れ

「
『
五
箇
条
の
御
誓
文
』
は

『
憲
法
十
七
条
』
の
精
神
の
復
活
で
あ
る
」
と
語
ら
れ
た
。

そ
し
て
更
に
重
要
な
事
と
し
て
、
昭
和
二
十

一
年
の
正
月
に
出
さ
れ
た

「新
日
本
建
設
に
関
す
る
詔
書
」
に
つ
い
て

「
こ
の
冒
頭
に
は
、
昭
和
天

皇
の
御
意
志
で

『
五
箇
条
の
御
誓
文
』
が
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
『
憲
法
十
七
条
』
は
日
本
が
戦
争
に
敗
れ
て
再
出
発
す
る
と
き
に
も
確

認

さ
れ
た

の
だ
」
と
日
本
の
歴
史
の
連
綿
性
を
強
調
さ
れ
た
。
そ
し
て
聖
徳
太
子
信
仰
の
具
体
的
な
表
れ
が

一
万
円
札

の
聖
徳
太
子
像
で
あ

つ
た
こ
と
を
指

摘
さ
れ

「
お
札
の
太
子
像
を
見
た
と
き
、
国
民
の
ほ
と
ん
ど
は
古
代
に
は
か
う
い
ふ
り

つ
ば
な
人
が
ゐ
た
の
だ
と
感
じ
て
ゐ
た
。
そ
れ
が
日
本
の

歴
史
に
対
す
る
信
頼
感
を
育
ん
で
来
た
」
と
語
ら
れ
た
。

次
に
氏
は
本
論
の

「
戦
後
思
想
か
ら
の
覚
醒
を
！
」
に
話
を
進
め
ら
れ

″戦
後
思
想
〃
を

「
拝
外
的
な
対
外
的
無
警
戒
と
外
国
か
ら
の
影
響

（
情
報
操
作
）
と
が
相
乗
積
と
な
つ
て
わ
が
国
民
の
頭
と
心
を
蝕

ん
で
ゐ
る
利
那
的
唯
物
的
な
物
の
見
方
や
感
じ
方
」
と
定
義
さ
れ
た
。
そ
し
て

今
日
の
教
科
書

・
マ
ス
コ
ミ
で
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
戦
後
思
想
の
基
本
的
な
用
語
と
し
て

「
太
平
洋
戦
争
の
敗
北
」
「無
条
件
の
降
伏
」
コ
言
論
の
自

由
の
保
障
」
「
天
皇
の
神
格
否
定
」
「
平
和
憲
法
の
誕
生
」
の
五
つ
を
挙
げ
ら
れ
、
そ
の

一
つ
一
つ
に
つ
い
て
説
明
を
さ
れ
て
ゆ
か
れ
た
。
そ
の
中

で
も
特
に

「
太
平
洋
戦
争
の
敗
北
」
と
い
ふ
言
葉
に
つ
い
て

「
太
平
洋
戦
争
』
と
は

ア
メ
リ
カ
側
の
言
葉
で
あ
り
、
日
本
は

負
け
る
べ
く
し
て

負
け
た
不
義
の
戦
ひ
を
し
た
こ
と
に
な
る
。
『
大
東
亜
戦
争
』
と
い
ふ
言
葉
に
は
、　
敗
北
は
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、

復
興
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
ふ
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
る
。
″復
興
″
と
は
、
先
人
の
志
操
を
受
け
継
ぎ
、
亡
く
な

つ
た
人
達
の
慰
霊
を
す
る
こ
と
な
の
だ
」
と
語
ら
れ
私

達
が
よ
り
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
戦
後
思
想
を
克
服
し
、
過
去
と
の
精
神
的
な

つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、

訴

へ
ら
れ
た
。

最
後
に
氏
は
、
弘
法
大
師

（空
海
）
の

『
綜
芸
種
智
院
式
』
か
ら

「
一
味
に
し
て
美
膳
を
作
し
、
片
音
に
し
て
妙

曲

を
調
ぶ
る
者
は
未
だ
あ

ら
ざ
る
也
」
と
い
ふ
言
葉
を

「
贈
０
言
葉
」
と
さ
れ

「
こ
れ
は
綜
芸
種
智
院
の
建
学
の
精
神
と
し
て
総
合
的
な
学
問
を
目
指
す
こ
と
を
表
し
を
百

葉
で
す
。
こ
の
弘
法
大
師
の
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
、

視
野
を
広
く
持
ち
、

大
い
に
学
ん
で
戴
き
た
い
」

と
語
ら
れ
、　
御
講
義
を
終

へ
ら
れ

た
。
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創
作
和
歌
全
体
批
評

山
口
県
立
高
森
高
校
教
諭
　
宝
　
辺
　
矢
太
郎
氏

氏
は
短
歌
相
互
批
評
に
つ
い
て

「自
分
で
作
つ
て
人
に
聞
い
て
も
ら
ふ
の
が
、
僕
ら
が
歌
を
作
つ
て
い
く
上
で
の
練
磨
に
な
る
の
で
す
。
字
の

間
違
ひ
や
仮
名
遣
ひ
を
直
し
、
そ
の
人
の
表
現
を
生
か
し
た
上
で
、
色
々
智
慧
を
出
し
合

つ
て
歌
を
練

つ
て
い
つ

て
欲
し
い
。
自
分
は
歌
が
下
手
だ
と
い
ふ
こ
と
を
認
識
し
た
方
が
い
い
。
そ
し
て
、
班
の
友
達
に
そ
の
歌
の
情
況

を

一
所
懸
命
に
述
べ
て
欲
し
い
。
自
分
の
こ
だ
は
り
を
離
れ
た
時
に
廣
や
か
な
世
界
に
つ
な
が
つ
て

い
く

の

で

す
」
と
語
ら
れ
た
。

続
い
て
、
歌
稿

の
参
加
者
の
歌
を
二
十
首
ほ
ど
取
り
挙
げ
ら
れ
、
コ

首
を

一
続
き
の
文
章
に
す
る
こ
と
」
「説

明
に
陥
ら
ず
、
具
体
的
な
情
況
が
伝
は
る
や
う
に
詠
む
こ
と
」
「
ぴ
り
り
と
し
た
正
し
い
文
語
表
現
に
す
る
こ
と
」

を
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、　
ユ
ー
モ
ア
を
交
へ
推
敲
さ
れ
て
い
つ
た
。
講
義
は
時
に
爆
笑
に
包
ま
れ
な
が
ら
も
、
参
加
者
は
、
歌
の
調
べ
を
整

へ
て
い

た
だ
い
た
後
の
爽
や
か
な
心
持
ち
を
味
は
つ
た
。

最
後
に
、
氏
は
、
自
井
停
先
生
、
廣
瀬
誠
先
生
の
歌
を
朗
々
と
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
洗
練
さ
れ
た
歌
の
調
べ
の
美
し
さ
に
心
打
た
れ
た

一
時
で

あ
つ
た
。
そ
し
て

「
お
互
ひ
の
気
持
ち
を
推
し
量
り
つ
つ
質
問
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
大
い
に
発
言
し
合
つ
て
下
さ
い
」
と
結
ば
れ
講

義
を
終

へ
ら
れ
た
。

講
話

「
若
き
友
ら

へ
語
り
か
け
る
言
葉
―
今
私
達

の
最
も
心
す
べ
き

こ
と
―
」

国
民
文
化
研
究
会
常
務
理
事

・
事
務
局
長
　
長
　
内
　
俊
　
平
先
生

先
生
は
本
居
宣
長
の

「
う
ひ
や
ま
ふ
み
」
よ
り
、
雪
嵐
と
事
と
心
と
、
そ
の
さ
ま
大
抵
相
か
な
ひ
て
、
似
た
る
物
に
て
、
た
と
へ
ば

心
の
か
し
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こ
き
人
は
い
ふ
言
の
さ
ま
も
、
な
す
事
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
か
し
こ
く
、
心
の
つ
た
な
き
人
は
、
い
ふ
言
の
さ
ま

も
、
な
す
わ
ざ
の
さ
ま
も
、
そ
れ
に
応
じ
て
つ
た
な
き
も
の
也
」
を
紹
介
さ
れ
、
こ
の
言
葉
を
故

・
桑
原
暁

一
先

生
は

「
美
し
い
も
の
は
美
し
い
心
か
ら
生
ま
れ
る
」
と
解
さ
れ
た
の
で
す
、
と
語
ら
れ
、
つ
ま
り

「世
の
中
の
有

様
は
人
の
心
を
映
し
て
ゐ
る
の
で
す
」
と
、
豊
か
な
心
に
恵
ま
れ
た
体
験
を
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
い
づ
れ
も
先

生
の
故
郷
青
森
を
訪
ね
ら
れ
た
と
き
の
昭
和
天
皇
御
製

「
弘
前
の
秋
は
ゆ
た
け
し
り
ん
ご
の
実
小
山
田
の
園
を
あ

か
く
い
ろ
ど
る
」
（昭
和
５２
年
）
「
さ
ん
し
ゆ
ゆ
の
花
を
見
な
が
ら
公
魚
と

菜
の
花
漬
を
昼
に
た
う
べ
ぬ
」
（昭
和

５７
年
）
を
紹
介
さ
れ
、
質
素
な
な
か
に
豊
か
な
心
が
感
ぜ
ら
れ
る
で
せ
う
と
語
ら
れ
、
聖
徳
太
子
の

「
少
欲
知
足
に
し
て

世
法
を
捨
て
ず
」
（維

摩
経
義
疏
菩
薩
行
品
）
と
黒
上
正

一
郎
先
生

の

「
少
欲
知
足
と
は
分
に
過
ぎ
ざ
る
を
言
ふ
」
の
御
言
葉
を
紹
介
さ
れ
た
。
物
は
あ
ふ
れ
、
心
は
す

さ
ん
で
ゐ
る
現
代
の
有
様
を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
ふ
先
生
の
痛
感
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
は
つ
て
き
た
。

つ
ぎ
に
今
流
行
し
て
ゐ
る

「自
然
保
護
」
「
環
境
保
護
」
を
訴

へ
て
ゐ
る
人
の
心
は
、　
自
分
の
生
死
に
か
か
は
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
行
は
れ
て
ゐ
る

こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
先
生
の
奥
様
が
故
郷
に
帰
る
東
北
新
幹
線
の
中
で

「草
や
木
が
緑
で
、
空
が
青
い
と
い
ふ
こ
と
は
有
難
い
こ
と
で
す
ね
」
と

語
ら
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
「
自
然
に
抱
か
れ
て
ゐ
る
の
が
人
間
で
せ
う
。

そ
の
自
然
を
保
護
す
る
と
は
、
自
然
に
対
し
て
慎
し
み
を
失
つ
て
ゐ

る
の
で
は
な
い
で
す
か
」
と
喝
破
さ
れ
た
。

最
後
に

「
天
皇

。
国
家
」
に
つ
い
て
は

一
人

一
人
が
全
心
身
で
感
得
す
る
こ
と
か
ら
、
「
人
間
の
幸
せ
」
は

本
当
に
そ
の
人
が

慎
し
み
の
心
を

と
り
戻
す
こ
と
か
ら
、
ま
た
祖
先
か
ら
の
血
が
流
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
思
ひ
起
こ
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
話
を
し
め
く
く
ら
れ
た
。

最
後
の
夜
の
集
ひ

厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て
来
た
参
加
者
も
、
こ
の
ひ
と
と
き
は
班
や
大
学
別
に
歌
や
寸
劇
な
ど
を
披
露
し
、
大
い
に
宴
に
興
じ
た
。
各
班
で
心
尽
き
せ

ぬ
語
ら
ひ
が
持
た
れ
た
ら
し
く
、
夜
遅
く
ま
で
明
り
の
灯
つ
て
ゐ
る
部
屋
が
多
く
見
ら
れ
た
。
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一日

□

田

田

日
一

（
八

月

十

一
日

ｏ
日

曜

日

）

合
宿
最
終
日
の
朝
が
来
た
。
四
泊
五
日
に
亘
る
合
宿
教
室
の
日
程
も
、
あ
と
半
日
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
参
加
者

一
同
は
、

る
集
ひ
の
場
所
で
朝
の
爽
か
な
空
気
を
胸

一
杯
に
吸
ひ
込
み
、
声
高
ら
か
に
国
歌
を
斉
唱
し
、
力

一
杯
に
体
操
を
行
つ
た
。

講
話

「
合
宿
を
顧
教
て
」

国
民
文
化
研
究
会
常
務
理
事

。
い
千
代
田

コ

代
表
取
締
役
専
務

丹
沢
の
峰
が
さ
や
か
に
見
ゆ

国
民
文
化
研
究
会
理
事
長

・
元
亜
細
亜
大
学
教
授

小
田
村
寅
二
郎
先
生

五
日
目
の
朝
、
「合
宿
を
顧
み
て
」
と
題
し
て
お
二
人
の
方
が
登
壇
さ
れ
た
。　
最
初
に
登
壇
さ
れ
た
上
村
氏
は

「
皆
さ
ん
様
々
な
思
ひ
で

参
加

さ
れ
た
で
せ
う
が
、
こ
の
五
日
間
を
振
り
返
つ
て
み
ま
す
と
、
心
の
修
練
が
い
か
に
大
切
か
、
人

の
心
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
い
く
ら
知
識
が
あ
つ

て
も
仕
様
が
な
い
、
お
互
ひ
に
信
じ
合
ふ
関
係
が
い
か
に
大
切
か
を
身
を
以
て

知
つ
た
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
」
と
述
べ
ら
れ
、
「
御
両
親
に
感

謝
す
る
こ
と
が
人
の
悲
し
み
を
わ
か
る
た
め
の
身
近
な
第

一
歩
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
大
き
な
こ
と
を
言
つ
て
も
仕
方
が
な
い
。
ひ
と
り
ひ
と
り

の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
重
要
な
の
で
す
」
と
語
ら
れ
た
。

続
い
て
登
壇
さ
れ
た

小
日
村
寅
二
郎
先
生
は
、
「今
、
四
日
前
の
開
会
式
の
こ
と
を
思

ひ
出
さ
う
と
す
る
と
遠
い
過
去
の
こ
と
の
や
う
に
思

へ
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
、
こ
の
四
日
間
諸
君
が
大
勢
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
生
活
し
た
と
い
ふ

こ
と
の
御
蔭
で
自
分
の
持
つ
て
ゐ
る
頭
と
心
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
た
精
神
生
活
を
な
さ

つ
た
た
め
で
す
。
諸
君
は
こ
の
四
泊
五
日
間
で
普

段
の
生
活
の
ほ
ぼ

一
ケ
月
分
の
精
神
生
活
を
な
さ
つ
た
の
で
す
。
こ
の
や
う
な
経
験
を
若
い
時
代
に
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
た
後
、
次
の
二
点
に
つ
い
て
話
し
て
ゆ
か
れ
た
。
第

一
点
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ゴ

ッ
ド
と
日
本
の
神
と
の
違
ひ
で
あ
る
。
明
治
三
年
、

ン

サ

ル

タ

ン

ト

上
　
村

和
　
男
氏
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聖
書
と
讃
美
歌
の
翻
訳
を
し
た
時
、
不
用
意
に
も
、
全
智
全
能
の
神
格
で
あ
る
ゴ
ッ
ド
を

「神
」
と
訳
し
て
し
ま
つ
た
。
ゴ
ッ
ド
と
人
間
と
は
完

全
に
遮
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
神
様
は
さ
う
で
は
な
い
。
明
治
天
皇
御
製
に

「あ
た
波
を
ふ
せ
ぎ
し
人
は
み
な
と
川
神
に
な

り
て
ぞ
世
を
守
る
ら
む
」
と
あ
る
や
う
に
、
生
き
て
ゐ
る
人
々
が
尊
び
敬
ふ
対
象
が
日
本
の
神
で
あ
る
。
以
上
の
事
実
を
指
摘
さ
れ
た
後
、
先
生

は

「
本
来
違
ふ
も
の
を
同
じ
言
葉
で
訳
し
た
こ
と
か
ら
様
々
な
混
乱
が
生
じ
て
ゐ
る
の
で
す
。
私
達
は
そ
の
や
う
な
間
違
ひ
を
明
治
の
初
め
に
し

て
し
ま
つ
た
。
ゴ
ッ
ド
と
神
と
は
全
く
質
が
違
ふ
存
在
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
記
憶
に
留
め
て
置
い
て
下
さ
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
第
二
は
、
短

歌
創
作
上
の
留
意
点
と
し
て
、
字
足
ら
ず
は
だ
め
だ
が
、
字
余
り
は
よ
い
と
い
ふ
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
生
は

「
人
間
の
気
持
が
温

れ
る
や
う
に
な
る
時
、
三
十

一
文
字
の
中
に
納
り
き
ら
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
温
れ
る
気
持
が
字
余
り
を
生
む
の
で
す
」
と
述
べ

ら
れ
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
昭
和
天
皇
の
終
戦
時
の
御
製

「爆
撃
に
た
ふ
れ
ゆ
く
民
の
上
を
思
ひ
戦
と
め
け
り
身
は
い
か
な
ら
ん
と
も
」
を
紹
介

さ
れ
、
合
宿
教
室
で
和
歌
を
つ
く
つ
た
と
い
ふ
経
験
を
持
つ
た
こ
と
の
意
味
を

「
一
つ
の
歌
を
詠
む
と
い
ふ
こ
と
が
そ
ん
な
簡
単
な
も
の
で
は
な

い
な
と
い
ふ
感
想
を
持
た
れ
た
と
思
ひ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
後
、
「
か
う
い
ふ
歌
を
詠
む
方
は
ど
ん
な
方
で
あ
る
の
か
と
い
ふ
こ
と
が
わ
か
つ
て

く
る
。
天
皇
と
は
ど
う
い
ふ
御
存
在
な
の
か
、
直
接
、
歌
で
確
め
る
と
い
ふ
こ
と
が

皆
さ
ん
の
中
に
芽
ば
え
つ
つ
あ
る
の
で
す
」
と

述
べ
ら
れ

た
。
最
後
に

「
こ
の
合
宿
教
室
で
は
皆
さ
ん
に
色
々
な
こ
と
を
考

へ
る
端
緒
を
示
し
て
来
ま
し
た
。　
あ
と
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
つ
て
ゐ
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
日
本
の
国
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
質
問
さ
れ
た
時
、
日
本
の
国
は
私
の
胸
に
あ
る
と
思
ふ
こ
と
が
重
要
で
す
。
自
分
は
日
本
人

な
の
だ
と
い
ふ
感
じ
が
息
づ
い
て
来
な
け
れ
ば
何
に
も
な
ら
な
い
の
で
す
」
と
語
ら
れ
、
お
話
を
終
へ
ら
れ
た
。

全
体
感
想
自
由
発
表

閉
会
式
も
間
近
に
追
り
合
宿
教
室
を
通
し
て
各
自
の
所
感
を
全
員
の
前
で
自
由
に
披
涯
し
合
ふ
全
体
感
想
自
由
発
表
の
時
間
と
な
つ
た
。
参
加

者
の
胸
に
は
、
ど
の
や
う
な
思
ひ
が
渦
巻
い
て
ゐ
る
の
だ
ら
う
か
。
参
加
の
動
機
は
そ
れ
ぞ
れ
違
つ
て
も
、
こ
の
五
日
間
寝
食
を
共
に
し
、
友
の

言
葉
に
、
そ
し
て
先
人
の
言
葉
に
心
を
寄
せ
合

つ
た
体
験
は
、
各
自
の
心
に
し
つ
か
り
と
刻
み
込
ま
れ
た
に
違
ひ
な
か
つ
た
。
　
一
人
の
学
生
が

「
な
つ
か
し
い
や
う
な
、
忘
れ
て
し
ま
つ
て
ゐ
た
素
直
な
気
持
ち
に
な
れ
た
。　
そ
し
て
先
祖
や
日
本
の
国
に
素
直
に
感
謝
す
る
や
う
に
な
つ
た
」
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「
学
校
に
帰
つ
た
ら
こ
の
合
宿
で
学
ん
だ
こ
と
を
友
人
に
伝

へ
た
い
」
「
相
手
を
論
破
す
る
の
で
は
な
く
、
お
互
ひ
の
素
直
な
気
持
ち
を
語
り
合

へ

た
こ
と
が
う
れ
し
か
つ
た
。　
合
宿
後
の
自
分
の
生
活
が

ど
の
や
う
に
な
る
か
で
自
分
に
と
つ
て
の
合
宿
の
真
価
が
試
さ
れ
る
や
う
に
思
ふ
」
「
日

本
人
と
し
て
の
誇
り
を
も
つ
て
生
活
し
て
い
き
た
い
」
ま
た
、
「
将
来

自
衛
官
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
悩
ん
で
ゐ
た
が
、
こ
の
合
宿
に
参
加
し
た

こ
と
に
よ
り
、
国
を
守
る
決
意
を
新
た
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
少
な
く
と
も
こ
こ
に
集
つ
た
二
百
人
は
自
分
の
手
で
守
り
た
い
」
と
語
る
防
衛

大
学
校
の
学
生
や

「
学
生
時
代
に
参
加
し
て
以
来
六
年
ぶ
り
の
参
加
だ
が
、
そ
の
頃
は
合
宿
の
内
容
も
よ
く
わ
か
ら
ず
、
反
発
も
あ
つ
た
。
今
、

教
職
に
つ
き
組
合
の
問
題
で
混
乱
す
る
中
、
何
か
に
す
が
る
や
う
な
思
ひ
で
こ
の
合
宿
に
再
び
参
加
し
た
。
そ
し
て
今
の
自
分
の
教
員
と
し
て
の

生
活
を
支

へ
て
ゐ
る
の
が
学
生
時
代
に
参
加
し
た
こ
の
合
宿
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
同
時
に
合
宿
の
講
義
が
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
や
う

に
な
つ
た
」
と
語
る
小
学
校
教
諭
も
ゐ
た
。
さ
う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
の
思
ひ
を
次
々
と
語
つ
て
く
れ
た
。

感
想
文
執
筆

全
参
加
者
は
班
室
に
一戻
り
、
合
宿
感
想
文
の
執
筆
と
第
二
回
目
の
和
歌
創
作
に
と
り
か
か
つ
た
。
走
馬
灯
の
や
う
に
蘇
つ
て
く
る
合
宿
で
の
様
々
の
思
ひ

が
う
ち
つ
け
に
綴
ら
れ
た
↑
コ
」
に
ま
と
め
た

「感
想
文
集
」
は
そ
の
文
章
と
和
歌
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
）。
感
想
文
執
筆
後
、
五
日
間
を
共
に
過
し
た

各
班
室
を
清
掃
し
て
閉
会
式
に
臨
ん
だ
。

閉
会
式

全
員
参
加
者
が
心
を
合
は
せ
精
魂
を
傾
け
て
営
ん
で
き
た
こ
の
合
宿
教
室
も
、
最
後
の
日
程
で
あ
る
閉
会
式
を
迎
へ
た
。
先
づ
全
員
で
国
歌
を
斉
唱
し
た

後
、
参
加
学
生
を
代
表
し
て
千
葉
大
学
四
年
の
中
富
仁
君
が

「
一
回
り
も

二
回
り
も
大
き
く
な
つ
て
、
こ
の
合
宿
教
室
で
出
会
つ
た
友
と
再
会
で
き
る
や

う
、
お
互
ひ
に
研
鑽
を
つ
ん
で
い
き
ま
せ
う
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
主
催
者
を
代
表
し
て
、
国
民
文
化
研
究
会
副
理
事
長
・
九
州
造
形
短
期
大
学
教
授
・
小
柳
陽
太
郎
先
生
が
、
「戦
前
か
ら
の
古
い
同
志
で
あ
る
足

立
原
市
長
の
心
の
こ
も
つ
た
土
地
で
、
ま
る
で
あ
る
さ
と
に
帰
つ
た
や
う
な
気
持
ち
で
合
宿
を
終
へ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
感
謝
し
た
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い
と
思
ひ
ま
す
。

ま
た
、
自
然
教
室
の
職
員
の
方
々
の
本
当
に
行
き
届
い
た
お
心
配
り
に

お
気
持
ち
が
響
く
や
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
た

後
、
「
先
程
の
全
体
感
想
自
由
発
表
の
中
で
と
り
わ
け
心
に
残
つ
た
の
は
、
皆
さ
ん
が

『
班
友
の
力
に
よ
つ
て
素
直
な
気
持
ち
に
な
れ
た
』
と
仰
し
や
つ
て

く
れ
た
こ
と
で
す
」
と
話
さ
れ
た
。
続
い
て

「私
達
は
あ
る

一
つ
の
主
義
主
張
を
掲
げ
て
、
そ
の
下
に
つ
い
て
こ
い
と
い
ふ
思
想
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
達
の
や
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
ま
ち
が
ひ
だ
ら
け
で
せ
う
。
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
素
直
な
気
持
ち
に
な
つ
て
い

か
う
ぢ
や
な
い
か
、
と
い
ふ
励
ま
し
合
ひ
だ
け
は
こ
の
会
の
中
心
的
使
命
で
あ
る
と
思
つ
て
お
互
ひ
に
研
鑽
を
積
ん
で
ゐ
る
の
で
す
」
と
話
さ
れ
、
江
戸
時

代
の
桃
園
天
皇
の
御
製

「神
代
か
ら
代
々
も
変
ら
で
君
と
臣
の
道
す
な
は
な
る
国
は
わ
が
国
」
を
紹
介
さ
れ
て
、
「
天
皇
が

力
で
引
張
つ
て
い
く
の
で
は
な

い
、
天
皇
の
気
持
と
国
民
の
気
持
が
お
互
ひ
素
直
な
気
持
で
共
感
じ
合
ひ
な
が
ら
お
互
ひ
の
心
を
心
で
匡
し
合
つ
て
長
い
神
代
か
ら
の
日
本
の
国
が
続
い
て

来
た
と
い
ふ
強
い
確
信
が

こ
の
御
製
に
表
は
れ
て
ゐ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
更
に

「
天
皇
の
問
題
と
い
ふ
も
の
は
決
し
て
難
し
い
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
君
と
臣
と
の
素
直
な
道
を
回
復
し
て
い
く
。
天
皇
の
持
つ
て
ゐ
ら
つ
し
や
る
美
し
い
心
に
反
応
す
る
。
美
し
い
気
持
に
触
れ
て
美
し
い
と
感
ず
る
気
持

を
お
互
ひ
の
中
に
整

へ
て
い
く
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
で
せ
う
か
」
と
述
べ
ら
れ
、
小
田
村
寅
二
郎
先
生
の
触
れ
ら
れ
た
終
戦
時
の
昭
和
天
皇
御
製
に
言
及

さ
れ
て

「自
分
の
身
を
投
げ
て
、
自
分
の
身
は
ど
う
な
つ
て
も
よ
い
と
ひ
た
す
ら
国
民
の
こ
と
を
祈
る
や
う
に
思
つ
て
ゐ
ら
つ
し
や
る
昭
和
天
皇
の
お
気
持

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
は
つ
て
来
ま
す
。　
こ
こ
に
は
肉
親
の
情
と
し
か
言
ひ
や
う
の
な
い
陛
下
の
お
気
持
が
あ
り
ま
す
。

戦
後
の
思
想
は
人
間
の
人
間
ら
し
さ

を
、
美
し
さ
に
反
応
す
る
心
を
奪
つ
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
問
題
が
あ
る
の
で
す
。
こ
の
美
し
い
お
気
持
を
知
れ
ば
ど
ん
な
人
に
だ
つ
て
わ
か
る
の
で
す
。
美

し
い
も
の
に
反
応
す
る
心
が
学
問
の
中
心
に
あ
る
の
で
す
」
と
語
つ
て
ゆ
か
れ
た
。
「
し
か
し
そ
れ
は
一
人
ぢ
や
で
き
な
い
。

主
催
者
で
あ
る
私
達
も

一
参

加
者
と
し
て
若
い
皆
さ
ん
の
心
に
導
れ
な
が
ら
生
き
て
ゐ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
に
よ
つ
て
自
分
の
心
が
洗
は
れ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
心
を
と
り
戻
さ
せ

て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
た
後
、
コ
」
の
合
宿
で
学
ん
だ
も
の
は
知
識
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
素
直
な
気
持
に
な
れ
た
、
そ

の
こ
と
な
の
で
す
。

素
直
な
気
持
に
な
れ
ば
、
色
々
な
も
の
が
見
え
て
く
る
と
い
ふ
こ
と
な
の
で
す
」
と
話
さ
れ
、
「
来
年
は
た
く
さ
ん
の
友
達
を
誘
つ
て

来
て
頂
き
た
い
」
と
語
り
閉
会
の
挨
拶
を
終

へ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
全
員
で

「進
め
こ
の
道
」
を
斉
唱
し
、
防
衛
大
学
校
三
年
の
濱
口
和
久
君
が
力
強
く

「閉
会
宣
言
」
を
行
ひ
、
四
泊
五
日
に
亘
る
合
宿
教
室
は

無
事
全
日
程
を
終
了
し
た
。

式
の
後
、
お
互
ひ
に
別
れ
を
惜
み
つ
つ
、
来
年
の
再
会
を
約
し
て
七
沢
の
森
を
後
に
し
た
の
で
あ
つ
た
。
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来

賓

厚
木
市
市
長

原
木
市
教
育
委
員
会
教
育
長

厚
木
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
長

厚
木
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
部
次
長

厚
木
市
立
七
沢
自
然
教
室
参
事
兼
所
長

助
言
者
の
紹
介

（
元
）
日
特
金
属
工
業
い
常
務
取
締
役

無
職

千
喜
利
青
少
年
会
館
嘱
託

い
中
央
塩
ビ
製
作
所
　
代
表
取
締
役

い
信
陵
会
館
　
取
締
役

（
元
）
法
政
大
学
人
事
部
長

い
宝
辺
商
店
代
表
取
締
役

舞
岡
八
幡
宮
官
司

学
校
法
人
尚
細
学
園
常
務
理
事
兼
事
務
局
長

高
千
穂
商
科
大
学
教
授

日
本
銀
行
監
事

輸
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代
表
取
締
役

山
陽
自
動
車
学
校
社
長

無
職

高 難 柏 中 足
立

橋 波 木 島 原

武   久 茂

関 加 松
省 名

徳 開 賓 香 加 星 岡 自 加

口 藤 吉 村  永  邊 川 部 野 村 井 納

徳
氏

雄
氏

稔
氏

浩
氏

男
氏

祐
　
五博

義
　
一貢

隆
　
一二

亮
　
二

正
　
久

正
　
臣

正
　
巳

二
荒
之
助

四
　
郎

基
　
順

韮
曰

之

靖

枝

神
奈
川
県
立
横
浜
平
沼
高
校
通
信
制
　
教
諭

航
空
自
衛
隊
航
空
教
育
隊
生
徒
隊
教
育
科
　
教
諭

新
技
術
開
発
事
業
団
管
理
部
業
務
課
長

方
栄
産
商
い
　
取
締
役
石
油
営
業
部
長

キ

ュ
ー
ピ
ー
い
　
財
務
部
長

日
商
岩
井
い
大
阪
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
第

一
部
長

公
務
員

日
本

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
協
会
開
発
室
長

拓
殖
大
学
　
外
国
語
学
部
英
米
語
学
科
　
教
授

紛
講
談
社
　
広
告
局
次
長
兼
広
告
企
画
部
長

佛
竹
中
工
務
店
国
際
事
業
本
部
営
業
部
営
業
課
長

小
田
原
市
立
富
水
小
学
校
教
務
主
任

富
山
県
立
富
山
工
業
高
等
学
校
　
教
諭

三
菱
重
工
業
い
　
社
長
室
　
関
連
会
社
部
主
務

佛
Ｂ
Ｂ
Ｓ
金
明
　
代
表
取
締
役

東
急
建
設
い
　
東
京
支
店
建
築
部
　
審
査
課
長

亜
細
亜
大
学
　
助
教
授

中
島
法
律
事
務
所
　
弁
護
士

神
奈
川
県
立
秦
野
曽
屋
高
等
学
校
　
教
諭

無
職

公
務
員

熊
本
市
役
所
　
清
掃
部
東
部
清
掃
工
場
技
術
課
長

[翼 會[響 ]響 :3彙 暑唇詈槃‖曇蜃量香詈】[

曇蜃量[暑 %`璽 妻弘量][番 港こ辟堡曇15]
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締
講
談
社
　
校
閲
局
校
閲
第
二
部
　
副
部
長

福
岡
県
立
福
岡
中
央
高
等
学
校
教
諭

伊
佐
ホ
ー
ム
ズ
い
　
取
締
役
社
長

香
川
大
学
農
学
部
園
芸
利
用
学
研
究
室
　
助
教
授

熊
本
県
立
第
二
高
等
学
校
　
教
諭

住
友
電
気
工
業
佛
　
生
産
技
術
部
　
主
査

久
留
米
大
学
附
設
高
等
学
校
　
教
諭

福
岡
県
立
水
産
高
等
学
校
　
教
諭

公
務
員

輸
日
本
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
　
調
査
部

北
九
州
市
立
八
幡
病
院
放
射
線
科
技
師

出
光
興
産
い
店
主
室

大
阪
府
立
交
野
高
校
教
諭

東
洋
精
密
プ
レ
ス
エ
業
佛
営
業
部
主
任

厚
本
市
役
所
秘
書
部
広
報
課
主
任

鈴
日
立
製
作
所

エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所

福
岡
県
立
玄
洋
高
校
教
諭

福
岡
市
立
奈
多
小
学
校
教
諭

い
ル
ー
ツ

タ
マ
ポ
リ
い
ラ
ミ
ネ
ー
ト
営
業
部

東
京
理
科
大
学
理
学
部
教
養
学
科
講
師

佛
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

貢

賢

志裕

和

秀裕

雅

義

長
　
泰

享
　
二清

志
乃
夫

仁
　
士修

洋
　
一

松 八 吉 寂 是 矢 松 矢 阿 絹 庄 森 小 山 菅 名 布 自 川 伊 占 藤

吉 木 川 知 松 永 井 野 川

基 秀 理 浩 秀 誠 哲 正 信

光 次 夫 一 文 二 也 男 次

田 子 田 柳 根 原 和 瀬 濱 田 佐 部 井

写 記

真 録

橋 清 三 鵜 大 佐 竹 桐
日

本 水 林 野 方 瀬 内 山

加
各浩光 竜孝澄

枝 子 行 博 学 哉 彦 子

無
職

船
橋
市
立
法
典
小
学
校
教
諭

日
本
青
年
協
議
会
研
修
局

神
奈
川
県
立
津
久
井
高
校
定
時
制
教
諭

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
六
年

学
校
法
人
津
田
学
園
　
中
学
校
教
諭

日
本
青
年
協
議
会

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
シ
ス
テ
ム
講
師

合
宿
運
営
委
員
　
今
林
　
賢
郁

・
折
田
　
豊
生

。
白
濱
　
　
裕

布
瀬
　
雅
義

。
矢
永
　
誠
二
・
八
木
　
秀
次

指

　
揮

　
班
　
大
日
方
　
学

・
藤
井
　
　
一貝
・
森
田
　
仁
士

寂
知

浩

一
。
吉
川
　
理
夫

・
竹
内
　
孝
彦

三
林
　
浩
行

事
　
務
　
局
　
名
和
　
長
泰

・
磯
貝
　
保
博

。
中
田
　
一
義
（事
務
協
力
者
）

蘇
原
　
幸
枝

。
田
籠
　
榮

一
（本
会
職
員
）

神
奈
川
県
立
湘

南
高
校
定
時
制
二
年
　
平
野
亜
由
美

。
神
奈
川
県
立
光
陵
高

校

一
年

古
閑
　
倫
子

。
宮
川
　
玲
子

・
吉
田
　
祝
子

班
　
松
吉
　
基
光

班
　
佐
藤
写
真
事
務
所
　
佐
藤
　
道
明
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走

り

書

き

の

″感

想

文

集
樫

歩

こ
れ
は
閉
会
間
ぎ
は
の

一
時
間
余
で
参
加
者

全
員
に
、
四
泊
五
日
間
の
感
想
を
走
り
書
き
で

書
い
て
も
ら
つ
た
も
の
で
す
。

「仮
名
遣
ひ
」

は
原
文
の
ま
ま
で
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

な
は
、
各
人
の
感
想
文
の
末
尾
に
小
さ
い
活

字
で
載
せ
ら
れ
て
ゐ
る
和
歌
は
、
こ
の
感
想
文

と
と
も
に
提
出
さ
れ
た
第
二
回
目

の
も

の

で

す
。
こ
の
文
集
の
末
尾
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た

も
の
は
第

一
回
目
の
創
作
で
す
。
対
比
し
て
御

覧
い
た
だ
く
と
大
変
に
進
歩
し
て
ゐ
る
跡
が
お

分
り
い
た
だ
け
る
こ
と
と
思
ひ
ま
す
。
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多
く

の
人

の
生
き
様

に
触
れ
る
事
が
出
来

た

（佐
賀
大
学
　
理
工
　
四
年
　
白
木
　
潤
）

僕
は
今
回
の
合
宿
教
室
で
多
く
の
人
の
生
き
様
に
触
れ
る
事
が
出
来

た
の
が
、　
一
番
大
き
か
つ
た
事
の
様
に
思
ふ
。
ま
づ
、
班
の
あ
る
友
は

真
剣
に
国
の
事
を
考

へ
て
ゐ
る
の
に
、
僕
に
は
そ
の
友
の
心
が
四
日
目

ま
で
分
か
ら
な
か
つ
た
。
四
日
目
の
夜
の
集
ひ
が
終
は
つ
た
後
、
僕
の

班
は
夜
中
ま
で
ず
つ
と
い
ろ
い
ろ
な
事
を
語
り
合

つ
た
の
だ
が
、
そ
の

語
ら
ひ
の
中
で
、
班
別
討
論
の
時
に
は
見
ら
れ
な
か
つ
た
友
の
姿
と
い

ふ
も
の
が
見
え
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
友
は
、
こ
の
合
宿
に
国
家
の
事

を
考

へ
る
視
座
を
求
め
、
日
本
の
文
化
に
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
も
の

が
あ
る
ん
だ
と
い
ふ
事
を
確
認
す
る
た
め
に
参
加
し
て
来
た
の
だ
と
い

ふ
事
が
分
か
つ
た
。
こ
れ
は
彼
自
身
が
言
つ
た
事
で
は
な
く
、
語
つ
て

い
く
う
ち
に
自
づ
と
そ
の
様
な
声
が
聞
こ
え
て
来
た
の
だ
。
僕
は
こ
の

友
と
語
つ
て
本
当
に
良
か
つ
た
と
思
ふ
。
そ
れ
か
ら
、
こ
の
合
宿
中
に

自
井
博
先
生
の
ご
著
書
を
購
入
し
た
際
に
、
先
生
か
ら
和
歌
と
ご
署
名

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
国
を
愛
す
る
ま
ご
こ
ろ
に
触
れ
て
、
お

会
ひ
で
き
て
本
当
に
良
か
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。

胸
襟
を
開
き
語
れ
ば
自
づ
か
ら
ま
こ
と
の
友
の
姿
見
え
来
る

心
か
ら
の
思
ひ
述
べ
む
と
友
ど
ち
は
苦
し
み
つ
つ
も
言
葉
探
し
ぬ

自
ら
の
胸
内
に
か
か
る
わ
だ
か
ま
り
を
友
等
は
つ
ひ
に
語
り
出
だ
し
ぬ

自
分
の
生
き
方
に
疑
間
を
持

っ
た

（東
京
大
学
　
理
Ｉ
　
一
年
　
長
原
巨
樹
）

と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
あ

っ
て
整
理
が

つ
い
て
い
な
い
の
だ
が
、
こ
の

五
日
間
で
得
ら
れ
た
も
の
は
大
き
か

っ
た
。
ま
ず
自
分
の
生
き
方
に
疑

間
を
持

っ
た
。
特
に
坂
東
先
生
と
小
野
先
生
の
あ
の
ひ
た
む
き
な
生
き

方
を
目
の
前
に
見
せ
ら
れ
る
と
、
功
利
的
な
も
の
の
考
え
方
を
し
て
い

た
自
分
に
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
と
い
う
も
の
を
感
じ
ざ

る

を

得

な

い
。
も

っ
と
す
ば
ら
し
い
何
か
別
の
生
き
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
漠
然
と
し
て
い
る
が
、
そ
う
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
自
体

は
私
の
糧
と
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
今
ま
で
の
自
分
は
何
も

考
え
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
を
知

っ
た
。
天
皇

。
日
の
丸

・
君
が

代
な
ど
は
無
意
識
の
う
ち
に
も
考
え
る
こ
と
を
避
け
て
い
た
の
だ
。
そ

れ
は
他
人
事
と
し
て
で
は
な
く
日
本
人
と
し
て
の
自
分
を
考
え
る
こ
と

を
し
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
人
間
は
自
分
と
の
対
話
の
中
か

ら
新
し
い
自
分
を
見

つ
け
た
と
き
に
大
き
く
変
わ
る
と
言
わ
れ
た
占
部

先
生
の
話
は
印
象
的
だ

っ
た
。
様
々
な
こ
と
を
考
え
る
き

っ
か
け
を
与

え
て
く
れ
た
こ
の
合
宿
に
感
謝
し
た
い
。

七
沢
の
緑
の
山
に
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
声
響
き
こ
こ
ち
よ
き
か
な

向
学
の
新
た
な
決
意
と
思
ひ
出
を
胸
に
抱
き
て
七
沢
を
去
る

本
当

の
付
き
合

い
を
肌
で
感
じ
た

（広
島
大
学
　
法
　
一一年
　
福
原
裕
二
）

知
育
と
徳
育
の
均
衡
の
と
れ
た
教
育
と
い
う
も
の
を
僕
は

一
番
重
要

-32-



視
し
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
合
宿
で
言
え
ば
、
知
育
は
講
義
で
あ
り

徳
育
は
討
論
や
食
事

。
風
呂

・
布
団
の
中
で
の
班
員
と
の
ふ
れ
合
い
で

す
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
合
宿
は
非
常
に
教
育
の
真
髄

に
せ
ま

っ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
思
え
る
の
で
す
。
講
義
中
に
意
味
が
分

り
づ
ら
く
て
眠
る
も
の
、
討
論
の
時
小
さ
な
声
で
遠
慮
ぎ
み
に
話
す
も

の
、
そ
う
い

っ
た
人
達
が
布
団
の
中
で
話
し
合

っ
て
い
る
と
熱

っ
ぼ
く

自
分
の
意
見
を
し

っ
か
り
と
言

っ
て
い
る
。
僕
は

「
こ
れ
だ
！
」
と
思

い
ま
し
た
。
こ
れ
が
本
当
の
人
間
の
付
き
合
い
で
あ
り
、
教
育
だ
と
思

い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
講
義
は
密
度
の
濃
い
も
の
で
し
た
。
そ
う
い
っ

た
こ
と
で
僕
は
僕
の
考
え
る
教
育
と
い
う
も
の
を
肌
で
五
日
間
感
じ
ま

し
た
。

日
本
へ
の
熱
き
思
ひ
を
語
ら
る
る
田
久
保
先
生
の
拳
の
強
さ

陽
は
お
ち
て
静
ま
り
か
へ
る
夜
な
れ
ど
わ
が
班
友
の
論
は
止
ま
ら
ず

し

っ
か
り
と
し
た
考
え
を
持

ち
た
い

（金
沢
工
業
大
学
　
工
　
一二
年
　
平
野
　
賢
）

普
段
、
体
育
部
で
体
を
動
か
し
て
い
る
自
分
に
、
こ
の
日
程
が
耐
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
で
合
宿
が
始
ま

っ
た
。
講
義
が
い
く
つ

も
あ

っ
た
け
れ
ど
ほ
と
ん
ど
今
ま
で
自
分
が
考
え
て
み
た
事
も
な
い
題

材
の
も
の
ば
か
り
で
表
面
的
な
事
し
か
分
か
ら
な
い
。
話
が
深
く
掘
り

下
げ
ら
れ
る
と
眠
く
な
る
ば
か
り
。
当
然
、
班
別
討
論
で
は
簡
単
な
感

想
し
か
言
え
ず
に
た
だ
聞
く
だ
け
で
あ

っ
た
。
し
か
し
本
音
で
語
る
討

論
に
参
加
し
て
い
る
だ
け
で
も
、
自
分
の
生
活
や
社
会
を
見
直
し
、
自

分
の
考
え
を
し

っ
か
り
と
持
つ
事
が
大
事
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー

全国各地より続々と参加者が到着する。受付けで名札と資料袋を受取つてから,各 自の
班室へと向かふ。
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が
出
来
て
よ
か

っ
た
と
思
う
。
ま
た
ヽ
全
国
各
地
の
大
学
の
人
々
と
知

り
合
い
親
し
く
な
れ
た
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
。
普
段
接
し
て

い
る
友
人
た
ち
が
持

っ
て
い
な
い
様
々
な
考
え
方
や
生
き
方
を
知
り
、

自
分
の
人
生
に
お
い
て
と
て
も
参
考
に
な

っ
た
と
思
う
。

目
的
も
分
か
ら
ず
に
来
た
合
宿
で
心
豊
か
に
友
と
語
ら
ふ

も

っ
と
自
分
自
身
を
見

つ
め
た

い

（
拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
四
年
　
古
川
真

一
）

こ
の
合
宿
に
来
て
、
も

っ
と
自
分
自
身
を
見

つ
め
て
行
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思

っ
た
。
自
分
で
自
分
を
分
か

っ
て
い
な
い
と
回
り
の
事

が
は

っ
き
り
と
見
え
て
こ
な
い
し
、
回
り
の
事
も
よ
く
見
て
勉
強
し
て

い
か
な
い
と
自
分
自
身
が
見
え
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
た
。

今
回
の
合
宿
で
い
く
つ
か
の
感
動
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
中
で
も
班

別
討
論
中
に
、
カ
メ
ラ
マ
ン
の
佐
藤
さ
ん
が

「
世
の
中
に
教
科
書
は
な

い
」
と
言

っ
て
い
た
言
葉
や
、
最
後
の
討
論
の
と
き

に
、
福

原

君

が

「
す
べ
て
の
事
を
疑

っ
て
考
え
て
い
き
、
そ
の
中
で
自
分
が
正
し
い
と

思
う
こ
と
を
見
つ
け
て
い
く
」
と
言

っ
た
言
葉
が
強
く
印
象
に
残

っ
て

い
ま
す
。

先
生
や
友
達
の
言
葉
を
耳
に
し
て
我
の
思
ひ
は
さ
ま
よ
ふ
ば
か
り

生
き
方
を
き
め
て
い
く
こ
と
の
む
づ
か
し
さ
時
は
た
だ
た
だ
す
ぎ
ゆ
く
ば
か
り

何
事

に
も
全
力
を

つ
く
し
た
い

（亜
細
亜
大
学
　
法
　
一一年
　
江
口
文
章
）

こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
み
て
、
ま
ず
、
自
分
は
勉
強
不
足
で
あ
る
な

あ
と
感
じ
ま
し
た
。
班
別
討
論
等
で
感
想
を
聞
か
れ
た
り
す
る
と
、
自

分
は
何
を
言

っ
て
い
い
や
ら
分
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く

何
も
言
え
な
い
自
分
が
腹
立
た
し
く
て
し
よ
う
が
あ
り
ま

せ
ん
で

し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
合
宿
で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
知
り
合
い
に
な

れ
た
事
は
僕
の
大
学
生
活
の
中
で
大
変
有
意
義
な
こ
と
だ

っ
た
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
友
達
が
僕
な
ど
よ
り
は
ず

っ
と
音
労
を
し
て
き
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
僕
自
身
も
見
習

っ
て
何
事
に
も
全
力
を
つ
く
す
態
度
が

必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
合
宿
に
参
加
し
て
教
て
、
普
段
の

自
分
が
あ
ま
り
に
も
い
い
か
げ
ん
で
、
無
気
力
で
、
だ
ら
だ
ら
し
た
生

活
を
送

っ
て
い
る
な
あ
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
た
だ
反
省
の
四
泊

五
日
間
で
し
た
。

ビ
ー
ル
持
ち
顔
を
赤
ら
め
己
が
夢
友
は
熱
心
に
我
に
語
ら
ふ

友

と
知
り
合
え
た
喜

び（
拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
麻
生
啓
史
）

こ
の
合
宿
に
来
て
、
い
ざ
部
屋
の
中
に
入
る
と
班
員
の
人
た
ち
が
す

で
に
来
て
い
て
、
僕
は

「
何
だ
か
つ
ま
ら
な
そ
う
な
人
達
だ
な
あ
」
と

思

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
話
し
を
し
て
み
る
と
み
ん
な
と
て
も
お
も
し

ろ
い
人
達
ば
か
り
だ

っ
た
。　
僕
は

そ
の
時
、
フ
」
の
人
達
と
な
ら
ば
ど

う
に
か
合
宿
に
耐
え
ら
れ
そ
う
だ
」
と
感
じ
た
。
竹
し
て
気
が
つ
い
て

み
る
と
も
う
五
日
目
に
な

っ
て
い
た
。
僕
は
こ
の
合
宿
に
来
て

一
番
す

ば
ら
し
い
と
思

っ
た
の
は
、
全
く
知
ら
な
い
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
つ
き
る
と
思
う
。
何
の
目
的
や
期
待
を
持
た
ず
に
来
た
僕

に
と

っ
て
は
何
よ
り
の
喜
び
で
あ

っ
た
。
先
生
方
の
講
義
は
教
え
ら
れ

―- 34 -―



る
こ
と
が
あ
り
す
ぎ
て
自
分
の
勉
強
不
足
を
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。
や
は

り
何
か
の
目
的
を
持

っ
て
こ
の
合
宿
に
来
れ
ば
、
必
ず
何
か
を
得
ら
れ

る
と
思

っ
た
。

真
夜
中
に
友
ら
と
と
も
に
語
り
合
ふ
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
求
め
し
も
の
か
な

一」
「

一
慕
班
‐
男
子
学
生
―

一

国
語
力

の
低

さ
を
思

い
知
ら
さ
れ
た

全
示
都
産
業
大
学
　
理
　
一一年
　
濱
地
賢
太
郎
）

こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
得
た
も
の
は

一
つ
は
勇
気
、
も
う

一
つ
は
人

と
の
話
し
方
で
す
。
勇
気
と
は
、
自
分
の
思
う
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と

で
す
。
具
体
的
に
は
現
在
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
問
題
、
例
え
ば
日
の

丸
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
、
自
分
が
異
端
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
ず
に

持
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
気
持
と
言
え
ま
す
。

人
と
の
話
し
方
と
は
、
自
分
の
考
え
を
人
に
正
確
に
伝
え
る
の
が
ど

れ
ほ
ど
難
し
い
こ
と
か
、
そ
れ
を
行
う
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い

の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
和
歌
を
作
る
時
に
そ
れ
を
い
た
く
実
感

し
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
の
国
語
力
の
低
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で

す
。
最
後
に
こ
の
合
宿
に
来
て
、
た
く
さ
ん
の
友
達
が
作
れ
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

不
安
な
る
気
持
ち
抱
き
て
過
ご
し
た
る
合
宿
生
活
に
得
る
も
の
多
し
も

カ
メ
ラ

ｏ
レ
ポ
ー
ト
２

辮̈轟

響
器̈

,::= |

主催者を代表して,国民文化研究会理事長・小田村寅二郎先生が「 この合宿教室では ,

一人の自立した人間として平等に付き合ひ,相手の喜び,悲 しみ,苦 しみが分かる様な心
の交流をはかつて下さい」と挨拶された。
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日
頃

の
勉
強
が
十
分

で
な
か

っ
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
木
挽
節
朗
）

僕
が
こ
の
合
宿
に
来
た
動
機
と
い
う
の
は
、
単
位
の
取
得
の
た
め
で

恥
ず
か
し
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
合
宿
を
終
え
た
ら
、
よ
く
考
え
て

み
る
と
動
機
は
何
で
あ
れ
、
大
事
な
こ
と
は
こ
の
合
宿
の
計
画
に
沿

っ

て
皆
と
活
動
し
、
意
見
を
交
す
こ
と
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

班
別
討
論
で
は
自
分
の
意
見
や
感
想
を
う
ま
く

日
に
出
し
て
表
現
で

き
ず
、
自
分
の
無
知
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
又
、
皆

の
知
識
の
多
さ
や

自
分
の
意
見
を
率
直
に
、
か
つ
正
確
に
表
現
で
き
る
事
に
驚
き
も
感
じ

ま
し
た
。
や
は
り
自
分
は
勉
強
が
十
分
で
な
い
と
思

い
、
こ
れ
か
ら
の

勉
強
に
対
し
て
考
え
方
が
変
わ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

せ

っ
か
く
こ
ん
な
良
い
体
験
を
し
た
の
だ
か
ら
こ
れ
を
こ
の
ま
ま
に

終
ら
せ
ず
、
日
常
生
活
に
於
て
も
、
合
宿
期
間
中
に
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
学
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

合
宿
で
学
び
し
こ
と
を
基
に
ｔ
て
進
み
ゆ
か
な
む
こ
れ
か
ら
の
日
々
を

将
来

の
日
本
を
背
負

っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い

（亜
細
亜
大
学
　
経
　
一
年
　
林
　
勝
也
）

最
初
は
余
り
出
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で

一
日
目
を
終
え
た
時

に
は

「
あ
き
た
」
「疲
れ
た
」
「
忙
し
い
」
と
い
っ
た
印
象
を
受
け
ま
し

た
。
し
か
し
最
終
日
の
現
在
の
心
境
は
合
宿
の
初
め
の
頃
と
は
違
い
何

か
得
を
し
た
よ
う
な
感
じ
に
変
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
い
う
の
も
講
義
を

開
い
た
ヶ
、
班
友
と
の
討
論
を
通
じ
て
自
分
の
忘
れ
て
い
た
も
の
、
欠

け
て
い
た
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
。

戦
後
の
歴
史

の
中
に
い
る
私
達
、
そ
の
中
の
若
者
達
、
さ
ら
に
は
そ

の
中
の
一
人

一
人
が
将
来
の
日
本
を
背
負

っ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
言
葉
が
私
に
は
重
く
感
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
し

ょ
っ
て
立

つ
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
私
達
で
す
。
今
、
現
在
を
生
き
て
い

る
の
は
私
達
な
の
だ
か
ら
。

日
を
重
ね
班
の
仲
間
と
友
と
な
り
さ
ら
に
そ
の
輪
は
広
が
ら
む
と
す
も

知
識
欲
を
湧
か
せ
て
く
れ
た

（大
阪
電
気
通
信
大
学
　
工
　
二
年
　
広
　
真
也
）

合
宿
教
室
に
来
た
当
初
は
重
苦
し
い
気
分
で
し
た
が
四
泊
五
日
間
を

終
え
て
み
る
と
実
に
充
実
し
た
日
々
だ

っ
た
と
言
え
ま
す
。
普
段
の
自

分
は
こ
れ
ほ
ど
物
事
を
考
え
ず
、
の
う
の
う
と
日
和
見
主
義
的
な
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
自
分
は
未
熟
で
す
か
ら

「
あ
ゝ
し
ろ
、
こ
う
し
ろ
」

と
命
令
さ
れ
れ
ば
外
側
で
は
素
直
に
受
け
と
め
て
お
り
ま
す
が
内
側
で

は
反
発
し
て
い
ま
す
。
諸
先
生
の
講
義
に
対
し
て
も
不
安
、
反
発
、
怒

り
等
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
こ
れ
は
こ
れ
で

い
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
自
分
は
こ
れ
ら
の
講
義
で
色

々
と
疑
問
も
抱

き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
疑
間
を
解
決
し
て
ゆ
く
た
め
歴
史
を
勉
強
し
た

り
、
あ
る
い
は
外
国
へ
行

っ
た
り
し
ょ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
知

識
欲
を
湧
か
せ
て
く
れ
た
だ
け
で
も
こ
の
合
宿
の
意
義
は
大
い
に
あ

っ

た
と
い
え
ま
す
。

短
歌
相
互
批
評
に
て

お
そ
ひ
く
る
眠
気
に
耐
へ
て
や
う
や
く
に
批
評
終
へ
れ
ば
四
時
を
過
ぎ
け
る
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理
解

し
共
感
す
る
気
持
ち
を
養
う

こ
と
が

で
き
た

（富
山
大
学
　
経
　
一二
年
　
西
川
　
望
）

こ
の
合
宿
に
参
加
す
る
前
は
少
し
あ
ぶ
な
い
集
ま
り
な
の
で
は
な
い

か
と
思

っ
て
い
た
。
合
宿
に
入

っ
て
も
君
が
代
、
天
皇
、
憲
法
に
関
連

す
る
講
義
の
連
続
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
直
後
の
班
別
討
論
で
班
友
か
ら

の
意
見
な
ど
を
聞
く
う
ち
に
、
自
分
の
至
ら
な
さ
と
い
う
か
物
事
を
考

え
る
視
野
の
狭
さ
に
気
づ
き
、
身
の
縮
ま
る
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
の
自
分
は
そ
の
実
体
を
理
解
す
る
前
に
た
だ
成
り
行
き
や
雰

囲
気
で
考
え
を
停
止
し
て
き
た
。
こ
の
合
宿
で
は
そ
の
よ
う
な
間
違

っ

た
自
分
を
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
又
、
短
歌
創
作
を
通
じ
て
自
分

の
心
を
素
直
に
出
す
こ
と
の
難
し
さ
を
知

っ
た
。
班
友
の
短
歌
を
批
評

す
る
に
あ
た

っ
て
感
受
性
の
違
う
人
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
よ
う
か
、

い
か
に
共
感
し
合
お
う
か
、
と
い
う
気
持
ち
を
養
う
こ
と
が
で
き
、
自

分
を

一
回
り
成
長
さ
せ
た
気
が
し
ま
す
。

語
ら
へ
ば
学
ぶ
べ
き
こ
と
の
と
め
ど
な
く
我
の
未
熟
さ
に
悔
し
さ
あ
ふ
る

和
歌
を
も

っ
と
勉
強

し
て
ゆ
き
た

い

（早
稲
田
大
学
　
社
会
科
学
　
一二
年
　
村
瀬
廣
司
）

三
度
目
の
合
宿
参
加
で
し
た
が
、
今
回
は

「
長
内
先
生
が
い
つ
も
僕

達
に
言
わ
れ
る
様
に
自
分
は
何
も
解

っ
て
な
い
の
だ
か
ら
、
初
参
加
と

同
じ
気
持
で
参
加
し
よ
う
」
と
思

っ
た
の
で
す
が
、
今
合
宿
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
心
の
ど
こ
か
で

「
も
う
そ
れ
は
自
分
に
は
解

っ
て
い
る
」

と
い
う
気
持
ち
が
あ

っ
て
心
を
働
か
し
き
れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
悔
ま

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
３

来賓を代表して厚木市長・足立原茂徳氏が「人と人との心の触れ合ひを目指して建てた
この七沢自然教室が,合宿教室の場として使はれることを大変嬉しく思ひます」と挨拶さ
れた。
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れ
て
な
ら
な
い
。

和
歌
に
つ
い
て
は

一
年
前
、
二
年
前
の
自
分
か
ら
殆
ど
成
長
し
て
い

な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。
自
分
の
感
動
を
見

つ
め
切
れ
な
い
、
自
分
の

感
じ
て
い
る
こ
と
を
び

っ
た
り
と
し
た
言
葉
で
表
現
し
き
れ
な
い
。
そ

し
て
他
の
人
の
和
歌
が
何
を
自
分
に
伝
え
ん
と
し
て
い
る
か
を
把
え
き

れ
な
い
。
改
め
て
和
歌
を
読
む
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
和
歌
を
も

っ
と
勉
強
し
て
ゆ
き
た
い
と
今
思

っ
て
い
る
。

を
り
を
り
に
文
を
送
り
て
御
班
友
ら
と
交
は
り
ま
さ
に
深
め
ん
と
思
ふ

六
年
ぶ
り
の
参
加
の
方
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た

（千
葉
大
学
　
工
　
四
年
　
中
富
　
仁
）

最
終
日
の
全
体
感
想
自
由
発
表
で
、
最
後
に
壇
上
に
立
つ
て
話
を
さ

れ
た
熊
本
の
小
学
校
の
先
生
の
話
に
大
変
心
打
た
れ
ま
し
た
。
私
は
今

回
で
四
度
目
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
自
分
は
こ
の
合
宿
で
何
を
学

び
何
を
得
た
の
か
、
本
当
に
胸
を
張
つ
て
言

へ
る
こ
と
は
数

へ
る
程
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
学
生
時
代
に
三
度
の
参
加
経
験
が
あ
る
も
の

の
六
年
ぶ
り
に
参
加
し
た
方
の

「
社
会
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
壁
に
ぶ
つ

か
り
、
そ
の
中
で
自
分
が
い
か
に
考

へ
る
か
と
い
ふ
課
題
に
直
面
し
た

時
に
、
合
宿
で
学
ん
だ
こ
と
が
い
つ
の
ま
に
か
判
断
の
基
準
に
な
つ
て

ゐ
た
」
と
い
ふ
非
常
に
実
感
の
こ
も
つ
た
体
験
談
に
、
勇
気
づ
け
ら
れ

る
思
ひ
が
し
ま
し
た
。
ま
た
い
つ
の
日
か
、
こ
の
合
宿
に
参

加

し

た

い
、
戻

つ
て
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

長
内
先
生
の
お
話
を
聞
き
て

謙
虚
に
て
広
く
豊
か
な
心
を
ば
取
り
戻
し
た
く
と
切
に
思
へ
り

百

割

旦

日
本
人
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
を
持
ち
た
い

（帝
京
大
学
　
経
　
一一年
　
岩
切
　
崇
）

日
本
人
と
し
て
胸
を
張

っ
て
、
「自
分
の
国
は
日
本
だ
」
と
言

う

こ

と
が
出
来
る
。
五
日
間
こ
の
七
沢
自
然
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
正
に

こ
の
事
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
先
ず
日
本
文
化
の
中
心
に
あ
る
短
歌
を

分
か
り
易
く
実
例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
貰

っ
た
。
次
に
日
本
人
の
生
活

の
中
に
常
識
的
に
伝
わ

っ
て
い
る
教
訓
が
、
実
は
千
三
百
年
以
上
の
音

聖
徳
太
子
の
憲
法
十
七
条
の
中
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
わ

っ
た
。

我
々
日
本
人
の
思
想
の
根
底
に
流
れ
て
い
る
も
の
は
、
神
代
の
昔
か
ら

変
わ
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
。

こ
れ
か
ら
は
日
本
人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
常
に
考
え
、
戦
後
の
風

潮
で
あ
る
祖
国
に
対
す
る
自
虐
的
な
考
え
を
改
め
、
古
代
よ
り
続
く
日

本
人
の
精
神
の
営
み
を
尊
重
し
、
日
本
人
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
て

る
よ
う
日
々
努
力
し
続
け
た
い
と
思
う
。

ヒ
グ
ラ
ン
の
声
間
く
あ
ら
ば
七
沢
に
集
ひ
し
友
の
偲
ば
る
る
か
も

十
七
条
憲
法
全
文
を
皆
と
読
め
た

（早
稲
田
大
学
　
社
会
科
学
　
聴
講
生
　
村
主
真
人
）

今
回
の
参
加
で
四
回
目
で
あ
る
が
、
今
回
も
ま
た
新
鮮
な
気
持
で
参

加
が
出
来
た
。
取
り
分
け
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
十
七
条
憲
法
の
全
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文
を
班
員
皆
と
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
意
味
を
取

っ
た
事
で
あ
る
。
短
い

時
間
で
完
壁
な
解
釈
が
出
来
た
と
は
言
い
難
い
が
、
始
め
は
た
ど
た
ど

し
い
読
み
で
意
味
も
さ

っ
ば
り
分
か
ら
な
か

っ
た
も
の
が
、
や
が
て
は

ス
ラ
ス
ラ
と
読
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。
何
よ
り
そ
れ
ま
で
バ
ラ
バ
ラ
だ

つ
た
各
人
の
心
が
輪
読
を
通
じ
て

一
つ
の
事
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
い
う

気
持
に
な
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
。
広
瀬
誠
先
生
の
御
話
も
感
動
的
で
あ

っ
た
。
お
体
に

ハ
ン
デ
ィ
を
持
た
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な

い
程
生
き
生
き
と
古
代
の
神

々
達
が
甦
る
様
な
講
義
だ

っ
た
。
古
事
記

が
、
万
葉
集
が
、
先
人
の
生
き
様
が
、
あ
た
か
も
御
自
身
が
見
て
来
ら

れ
た
如
く
話
さ
れ
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に
時
が
経

っ
た
。
私
も
自
分

の
身
体
に
歴
史
が
息
づ
く
程
国
史
を
学
び
、
先
生
の
様
に
感
性
を
研
ぎ

澄
ま
し
て
ゆ
き
た
い
。

み
ど
り
こ
き
山
中
道
を
あ
ゆ
み
ゆ
か
ば
ひ
ぐ
ら
し
響
み
し
じ
ま
破
り
ぬ

聖
徳
太
子
を
偲
び
ま
つ
り
て

臣
と
し
て
国
つ
ま
が
ご
と
正
さ
む
と
い
つ
く
し
き
み
の
り
定
め
し
皇
子
は

日
の
本
の
臣
と
ふ
臣
の
道
照
ら
し
ま
し
し
ま
こ
と
の
聖
か
厩
戸
の
皇
子
は

ま
つ
り
ご
と
乱
る
る
さ
ま
に
苦
し
み
て
仏
の
御
教
へ
広
め
た
ま
ふ
も

日
常

の
生
活

で
は
得
ら
れ
な
い
体
験
を
し
た

（金
沢
大
学
　
工
　
四
年
　
谷
崎
文
保
）

今
回
初
め
て
合
宿
に
参
加
し
て
、
日
常
の
生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
多
く
の
先
生
方
の
講
義
や
班
員
と
の
討
論

を
通
じ
て
、
自
分
の
心
の
中
に
、
ま
だ
漠
然
と
で
は
あ
る
け
れ
ゼ
も
、

「
自
分
は
日
本
人
で
あ
り
、
こ
の
国
の
将
来
は
自
分
達
に
掛

っ
て

い
る

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
４

参加学生を代表して,亜細亜大学四年。佐藤順一郎君は「共に学び合ふといふ不思議な
縁を大切にし,心を働かせながら学んでゆきませう」と呼びかけた。
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ん
だ
」
と
い
う
事
を
思

っ
た
。
何
か
日
常
の
物
質
的
に
豊
か
な
生
活
に

流
さ
れ
、
世
界
に
お
け
る
日
本
の
事
は
勿
論
自
分
の
国
の
こ
と
す
ら
、

例
え
ば
天
皇
や
国
旗
な
ど
の
こ
と
す
ら
無
知
に
近
い
状
態
で
し
た
。
も

っ
と
精
神
的
に
豊
か
な
国
に
な
ら
な
け
れ
ば
日
本
は
駄
目
に
な

っ
て
し

ま
う
と
い
う
危
機
感
に
も
似
た
感
じ
を
覚
え
る
。
こ
れ
を
打
開
す
る
に

は
少
な
く
と
も
自
分
は
日
本
の
歴
史
や
世
界
の
事
な
ど
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
が
発
展
す

る
に
は
自
分

一
人
で
は
な
く
、
国
民
全
体
の
精
神

レ
ベ
ル
が
向
上
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
た
。
今
回
素
晴
し
い
体
験
が
出
来
た
が
、
あ

ら
ゆ
る
方
法
で
自
分
の
他
に
も
こ
う
い
う
場
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
も

ら
い
た
い
。
素
晴
し
い
国
に
し
て
い
け
る
よ
う
僅
か
な
が
ら
で
も
力
に

な

っ
て
い
き
た
い
と
思

っ
た
。

我
が
友
と
い
つ
し
か
再
び
語
ら
む
と
誓
ひ
て
別
る
る
七
沢
の
森

二
十
代
が
大
事
で
あ
る（亜

細
亜
大
学
　
経
営
　
一
年
　
永
井
義
輝
）

自
分
は
東
中
野
先
生
や
先
輩
達
に
誘
わ
れ
て
こ
の
合
宿

に
来

ま

し

た
。
最
初
は
不
安
だ
ら
け
で
し
た
が
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
班
員
と
も

打
ち
解
け
て
多
少
意
見
も
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世
の
中

に
出
れ
ば
き
ち
ん
と
し
た
場
所
で
発
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
も
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
良
い
経
験
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
の
御

講
義
に
も
心
打
た
れ
る
事
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
始
の
中
で
特
に
感
銘

を
受
け
た
の
は
、
小
野
吉
宣
先
生
の
御
話
の
中
で
、
資
料
の
中
に
も
載

っ
て
い
た

「
二
十
代
が
大
事
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。
も
う
す

ぐ
自
分
は
二
十
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
言
葉
を
肝
に
銘

じ
て
こ
こ
七
沢
の
森
を
去

っ
て
も
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
バ
ネ
に
し

て
大
学
生
活
を
有
意
義
な
も
の
と
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

七
沢
に
良
き
友
達
と
語
ら
ひ
し
思
ひ
出
胸
に
我
は
帰
ら
む

日
本
の
歴
史
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
た
い

（東
京
水
産
大
学
　
水
産
　
一
年
　
堀
　
正
明
）

こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
、
日
本
人
と
し
て
日
本
の
歩
み
を
し
っ
か
り

と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
た
。
聖
徳
太
子
は
人
心
を
的
確

に
捉
え
た
十
七
条
憲
法
を
定
め
ら
れ
、
こ
れ
が
後
世
の
人
々
ま
で
受
け

継
が
れ
た
。
我
々
も
十
七
条
憲
法
の
心
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思

っ
た
。
ま
た
、
我
国
の
天
皇
制
が
少
な
く
と
も
四
世
紀
ま
で
遡

り
、
武
家
政
権
の
時
代
で
さ
え
も
政
治
を
越
え
て
国
民
の
心
の
拠
り
所

で
あ
っ
た
こ
と
、
明
治
以
降
三
度
の
戦
争
に
多
く
の
人
々
が
祖
国
に
命

を
捧
げ
ら
れ
た
こ
と
も
学
ば
せ
て
頂
い
た
。
大
東
亜
戦
争
に
敗
れ
て
以

来
こ
の
様
な
日
本
の
歴
史
や
伝
統
を
抹
殺
す
る
こ
と
に
学
校
や

マ
ス
コ

ミ
は
躍
起
に
な

っ
て
き
た
が
、
こ
れ
で
は
日
本
人
で
あ
る
こ
と
の
誇
り

が
持
て
な
く
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
様
な
こ
と
が
学
校
や
家
庭

で
取
り
あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
多
く
の
日

本
人
が
気
付
く
ま
で
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
私
も
訴
え
て
い
き
た
い
。

夜
の
集
ひ
の
終
り
て
暗
き
道
を
宿
泊
棟
に
向
ひ
て
帰
ら
む
と
せ
し
折

道
の
辺
に
置
か
れ
し
蟻
燭
と
も
さ
れ
し
人
ら
の
第
〓偲

び
つ
帰
る
も
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中

々
な
じ

め
な
か

っ
た（拓

殖
大
学
　
外
国
語
　
一一年
　
宮
沢
　
毅
）

自
分
の
誕
生
日
を
潰
し
て
ま
で
参
加
し
た
合
宿
で
あ

っ
た
が
、
内
容

も
分
か
ら
ず
い
や
で
仕
方
な
く
、
適
当
に
過
ご
そ
う
と
思

っ
て
い
た
。

班
の
割
り
振
り
で
も
、
同
じ
大
学
の
友
達
と

一
緒
だ

と

思

っ
て

い

た

為
、
到
着
し
た
時
は
帰
ろ
う
か
と
も
思

っ
た
。
し
か
し
日
を
増
す
ご
と

に
、
友
達
と
仲
良
く
な

っ
て
き
て
、
そ
の
友
達
が
た
く
さ
ん
出
来
た
と

い
う
こ
と
で
、
こ
の
合
宿
に
参
加
し
た
意
味
が
あ

っ
た
と
思
え
、
そ
れ

か
ら
は
比
較
的
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
た
。
講
義
の
内
容
も
中
に

は
と
て
も
感
動
す
る
も
の
も
あ
り
、
勉
強
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

は
建
前
で
合
宿
後
は
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。

日
ま
す
ご
と
な
じ
ん
で
ゆ
く
と
思
ひ
し
も
こ
ん
な
生
活
耐
へ
ら
れ
ぬ
と
思
ふ

何
を
感
じ
た
か
を
懸
命
に
探
し
た

（福
岡
大
学
　
経
　
一
年
　
別
府
正
寛
）

大
変
充
実
し
た
五
日
間
で
し
た
。
班
別
討
論
等
、
特
に
班
の
中
で
互

い
の
意
見
を
述
べ
合

っ
た
り
、
何
を
感
じ
た
の
か
を
考
え
る
時
間
が
多

く
と
れ
た
の
が
良
か
っ
た
で
す
。
決
し
て
活
発
な
班
別
討
論
と
は
い
え

な
か
っ
た
が
、
じ

っ
く
り
考
え
、
出
来
る
限
り
言
葉
を
選
ん
で
発
言
し

合
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
小
田
村
先
生
が
開
会
式
の

カ
メ
ラ

ｏ
レ
ポ
ー
ト
５

合宿運営委員長の新日本製鉄船部長代理。今林賢郁氏が,四泊五日間の研修を過ごす上

での基本姿勢を述べた。

第
四
班
―
男
子
学
生
―
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折
、
こ
の
合
宿
で
は
心
を
働
か
せ
て
は
し
い
と
お

っ
し
ゃ
ら
れ
ま
し
た

が
、
聖
徳
太
子
の
憲
法
十
七
条
の
輪
読
、
和
歌
創
作
の
中
で
、
何
を
ど

う
感
じ
、
ど
こ
に
感
動
し
た
の
か
を
懸
命
に
探
し
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
心
を
働
か
せ
る
も
の
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
合
宿
で
学
ん
だ
心
を
働
か
せ
る
こ
と
を
心
掛
け
、
心
を
豊
か
に

す
る
努
力
を
続
け
ま
す
。

わ
づ
か
で
も
感
ぜ
し
心
じ
つ
く
り
と
見
つ
め
ゆ
き
た
り
こ
の
五
日
間

天
皇

や
国
歌

の
こ
と
を
少
し
気
に
し
始

め
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
成
田
誠
悟
）

軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
た
合
宿
が
、
厳
し
い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
行
わ

れ
て
大
変
だ

っ
た
。
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。

天
皇
と
か
国
歌
と
か
そ
ん
な
の
ど
う
で
も
い
い
と
思

っ
て
い
た
が
、

ち
ょ
っ
と
は
気
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
つ
も
り
で
あ
る
。

七
沢
で
見
知
ら
ぬ
友
と
め
ぐ
り
会
ひ
心
開
き
て
語
り
合
ひ
し
も

寝
食
を
共
に
し
、
友
達

に
な
れ
た

（早
稲
田
大
学
　
教
　
一一年
　
鈴
木
由
充
）

今
回
こ
の
合
宿
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、
何
よ
り
も
ま

ず
素
晴
し
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
こ
と
は
、
全
国
各
地
よ
り
見
も
知
ら

ぬ
人
々
が
こ
う
し
て
七
沢
に
集
ま
り
、
寝
食
を
共
に
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
合
宿
に
参
加
し
な
け
れ
ば
決
し
て
会
う
こ
と
の
な
い
で
あ

ろ
う
何
の
関
係
も
な
い
人
々
と
こ
う
し
て
友
達
に
な
れ
ま

し
た

こ
と

は
、
何
に
も
勝
る
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
数

々
の
素
晴
し
い
講
義
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。
大
抵
こ
う

い
う
と
こ
ろ
で
講
義
を
行
う
先
生
と
い
う
の
は
偉
ぶ

っ
て
い
て
、
澄
ま

し
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
で
す
が
、
国
文
研
の
先
生
方
は
皆
、

気
取

っ
た
と
こ
ろ
が
な
く
、
気
さ
く
な
方
ば
か
り
で
、
本
当
に
我
々
の

こ
と
を
考
え
て
い
て
く
だ
さ
る
な
あ
と
い
う
感
じ
が
感
じ
取
ら
れ
、
好

感
が
も
て
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

夏
の
日
を
共
に
過
ご
せ
し
み
友
ら
よ
さ
ら
ば
再
び
会
へ
る
と
き
ま
で

班
友
と
会
え
な
く
な
る
の
は
寂

し
い

（福
井
工
業
大
学
　
工
　
一二
年
　
松
田
徹
雄
）

自
分
は
こ
の
合
宿
の
初
日
に

「
も
う
い
や
」
と
思
い
、
帰
ろ
う
か
と

思
い
ま
し
た
。
ま
あ
二
日
三
日
と
や

っ
て
い
く
う
ち
に
考
え
が
変
わ
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
四
日
目
の
夜
ま
で
と
う
と
う
変
わ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
昼
休
み
を
二
、
三
時
間
は
し
い
と
か
思

っ
た
り
、
討
論
と

か
も
三
十
分
く
ら
い
に
ｔ
て
は
し
い
と
思

っ
た
り
、
男
ば
か
り
で
な
く

異
性
と
も
話
し
た
い
と
も
思
い
ま
し
た
。

合
宿
に
は
い
や
い
や
来
た
の
で
す
が
、
五
日
目
に
こ
の
文
章
を
書
い

て
い
る
時
間
と
も
な
る
と
、
や
は
り
も
う
こ
の
班
の
人
と
も
め
っ
た
に

会
え
な
く
な
る
ん
だ
と
さ
び
し
い
気
も
し
ま
し
た
。

気
が
進
ま
ず
こ
の
合
宿
に
来
た
れ
ど
も
最
後
の
時
は
さ
び
し
か
り
け
り

私
は
私
自
身
を
知
ろ
う
と
し
て
い
る

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
四
年
　
橋
本

修
）

私
は
こ
の
感
想
文
を
書
き
つ
つ
も
、
本
当
に
何
か
わ
か
っ
た
の
か
、
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と
絶
え
ず
疑
間
を
感
じ
て
い
る
。
先
生
方
の
御
講
義
を
聞
き
、
友
と
討

論
し
、
和
歌
を
詠
ん
で
、
本
当
に
何
が
わ
か

っ
て
何
を
得
た
の
か
、
自

分
に
偽
り
は
な
か

っ
た
か
、
止
め
ど
の
な
い
疑
間
が
湧
き
上
が
る
。

だ
が
、
し

っ
か
り
と
ゎ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
自
分

の
心
に
浮
か
ぶ
感
動
や
怒
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
何
故
自
分
の
心
に
浮

か
ん
だ
の
か
と
、
絶
え
ず
知
ろ
う
と
し
て
い
る
欲
求
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
さ
し
く
、
私
は
私
自
身
を
知
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
合
宿
で

友
を
得
ら
れ
た
こ
と
と
共
に
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
得
た
実
感
が

し
て
な
ら
な
い
。

我
を
知
る
こ
と
は
難
し
と
思
へ
ど
も
そ
を
捨
て
お
け
ぬ
思
ひ
や
ま
ず
も

来

て
損

は
な
か

っ
た（高

千
穂
商
科
大
学
　
商
　
一
年
　
後
藤
謙
太
郎
）

自
分
は
は

っ
き
り
言

っ
て
、
こ
の
合
宿
に
は
い
や
い
や
参
加
し
た
中

の

一
人
で
す
。
合
宿
所
に
着
い
て
も
、
何
も
か
も
が
面
倒
く
さ
く
て
、

手
抜
き
ば
か
り
で
し
た
。
開
会
式
で
も
、
フ
」
の
中
の
何
人
が
右

翼

な

ん
だ
ろ
う
」
な
ど
と
考
え
た
り
し
て
、
適
当
に
四
日
間
寝
れ
ば
い
い
や

と
思

っ
て
た
の
で
す
が
、
ス
ヶ
ジ

ュ
ー
ル
が
そ
う
は
さ
せ
て
く
れ
ず
、

「
は
や
く
終
わ
ら
な
い
か
」
と
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。
し

か

し
、

や
は
り
自
分
以
外
に
も
い
や
い
や
来
て
い
た
人
達
と
話
を

し

た

り

し

て
、
落
ち
着
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
上
、
真
剣
に
考
え
た
り
し
て
い
る

人
達
と
考
え
た
り
し
て
い
る
と
、
「
日
頃
し
て
い
な
い
こ
と
も
お

も

し

ろ
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い
や
い
や
来
た
の
だ

け

れ

ど

も
、
来
て
損
は
な
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
６

開会式の後,各班室で自己紹介がされた。初めて出会つた班員に合宿参加の動機や抱負

を語つてゆく。
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幾
日
を
浮
世
と
過
ご
し
ふ
り
む
け
ば
セ
ミ
の
生
き
様
我
よ
り
優
れ
り

き
れ

い
な
心
を
持
ち
続
け
た
い

（
亜
細
亜
大
学
　
経
　
一二
年
　
福
富
賢
介
）

毎
日
早
朝
に
起
き
て
、
朝
の
集
い
に
参
加
し
て
、
御
講
義
を
お
聞
き

し
て
い
る
う
ち
に
、
心
が
洗
わ
れ
清
め
ら
れ
て
行
く
様
な
気
持
ち
が
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
は
普
段
の
生
活
の
中
で
、
「
思
い
や

り
」
と

い
う
も
の
を
忘
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
自
分
の

こ
と
を
心
配
し
て
気
遣

っ
て
下
さ

っ
た
先
生
の
言
葉
に
素

直

に
な

れ

ず
、
恨
み
ご
と
を
言

っ
た
こ
と
、
自
分
の
こ
と
を
心
か
ら
思

っ
て
く
れ

て
い
る
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
や
友
人
を
裏
切
ろ
う
と
し
た
こ
と
、
苦
労
を

か
け
た
母
や
姉
に
対
し
て
気
遣
い
を
欠
い
て
い
る
こ
と
な

ど

を

顧

み

て
、
申
し
訳
な
く
思
い
ま
し
た
。
「
国
を
想
う
」
と
か

「
社
会
を

よ

り

よ
く
し
よ
う
」
と
か
い
う
言
葉
を
開
く
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
う
い
う
心

は
、
親
兄
弟
や
友
人
を
想
う
心
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
い
と

思

い
ま

す
。
こ
の
合
宿
は
自
分
に
素
直
な
純
真
な
心
を
蘇
ら
せ
て
く
れ
た
と
思

う
。
こ
の
合
宿
の
後
、
再
び
普
段
の
生
活
に
戻

っ
て
行
く
訳
だ
が
、
今

の
き
れ
い
な
心
を
持
ち
続
け
た
い
と
思
う
。

忙
し
き
日
々
の
生
活
に
戻
り
て
も
思
ひ
や
る
心
持
ち
続
け
た
し

み
ん
な
あ
り
が
と
う

（早
稲
田
大
学
　
教
　
四
年
　
山
下
拡
男
）

初
め
て
の
班
長
で
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。
私
は
、
あ
ま
り
人
と
打

ち
と
け
る
の
が
得
意
じ
ゃ
な
い
。
考
え
も
し

っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば

人
を
ま
と
め
る
の
も
苦
手
だ
。
た
だ
班
長
の
つ
と
め
を
果
た
さ
な
け
れ

ば
と
い
う
義
務
感
に
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
頑
張

っ
た
。

自
分
の
中
に
感
想
が
、
ふ
つ
ふ
つ
と
湧

い
て
く
る
の
を
隠
し
き
れ
な

い
様
子
が
と
て
も
好
感
に
覚
え
た
田
島
君
。
難
か
し
い
解
ら
な
い
と
言

い
な
が
ら
も
素
直
に
意
見
を
言

っ
て
く
れ
る
柳
井
君
。
ど
こ
ま
で
も
真

剣
に
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
に
は
見
習
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
諸
藤
君
。
自
分
と
は
違

っ
た
タ
イ
プ
で
と
て
も
魅
力
の
あ
る
福
元

君
。
み
ん
な
あ
り
が
と
う
。

友
だ
ち
の
歌
直
さ
ん
と
努
む
れ
ば
皆
な
の
心
の
一
つ
に
な
る
か
も

最
高

の
友
達
を
得
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
田
島
　
豊
）

松
本
先
生
に
紹
介
さ
れ
て
参
加
し
た
。
始
め
は
い
い
加
減
な
気
持
で

不
満
や
君
が
代
な
ど
に
反
感
の
気
持
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
考
え
は
大
き

く
変

っ
た
。
こ
の
合
宿
で
学
ん
だ
こ
と
は
、
単
な
る
勉
強
会
で
は
な
く

心
の
触
れ
合
い
を
学
び
、
最
高
の
友
達
を
得
た
。
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講
義
で
は
、
天
皇

・
聖
徳
太
子

・
歴
史
に
規
し
教
を
感
じ
た
。
小
野

先
生
や
坂
東
氏
の
お
話
は
、
堅
苦
し
く
な
く
元
気
が
あ

っ
て
と
て
も
気

持
が
ょ
か
っ
た
。
短
歌
創
作
で
は
、
公
園
で
保
育
園
児
ら
と

一
緒
に
虫

取
り
を
し
た
り
、
合
宿
の
食
事
が
お
い
し
か
っ
た
こ
と
を
題
材
に
し
て

傑
作
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。

友
が
で
き
ま
た
別
れ
ゆ
く
最
後
の
日
別
れ
し
友
と
い
つ
し
か
会
は
ん

多
く

の
こ
と
を
学

ん
だ（

岡
山
商
科
大
学
　
商
　
一
年
　
柳
井
宏
昭
）

初
め
て
こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
、
多
く
の
事
を
学
ん
で
こ
の
地
を
後

に
出
来
る
の
が
、
本
当
に
う
れ
し
い
と
思
う
。
ま
た
、
永
久
に
こ
の
地

を
後
に
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
も
努
力
し
た
い
。
班
に
は
国
武
先
生

が
お
ら
れ
、
先
輩
や
同
輩
が
活
発
に
意
見
を
出
し
合

っ
た
こ
と
が
う
れ

し
か

っ
た
し
、
自
分
の
知
ら
な
い
知
識
を
増
や
せ
る
こ
と
も
あ
り
が
た

か

っ
た
。

国
武
先
生
の
ご
指
導
が
、
自
分
が
こ
れ
か
ら

一
歩
前
進
し
て
い
け
る

大
き
な
基
礎
と
な

っ
た
。
先
生
に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
み
な
い
か
と
お
誘
い
く
だ
さ

っ
た
宝

辺
矢
太
郎
先
生
に
も
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

出
会
ひ
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
び
け
り
我
の
自
信
は
大
き
く
な
る
か
な

目
的

は
達
成

で
き

た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
四
年
　
福
元
康
文
）

ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら
合
宿
に
参
加
し
た
。
友
人
を
つ

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
７

合宿導入講義。アサヒビール飲料株式会社取締役営業部長・坂東一男氏は「楽しき哉『敷

島の道』」 と題され, 氏の人生の支へとなつてきた短歌を紹介され「相手の立場に立ち,

その人の心を偲んでゆくのが『敷島の道』なのです」と語られた。
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く
る
目
的
の
為
に
来
た
こ
の
合
宿
で
、
講
義
、
短
歌
作
り
等
を
通
し
て

私
の
目
的
は
達
成
で
き
た
と
確
信
し
て
い
る
。

日
本
の
歴
史
を
知
る
。
人
の
心
を
理
解
す
る
。
こ
の
二
つ
の
点
を
、

私
に
気
付
か
せ
て
く
れ
た
こ
の
合
宿
に
感
謝
し
て
い
る
。

ま
た
ど
こ
か
で
、
ひ
ぐ
ら
し
の
声
を
聞
い
た
ら
こ
の
合
宿
の
こ
と
を

想
い
出
す
だ
ろ
う
。

忘
れ
え
ぬ
言
葉
を
胸
に
し
ま
ひ
つ
つ
ひ
ぐ
ら
し
の
声
聞
き
て
帰
へ
ら
む

大
島
君

「
有
り
難
う
」（亜

細
亜
大
学
　
経
営
　
一一年
　
諸
藤
　
譲
）

今
回
も
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
戴
き
ま
し
て
、
本
当
に
感
謝
致
し
て
居

り
ま
す
。
ま
ず
、
私
は
早
稲
田
大
学
の
大
島
君
に

「有
り
難
う
」
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ゃ

大
島
君
は
、
去
年
の
合
宿
以
来

一
年
間
、
短
歌
を
私
の
た
め
に
詠
ん

で
く
れ
、
ま
た
勉
強
会
に
も
誘

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
島
君
か
ら

伝
わ
る
気
持
が
、
私
を
こ
の
合
宿
に
来
さ
せ
た
の
で
す
。

今
年
の
班
で
も
良
き
友
を
得
、
自
分
の
中
に
こ
れ
か
ら
息
づ
い
て
行

く
こ
と
を
思
う
と
嬉
し
く
て
し
か
た
有
り
ま
せ
ん
。

友
ど
ち
と
作
り
直
し
し
歌
々
は
力
合
は
せ
し
思
ひ
ぞ
実
る

隆ｒは晰畔趾ドＦ畔一‐
一

自
分

の
内
部

で
何
か
が
変
わ

っ
た

（岡
山
理
科
大
学
　
理
　
一
年
　
山
崎
慎
二
）

あ
と
三
時
間
で
こ
の
第
三
十
六
回
合
宿
教
室
も
終
わ
り
を
迎
え
る
。

今
の
素
直
な
気
持
ち
を
言
え
ば
、
合
宿
初
日
が
大
変
以
前
の
事
の
よ
う

に
思
え
て
な
ら
な
い
。　
一
日
目
の
夜
は
、
そ
の
後
の
四
日
間
へ
の
不
安

と
班
別
討
論
で
意
見
も
出
せ
ず
に
簡
単
な
感
想
し
か
言
え
な
か
っ
た
の

で
、
疲
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
寝
つ
き
が
悪
か
っ
た
の
を
思
い
出

す
。
あ
れ
か
ら
わ
ず
か
四
日
し
か
過
ぎ
て
い
な
い
の
だ
が
、
自
分
の
内

部
で
何
か
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
そ
の
何
か
と
は
、
様
々
な
物

の
考
え
方
も
そ
う
な
の
だ
が
、
考
え
る
き

っ
か
け
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
思

っ
て
い
る
。
大
学
で
は
高
校
の
時
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

く
ら
い
の
レ
ポ
ー
ト
の
宿
題
が
あ
り
、
自
分
の
無
知
と
言
葉
の
未
熟
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
理
由
で
合
宿
に
参
加
し
て
み
て
、

自
分
の
考
え
と
合
わ
な
い
所
が
あ

っ
た
り
講
義
中
も
眠
く
な
っ
た
り
し

た
が
、
今
は
参
加
し
て
良
か

っ
た
と
思

っ
て
い
る
。
は
る
ば
る
神
奈
川

県
ま
で
来
て
、
テ
レ
ビ
も
見
ず
、
新
聞
も
読
ま
ず
に
下
界

・
と
切
り
離
さ

れ
た
世
界
で
の
五
日
間
の
生
活
も
、
た
ま
に
は
良
い
も
の
だ
と
思

っ
て

い
る
。

班
の
人
達
と
も
よ
く
話
が
で
き
た
と
思

っ
て
い
る
。
思
慮
深
い
大
島

さ
ん
、

口
調
の
は

っ
き
り
し
た
松
田
く
ん
、
方
言
の
自
動
変
換
可
能
な

_  46 ‐=



渡
辺
さ
ん
、
自
分
の
考
え
を
持

っ
て
い
る
高
山
さ
ん
、
キ
ャ
ラ
ク
タ‐
―

の
変
化
の
み
ら
れ
た
安
保
く
ん
、
こ
の
人
達
と
ま
た
会
い
た

い
ど
思

りゝ
。

小
野
先
生
の
講
義
を
聞
い
て

教
へ
子
に
本
気
で
接
す
る
先
生
の
話
に
う
た
れ
拍
手
多
け
り

自
分

の
志

に
大
き
な
励
ま
し
を
得

た

（大
阪
経
法
大
学
　
法
　
一二
年
　
渡
辺
昌
洋
）

よ
う
や
く
と
言
う
の
か
、
あ

っ
と
言
う
間
に
と
言
う
の
か
、
こ
の
四

泊
五
日
間
と
い
う
の
は
私
に
と

っ
て
特
異
な
体
験
だ

っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
ど
ん
な
雰
囲
気
の
所
な
の
か
と
不
安
と
緊
張
感
が
ご
ち
ゃ
ご

ち
ゃ
に
な

っ
て
い
た
自
分
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
気
持
ち
を
な

く
し
て
く
れ
た
の
が
大
島
班
長
を
中
心
と
す
る
六
班
の
み
な
さ
ん
で
し

た
。
私
は
常
に
国
防
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
学
生
で
、
海
上
自
衛
隊
幹

部
候
補
生
学
校
に
入
校
す
る
の
が
夢
で
あ
り
、
目
標
で
あ
り
ま
す
。
全

体
意
見
発
表
の
時
、
防
大
四
年
生

・
新
田
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
、
自

分
の
心
に
も
の
す
ご
い
パ
ヮ
ー
を
与
え
ら
れ
、
自
分
の
志
に
大
き
な
は

げ
ま
し
と
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
良
か

っ
た
。
特
に
六
班
の
中
で
寝
食

を
共
に
し
て
き
た
仲
間
達
は
み
ん
な
気
の
い
い
奴
ば
か
り
で
、
思
い
や

る
気
持
ち
を
持

っ
て
い
た
の
で
、
大

い
に
反
省
さ
せ
ら
れ
又
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
唯

々
感
謝
の
念
で

一
杯
で
す
。

各
地
か
ら
集
ひ
来
た
り
し
参
加
者
の
顔
々
を
見
て
我
奮
ひ
た
つ

三
日
目
の
夜
静
ま
り
て
ベ
ラ
ン
グ
に
班
長
さ
ん
と
共
に
語
れ
り

カ
メ
ラ

ｏ
レ
ポ
ー
ト
８

合宿教室の一日は朝の集ひから始まる。七沢の朝の爽やかな空気の中でラジオ体操。
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班
友

の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い

（防
衛
大
学
　
人
文
　
一一年
　
高
山
裕
司
）

何
か
ら
書
け
ば
い
い
の
か
。
わ
か
ら
な
い
ま
ま
時
は
流
れ
て
、
も
う

す
ぐ
こ
の
合
宿
も
終
わ

っ
て
し
ま
う
と
い
う
思
い
が
し
て
い
ま
す
。
こ

の
四
日
間
の
生
活
は
私
に
と

っ
て
普
段
の
防
大
で
の
生
活
と
大
し
て
変

ら
な
い
も
の
だ

っ
た
が
、
全
体
感
想
意
見
発
表
の
時
間
に
皆
さ
ん
が
友

達
が
で
き
た
と
い
う
意
見
を
聞
き
、
新
田
さ
ん
、
浜

口
さ
ん
の
よ
う
に

と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
防
大
生
活
の
よ
さ
を
ち

ょ
っ
と
見
直
し
ま

し
た
。
講
義
は
と
て
も
難
か
し
く
て
よ
く
わ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
六
班

の
皆
さ
ん
の
語
ら
れ
る
の
を
聞
く
と
少
し
ず

つ
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。

国
文
研
を
広
い
目
で
見
て
活
動
さ
れ
て
い
る
大
島
さ
ん
、
も
し
か
し
た

ら
将
来
上
官
に
な
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
海
自
志
望
の
渡
辺
さ
ん
、
い

つ
も
口
火
を
切

っ
て
く
れ
る
安
保
君
、
か
わ
い
い
顔
し
て
や

っ
て
い
る

こ
と
が

エ
グ
い
松
田
君
、
中
庸
と
い
う
言
葉
が
ぴ

っ
た
り
の
山
崎
君
、

彼
ら
に
本
当
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
彼
ら
が
班
友
で
な
か

っ
た

ら
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に
な

っ
て
い
た
私
で
し
た
。

友
ど
ち
と
肩
を
並
べ
て
道
行
け
ば
今
日
の
朝
は
す
が
す
が
し
き
か
な

く
さ
は
ら
に
語
ら
ふ
友
の
ね
ぼ
け
顔
昨
日
の
夜
は
楽
し
か
り
し
か

合
宿

で
得
た
も
の
を
学
生
生
活
に
生
か
し
た

い

（亜
細
亜
大
学
　
法
　
一
年
　
松
田
裕
幸
）

今
、
こ
の
合
宿
を
ふ
り
返

っ
て
み
て
、
今
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た

班
友
の
方
々
と
、
日
本
の
こ
と
、
世
界
の
こ
と
、
さ
ら
に
は
自
分
の
こ

と
な
ど
を
素
直
に
率
直
に
語
り
合
え
た
こ
と
に
、
な
に
よ
り
も
満
足
し

て
い
る
。
合
宿
中
に
た
く
さ
ん
の
方
々
と
出
会
え
、
様

々
な
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
、
な
か
に
は
驚
ろ
か
さ
れ
た
り
、
賛
成
で
き
な
い
も
の

も
た
く
さ
ん
あ

っ
た
。
け
れ
ど
も
聞
い
て
い
る
中
に
自
分
の
偏
見
的
な

固
定
観
念
や
自
分
の
新
た
な
価
値
を
悟
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
自
分

の
無
知
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
に
と

っ
て

一

番
大
切
だ
と
思

っ
た
こ
と
は
自
分
を
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

狭
義
に
は
他
人
に
自
分
の
価
値
を
知

っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
、
広
義

に
は
国
際
交
流
に
お
い
て
日
本
を
知

っ
て
も
ら
う
と
い
う
理
由
か
ら
で

あ
る
。
最
初
不
安
で
あ

っ
た
が
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
分

の
人
生
の
目
的
、
そ
し
て
自
分
自
身
に
自
信
を
も
て
た
と

感

じ

て

い

る
。
大
学

一
年
生
で
、
社
会
に
出
る
ま
で
ま
だ
時
間
を
も

っ
て
い
る
の

で
合
宿
で
得
た
も
の
を
自
分
の
血
や
肉
に
し
て
立
派
な
人
間
に
自
分
自

身
を
育
て
て
い
こ
う
と
決
意
し
て
い
る
。

み
友
ら
と
す
ご
し
た
日
々
を
忘
れ
ま
じ
ふ
た
た
び
会
ひ
て
語
り
合
は
む
に

こ
こ
に
き
て
得
た
思
ひ
出
の
多
か
り
し
と
相
模
の
山
に
別
れ
つ
げ
な
む

疲
れ

た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
安
保
幸
博
）

疲
れ
た
。
講
義
や
討
論
が
生
活
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
た

の
で
、
今
素
直
に
最
初
に
で
て
く
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
合
宿
で
自
分

に
プ
ラ
ス
に
な

っ
た
点
は
今
は
ま

っ
た
く
自
覚
し
て
い
な

い
が
、
Ｆ
」

こ
で
得
た
経
験
だ
け
で
も
人
生
上
役
に
立
つ
よ
」
と
先
輩
が
教
え
て
く

れ
た
言
葉
が
耳
に
残

っ
て
い
る
。
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食
事
は
量
が
か
な
り
あ

っ
て
バ
ラ
イ

ェ
テ
ィ
ー
な
メ
ニ
ュ
■
で
も
あ

っ
た
。
風
呂
は
か
な
り
混
雑
し
て
い
て
、
裸
で
順
番
を
待
つ
間
、
班
員

と
互
い
に
顔
を
見
て
苦
笑
い
す
る
し
か
な
か

っ
た
。
床
に
就
き
、
眠
る

ま
で
の
時
が

一
番
楽
し
か

っ
た
。
だ
い
た
い
自
由
時
間
が
な
い
の
で
こ

の
時
間
を
利
用
す
る
し
か
な
く
、
そ
の
為
に
翌
朝
の
集
い
が

つ
ら
か

っ

た
。

「
も
う
二
度
と
来
る
も
ん
か
」
と
思

っ
た
が
、　
そ
う
思
う
人
に
限

っ
て
来
年
ふ
た
た
び
参
加
す
る
ジ
ン
ク
ス
が
あ
る
と
Ｏ
先
輩
が
つ
ぶ
や

い
て
い
た
。

坂
東
さ
ん
の
講
義
を
聞
い
て

酒
の
め
ぬ
自
分
に
あ
れ
ば
酒
が
で
て
笑
ま
ひ
給
へ
る
師
の
う
ら
や
ま
し

今
ま
で
視
野
が
狭
か
っ
た

（早
稲
田
大
学
　
第

一
文
　
四
年
　
大
島
伸

一
）

今
合
宿
で
特
に
感
じ
ら
れ
た
の
は
自
分
の
視
野
の
狭
さ
で
す
。
班
員

と
話
し
て
い
る
時
で
も
先
入
観
に
と
ら
わ
れ
て
友
の
話
を
親
身
に
な
り

切

っ
て
聞
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
今
ま
で

こ
の
先
入
観
の
た
め
如
何
に
多
く
の
人
と
話
を
す
る
機
会
を
失

っ
て
来

た
こ
と
か
、
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
合
宿
の
準
備
及
び

班
長
を
務
め
さ
せ
て
戴
い
た
が
、
こ
の
合
宿
で
の
生
活
と
現
実
の
学
生

生
活
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
す
ぎ
て
、
山
を
下
り
た
時
感
動
が
立
ち
消
え

に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
正
直
な
意
見
で
す
。
本

当
に
全
国
の
大
学
生
の
為
の
合
宿
に
す
る
為
に
は
も

っ
と
弾
力
的
に
変

え
る
べ
き
所
は
思
い
切

っ
て
変
え
て
ゆ
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
班
付

の
澤
部
先
生
に
は
歌
の
詠
み
方
、
社
会
に
出
て
生
き
て
ゆ
く
中
で
大
切

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
９

二日目の午前は,神奈川県立金井高校教頭・国武忠彦氏により「聖徳太子と楠木正成」
と題された御講義が行はれた。氏は「聖徳太子の『憲法十七条』は,氏族間の闘争を目の

当りにした痛切な御経験から生れたのです」と語られた。
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な
こ
と
が
何
か
、
色
々
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
坂
東
先
輩
や
澤

部
先
輩
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
ゆ
く
よ
う
努
め
て
ゆ
き
ま
す
。

四
日
間
の
朝
の
つ
ど
ひ
の
司
会
を
終
へ
て
食
堂
に
て
長
内
先
生
に
お
会
ひ
す

大
任
を
何
と
か
終
へ
し
吾
の
背
を
軽
く
た
た
か
れ
師
は
笑
み
か
け
ら
れ
る

初
め
て
朝
の
つ
ど
ひ
の
司
会
を
し
て

気
負
は
ず
に
思
ふ
が
ま
ま
に
語
ら
ん
と
壇
上
に
上
れ
ど
声
の
震
へ
る

松
田
君
の
こ
と

ベ
ラ
ン
グ
に

「蛾
が
い
ら
つ
し
や
い
ま
す
ね
」
と
か
し
こ
ま
り
語
る
君
見
て
皆
爆
笑
せ

安
保
君
の
こ
と

一
日
が
長
い
な
疲
れ
た
と
言
ひ
な
が
ら
は
た
か
ら
見
れ
ば
楽
し
さ
う
な
君

山
崎
君
の
こ
と

お
だ
や
か
な
笑
み
を
た
た
へ
て
ゆ
つ
く
り
と
お
茶
を
飲
み
飲
み
語
る
君
か
な

高
山
君
の
こ
と

は
き
は
き
と
自
分
の
思
ひ
率
直
に
語
る
す
が
た
に
我
刺
激
さ
る

渡
辺
君
の
こ
と

七
沢
の
山
並
み
見
つ
つ
虫
の
音
を
聞
き
つ
つ
君
と
夜
更
け
ま
で
語
る

惨
で
残
酷
な
事
件
の
数

々
で
あ

っ
た
。
あ
る
人
が
言

っ
た
が

「
国
民
の

幸
福
を
常
に
祈

っ
て
お
ら
れ
る
天
皇
陛
下
が
、
こ
れ
ら
の
事
件
を
お
知

り
に
な
り
ど
れ
程
御
心
を
傷
め
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
」
と
。

「
本
当
に
陛
下
に
た
だ
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
思
い

で

い
っ

ば
い
で
し
た
。
自
分
た
ち
の
心
が
如
何
に
す
さ
ん
で
き
て
い
る
の
か
反

省
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
す
。
も

っ
と
も

っ
と
心
を
豊
か
に
す
る
た
め

に
、
私
共
は
こ
の
合
宿
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
事
に
し
、
学
び
足
り
な
い

と
こ
ろ
は
更
に
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
そ
の
中
で
も
和
歌
創
作
が

一
番
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

七
班
の
と
も
と
語
り
つ
こ
の
五
日
は
や
過
ぎ
去
り
て
別
れ
来
に
け
り

別
れ
て
も
文
を
か
わ
し
つ
皆
共
に
励
み
ゆ
き
な
む
ま
す
ら
を
の
道

普
段
の
ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
の
中
の
事
に
心
を
配
り
働
か
せ
て
い
く

中
で
心
を
活
発
に
働
か
せ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

一
日
目
の
講
義
で
の
坂
東
先
生
が

「
言
葉
を
大
切
に
す
る
生
活
」
を
生

き
る
上
で
の
原
点
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
私
自
身
も
言
葉
を
大
切
に

し
て
い
く
中
で
心
を
磨
き
心
を
豊
か
な
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
七
班
の
面
倒
を
み

て
下
さ

っ
た
小
野
先
生
那
須
先
生
に
深
く
感
謝
し
、
七
班
の
班
員
の
方

々
と
の
出
会
い
を
感
謝
し
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

筒
井
さ
ん
有
難
う

（東
京
農
工
大
学
　
工
　
一
年
　
内
藤
剛
司
）

一
番
う
れ
し
か

っ
た
こ
と
は
、
全
体
感
想
自
由
発
表
の
際
、
班
員
の

筒
井
さ
ん
が
我
々
班
員
全
員
を
紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
み

割
割

∃

も

っ
と
も

っ
と
心
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は

（九
州
大
学
　
工
　
一二
年
　
船
崎
好
助
）

昨
日
の
長
内
先
生
の
御
講
話
の
中
で

「
わ
れ
ら
の
豊
か
な
ら
ざ
る
心

を
映
し
て
い
る
の
が
今
の
日
本
の
現
状
で
あ
る
」
と
の
言
葉

が
あ

っ

た
。
こ
の
話
を
お
聞
き
し
た
時
、
思
い
出
し
た
の
が
青
少
年
に
よ
る
悲
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ん
な
の
前
で
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
た
時
は
、
は
ず
か
し
い
気
も
し
た

が
、
何
か
こ
う
胸
に

″
じ
―
ん
″
と
く
る
も
の
が
あ

っ
た
。

た

っ
た
五
日
間
で
は
あ

っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
他
人
を
思
え
る
よ
う
に

な
れ
る
と
は
思

っ
て
も
み
な
か

っ
た
。
自
分
は
比
較
的
騒
が
し
い
方
な

の
で
夜
も
遅
く
ま
で
話
し
て
い
た
が
、
彼

（筒
井
）
は
、
文
句

一
つ
言

わ
ず
に
寝
て
い
た
。
そ
れ
で
も

「
内
藤
君
は
…
」
と
最
後
の
最
後
ま
で

話
し
か
け
て
き
て
く
れ
た
。
事
実
彼
は
自
分
よ
り
二
つ
年
上
だ
が
本
当

に
お
兄
さ
ん
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か

っ
た
。

あ
と

一
つ
心
に
残

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
班
長
小
野
氏

（
四
十

四
歳
）
高
校
教
諭
で
あ
る
。
い
か
に
も
脳
み
そ
ガ
チ
ガ
チ
の
人
だ
と
思

っ
た
。
し
か
し
、
二
日
目
の
午
前
中
の
班
別
討
論
の
時
、
ほ
と
ん
ど
ケ

ン
カ
ご
し
に
な

っ
て
先
生
と
闘
論
を
し
た
の
ち
、
何
と
な
く
心
の
わ
だ

か
ま
り
が
消
え
い
つ
し
か
先
生
を
好
き
に
な

っ
て
い
た
。
最
後
の
夜
の

集
い
の
時
い

っ
し
ょ
に
な

っ
て
バ
カ
騒
ぎ
を
し
た
こ
と
は

一
生
忘
れ
な

い
と
思
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
夜
の
集
ひ
で
役
に
立
つ
恥
を
忘
れ
て
と
も
に
踊
れ
り

自
分

の
使
命
を
自
覚

（金
沢
工
業
大
学
　
工
　
四
年
　
筒
井
正
樹
）

「
人
間
五
十
年
下
天
の
内
を
く
ら
ぶ
れ
ば
夢
幻
の
如
く
な
り
、　
一
度
生

を
受
け
て
滅
せ
ぬ
者
の
あ
る
べ
き
か
」
自
分
が
年
中

国
に
し
て
い
る
敦

盛
の
歌
で
す
。
自
分
も
こ
の
よ
う
に
人
生
を
太
く
短
く
生
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
合
宿
は
人
生
の
ほ
ん
の

一
瞬
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
し

か
し
こ
の
利
那
の
出
会
い
で
得
た
経
験
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
大
き
く

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー０

班別討論では,講義のポイントを確かめあひながら,感想や疑間を率直に語り合ふ。
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影
響
を
与
え
続
け
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
生
に
何
を
す
べ
き
か

一
つ
の
解
答
が
得
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
日
本
国
民
と
し
て
の
誇
り
を
持

ち
、
日
本
の
文
化
歴
史
を
理
解
し
自
然
を
愛
し
共
存
し
て
い
く
こ
と
が

大
前
提
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
自
分
の
使
命
を
自
覚
す
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
し
た
。

こ
の
合
宿
に
参
加
し
た
成
果
が
問
わ
れ
る
の
は
今
後
の
生
き
方
に
あ

り
、
気
合
い
を
入
れ
て
よ
り
真
剣
に
生
き
て
行
き
た
い
と

思

い

ま

し

た
。い

つ
の
日
か
再
会
せ
む
と
言
ひ
し
友
を
我
忘
れ
じ
と
心
に
誓
ふ

胸

の
奥

に
あ
る
も

の
を
発
見

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一一年
　
山
崎
貴
幸
）

大
変
堅
苦
し
い
合
宿
だ
と
前
々
か
ら
聞
い
て
お
り
、
自
発
的
で
な
か

っ
た
私
は
、
合
宿
前
日
ま
で
参
加
を
こ
ば
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ

の
五
日
間
の
合
宿
教
室
に
参
加
し
た
こ
と
に
、
結
論
か
ら
述
べ
ま
す
と

大
変
満
足
し
て
お
り
ま
す
。

班
別
討
論
で
は
皆
が
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
人
の
素
直
な
意

見
や
疑
間
点
が
交
わ
さ
れ
、
班
友
た
ち
の
普
通
の
生
活
で
は
見
ら
れ
な

い
胸
の
奥
に
秘
め
ら
れ
て
い
る
部
分
を
お
互
い
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

こ
の
五
日
間
、
大
変
充
実
し
た
時
を
過
ご
せ
大
変
短
く
感

じ

ま

し

た
。
ま
た
合
宿
中
大
変
親
切
に
御
指
導
し
て
下
さ

っ
た
班
付
の
小
野
先

生
、
那
須
先
生
、
松
本
先
生
そ
し
て
短
歌
創
作
批
評
等
生
活
面
で
大
変

お
世
話
に
な

っ
た
班
友
達
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
合
宿

を
機
に
皆
様
が

一
歩

一
歩
着
実
に
発
展
さ
れ
、
ま
た
皆
様
と
の
再
会
を

心
よ
り
願

っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

汗
を
ふ
き
登
る
坂
道
班
友
と
交
わ
す
言
葉
も
少
な
く
な
り
ぬ

ま
た
来
年
も
参
加
で
き
た
ら
よ
い

（福
岡
大
学
　
法
　
一一年
　
牟
田
口
隆
文
）

今
回
の
合
宿
を
終
え
て
ま
ず
思

っ
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
来
て
よ
か

っ
た
な
あ
と
い
う
こ
と
で
す
。
全
く
知
ら
な
い
人
達
と
同
じ
部
屋
で
五

日
間
共
に
生
活
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
合
宿
前
の
不
安
は
、
合
宿

が
終
わ

っ
た
今
で
は
充
実
感
に
変
わ
り
人
間
が
大
き
く
な

っ
た
と
い
う

実
感
も
多
少
わ
い
て
き
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
学
校
の
勉
強
な
ど
で
あ
ま
り
触
れ
た
こ
と
の
な
い
日
の
丸

や
天
皇
に
つ
い
て
班
別
討
論
で
語
り
合
い
他
の
人
の
意
見
を
き
き
自
分

が
無
知
で
あ

っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ

っ
て
も

っ

と
日
本
人
と
し
て
知

っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

先
生
方
の
講
義
、　
ハ
イ
キ
ン
グ
、
短
歌
創
作
、
夜
の
集
い
な
ど
も
よ

い
体
験
で
し
た
。
ま
た
来
年
参
加
で
き
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

緊
張
し
み
ん
な
で
歌
つ
た
夜
の
集
ひ
今
で
は
楽
し
き
思
ひ
で
な
り
け
り

歴
史
上
の
人
物
が

い
て
こ
そ

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
若
林
秀
彦
）

合
宿
に
参
加
し
て
、
今
ま
で
の
自
分
自
身
の
生
き
方
、
人
間
関
係
、

そ
し
て
現
在
の
日
本
、
世
界
全
体
に
つ
い
て
幅
広
く
考
え
る
良
い
機
会
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と
な

っ
た
。
中
に
は
難
解
な
問
題
も
あ

っ
た
が
、
特
に
近
年
の
自
分
の

し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
思
い
返
し
、
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
生
き
方
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
高
校
二
年
の
時
、
人
間
関
係
の
も
つ
れ
に
よ

り
目
標
を
見
失
な
い
学
校
に
行
か
な
い
日
も
増
え
友
人
や
親
と
も
う
ま

く
い
か
ず
、
無
気
力
な
状
態
が

つ
づ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

そ
の
後
高
校
三
年
に
な
り
、
と
り
あ
え
ず
大
学
に
入
れ
ば
何
か
が
あ

る
と
い
う
ば
く
然
と
し
た
気
持
で
受
験
勉
強
を
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
自

分
に
と

っ
て
困
難
な
も
の
で
あ

っ
た
が
、
な
ん
と
か
学
生
に
な
る
こ
と

が
で
き
合
宿
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
全
国
各
地
の
友
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
の
人
が
い
る
こ

と
を
知
り
、
ま
た
自
分
が
幼
な
か

っ
た
こ
と
も
わ
か
り
、
歴
史
上
の
人

物
が
い
て
こ
そ
現
在
こ
こ
に
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

七
沢
の
緑
の
中
で
せ
み
が
鳴
く
暑
さ
の
中
に
安
ら
ぎ
覚
ゆ

後
半
、
盛
り
上
が

っ
た
班
別
討
論

（
亜
細
亜
大
学
　
経
営
　
一
年
　
賀
谷
達
樹
）

ま
ず
僕
は
小
野
先
生
が
班
長
で
あ
る
七
班
に
所
属
で
き
た
事
を
非
常

に
嬉
し
く
思

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
討
論
を
班
の
部
屋
で
し
て
い
た
時
、

と
て
も
よ
く
私
達
の
話
を
聴
い
て
下
さ

っ
た
り
、
又
よ
い
意
見
を
述
べ

て
下
さ

っ
た
か
ら
で
す
。

（
夜
の
集
い
の
時
に
は
か
な
り
羽
目
を
外
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
…
…
Ｐ
）

先
生
は
最
後
に
、
こ
の
七
班
の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
事
は
も

う
な
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
僕
も
そ
う
思
い
ま
す
。
先
に
も

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
＝

聾Itt■り14則0眺

二日目の午後には,各班で聖徳太子の『憲法十七条』を輪読した。幾度も繰返し文章を
読み,憲法に込められた聖徳太子の御心を偲んでゆく。
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書
き
ま
し
た
が
班
別
討
論
は
最
初
の
う
ち
こ
そ
元
気
が
な
か

っ
た
も
の

の
、
後
半
の
方
に
は
す
ご
い
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
恐
ら
く
今
年
の
他

の
班
に
比
べ
て

一
番
自
熱
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
に
か
く
僕
は
こ
の
大
学

一
年
の
夏
に
体
験
し
た
合
宿
を
忘
れ
ま
せ

ん
し
、
参
加
し
た
意
義
は
充
分
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

四
日
目
に
皆
で
集
ひ
し
体
育
館
最
後
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
す

Ｅ

階

丘

慢
心
は
最
大

の
悪

（
亜
細
亜
大
学
　
経
　
四
年
　
佐
々
木
栄
幸
）

慢
心
は
最
大
の
悪
と
い
う
事
で
あ
る
が
、
ど
う
も
慢
心
し
て
い
た
。

素
直
な
心
で
参
加
で
き
な
か

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
ど
う
も
い
け
な

い
。
こ
の
ま
ま
で
は
ど
う
も
い
け
な
い
。

短
歌
は
恐
し
い
。
そ
の
詠
み
手
の
心
情
が
わ
か
る
人
に
は
手
に
取
る

よ
う
に
わ
か
る
ら
し
い
。
屈
折
し
た
心
情
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
た
時
、
内
心
ド
キ

ッ
と
驚
い
た
。
言
葉
を
正
し
く
使
う
よ
う
に
心

が
け
て
行
き
た
い
と
今
感
じ
て
い
る
。

大
学
に
入
学
し
て
、
三
年
の
頃
か
ら
何
か
日
本
に
欠
け
た
も
の
が
あ

る
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
が
日
本
人
の
誇
り
で
あ

る

と

考

え

た
。
今
度
の
合
宿
で
は
、
そ
の
考
え
を
ま
す
ま
す
深
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
明
治
の
精
神
や
十
七
条
憲
法
の
精
神
に
日
本
人
の
誇

り

を

思

っ

た
。

張
り
の
な
き
日
々
の
く
ら
し
を
送
る
時
思
ひ
起
こ
さ
ん
今
日
の
思
ひ
を

天
皇
や
国
家
の
問
題
を
考
え
て
い
き
た
い

（
早
稲
田
大
学
　
第

一
文
　
一
一年
　
尾
関
謙

一
郎
）

私
は
寮
の
関
係
で
ど
う
し
よ
う
も
な
く
参
加
し
ま
し
た
。
本
当
は
右

よ
り
の
こ
と
を
や
る
ら
し
い
合
宿
な
ど
糞
食
え
だ
と

思

っ
て

い
ま

し

た
。
先
輩
か
ら
は
色
々
な
話
を
前
も

っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
か

ら
思
う
と

「
百
聞
は

一
見
に
し
か
ず
」
で
し
た
。

田
久
保
先
生
と
長
内
先
生
の
ご
講
義
は
と
て
も
た
め
に
な

り

ま

し

た
。
「
天
皇
」
や

「
国
家
」
と
い
っ
た
問
題
は
自
分
と
は
全
く
関

係

の

な
い
こ
と
だ
と
思

っ
て
無
関
心
を
装

っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
逆
で
あ

る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
う
問
題
を
自
分
自
身
で
自
問

自
答
し
な
が
ら
、
深
く
掘
り
下
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
必

要
と
あ
ら
ば
行
為
と
い
う
形
で
表
わ
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。討

論
の
場
で

間
を
お
き
て
班
長
さ
ん
の
語
ら
る
る
言
葉
に
自
づ
と
人
柄
見
え
ぬ

い
つ
の
日
か
班
長
さ
ん
と
ま
た
会
ひ
て
語
り
あ
ひ
た
く
吾
は
思
ふ
な
り

我
も
ま
た
克
己
の
心
を
失
は
ず
地
に
根
を
は
り
て
生
き
た
し
と
思
ふ

習
慣
の
恐
し
さ
、
学
校
教
育
の
重
要
さ
に
気
づ
い
た

（神
奈
川
県
立
湘
南
高
校
定
時
制
　
四
年
　
野
崎
　
譲
）

高
校
生
と
し
て
た
だ

一
人
大
学
生
班
に
入
り
、
は
じ
め
は
つ
い
て
い

け
る
の
か
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
自
分
を
班
員
の
方

々
は
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暖
く
迎
え
て
下
さ
り
、
何
と
か
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
「
国
旗
掲
揚
」
「
国
家
斉
唱
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
頭

の
中
で
は
そ
れ
は
当
然
の
事
で
、
常
日
頃
か
ら
そ
う
あ
る
べ
き
と
主
張

し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
い
ざ
そ
れ
を
目
の
前
に
す
る
と
、
や
は
り
違

和
感
を
覚
え
、
身
体
が
受
け
つ
け
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
今
ま

で
に

「
君
が
代
」
を
歌

っ
た
こ
と
は
な
か

っ
た
し
、
日
の
丸
も
現
在
の

学
校
で
は
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
改
め
て
習
慣
の
恐
し
さ
、
学
校
教

育
の
重
要
さ
に
気
が

つ
き
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
で
の
経
験
は
、
日
常
と
い
う
も
の
か
ら

一
歩
出
て
、
そ
の

日
常
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
て
も
貴
重
な
も
の
で
は
な
か

っ
た

か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

友
ら
と
の
別
れ
は
お
し
き
い
つ
の
日
か
ま
た
の
縁
に
合
は
む
と
思
ふ

自
分

の
力

を
試

し
た
い（拓

殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
山
口
順
也
）

五
日
間
、
長
か

っ
た
よ
う
で
短
か
か

っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
初
め

の
頃
は
本
当
に
ヤ
バ
い
所
に
来
て
し
ま

っ
た
と
思

っ
て
い
た
が
、
だ
ん

だ
ん
話
し
合

っ
て
い
く
う
ち
に
そ
う
で
は
な
い
と
思
う

よ

う

に
な

つ

た
。
同
じ
班
の
人
達
に
は
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
あ

っ
た
。

一
つ
理
解
で
き
な
い
の
は
、
講
義
や
討
論
で
は
人
の
た

め

に
生

き

る
、
日
本
の
国
の
中
で
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
が
美
徳
で
あ
る
、
と
い

わ
れ
た
こ
と
だ
。
で
も
、
僕
は
、
今
、
自
分
の
力
を
試
し
た
い
。
自
分

の
夢
や
目
標
に
向

っ
て
進
ん
で
行
き
た
い
。
誰
の
た
め
で
も
な
く
、
自

分
の
た
め
だ
け
に
だ
。
合
宿
で
学
ん
だ
現
実
、
事
実
を
見

つ
め
る
こ
と

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー２

難
導1鋼

躙
躙

食事も各班ごとに食卓を囲む。おいしい料理を食べながら,会話が弾む。
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な
ど
、
自
分
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
武
器
が
増
え
た
と
思

っ
て
い

２
つ
。

合
宿
の
日
は
つ
ら
け
れ
ど
心
開
く
友
で
き
た
る
を
う
れ
し
く
思
ふ

自
分
を
見

つ
め
直
し
た（拓

殖
大
学
　
外
国
語
　
一一年
　
佐
藤
広
彰
）

こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
思

っ
た
こ
と
は
、
御
講
義
を
な
さ
れ
た
人

々

や
国
文
研
の
人
々
の
熱
心
さ
で
す
。
遠
く
九
州
、
北
海
道
か
ら
四
泊
五

日
の
期
間
に
あ
れ
だ
け
の
人
々
が
集
ま

っ
て
く
る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
に
色
々
な
思
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

僕
も
こ
の
期
間
中
に
新
し
く
自
分
を
見
つ
め
直
す
機
会
が
与
え
ら
れ

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
、
自
分
の
頭
の
中
に
は
こ
の
合
宿

で
得
た
様

々
な
新
し
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。　
そ
し
て
こ
れ
ら

を

勉

強

し
、
又
、
新
し
い
次
な
る
人
生
、
次
な
る
夢
を
見

つ
け
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

御
講
義
の
途
中
で
い
つ
し
か
寝
入
り
た
る
を
班
友
に
起
こ
さ
れ
照
れ
笑
ひ
す
る

い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
積

み
た
い

（湘
北
短
期
大
学
　
電
子
情
報
学
科
　
一
年
　
八
木
智
之
）

私
は
、
学
生
の
う
ち
に
で
き
る
だ
け
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や

っ
て
み
た

い
と
思

っ
て
い
る
が
、
し
か
も
い
ろ
ん
な
チ
ャ
ン
ス
が
何
度
も
く
る
こ

と
が
、
す
ご
く
不
思
議
だ
。
今
回
、
こ
の
合
宿
に
行
け
る
と
い
う
チ
ャ

ン
ス
が
め
ぐ

っ
て
き
た
。

こ
の
合
宿
は
、
普
段
の
生
活
に
な
い
雰
囲
気
が
あ

っ
た
。
や

っ
て
い

る
こ
と
も
私
の
日
常
の
生
活
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
が
多
か

っ
た
。
そ
し
て
自
分
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
し
か
し
、
自

分
の
知
ら
な
い
こ
と
を
見
る
こ
と
は
必
要
だ
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
参
加
し
、
体
験
す
る
中
か
ら
、
真
実
を
見
付
け
出
し
、

自
分
の
進
む
べ
き
道
を
見
付
け
出
し
た
い
。

合
宿
で
親
し
く
な
り
し
友
達
と
別
る
る
と
思
ふ
と
さ
み
し
か
り
け
り

「
付
き
合

ひ
」
と
い
う

こ
と
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
た

（
九
州
大
学
　
法
　
一二
年
　
花
田
芳
夫
）

合
宿
教
室
は
今
年
で
三
回
目
の
参
加
に
な
る
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
分
か
ら
な
く
な

っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
付
き
合
ひ
」
と

い
う
こ
と
だ
。
講
義
に
お
い
て
は
講
師
の
先
生
と
の

「
付
き
合
ひ
」
が

あ
り
、
お
話
を
真
剣
に
聞
き
、
そ
れ
に
共
感
す
る
と
い
う
点
で
自
分
は

少
し
進
歩
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
か
し
、
班
室
に
お
い
て
の

討
論
な
ど
友
人
と
の

「付
き
合
ひ
」
と
い
う
点
で
、
特
に
合
宿
に
毎
年

積
極
的
に
参
加
し
、
学
生
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
な

っ
て
い
る
方

と
は
、
今
も

っ
て
友
情
が
芽
ば
え
た
こ
と
が
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば

講
師
の
先
生
と
の

「付
き
合
ひ
」
も
本
当
は
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
課
題
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

か
な
か
な
と
ひ
ぐ
ら
し
鳴
き
て
七
沢
の
夏
合
宿
は
終
ら
ん
と
す
る
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第
九
班
―
男
子
学
生
―

緊
張

の
連
続

で
あ

っ
た

（金
沢
大
学
　
工
　
四
年
　
吉
岡
史
恭
）

長
く
て
短
か

っ
た
よ
う
な
合
宿
も
と
う
と
う
終
わ
り
だ
が
、
思
い
起

こ
す
と
こ
の
四
日
間
緊
張
の
連
続
で
あ

っ
た
。
何
が
そ
ん
な
に
つ
ら
い

か
と
言
え
ば
人
前
で
自
分
を
さ
ら
け
出
す
こ
と
程
、　
千
不
ル
ギ
ー
を
要

す
る
こ
と
は
他
に
な
い
。
討
論
に
次
ぐ
討
論
で
、
し
か
も
内
容
が
誤
魔

化
し
の
効
か
な
い
生
き
る
こ
と
と
直
接
関
わ
る
事
だ

っ
た
。
嘘
を
言

っ

て
相
手
に
合
わ
せ
て
い
れ
ば
真
の
信
頼
関
係
は
絶
対
に
生
ま
れ
な
い
。

こ
の
緊
張
感
は
合
宿
後
も
日
常
生
活
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

合
宿
を
通
し
て
、
祖
先
を
敬
い
、
傲
り
を
持
た
ず
、
そ
う
す
る
こ
と

が
人
の
輪
を
つ
く
り
だ
し
、
そ
の
社
会
か
ら
ま
た
自
分
に
恩
恵
が
戻

っ

て
来
る
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
自
分
の
周
り
の
こ
と

か
ら
絶
対
に
逃
げ
ま
い
と
決
断
で
き
た
。

若
人
が
進
ま
ん
と
す
る
そ
の
道
を
も
う
迷
は
ぬ
と
声
た
か
だ
か
に

緊
張
と
興
奮

の
毎
日

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一二
年
　
藤
裏
佳
秀
）

普
段
は
あ
ま
り
話
題
に
し
な
い
事
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
、
更
に
そ

れ
に
つ
い
て
の
班
別
討
論
と
い
う
様
々
な

ハ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

っ
て

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー３

二日目の夜,福岡県立新官高校教諭。小野吉宣氏が「教育体験を語る一教育は難しい然

れど面白い一」と題してお話をされた。氏は登校拒否症の生徒には教師が父親の厳しさと

母親の親身さを持つてこそ,尊敬と感謝の念を抱かせることができると訴へられた。



か
な
り
の
緊
張
と
興
奮
に
囲
ま
れ
る
毎
日
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

討
論
に
於
い
て
、
自
分
と
同
じ
く
ら
い
の
年
齢
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
思
い

思
い
の
考
え
を
具
体
例
を
挙
げ
た
り
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
の
を
見
て

な
ぜ
自
分
は
あ
ん
な
風
に
上
手
に
発
言
出
来
な
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
も

ど
か
し
さ
で

一
杯
で
し
た
。
し
か
し
嬉
し
か

っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
講

義
に
於
い
て
そ
れ
ま
で
大
ざ

っ
ば
な
事
し
か
知
ら
な
か

っ
た
事
を
詳
細

な
事
ま
で
学
ぶ
事
が
出
来
、
ま
た
班
友
を
は
じ
め
全
国
の
た
く
さ
ん
の

学
生
、
社
会
人
の
皆
さ
ん
と
め
ぐ
り
逢
え
た
こ
と
で
す
。
お
蔭
で
、
楽

し
い
集
い
が
出
来
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
自
分
に
と

っ
て
、
こ
の
五

日
間
は
社
会
に
出
る
為
の
良
い
勉
強
に
な

っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

霧
の
中
厚
木
の
集
ひ
幕
を
閉
ぢ
明
日
に
向
か
ひ
て
足
を
伸
ば
さ
む

熱
く

さ
せ
ら
れ
る
も

の
が
あ

っ
た

（富
山
医
科
薬
科
大
学
　
医
　
五
年
　
野
原
　
茂
）

一
年
以
上
を
か
け
、
非
常
に
苦
し
い
思
い
を
し
て
準
備
し
て
来
た
医

学
生
の
体
育
会
が
八
月
四
日
に
終
り
、
そ
の
直
後
に
こ
の
合
宿
に
参
加

し
ま
し
た
。
ま
た
合
宿
が
終
わ
れ
ば
実
家
の
農
作
業
を
手
伝
わ
ね
ば
な

ら
ず
、
憂
う

つ
な
気
持
ち
で
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
は
や
る
気
が
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
る
う
ち
に
考
え
さ

せ
ら

れ

た

り
、
反
省
し
た
り
、
熱
く
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ

っ
た
り
と
心
の
中
で

は
い
つ
の
間
に
か
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
も

っ
と
も
、
そ
ん
な
自

分
に
反
発
す
る
面
も
あ
り
、
結
局
、
最
後
ま
で
素
直
な
気
持
で
接
す
る

こ
と
が
出
来
ず
、
今
に
な

っ
て
も

っ
と
真
面
目
に
聞
い
て
い
れ
ば
と
後

悔
し
て
い
ま
す
。
富
山
に
帰
れ
ば
農
作
業
が
待

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

中
で
こ
の
五
日
間
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

長
か
り
し
四
泊
五
日
の
合
宿
も
今
日
で
終
は
り
ぬ
家
へ
帰
ら
む

自
分
が
恥
ず

か
し
い

（早
稲
田
大
学
　
社
会
科
学
　
一
一年
　
長
濱
宏
昭
）

今
回
の
合
宿
で
は
今
ま
で
嫌
い
だ

っ
た
先
輩
が
私
の
こ
と
を
と
て
も

気
を
遣

っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
先
輩
に
対
す
る
嫌
悪
感
は

私
の
一
人
よ
が
り
だ
と
分
か

っ
た
。

人
の
思

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
よ
く
そ
の
人
と
接
し
て
み
な
け
れ

ば
分
か
ら
な
い
の
に
、
単
純
に
嫌
な
人
と
決
め
つ
け
て
い
た
自
分
が
恥

ず
か
し
く
思
え
て
来
た
。

古
人
の
歌
を
詠
む
に
あ
た
り

い
に
し
へ
の
人
の
心
を
知
る
よ
り
も
歌
詠
み
ゆ
く
は
難
し
き
か
な

僕
に
は
少

し
厳
し
過
ぎ
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
川
崎
良
典
）

松
本
先
生
に
誘
わ
れ
て
こ
の
合
宿
に
安
易
な
気
持
ち
で
参
加
し
ま
し

た
。
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
思
う
事
は
友
達
が
出
来
た
こ
と
ぐ
ら
い
で

し
た
。
僕
に
は
少
し
厳
し
過
ぎ
た
こ
の
合
宿
の
終
わ
り
を
迎
え
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
。
朝
起
き
る
の
が
嫌
で
、
講
義
を
聴
く
の
が
嫌
で
、

討
論
を
す
る
の
が
嫌
で
過
ご
し
た
五
日
間
で
し
た
が
、
今
か
ら
生
き
て

ゆ
く
う
え
で
役
に
立
つ
何
か
が
残

っ
て
い
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

最
終
日
に
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七
沢
の
こ
の
班
室
か
ら
見
る
景
色
山
な
み
美
し
心
に
泌
み
る

「
割

ヨ

一
人

の
思
索

で
は
得
ら
れ
な

い
も

の
を
学

ん
だ

（九
州
大
学
　
工
　
一二
年
　
松
岡
篤
志
）

自
分
の
思
ひ
を
正
確
に
表
現
し
て
伝

へ
る
難
し
さ
を
し
ば
し
ば
痛
感

し
た
。
し
か
し
班
長
さ
ん
か
ら

「
そ
の
言
葉
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と

指
摘
を
受
け
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
の
表
現
が
曖
味
で
あ
り
、
よ
り
具
体

的
な
体
験
に
即
し
た
言
葉
を
探
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
分
の
考

へ
て
ゐ

る
事
が
よ
り
明
ら
か
に
な
り
、
自
分
を
さ
ら
に
深
く
知
る
こ
と
が
で
き

た
や
う
に
思
う
。
班
別
討
論
、
短
歌
相
互
批
評
で

一
つ
一
つ
の
言
葉
を

大
切
に
し
て
い
く
と
い
ふ
事
を
実
感
し
た
が
、
こ
れ
は
小
田
村
先
生
が

述
べ
ら
れ
た

「
総
合
的
な
意
志
が
あ
つ
て
そ
の
中
に
身
を
投
じ
た
」
体

験
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。　
一
人
の
思
索
で
は
得

る
事
の
で
き
な
い
と
て
も
深
い
も
の
を
学
ん
だ
。
班
友
の
言
葉
に
耳
を

傾
け
、
心
の
動
き
を
感
じ
と
つ
て
い
く
、
そ
し
て
そ
の
心
に
感
応
し
た

自
ら
の
心
の
動
き
を
言
葉
に
表
は
し
て
い
く
、
さ
う
い
ふ
営
み
の
中
に

実
に
豊
か
で
心
が
拡
が
つ
て
い
く
や
う
な
も
の
が
沸
々
と
感
じ
ら
れ
て

き
た
。
「
自
他
の
二
境
を
平
等
に
し
た
」
世
界
を
垣
間
見
さ
せ
て

い

た

だ
い
た
や
う
な
貴
重
な
体
験
で
あ
つ
た
。

小
柳
陽
太
郎
先
生
の
閉
会
の
挨
拶
を
お
聞
き
し
て

君
と
臣
の
道
素
直
と
ふ
み
歌
を
ば
読
み
ま
せ
る
師
の
み
声
し
み
る
も

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー４

‐
三日目の午前,短歌創作前に,福岡県立須恵高校教諭・那須三元氏によって「短歌創作

導入講義」が行はれた。短歌創作の意義を「短歌は人と人の心を通はせてくれるのです」
と語られ,作 り方の基本を判りやすく説明されていつた。
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息

つ
く
間
も
な

い
程
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
た

（防
衛
大
学
　
人
文
社
会
　
四
年
　
新
田
　
洋
）

四
泊
五
日
の
合
宿
は
極
め
て
短
く
感
じ
た
。
理
由
は
、
こ
の
合
宿
が

学
び
続
け
て
息
を
つ
く
間
も
な
い
程
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
た
啓
蒙
の

場
で
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
私
に
は
最
初
か
ら
合
宿
に
対
す
る
不
安

な
ど
な
か

っ
た
が
、
そ
れ
は
こ
の
合
宿
に
対
す
る
期
待
が
浅
は
か
な
も

の
で
あ

っ
た
か
ら
だ
と
い
う
事
が
今
に
し
て
分
か
る
の
で
あ
る
。
自
分

の
人
生
観
ま
で
も
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
高
い
目
標

が

あ

っ
た

な

ら

ば
、
む
し
ろ
不
安
が
あ

っ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
何
の
不
安
も
感
じ

な
か

っ
た
の
は
、
こ
の
合
宿
を
内
心
軽
視
し
て
い
た
の
で

は

な

い

か

と
、
私
は
恥
じ
ら
い
の
様
な
も
の
を
感
じ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
様
な

私
に
対
し
て
親
身
に
お
教
え
下
さ

っ
た
先
生
方
や
、
討
論
の
相
手
を
し

て
く
れ
た
学
生
諸
君
に
は
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
わ
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
私
は
激
動
の
社
会
に
お
い
て
国
を
守
る
職
に
就
く
わ
け

だ
が
、
こ
の
合
宿
で
培

っ
た
人
生
観
を
終
生
忘
れ
る
事
な
く
、
社
会
の

一
員
と
し
て
貢
献
し
て
い
こ
う
と
決
意
し
た
。

七
沢
自
然
教
室
に
お
け
る
合
宿
の
後
に

日
本
に
生
ま
れ
し
喜
び
語
り
た
る
友
ら
を
我
は
守
り
て
ゆ
か
む

こ
れ
か
ら

の
人
生
の
プ
ラ
ス
に
な

っ
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一一年
　
丹
野
　
正
）

私
は
こ
の
合
宿
で
と
て
も
貴
重
な
体
験
を
し
た
と
思
い
ま
す
。
初
め

は
ど
こ
ま
で
こ
の
合
宿
に
つ
い
て
い
く
事
が
で
き
、
何
人
の
友
人
が
作

れ
る
の
だ
ろ
う
と
不
安
で
、
意
見
も
フ
ラ
ン
ク
に
言
え
ず
に
悩
ん
で
い

ま
し
た
が
、
二
日
目
以
降
は
し

っ
か
り
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
又
短
歌
創
作
で
は
、
よ
く
出
来
た
と
思

っ
て
い
た

自

分

の
歌

が
、
他
の
人
か
ら
見
れ
ば
そ
う
で
は
な
か

っ
た
事
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。
し
か
し
班
全
体
で
自
分
の
歌
を
直
し
て
も
ら
い
、
い
い
歌
が

出
来
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
最
後
に
、
こ
の
合
宿
で
た

く
さ
ん
の
知
ら
な
い
人
と
話
が
で
き
た
こ
と
、

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
講

義
を
聞
け
た
こ
と
、
夜
の
集
い
で
大
爆
笑
し
た
こ
と
な
ど
が
、
自
分
の

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な

っ
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

合
宿
の
折

こ
れ
ま
で
は
顔
も
知
ら
ぎ
る
友
集
ひ
心
通
は
せ
綾
織
り
な
し
ぬ

す
ば
ら
し
い
人
達

と
出
会
う

こ
と
が

で
き
た

（長
崎
大
学
　
工
　
一
年
　
吉
田
充
邦
）

人
の
話
を
聞
く
こ
と
、
た
だ
聞
く
だ
け
で
な
く
、
心
を
働
か
せ
て
相

手
の
気
持
ち
を
偲
ん
で
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
こ
の
合
宿
に
臨
ん
だ

が
、
こ
れ
は
大
変
難
し
い
こ
と
で
し
た
。
又
事
前
準
備
を
行
な

っ
て
い

な
か

っ
た
こ
と
、
歴
史
、
世
界
情
勢
に
疎
い
た
め
、
講
義
が
分
か
ら
な

か

っ
た
点
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
得
た
事
も
数
多

く

あ

り

ま

す
。　
一
つ
は
す
ば
ら
し
い
班
員
、
班
長
、
班
付
き
の
方
々
と
出
会
う
事

が
で
き
、
し
か
も

「
自
分
の
思
う
こ
と
」
を
素
直
に
見
せ
て
く
れ
た
と

い
う
事
。
二
つ
目
に
様
々
な
御
講
義
が
聞
け
た
事
、
三
つ
目
に
こ
の
合

宿
に
参
加
す
る
よ
う
に
勧
め
て
く
れ
た
先
生
方
、
先
輩
方
、
そ
し
て
両
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親
に
感
謝
す
る
事
、
等
で
す
。

又
次
回
都
合
が

つ
け
ば
是
非
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
友
と
先
生
に
再
会

で
き
れ
ば
、
そ
し
て
新
し
い
友
、
先

生
方
と
お
会

い
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

み
と
も
ら
と
過
ご
せ
し
日
々
を
ふ
り
か
へ
り
充
実
の
時
間
宝
の
ご
と
し

を
り
あ
ら
ば
今
年
出
会
ひ
し
み
と
も
ら
と
ま
た
来
年
も
会
ひ
た
し
と
思
ふ

自
分

の
無
知
を
痛
感

し
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
堀
越
孝
行
）

こ
の
合
宿
を
通
じ
て
自
分
の
無
知
さ
を
痛
い
程
知
ら
さ
れ
た
。
意
見

は
発
表
で
き
る
が
、
考
え
て
い
る
事
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
出
す
の
が
非
常

に
難
し
く
感
じ
た
。
言
い
つ
く
せ
な
い
く
ら
い
感
謝
の
度
も
大
き
く
、

実
り
の
多
い
経
験
で
あ

っ
た
。
今
ま
で
得
る
も
の
が
な
い
無
味
乾
燥
な

俗
的
生
活
に
ひ
た

っ
て
い
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
緑
の
中
に

吸

い
込

ま

れ
、
自
然
の
中
に
も
ど

っ
た
気
が
し
た
。
ま
た
お
そ
ま

つ
な
自
分
の
歌

を
皆
が
真
剣
に
考
え
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
の
末
に
出
来
た
歌
が
ず
い
分

良
く
な

っ
た
こ
と
は
本
当
に
嬉
し
く
思
う
。
多
く
の
講
義
を
聞
い
て
、

日
本
に
つ
い
て
多
彩
な
観
点
か
ら
考
え
る
事
が
で
き
た
が
、
世
界
情
勢

に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
事
が
多
す
ぎ
た
。
東
中
野
先
生
が
尊
敬
で
き
る

人
物
を
持

つ
よ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
が
、
長
い
月
日
を
か
け
て
作
り
上

げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
合
宿
で
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
生

ま

れ

て
き

た
。

最
終
日
、
最
後
の
班
別
懇
談
に
て

過
ぎ
し
日
々
に
学
び
た
り
し
は
堂
々
と
静
ま
り
て
あ
る
緑
の
姿
よ

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー５

森林公園へのハイキング。卓を囲み,皆でおいしいおにぎりを食べる。
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Ｆ
Ⅲ
「
利

短
歌
を
詠
む
事
を
通
じ
て
天
皇
陛
下
を
実
感

で
き
た

（
亜
細
亜
大
学
　
経
営
　
四
年
　
佐
藤
順

一
郎
）

坂
東
さ
ん
の
導
入
講
義
を
聞
い
て
ゐ
た
時
、
不
意
に
日
頃
の
挨
拶
、

例
え
ば

「
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
、
こ
ん
に
ち
は
」
等
を
軽
ん
じ
て
ゐ
た

自
分
に
気
付
き
、
恥
づ
か
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
。
講
義
の
後
、
合

宿
生
活
の
中
で
か
う
し
た
挨
拶
を
す
る
や
う
に
心
が
け
て
み
た
。
小
田

村
先
生
は
ご
講
話
で

「
和
歌
を
自
分
で
詠
ん
で
み
て
そ
の
難
し
さ
が
判

れ
ば
、
御
製
を
読
ん
だ
時
に
か
う
い
ふ
歌
を
詠
め
る
人
が
ど
う
い
ふ
人

な
の
か
判
つ
て
く
る
で
せ
う
」
と
言
は
れ
た
。
私
は
短
歌
が
好
き
で
、

ほ
と
ん
ど
毎
日
詠
ん
で
ゐ
た
が
、
こ
の
御
言
葉
を
聞
き
、
天
皇
陛
下
は

自
分
に
と
つ
て
ど
う
い
ふ
ご
存
在
な
の
か
、
初
め
て
形
を
与

へ
て
頂
い

た
気
が
し
た
。
ご
講
義
は
皆
素
晴
し
い
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
自
分
に

と
つ
て
は
班
友
と
の
出
会
ひ
が
大
き
か
つ
た
。
合
宿
が
終
は
つ
た
後
で

も
何
ら
か
の
形
で
付
き
合

つ
て
い
き
た
い
友
ば
か
り
で
あ
る
。

感
想
文
を
書
き
つ
つ

五
日
間
共
に
過
ご
せ
し
班
友
ら
と
の
別
れ
の
時
は
近
づ
き
に
け
り

書
き
な
が
ら
ふ
と
顔
あ
げ
て
一
人
一
人
班
友
ら
の
顔
を
見
ま
は
し
に
け
り

一
人
一
人
班
友
ら
の
顔
を
み
て
を
れ
ば
さ
み
し
き
想
ひ
お
の
づ
こ
み
上
ぐ

み
ん
な

″
い
い
や

つ
″
ば

っ
か
り

で
し
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
一年
　
多
田
雅
信
）

私
は
こ
の
合
宿
に
参
加
す
る
事
に
あ
ま
り
意
欲
を
持

っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
班
別
討
論
や
短
歌
創
作
等
の
日
程
は
、
大
学
生
活
を
目
的
も

な
く
だ
ら
だ
ら
と
過
ご
し
て
き
た
私
に
と

っ
て
き

つ
く
思
わ
れ
、
逃
げ

だ
し
た
い
気
分
で
し
た
。
し
か
し
二
日
、
三
日
と
過
ぎ
て
い
く
う
ち
に

変
化
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
長
い
と
思
わ
れ
た

一
日
も

だ
ん
だ
ん
短
か
く
早
く
過
ぎ
て
い
く
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
自
分
の
班
の

中
に
私
自
身
う
ち
と
け
て
い
く
の
が
判
り
ま
し
た
。
こ
の
合
宿
は
私
に

多
く
の
事
を
教
え
て
く
れ
、
学
ば
せ
て
く
れ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
無

知
な
私
に
と

っ
て
先
生
方
の
諸
講
義
、
班
員

一
人

一
人
の
考
え
方
は
私

に
、
自
分
自
身
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
、
人
生
に
と

っ
て
本
当
に
重

要
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
全
部
吸
収
出
来
た
と

は
思
い
ま
せ
ん
が
、
確
か
に
少
し
で
は
あ
る
が
自
分
に
プ
ラ
ス
に
な

っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
は
何
よ
り
第
十

一
班
の
友
人
達
と
班
付
の
柴
田
さ

ん
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
十
九
歳
の
私
が
言
う
の
は
な
ま

い
き

で

す

が
、
み
ん
な
い
い
や
つ
ば

っ
か
り
で
し
た
。

合
宿
で
何
か
の
縁
と
言
ひ
あ
ひ
し
十
一
班
の
友
を
忘
れ
じ

日
本
人
と
し
て
の

一
證
感
を
実
感
し
た

（早
稲
田
大
学
　
社
会
科
学
　
一一年
　
柳
谷
弘
樹
）

全
国
津
々
浦
々
か
ら
学
生
や
社
会
人
の
あ
ら
ゆ
る
年
代
層
の
方
々
が

あ
ひ
集
ふ
合
宿
な
ど
現
在
の
日
本
に
は
殆
ん
ど
見
う
け
ら
れ
な
い
で
せ
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う
。
私
が
こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
痛
感
し
た
こ
と
は
い
か
に
私
が
日
常

生
活
に
於
い
て
た
る
ん
で
ゐ
る
か
と
い
ふ
事
で
あ
り
、
日
本
が
ど
れ
だ

け
多
く
の
大
切
な
事
を
忘
れ
て
し
ま
つ
た
國
家
に
な
り
下
が
つ
て
し
ま

つ
た
か
と
い
ふ
こ
と
で
す
。
こ
の
合
宿
は
私
達
に
、
私
達
が
担
ひ
ゆ
く

日
本
が
こ
れ
か
ら
ど
の
や
う
な
道
を
歩
み
、
日
本
人
と
し
て
い
か
に
生

き
て
い
く
の
か
を
教

へ
て
く
れ
た
や
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
は

私
達
の
先
祖
が
大
切
に
守
つ
て
き
た
も
の
を
深
く
心
に
刻
み
、
そ
れ

へ

の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
誇
り
を
持
つ
と
い
ふ
事
に
他
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま

す
。
小
田
村
先
生
は
御
話
の
中
で
祖
国
は
我
々
の
単
に
外
に
あ
る
の
で

は
な
く
内
側
に
も
あ
る
と
お
つ
し
や
つ
て
を
ら
れ
ま
し
た
。
又
山
内
先

生
は
現
在
の
日
本
の
ゆ
ゆ
し
き
こ
と
は
世
代
間
の
断
絶
に
あ
る
と
お
つ

し
や
い
ま
し
た
。
や
は
り
私
達
の
内
側
に
厳
然
と
し
て
流
れ
て
来
た
も

の
が
絶
た
れ
て
し
ま
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
何
と
い
ふ
不
自
然
で
悲
し
い
こ

と
で
あ
り
ま
せ
う
か
。
こ
の
合
宿
で
私
は
改
め
て
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と

し
て
ゐ
た
日
本
人
と
し
て
の
一
證
感
を
ま
ざ
ま
ざ
と
感
じ
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。
最
後
に
第
十

一
班
で
寝
食
を
共
に
し
た
仲
間
と
本
当
に
初
め

て
お
會
ひ
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
心
が
打
ち
解
け
合

へ
る
ま
で
親
し
く
な

り
ま
し
た
。

こ
ん
な
素
晴
し
い
班
で
過
ご
せ
た
の
は
非
常
に
恵
ま
れ
て

ゐ
た
と
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
ゐ
ま
す
。

み
じ
か
く
も
語
り
あ
ひ
た
る
友
ど
ち
と
心
か
よ
は
す
こ
と
ぞ
う
れ
し
き

歴
史

の
継
承
を
実
感
し
た

（九
州
大
学
　
工
　
四
年
　
黒
木
雅
裕
）

三
年
振
り
三
回
日
の
参
加
と
な

っ
た
今
回
の
合
宿
を
通
し
て
、
自
分

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー６

美しい景色を眺めながら昼食をとる。筆記用具を手に,短歌を作る人の姿も見られた。
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が
最
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
は
歴
史
の
継
承
と
い
う
事
で
あ

っ
た
。
普

段
自
分
は
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
お
い
て
、
学
生
の
手
に
よ
る
勉
強
合
宿

を
年
に
数
回
開
催
し
て
い
る
が
、
今
回
改
め
て
下
は
十
八
、
上
は
七
十

八
に
至
る
幅
広
い
年
齢
層
の
人
々
が
二
百
名
以
上
も
集
ま
つ
て
同

一
の

合
宿
研
修
を
受
け
て
い
く
当
合
宿
の
、
他
に
は
な
い
特
異
性
に
改
め
て

驚
か
さ
れ
た
。
し
か
も
、
そ
の
世
代
を
越
え
た
つ
き
合
い
は
、
寝
食
を

共
に
し
、
肝
胆
相
照
し
つ
つ
行
わ
れ
た
。
丁
度
親
爺
の
世
代
に
当
る
班

付
の
柴
田
さ
ん
と
語
り
合
う
中
で
親
爺
の
生
き
て
来
た
時
代
の
激
動
、

苦
労
が
少
し
な
り
と
も
知
れ
て
良
か
っ
た
。
又
長
内
先
生
の
御
講
話
を

聞
き
つ
つ
、
自
分
よ
り
も
半
世
紀
も
長
く
生
き
て
来
ら
れ
た
そ
の
事
実

の
重
み
が
全
身
に
迫

っ
て
く
る
様
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
自
井
博
先
生
が

展
示
さ
れ
た
和
歌
冊
子
を
播
き
、
直
筆
の
一
首

一
首
を
味
わ
い
つ
つ
、

神
代
か
ら
の
敷
島
の
道
の
伝
統
と
天
皇
様
へ
の
敬
慕
の
心
を
先
生
を
通

じ
て
知
れ
る
事
に
、
限
り
な
い
喜
び
を
感
じ
た
。
歴
史
が
活
字
を
超
え

て
、
具
体
的
な
先
輩
方
、
先
生
方
の
肉
声
や
振
る
舞
い
を
通
し
て
自
ら

に
迫

っ
て
く
る
大
変
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。

夕
暮
れ
て
灯
く
電
燈
の
美
し
く
宿
舎
の
庭
の
を
ち
こ
ち
を
照
ら
す

見
知
ら
ぬ
人
と

の
出
会

い
が
魅
力

（北
九
州
大
学
　
法
　
一二
年
　
倉
光
正
明
）

来
年
も
参
加
し
よ
う
と
心
に
決
め
る
の
に
合
宿
最
終
日
ま
で
か
か
ら

な
か
っ
た
。
私
は
合
宿
二
日
目
に
祖
父
が
亡
く
な

っ
た
知
ら
せ
を
う
け

た
。
し
か
し
こ
の
合
宿
に
参
加
を
す
す
め
て
く
れ
た
の
が
祖
父
で
あ

っ

た
こ
と
、
又
自
分
自
身
が
こ
の
合
宿
を
最
後
迄
や
り
之

，
げ
た
か
っ
た
の

で
葬
式
に
は
帰
ら
な
か

っ
た
。
だ
が
合
宿
も
終
わ
り
に
き
て
実
家

へ
帰

る
時
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
葬
式
に
参
列
し
な
か

っ
た
こ
と
を
後
悔
す
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
迷
い
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
合
宿
を
や
り
と

げ
た
満
足
感
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
合
宿
の
魅
力
の

一
つ
に
見
知
ら
ぬ
人

と
の
出
会
い
が
あ
る
。
祖
父
の
勧
め
が
無
か

っ
た
り
、
又
今
迄
の
よ
う

に
祖
父
の
勧
め
を
断
わ

っ
て
い
た
ら
班
友
達
と
の
出
会

い
も

な

か

っ

た
。
私
達
が
日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
私
は
こ
の
合
宿
に
参

加
し
た
事
に
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
て
し
ま
う
。
人
と
の
出
会
い
が
運

命
な
ら
ば
、
私
達
は
そ
れ
を
大
切
に
し
て
、
更
に
そ
の
交
友
を
深
め
て

ゆ
く
事
に
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
来
年
の
合
宿
教
室
は
九
州

の
阿
蘇
で
行
わ
れ
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
又
新
し
い
出
会
い
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

祖
父
の
訃
報
を
き
き
て

ふ
る
さ
と
の
悲
報
を
聞
く
も
帰
ら
ぬ
と
ひ
と
り
心
で
祖
父
に
別
れ
す

自
分
を
表
現
す
る
き

っ
か
け
が
つ
か
め
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
長
谷
川
秀
樹
）

私
は
、
こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
と
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の
を
得
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
ま
ず
始
め
に
、
自
分
の
考
え
を
正
確
に
他
人
に
伝
え

る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
討
論
な
ど
と
い
う

経
験
な
ん
か
全
く
な
い
私
は
す
ご
く
戸
惑
い
ま
し
た
。
し
か
し
討
論
を

重
ね
て
い
き
、
他
の
人
の
発
言
の
仕
方
を
み
て
、
発
言
す
る
コ
ツ
を
つ

か
み
、
少
し
ず
つ
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
経
験
を
生

か
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
る
毎
に
実
践
し
て
み
よ
う
と
思

っ
て
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い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
私
は
他
の
人
に
較
べ
、
い
か
に
知
識
が
乏
し
い
か

を
知
り
ま
し
た
。
討
論
の
時
な
ど
、
他
の
人
達
が
知

っ
て
い
て
当
然
の

よ
う
に
話
し
て
い
る
事
が
私
に
は
さ

っ
ば
り
理
解
で
き
ま

せ

ん

で
し

た
。
私
は
こ
の
時
、
こ
の
ま
ま
で
い
る
と
将
来
、
自
分
は
社
会
に
で
て

も
、
役
立
た
ず
の
人
間
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
機

感
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
事
に
気
づ
い
た
こ
と
は
私
に
と

っ
て
、
と
て

も
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

し
づ
か
な
る
青
き
森
か
ら
う
ぐ
ひ
す
の
声
聞
え
き
て
耳
か
た
む
け
る

心

の
垣
根

を
と
り
払

い
、
本
音

で
友
と
語
り
あ

え
た

（防
衛
大
学
　
理
工
　
一二
年
　
松
永
秀
嗣
）

私
は
こ
の
合
宿
で
、
人
と
の
出
会

い
の
大
切
さ
、
友
を
持

つ
こ
と
の

喜
び
を
学
び
ま
し
た
。
二
十

一
歳
に
な
る
迄
で
も
、
多
く
の
人
と
の
出

会
い
、
別
れ
、
そ
し
て
又
出
会
う
と
言

っ
た
様
々
な
経
験
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
う
い
っ
た
形
で
人
間
関
係
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
た
の
は

初
め
て
で
す
”
合
宿
の
初
日
は
同
班
の
人
の
顔
だ
け
を
見

て
、
フ
」
の

人
は
何
を
考
え
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
か

「
と

っ
つ
き
に
く
そ
う

だ
な
」
と
か
勝
手
に
判
断
し
た
も
の
で
し
た
が
、
班
別
討
論
を
重
ね
、

顔
を
つ
き
合
わ
せ
る
回
数
が
増
え
る
た
び
に
、
そ
れ
迄
自
分
が
抱
い
て

い
た
固
定
観
念
が
取
り
払
わ
れ
、
自
分
の
内
面
を
抵
抗
な
く
さ
ら
け
出

す
こ
と
が
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
今
迄
の
私
は
初
対
面
の
人
に
対

し
て
余
計
な
抵
抗
感
を
抱
き
す
ぎ
る
為
、
い
つ
ま
で
も
ギ
ク
シ
ャ
ク
し

た
人
間
関
係
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
不
必
要
な
垣
根
は
、

で
き
る
だ
け
取
り
払

っ
て
、
本
音
で
人
と
つ
き
合
え
そ
ヶ
で
す
。

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー７

合宿地に到着され,ロ ビーで歓談される田久保忠衛先生。
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最
後
に
、
私
に
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
十

一
班
の
皆
さ
ん
、

そ
の
他
の
先
生
方
、
又
、
合
宿
を
陰
で
支
え
て
下
さ

っ
た
指
揮
班
の
皆

さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

い
く
重
も
の
心
の
垣
根
の
り
越
え
て
得
た
り
し
友
を
大
切
に
ぞ
思
ふ

Ｆ
院
陽
丘

よ
り
身
近

に
な

っ
た
日
本

の
歴
史
、
伝
統
、
天
皇

（
亜
細
亜
大
学
　
経
　
四
年
　
茅
野
輝
章
）

今
回
の
合
宿
を
振
り
返

へ
る
と
、
昨
年
に
も
増
し
て
、
先
生
方
の
お

話
が
心
に
響
い
て
来
た
や
う
に
思

へ
ま
し
た
。
ま
た
０
講
義
や
班
別
討

論
を
通
じ
て
、
日
本
の
歴
史
、
伝
統
、
天
皇
陛
下
の
こ
と
な
ど
、
よ
り

身
近
に
考

へ
る
こ
と
が
出
来
た
や
う
に
思
ひ
ま
す
。
今
ま
で
に
知

つ
て

ゐ
た
こ
と
で
あ
つ
て
も
先
生
方
の
口
を
通
し
て
話
さ
れ
る
言
葉
に
新
し

い
感
動
を
呼
び
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
方
の
感
動
が
自
分
の
心
に
共

鳴
す
る
思
ひ
を
し
ま
し
た
。
広
瀬
誠
先
生
は
、
こ
の
合
宿
地
は
昔
、
相

模
の
国
で
あ

つ
た
と
話
さ
れ
、
こ
の
地
に
ま
つ
は
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
、

鎌
倉
右
大
臣
、
終
戦
時
の
話
を
と
つ
と
つ
と
語
ら
れ
た
さ
ま
、
古
事
記

に
出
て
く
る
神
々
の
物
語
を
生
き
生
き
と
話
さ
れ
た
さ
ま
は
非
常
に
印

象
に
残
り
ま
し
た
。

ま
た
、
長
内
先
生
の
御
講
義
に
は
、
雪
［
ｏ
事

・
心
は

一
体
の
も

の

で
あ
り
、
美
し
い
も
の
は
美
し
い
こ
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
る
も

の

で

あ

る
」
と
言
は
れ
、
現
在
の
環
境
汚
染
、
政
治
腐
敗
等
の
こ
と
こ
そ
私
達

国
民
の
心
を
表
は
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
、
先
生
の
心
か
ら

語
り
か
け
ら
れ
る
言
葉
に
圧
倒
さ
れ
る
思
ひ
が
致
し
ま
し
た
。

合
宿
全
体
を
通
じ
て
、
先
生
方
の
日
本
を
思
ふ
こ
こ
ろ
持
ち
が
し
み

じ
み
と
伝
は
つ
て
来
る
や
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

七
沢
に
集
ひ
来
た
り
て
み
友
ら
と
語
り
合
ひ
に
し
日
の
本
の
国

「
新

日
本
建
設
に
関
す

る
詔
書
」
の
真

の
意
味

（鹿
児
島
大
学
　
農
　
一
一年
　
椎
原
恒
介
）

特
に
印
象
に
残

っ
た
の
は
、
山
内
先
生
の
御
講
義
の
中
の

「新
日
本

建
設
に
関
す
る
詔
書
」
を
出
さ
れ
た
時
の
昭
和
天
皇
の
御
話
で
す
。
小

田
村
先
生
が
最
後
に
仰
言

っ
た
様
に
、
確
か
に
あ
の
時
の
訳
に
は
致
命

的
な
欠
陥
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
自
分
が
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
は
そ

の
事
で
は
な
く
、
陛
下
が
国
民
に
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
忘
れ
な

い
様
に
、
冒
頭
に
五
箇
条
の
御
誓
文
を
入
れ
ら
れ
た
と
い
う

事

実

で

す
。
そ
し
て
陛
下
御
自
身
仰
言

っ
て
お
ら
れ
る
様
に
、
む
し
ろ
そ
れ
を

言
い
た
い
が
為
に
あ
の
詔
書
を
出
さ
れ
た
の
で
あ

っ
て
人
間
宣
言
は
二

の
次
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
民
に
誇
り
を
持

っ
て
も
ら
い
た
い

と
の
思
い
で
出
さ
れ
た
詔
書
が

「
天
皇
は
神
で
は
な
か

っ
た
」
と
し
て

広
め
ら
れ
た
時
の
陛
下
の
御
気
持
が
偲
ば
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
あ
の
詔

書
が
も

っ
と
、
そ
う
い
う
意
味
に
お
い
て
味
わ
れ
る
こ
と
を
た
だ
祈
る

ば
か
り
で
す
。

先
帝
の
国
思
は
る
る
大
御
心
皆
に
と
ど
け
と
た
だ
祈
る
な
り
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日
本
文
化

の

一
面
に
触
れ
考

え
方
が
変

っ
た

（金
沢
経
済
大
学
　
経
　
一二
年
　
高
嶋
　
晃
）

私
は
、
今
回
、

こ
の
合
宿
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
合
宿
で
少
し
視
野
が
広
く
な

っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
私

は
、
男
は
行
動
力
が
あ
れ
ば
い
い
、
学
問
な
ん
て
も
の
は
社
会
に
出
て

た
い
し
て
役
に
立
た
な
い
と
い
う
偏

っ
た
考
え
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
合
宿
に
参
加
し
、
先
人
の
考
え
、
思
想
、
先
輩
方
の
体

験
談
、
現
在
の
国
際
情
勢
、
そ
し
て
和
歌

・
短
歌
と
い

っ
た
日
本
の
文

化
の
一
面
に
触
れ
ま
し
て
、
考
え
方
が
変

っ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う

に
変

っ
た
か
と
申
し
ま
す
と
、
物
事
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
観
察
し
な

く
て
は
真
実
が
見
え
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
た
こ
と
で
す
。

今
回
の
合
宿
で
自
分
の
無
知
さ
が
よ
く
分
り
ま
し
た
。

コ
ツ
コ
ツ
と
時
計
は
時
を
刻
み
ゆ
く
別
れ
を
惜
し
む
気
持
ち
も
知
ら
ず
に

モ
ラ
ル
、
道
徳

の
言
葉
が
多
す
ぎ
た

（防
衛
大
学
　
人
文
社
会
　
一一一年
　
浦
口
　
薫
）

こ
の
合
宿
で
は

「
モ
ラ
ル
」
と
か

「
道
徳
」
と
か
い

っ
た
言
葉
が
多

用
さ
れ
た
よ
う
に
思
う
。
確
か
に
役
人
は
清
く
正
し
く
あ

る

べ
き

だ

し
、
不
正
は
正
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
社
会
に
そ
の

よ
う
な
こ
と
を
訴
え
て
も
、
具
体
的
に
何
を
す
る
か
の
プ
ラ
ン
を
提
示

し
な
け
れ
ば
何
も
言

っ
て
い
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、
た
い
て
い
の
場
合
、
何
も
生
み
出
さ
な
い
し
、
美
し
い

言
葉
の
影
に

一
層
の
悪
が
は
び
こ
る
と
い
う
悪
循
環
を
生
み
出
す
。
実

カ
メ
ラ

ｏ
レ
ポ
ー
ト
ー８

三日日午後,杏林大学教授・田久保忠衛先生により「激動する国際情勢と日本」と題さ
れた御講義が行はれた。先生は国際1青勢を分析する三要素として「広い視野」「事実の把
握」「国際常識に基づく判断」を挙げられ,最近のソ連の激変を中心に語られた。
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際
、
共
産
主
義
の
本
質
と
は
言
葉
で
現
実
を
隠
し
，て
し
ま
う
こ
と
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
天
才
を
必
要
と
す
る
社
会
は
病
ん
で
い
る
。
我

々
は
凡
人
が
役
人
や
政
治
家
に
な

っ
て
も
、
し

っ
か
り
と
国
家
運
営
の

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
模
索
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

木
も
れ
陽
の
山
の
小
路
を
み
友
ら
と
連
れ
立
ち
登
る
時
ぞ
楽
し
き

本
音

の
語
ら
い
か
ら
多

く

の
考
え
方

を
得

た

（福
岡
大
学
　
工
　
四
年
　
清
家
和
弥
）

こ
の
合
宿
に
来
て
全
国
の
様

々
な
学
生
と
ま
み
え
る
こ
と
が
出
来
て

本
当
に
よ
か

っ
た
。
画

一
的
な
語
ら
い
で
終
り
が
ち
な
大
学
生
活
の
中

に
い
る
私
に
と

っ
て
、　
一
人

一
人
が
本
音
で
語
り
合
え
ば
本
当
に
多
種

多
様
な
考
え
方
が
あ
る
と
い
う
事
実
に
ぶ
つ
か
ら
ざ
る

を
得

な

か

っ

た
。
十
人
い
れ
ば
十
の
心
根
が
あ
る
。
そ
れ
を
素
直
に
認

め
ら

れ

た

時
、
他
人
の
心
も
、
自
分
の
心
も
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
し
て
本
当

に
大
切
に
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
な
あ
と
思

っ
た
。

ま
た
、
山
内
先
生
の
話
の
中
で
、
日
本
の
立
場
と
し
て
の
大
東
亜
戦

争
が
大
平
洋
戦
争
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
い
う
事
実
、
こ
れ
に
よ
り
日

本
人
の
目
と
心
が
数
年
前
の
こ
と
も
正
し
く
見
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
、

そ
の
結
果
、
戦
う
決
意
の
あ
る
青
年
が
韓
国
や
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
日
本

は
は
る
か
に
低
く
、　
一
〇
％
し
か
い
な
い
と
の
事
実
に
憤
り
を
覚
え
て

し
か
た
が
な
か

っ
た
。

は
る
か
な
る
山
の
景
色
を
た
た
ず
み
て
な
が
め
入
る
ひ
と
何
思
ふ
ら
む

謙
虚

に
先
人
達

の
生
き
様
を
学
び
た

い

（早
稲
田
大
学
　
教
　
一
一年
　
真
庭
宜
華
）

最
も
印
象
に
残

っ
た
の
は
長
内
先
生
の
御
講
義
で
す
。
今
の
人
と
い

う
の
は
自
分
と
い
う
か
現
代

の
尺
度
を
絶
対
と
し
、
現
代
の
尺
度
で
過

去
を
裁
い
て
し
ま

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
我

々
の
先
人
達
は
そ

の
時
代
そ
の
時
代
を

一
生
懸
命
に
生
き
、
時
に
は
祖
国
の
た
め
に
勇
敢

に
戦

っ
て
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
人
達
に
対
し

て

「戦
争
な
ん
か
起
こ
し
や
が

っ
て
」
と
思

っ
た
り
、
沖
縄
戦
で
亡
く

な
ら
れ
た
方

々
に
対
し

「
彼
ら
は
犬
死
に
で
あ

っ
た
」
と
か

「
日
本
軍

の
犠
牲
に
な

っ
た
の
だ
」
な
ど
と
い
う
の
は
、
ま
こ
と
に
傲
慢
な
態
度

で
あ
る
と
思
う
。
先
人
達
の
生
き
様
に
は
、
さ
か
し
ら
な
知
恵
な
ど
で

は
計
り
難

い
も
の
が
あ
る
。
も

っ
と
謙
虚
に
な

っ
て
彼
ら
の
生
き
様
を

学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

感
動
は
い
ず
こ
に
あ
り
と
み
友
ら
と
和
歌
の
批
評
に
時
を
忘
る
る

さ
ま
ざ
ま
な
地
方
ゆ
来
た
る
み
友
ら
と
け
ふ
は
別
れ
と
な
り
に
け
る
か
も

こ
れ
か
ら
の
人
生

の

″
大
き
な
き

っ
か
け
″
を
得
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
中
澤
謙

一
）

こ
こ
へ
来
た
動
機
は
誠
に
不
純
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
来
る
前
日
は

と
て
も
重
い
気
分
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
来
て
講
義
を
聞
き
、

班
員
と
討
論
を
し
て
み
て
、
こ
れ
は
本
当
に
来
て
よ
か
っ
た
と
改
め
て

思
っ
て
い
ま
す
。
″十
人
十
色
″
、
班
員
の
一
人

一
人
が
私
の
お
よ
び
も

つ
か
な
い
様
な
と
こ
ろ
ま
で
考
え
て
お
ら
れ
る
の
に
と
て
も
驚
き
、
自
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分
の
概
念
の
枠
が

一
つ
一
つ
広
が
る
よ
う
な
心
地
が

し

ま

し

た
。
ま

た
、
自
分
の
表
現
力
の
な
さ
、
視
野
の
狭
さ
、
物
事
を
深
く
考
え
て
い

く
注
意
力
の
な
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
も
し
ま
し
た
。
講
義
等
に
よ
り
、

自
分
の
知
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
知

っ
た
り
、
知

っ
て
い
る
つ
も
り
で
い

た
こ
と
に
は
、
ま
だ
ま
だ
奥
が
あ

っ
た
り
、
そ
れ
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
た
り
と
非
常
に
有
意
義
で
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

今
現
在
、
能
力
の
上
で
は
、
以
前
と
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
私
が
進
ん
で
い
く
人
生
を
有
意
義
か
つ
充
実
な
も
の

に
し
よ
う
と
考
え
る
上
で
の

″
大
き
な
き

っ
か
け
〃
と
な

っ
た
こ
と
は

確
か
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

忘
れ
ま
じ
友
と
す
ご
せ
し
こ
の
五
日
い
く
と
せ
経
て
も
色
あ
ざ
や
か
に

七
沢
に
集
ひ
す
ご
せ
し
友
ど
ち
と
ま
た
い
つ
の
日
か
会
は
な
と
ぞ
思
ふ

一
筆
↑
Ｔ
〓
濡
班
―
男
子
学
生
―

一

長
内
先
生

の
話

で
自
信
が（防

衛
大
学
　
理
工
　
一二
年
　
濱
口
和
久
）

昨
年
に
引
き
続
き
合
宿
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

昨
年
以
上
に
感
動
が
大
き
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
合
宿
に
来
る

と
将
来
の
自
分
の
進
路

へ
の
不
安
、
悩
み

（自
衛
官
に
成
る
こ
と
）
が

解
消
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。
諸
先
生
方
の
ご
講
義
は
ど
れ
も
心
を
打

つ
も
の
ば
か
り
で
感
動
し
ま
す
。
特
に
今
回
、
長
内
先
生
の
力
強
い
話

を
聞
き
、
自
分
な
り
に
少
し
ず

つ
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
ー９

田久保先生の御講義を真剣に聞く学生。
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と
思
い
ま
す
。
日
頃
、
あ
ま
り

一
般
の
大
学
生
と
、
じ

っ
く
り
と
話
す

機
会
の
少
な
い
私
に
と

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る

国
文
研
の
皆
様
に
は
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
班
員
の
人
数
が
初
め

の
五
人
か
ら
途
中
で
四
人
に
へ
り
、
人
数
が
少
な
か

っ
た
ぶ
ん
班
員
が

お
互
い
深
く
本
音
で
色
々
な
事
を
語
り
あ
え
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で

良
き
友
人
が
ま
た
増
え
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
合
宿
が
終
わ

っ
て
も
、

こ
の
感
動
を
来
年
の
合
宿
ま
で
持
続
し
て
い
け
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
最
後
に
、
班
長
以
下
、
班
員
な
ら
び
に
班
付
の
小
田
村
先
生
に

お
世
話
に
な
り
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
内
先
生
の
講
話
を
お
聞
き
し
て

い
つ
ま
で
も
情
熱
も
ち
て
語
ら
れ
る
師
に
我
の
心
は
と
き
め
く
思
ひ

和
歌

に
こ
め
ら
れ
る
気
持
ち
の
強

さ
を
感
じ
た

（中
央
大
学
　
法
　
四
年
　
古
川
広
治
）

合
宿
最
終
日
に
歌
稿
の
追
補
と
い
ふ
こ
と
で
小
林

先

生
、
小

柳

先

輩
、
山
田
先
生
か
ら
和
歌
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
拝
読
さ
せ
て
い
た

だ
き
こ
の
合
宿
に
よ
せ
ら
れ
る
諸
先
輩
方
の
お
も
ひ
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
講
義
で
は
和
歌
の
大
切
さ
、
す
ば
ら
し
さ
と
い
ふ
こ
と
を

幾
度
と
な
く
聴
い
て
き
ま
し
た
が
、
和
歌
に
こ
め
ら
れ
る
気
持
ち
が
い

か
に
強
く
貴
く
、
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
感
じ
ま
し
た
。
と
て
も
美
し
い
こ
と
だ
と
思
ひ
ま
し
た
。

大
木
君
、
ま
た
会
は
う
！

最
後
の
昼
食
を
終
へ
部
屋
に
も
ど
り
て

も
く
も
く
と
ノ
ー
ト
を
見
つ
め
先
輩
は
今
「で
き
た
」
と
高
く
さ
け
び
給
ひ
ぬ

短
歌
創
作
は
難
し
い

（早
稲
田
大
学
　
社
会
科
学
　
一一年
　
相
差
健
史
）

短
歌
創
作
ほ
ど
難
し
い
も
の
は
な
い
。
な
ん
だ
か
こ
の
合
宿
で
こ
う

し
た
気
分
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
「
自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
素
直

に
表

現
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
」
と
皆
に
言
わ
れ
て
も
失
敗
し
た
く
は
な
い

と
妙
に
か
ま
え
て
し
ま
い
、

っ
く

っ
て
は
み
た
も
の
の
結
局
幼
稚
な
歌

し
か
で
き
な
か

っ
た
。
難
し
い
と
い
う
気
分
に
結
局
は
な

っ
て
し
ま

っ

た
わ
け
だ
が
、
私
の
幼
稚
な
歌
を
評
価
し
て
下
さ

っ
た
先
生
が
い
ら

っ

し
ゃ
っ
た
。
長
内
先
生
で
あ
る
。
私
は
先
生
に
お
会
い
し
た
時
の
こ
と

を
歌
に
詠
ん
だ
わ
け
で
あ
る
が
、
先
生
は
そ
の
歌
を
御
覧
に
な

っ
た
後

で

「
歌
に
詠
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
私
に
言

っ
て
く
れ
た
の
で

あ
る
。
正
直
う
れ
し
か

っ
た
。
う
れ
し
か

っ
た
け
れ
ど
も
短
歌
が
難
し

い
と
い
う
私
の
気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
で
い
る
。
残
念
で
あ
る
。

長
内
先
生
の
講
義
を
拝
聴
し
て

先
生
の
心
の
こ
も
る
御
話
を
聞
け
ば
ま
な
こ
に
あ
つ
き
も
の
感
ず

第
十
四
班
―
男
子
学
生
―

飾
ら
ぬ
言
葉

の
や
り
と
り
は
、
新
鮮

で
嬉
し
か

っ
た

（早
稲
田
大
学
　
法
　
一
年
　
一二
島
圭
介
）

祖
父
に
勧
め
ら
れ
て
参
加
し
た
こ
の
合
宿
教
室
。
初
め
て
の
こ
と
で

戸
惑
ヶ
事
も
有
り
ま
し
た
が
、
あ

っ
と
い
う
間
の
五
日
間
で
し
た
。
こ
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れ
ほ
ど
密
度
の
濃
い
時
間
を
過
ご
せ
た
の
は
、
初
め
て
で
は
な
い
か
と

さ
え
思

っ
て
い
ま
す
。
数

々
の
ご
講
義
や
輪
読
。
知
識
と
し
て
吸
収
す

る
こ
と
も
多
々
有
り
、
勉
強
会
と
し
て
も
素
晴
ら
し
か

っ
た
こ
の
合
宿

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
の
が
こ
の
合
宿
の
す
ご
い
所
で
し

た
。
い
つ
も
何
か
と
か

っ
こ
つ
け
て
ポ
ー
ズ
を
つ
け
て
話
し
た
が
る
傾

向
の
あ
る
私
に
と

っ
て
、
班
別
討
論
、
短
歌
相
互
批
評
で
の
生

の
気
持

ち
、
飾
ら
ぬ
言
葉
の
や
り
と
り
は
、
と
て
も
新
鮮
で
嬉
し
い
も
の
で
し

た
。
ま
た
、
そ
う
い

っ
た
や
り
と
り
の
出
来
る
友
を
得
た
と
い
う
こ
と

は
、
私
に
と

っ
て
非
常
に
大
き
な
財
産
に
な
る
も
の
と
信

じ

て

い
ま

す
。い

に
し
へ
の
伝
統
文
化
を
受
け
継
ぎ
し
日
本
の
国
に
我
は
生
ま
れ
し

「
日
本
人
」
で
あ

る
と
い
う
自
覚
が
生
ま
れ
始

め
た

（明
治
大
学
　
法
　
一二
年
　
一員
野
善

一
朗
）

私
は
、
こ
こ
ま
で
真
剣
に
日
本
の
歴
史
や
天
皇
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
四
泊
五
日
の
こ
の
合
宿
で
、
生
ま
れ
て
初

め
て
短
歌
を
作
り
、
班
友
と
互
い
に
批
評
し
合
う
機
会
を
作
れ
た
こ
と

で
、
自
ら

「
日
本
人
」
で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
生
ま
れ
始
め
た
。
そ
し

て
、
そ
の
中
で
天
皇
の
お
人
柄
を
御
製
の
御
言
葉
か
ら
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
し
て
、
日
本
人
の
祖
先
に
は
、
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
偉
大
な
人

々
が
存
在
し
、
ゆ
え
に
今
の
日
本
が
存
在
す
る
こ

と
を
思
う
機
会
が
で
き
た
と
い
う
事
実
は
、
必
ず
や
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
な
ん
ら
か
の
プ
ラ
ス
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
人
生

の
糧
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。
今
ま
で
、
自
堕
落
な
生
活
を
し
て
い

カ
メ
ラ

ｏ
レ
ポ
ー
ト
２０

御講義の後,質疑応答の時間が設けられた。田久保先生は,学生の質問に対し一つ一つ

懇切にお答へ下さつた。
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た
自
分
が
、
こ
の
よ
う
な
合
宿
に
出
会
え
た
こ
と
に
、
深
い
感
動
と
喜

び
を
覚
え
て
い
る
。

日
の
本
を
机
を
囲
み
学
ぶ
た
び
国
人
な
る
を
改
め
て
思
ふ

傲
慢

さ
を
捨

て
、
慎

し
み

の
心
で
、
対
象

に
迫

っ
て
い
く

（福
岡
大
学
　
経
　
一二
年
　
梅
崎
建
吉
）

班
友
と
真
剣
に
意
見
を
出
し
合

っ
た
り
、
談
笑
し
た
り
し
て
い
る
時

の
自
分
の
心
は
、
と
て
も
豊
か
な
気
持
ち
で
満
た
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
特
に
短
歌
相
互
批
評
の
折
に
、
各
人
、
中

々
心
の
ま
ま
を

言
葉
に
表
現
で
き
て
い
な
か

っ
た
和
歌
が
、
皆
で
詠
ん
だ
そ
の
人
の
心

を
感
じ
取
ろ
う
と
し
て
い
く
中
で
、
不
思
議
な
ぐ
ら
い
そ
の
心
を
表
わ

し
得
た
も
の
に
な

っ
て
い
っ
た
体
験
は
感
動
的
で
し
た
。
ま
た
こ
の
合

宿
で

一
番
学
ん
だ
事
は
、
物
事
や
人
、
ま
た
は
そ
の
人
の
心
に
対
し
て

の
姿
勢
で
す
。
そ
れ
は
、
ど
ん
な
に
分
ら
な
い
事
が
あ

っ
て
も
、
或
は

簡
単
そ
う
な
事
で
も
、
決
し
て
好
い
加
減
に
分

っ
た
ふ
り
を
し
な
い
事

で
あ
り
、
ま
た
簡
単
に
分
ら
な
い
と
い
っ
て
投
げ
出
さ
な
い
事
で
す
。

つ
ま
り
、
物
事
に
対
す
る
傲
慢
さ
を
捨
て
、
慎
み
の
心
を
心
掛
け
、
真

実
を
心
に
感
じ
取
れ
る
ま
で
、
対
象
に
迫

っ
て
い
く
事
で
す
。

短
歌
相
互
批
評
の
折
り
に

全
員
で
心
一
つ
に
偲
ぶ
れ
ば
心
表
は
す
和
歌
に
な
り
け
り

日
本
人
と
し
て
の
自
覚
が
持

て
る
き

っ
か
け
と
な

っ
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一一年
　
小
久
江
克
訓
）

正
直
言
っ
て
、
合
宿
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
見
た
時
、
「
ど
う
し
よ
う
」

と
思
っ
た
。
こ
れ
が
合
宿
の
始
ま
り
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
不
安
と
緊

張
を
抱
き
、
開
会
式
場
へ
向

っ
た
。
し
か
し
、
お
互
い
に
挨
拶
を
交
わ

す
と
今
ま
で
抱
い
て
い
た
不
安
と
緊
張
が
和
ら
い
だ
。
そ
し
て
時
が
経

つ
に
つ
れ
、
落
ち
着
き
、
充
実
し
、
六
人
の
友
と
気
軽
に
話
す
よ
う
に

な
っ
た
時
は
、
楽
し
く
て
楽
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
班
別
討
論
で

も
、
食
事
の
時
で
も
、
充
実
感
で

一
杯
だ

っ
た
。
最
初
に
抱
い
た
感
情

と
は
、
全
く
正
反
対
の
気
持
ち
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
、
こ

の
合
宿
に
参
加
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
本
人
と
し
て
の
意
識
、
自
覚

が
持
て
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
を
と
て
も
誇
り
に
思
う
し
、
ま
た

友
に
も
た
く
さ
ん
出
会
え
た
こ
と
を
と
て
も
満
足
し
て
い
る
。
有
意
義

な
合
宿
で
あ

っ
た
と
心
か
ら
思

っ
て
い
る
。

せ
み
の
声
緑
風
か
を
る
七
沢
の
山
昔
の
田
舎
の
面
影
ぞ
あ
る

漸
く
、
霧
が
薄
れ
て
き
た

（東
京
大
学
　
法
　
四
年
　
松
岡
恒
男
）

二
年
前
の
合
宿
に
参
加
し
た
時
、
自
分
が
特
定
の
思
想
に
が
ん
じ
が

ら
め
に
し
ば
ら
れ
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
、
も
う
合
宿
に
は
二
度
と
参

加
す
ま
い
と
感
じ
、
相
当
反
発
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
言
葉
に
籠
め
ら

れ
た
魂
の
よ
う
な
も
の
を
な
ん
と
か
し
て
つ
か
も
う
と
努
力
を
し
、
短

歌
相
互
批
評
も
三
年
目
に
し
て
、
初
め
て
面
白
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

本
当
に
心
の
底
か
ら
求
め
た
い
と
の
気
持
ち
に
、
漸
く
さ
し
か
か
り
ま

し
た
。
自
分
な
り
に
学
ん
だ
こ
と
を
受
け
止
め
て
、
糧
に
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
一
時
の
感
情
に
流
さ
れ
て
い
る
の
で
は
あ

り
ま

せ

ん
。
今
回
の
合
宿
は
ま
だ
物
足
り
な
く
、
も

っ
と
学
ん

で

み

た

か
っ
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た
。
参
加
し
て
み
て
、
漸
く
、
霧
が
薄
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
だ
足
り
ぬ
学
び
た
き
こ
と
多
か
り
し
気
持
ち
半
ば
に
山
を
下
る
か

自
分

の
学
問
、
人
生
を
切
り
開

い
て
い
き

た

い

（山
口
大
学
　
工
　
一
年
　
高
村
雅

一
）

合
宿
に
参
加
し
て
普
通
で
は
出
会
う
こ
と
の
出
来
な
い
、
い
ろ
い
ろ

な
人
と
め
ぐ
り
会
え
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
班
別
討
論
で

自
分
の
思

っ
て
い
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
飾
ら
ず
に
話
し
合
う
こ
と

が
出
来
る
よ
う
な
場
は
、
今
の
大
学
生
活
で
は
あ
ま
り
な
い
中
で
、
こ

の
よ
う
な
合
宿
は
大
変
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲

法
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
く
中
で
、
古
く
か
ら
伝
わ

っ
て
い
る
物
に

つ
い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
過
去
が
現
在
に
向
か

っ
て
、

迫

っ
て
来
て
い
る
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
実
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
学
問
を
、
人
生

を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
に
し

へ
は
今
に
向
か
ひ
て
せ
ま
り
き
て
あ
ま
た
の
文
化
を
つ
く
り
た
り
け
り

「
斜
劃
∃

学
生
生
活
最
後

の
夏

に（金
沢
工
業
大
学

工
　
四
年
　
川
合
晃
義
）

こ
の
合
宿
に
参
加
す
る
時
、
最
初
は
余
り
気
持
が

乗

ら

な

か

っ
た

が
、
友
達
を
探
す
機
会
に
も
な
る
と
思

っ
て
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
２‐

富山女子短期大学教授・広瀬誠先生の御講話はこの合宿地が『古事記』の昔から相模の

国と呼ばれ,歴史に深く関はつてきた土地にあることを語られた。そして,『古事記』に出

て来る神々の名前が大変美しく,又立派なものが多いことをお話しになられた。
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し
か
し
、
実
際
に
先
生
方
の
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
今
ま
で
自
分
の
耳

に
し
な
か

っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
て
よ
い
経
験
に
な

っ
た
と
思

っ
た
。
講
義
に
つ
い
て
は
素
直
に
聞
き
入
れ
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
か

ら
、
全
く
と
言

っ
て
い
い
ほ
ど
理
解
で
き
な
い
も
の
ま
で
様

々
だ

っ
た

が
、
こ
れ
も
何
か
の
経
験
だ
と
思
え
ば
プ
ラ
ス
に
な

っ
た
と
思
う
。
天

皇
陛
下
や
十
七
条
憲
法
に
つ
い
て
は
、
は

っ
き
り
と
し
た
自
分
の
意
見

と
い
う
も
の
を
、
合
宿
が
終

っ
た
今
で
も
持

つ
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た

が
、
い
ず
れ
は
答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
学
生
生
活
最
後
の
夏
に
与
え
て
く
だ
さ

っ
た
先

輩
に
は
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

友
七
沢
に
集
ま
り
来
た
る
友
あ
り
て
時
を
忘
れ
て
語
り
合
ふ
か
な

み
ず
知
ら
ぬ
初
め
て
会
ひ
し
友
達
も
別
る
る
時
は
淋
し
か
り
け
り

将
来

の
進
路

へ
の
不
安
が
消
え
た

（防
衛
大
学
　
人
文
　
一二
年
　
森
安
宏
徳
）

合
宿
が
終
わ

っ
た
今
、
こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
本
当
に
良
か

っ
た
と

思
う
。
普
段
の
生
活
で
は
知
り
合
え
な
い
人
達
と
会
い
、
そ
し
て
共
に

胸
の
内
を
語
り
合
う
と
い
う
体
験
、
素
晴
ら
し
い
御
講
義
、
そ
ら
他
様

様
な
、
こ
こ
で
し
か
出
来
な
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
日
本
の
国
の
伝
統
や
大
君
の
こ
と
に
つ
い
て
改
め
て
そ
の
大
切

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
ほ
ん
の
少
し
自
分
の
心
の
中
に
存
在
し
て
い
た

将
来
の
進
路
へ
の
漠
然
と
し
た
不
安
が
消
え
て
い
っ
た
。

来
年
も
ま
た
こ
の
合
宿
に
参
加
し
た
い
し
、
次
の
年
も
ま
た
そ
の
次

の
年
も
、
社
会
人
に
な

っ
て
も
参
加
し
た
い
と
思
う
。
国
文
研
の
先
生

の
ど
な
た
か
の
歌
に
歌
わ
れ
て
い
た
が
、
数
十
年
後
、
自
髪
が
混
じ
り

は
じ
め
た
頃
、
私
も
こ
の
素
晴
ら
し
き
友
と
再
会
す
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

慰
霊
祭
に
て

国
の
た
め
命
さ
さ
げ
し
丈
夫
の
心
知
ら
む
と
ち
か
ひ
ぬ
る
か
な

大
君
の
辺
に
こ
そ
死
な
め
丈
夫
の
熱
き
思
ひ
を
我
も
つ
が
な
む

国
の
た
め
た
だ
国
の
た
め
君
の
た
め
命
さ
さ
げ
し
み
霊
を
し
の
ぶ

賛
成

で
き
な

い
考
え
方
も
沢
山
あ

つ
た

（北
海
道
工
業
大
学
　
建
築
　
一
一年
　
藤
原
哲
彦
）

こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
み
て
自
分
に
得
た
こ
と
と
言
え
ば
、
い
ろ
い

ろ
な
地
域
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
、
い
ろ
い
ろ
な
大
学
、
い
ろ
い
ろ
な

年
齢
の
人
と
知
り
合
え
た
こ
と
。
ま
た
知
り
合
え
た
だ
け
で
な
く
、
班

員
と
親
友
と
な
れ
た
こ
と
が
、
私
に
と

っ
て
た
だ

一
つ
の
収

穫

で

し

た
。自

分
は
短
歌
な
ど
、
国
文
研
が
こ
の
合
宿
で
私
達
に
や
ら
せ
た
い
こ

と
は
分
か
り
ま
す
が
、
自
分
に
は
全
く
興
味
が
な
く
、
や
る
気
の
や
の

字
も
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
国
文
研
の
考
え
方
に
賛
成
で
き
な
い
こ

と
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
合
宿
で
出
来
た
親
友
と
ま
た
会
う
こ
と
を
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

日
を
重
ね
語
ら
ひ
ゆ
け
ば
い
つ
し
か
も
親
し
き
友
と
な
り
し
我
ら
は
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言
葉

の
大
切
さ
を
痛
感

し
た

（早
稲
田
大
学
　
社
会
科
学
　
一
年
　
一員
橋
秀
和
）

こ
の
合
宿
に
参
加
し
た
動
機
は
、
サ
ー
ク
ル
の
先
輩
に

「
絶
対
い
い

か
ら
参
加
し
て
み
ろ
」
と
言
わ
れ
、
ご
く
軽
い
気
持
ち
で
で
し
た
が
、

一
日
二
日
と
た
つ
う
ち
に
、
班
の
皆
さ
ん
と
も
う
ち
と
け
る
こ
と
が
出

来
、
徐

々
に
本
音
で
語
り
合
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
本
当
に

こ
の
合
宿
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
合
宿
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
言
葉
が
如
何
に
大
切
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
短
歌
創
作
の
時
は
思
い
通
り
の
言
葉
が
浮
か

ば
ず
本
当
に
苦
労
し
ま
し
た
。
ま
た
最
後
の
小
田
村
先
生

の
お
話
で
、

「
神
」
と

「
ゴ

ッ
ド
」
の
違
い
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
ま
し
た

が
、
明
治

時
代
に
聖
書
が
翻
訳
さ
れ
て
百
年
後
に
こ
れ
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
る
と

は
、
言
葉
の
恐
ろ
し
さ
と
い
う
も
の
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
が

一
番
感
動
し
た
の
は
長
内
先
生
の
御
講
話
で
し
た
。
独
特
の
口

調
、
そ
し
て
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、
自
分
が
如
何
に
小
さ
な
人
間
で
あ
る

か
を
思
い
知
ら
さ
れ
、
終
始
涙
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

み
友
ら
と
心
開
き
て
語
ら
ぶ
と
は
思
ひ
も
か
け
ず

一
年
前
は

ギ
年
の
日
を
思
ひ
返
せ
ば
大
学
を
目
指
し
て
我
は
学
び
を
り
け
り

平
和
憲
法

は
国
際
社
会

に
通
用

し
な
い
か

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
千
葉
竜
太
郎
）

こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
、
自
分
は
今
ま
で
関
心
の
な
か

っ
た
短
歌
に

関
心
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
は
坂
東
先
生
の
講
義
で
、
坂
東
先

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
２２

慰霊祭について説明される福岡県立玄界高校教諭。日比生哲也氏。「二礼二拍手一拝」

「最敬礼」など神まつる手ぶりについて,ま た「海ゆ力■ざ」の歌唱指導など,初体験の学

生たちにわかりやすく説lllさ れた。
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生
が
い
つ
も
短
歌
を
作

っ
て
歩
い
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
か
ら
で
す
。

自
分
も
こ
れ
か
ら
短
歌
を
生
活
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
小
野
先
生
の

「教
育
体
験
を
語
る
」
の
講
義
を
聞
い
て
、
教
育

に
は
厳
し
さ
と
と
も
に
深
い
思
い
や
り
が
必
要
で
あ
る
と
思

っ
た
。

山
内
先
生
の
講
義
の
中
で
平
和
憲
法
は
国
際
社
会
に
通
用
し
な
い
と

言

っ
た
こ
と
に
自
分
は
不
安
を
持

っ
た
。
自
分
は
専
ら
平
和
が
好
き
な

人
間
で
あ
る
。
も
し
平
和
憲
法
が
な
く
な

っ
た
ら
元
の
戦
前
体
制
に
戻

る
の
が
心
配
で
あ
る
。
で
も
こ
の
合
宿
に
お
い
て
日
本
文
化
と
い
う
も

の
を
学
べ
た
。
ま
た

「
こ
の
班
の
人
達
と
同
じ
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
誰
か
が
言

っ
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
嬉
し
か
っ
た
。

班
友
と
語
り
て
を
れ
ば
眠
気
さ
し
顔
を
洗
ひ
て
ま
た
語
り
ゆ
く

カ
ル
カ
デ
の
か
は
り
た
だ
よ
ふ
飲
物
を
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
師
に
い
た
だ
け
り

心
を
働

か
す

こ
と

の
難

し
さ

（
早
稲
田
大
学
　
政
経
　
一
年

伊
藤
華
恵
）

こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
、
と
て
も
得
難
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
先
生
方
の
御
講
義
で
は
、
今
ま
で
自
分
の
中
で
形
を
と
り
切

れ
ず
に
い
た
も
の
に
、
形
を
あ
た
え
る
よ
う
な
言
葉
を
た
く
さ
ん
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
班
別
討
論
で
は
、
心
を
働
か
し
て
考
え

る
こ
と
が
難
し
く
、
自
分
で
も
何
を
言

っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
私
の
意
見
に
、
皆
が
耳
を
傾
け
て
く
れ
た
こ
と
は

本
当
に
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
ほ
ん
の
数
日
前
ま
で
は
全
く
の
他
人
だ

っ
た
の
に
、
そ
う
い
う
人
達
と
心
を
開
い
て
語
り
合
え
た
こ
と
や
、
友

達
に
な
れ
た
こ
と
も
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

合
宿
中
を
通
し
て

「
す
べ
て
の
こ
と
は
、
ま
ご
こ
ろ
に
帰

っ
て
い
く

の
だ
」
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
ご
こ
ろ
を
持

っ
て
人
と
接
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

最
後
の
班
別
懇
談
を
終
へ
て

「
ふ
る
さ
と
」
を
と
も
に
歌
へ
ば
我
知
ら
ず
思
ひ
せ
ま
り
て
涙
あ
ふ
る
る

よ
い
思

い
出

の
数

々（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
酒
井
亜
紀
子
）

思
え
ば
短
い
四
泊
五
日
の
合
宿
で
し
た
。
講
義
は
た
く
さ
ん
い
い
こ

と
を
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。
と
て
も
全
部
を
理
解
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何
年
か
後
に
は
、
心
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
、
今
は
固
く
心
に
刻
み
付
け
て
こ
の
合
宿
を
終
え
よ
う
と
思

い
ま
す
。

一
日
目
に
、
班
員
の
名
前
を
覚
え
る
た
め
に
行

っ
た
名
前
ゲ
ー
ム
。

今
ま
で
掘
り
下
げ
て
考
え
る
こ
と
の
な
か
っ
た
十
七
条
憲
法
、
天
皇
、

御
製
等
々
、
足
り
な
い
知
識
を
先
生
方
に
補

っ
て
も
ら

っ
て
行

っ
た
班

別
討
論
。
今
で
は
ど
れ
も
こ
れ
も
よ
い
思
い
出
で
す
。

こ
の
合
宿
を
無

事
終
え
る
た
め
に
真
心
を
こ
め
て
見
守
り
、
私
達
の
身
の
回
り
の
こ
と

を
手
伝

っ
て
下
さ

っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
じ

日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

「合
宿
を
顧
み
て
」
と
題
す
る
小
田
村
寅
二
郎
先
生
の
お
話
し
を
聞
き
て
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日
本
の
神
々
を
ゴ
ッ
ド
と
訳
せ
し
は
誤
り
と
初
め
て
知
り
ぬ
師
の
み
言
葉
に

心

の
通
う
友
を
得

た

（長
崎
大
学
　
教
　
四
年
　
早
田
保
美
）

今
回
の
合
宿
で
の
一
番
の
収
穫
は
、
何
よ
り
も
心
の
通
う
友
を
得
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
殻
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
な
私
で
し
た
が
、

心
を
尽
く
し
て
班
の
方
々
の
心
に
深
く
入

っ
て
ゆ
く
中
で
、
心
の
通
い

合
い
、
響
き
合
う
よ
ろ
こ
び
を
心
か
ら
実
感
さ
せ
て
い
た

だ

き

ま

し

た
。
ま
た
、
人
と
人
と
が
付
き
合
う
こ
と
は
実
に
難
し
い
こ
と
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
い
か
に
こ
れ
ま
で
の
生
活
の
中
で
心
を
は
た
ら
か
せ
て
い

な
か

っ
た
か
。
人
と
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
し
み
じ
み
と

感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
四
回
目
の
参
加
で
し
た
が
、
先
生
方
の
真
摯
な
お
姿
を
拝
見

し
つ
つ
、
学
び
と
は
こ
こ
ま
で
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
続

く
も
の
で
あ
る
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら

の

一
挙
手

一
投
足
に
心
を
込
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

互
に
心
を
寄
せ
し
み
友
ら
と
今
日
別
る
る
は
た
だ
に
悲
し
も

共
々
に
涙
流
し
つ
語
り
合
ひ
し
か
の
夜
の
こ
と
忘
れ
ざ
ら
め
や
　
　
　
　
　
　
　
　
′

合
宿
を
終
は
り
て
後
も
文
送
り
と
も
に
心
を
通
は
せ
ゆ
き
た
し

自
分

の
意
見
を
言
え
る
よ
う

に
な

っ
た

（
拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
太
田
幸
子
）

私
は
こ
の
合
宿
で
、
自
分
の
意
見
を
言
う
難
し
さ
を
痛

感

し

ま

し

た
。
普
段
の
生
活
で
討
論
す
る
機
会
の
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
私
は
自
分

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
２３

戦時。平時を間はず,祖国日本の為に尊い御命を捧げられた方々の御魂をお慰めす る

「慰霊祭」が,夜のしじまの中しめやかにとり行はれた。
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の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
音
手
で
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
合
宿
は
、
本

当
に
辛
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
班
長
さ
ん
が
、
そ
ん
な
私
に
意
見

の
言
い
易
い
よ
う
に
進
行
し
て
下
さ

っ
た
の
で
、
そ
の
心
づ
か
い
が
、

す
ご
く
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
お
か
げ
で
こ
の
五
日
間
で
、
大
分
自
分

の
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
班
別
討
論
は
八
人
が
自
分
な

り
の
意
見
を
は

っ
き
り
述
べ
る
の
で
、
自
分

一
人
の
狭
い
見
方
に
偏
ら

な
い
で
広
い
見
方
が
少
し
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
に

と

つ
て
班
別
討
論
は
何
よ
り
も
価
値
の
あ
る
こ
と
だ

っ
た

と

思

い

ま

す
。心

か
ら
こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

討
論
を
終
へ
て
し
み
じ
み
思
ふ
か
な
お
の
が
意
見
を
述
ぶ
る
難
さ
を

真
心

に
触
れ

て

（
日
本
大
学
　
文
　
修
士
　
一
一年
　
小
坂
り
か
）

今
、
心
の
底
か
ら
班
の
仲
間
と
離
れ
難
く
感
じ
て
い
ま
す
。
心
が
通

っ
て
い
る
と
の
実
感
を
膚
に
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
程
の
班

別
懇
談
の
時
、　
一
人

一
人
の
感
想
を
聞
い
て
い
る
と
心
に
喜
び
が
広
が

り
、
胸
の
あ

つ
く
な
る
の
を
覚
え
ま
し
た
。

今
回
、
何
よ
り
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
の
は
、
人
の
真
心
に

触
れ
た
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
心
が
通
う
―
―
こ
の
こ
と
を

体
験
し
、
実
感
で
き
た
、
こ
れ
は
ど
得
が
た
い
も
の
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
″
心
を
開
い
て
語
り
ま
し
ょ
う
″
と
言
い
つ
つ
も
、
固

く

な

っ
て

い
た
の
は
自
分
で
あ

っ
た
と
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
教
え
て
く

れ
た
班
の
皆
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。最

後
の
班
別
懇
談
に
て

お
も
ひ
が
け
ず
涙
い
だ
さ
る
る
師
の
君
の
お
顔
見
ら
れ
ず
う
つ
む
き
に
け
り

う
つ
む
け
ど
御
心
の
う
ち
の
思
は
れ
て
涙
な
が
し
ぬ
胸
つ
ま
り
つ
つ

こ
の
感
動
と
経
験
を
今
後

の
原
動
力

に

（中
村
学
園
大
学
　
児
童
　
一
年
　
石
原
敬
子
）

ク
ラ
プ
の
先
輩
方
や
学
校
の
勧
め
で
来
た
こ
の
合
宿
。
不
安
ば
か
り

が
先
に
立

っ
て
最
初
の

一
日
を
迎
え
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
班
の
み
ん
な

に
、
そ
し
て
加
納
先
生
に
出
会

っ
た
こ
と
で
、
最
高
の
幸
福
と
な
り
ま

し
た
。
お
互
い
知
ら
な
い
顔
ば
か
り
だ

っ
た
の
に
、
い
ろ
ん
な
意
見
が

飛
び
交

っ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
り
、
う
れ
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
み
ん

な
真
剣
で
し
た
。
そ
ん
な
姿
に
胸
を
う
た
れ
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し

い
経
験
の
持
て
た
こ
と
を
、　
一
日
目
か
ら
感
謝
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
合
宿
で
私
が
手
に
入
れ
た
も
の
は
、
心
か
ら
ぶ
つ
か

っ
て
い
け
る
友
達
、
大
き
な
温
か
さ
を
湛
え
た
先
生
方
、
日
本
人
に
生

ま
れ
た
こ
と

へ
の
感
謝
と
誇
り
、
人
前
で
話
す
こ
と
へ
の
自
信
、
学
ぶ

こ
と

へ
の
欲
求
な
ど
で
す
。
五
日
間
の
感
動
と
経
験
を
い
つ
ま
で
も
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
の
原
動
力
に
し
て
い
き
た
い
と

思

っ
て

い

ま

す
。

加
納
先
生
、
小
柳
先
生
の
お
話
し
を
聞
き
て

天
皇
を
語
ら
る
る
笑
顔
に
ひ
し
ひ
し
と
日
本
に
生
ま
れ
し
喜
び
感
ず
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人
間
ら
し

い
生
き
方
を（九

州
女
子
大
学
　
文
　
一
年
　
森
山
　
薫
）

四
泊
五
日
と
い
う
、
今
ま
で
の
人
生
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
日
々
に
、

言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
日
本
人
で
あ
る
な
ら
当
然
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
日
本
の

歴
史
、
特
に

「
天
皇
」
と
い
う
そ
の
核
と
も
い
う
べ
き
ご
存
在
に
つ
い

て
も
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
、
音
の
人
が
残
し
た
和

歌
を
通
し
て
そ
の
人
の
思
い
に
触
れ
る
こ
と
も
、　
一
つ
の
歴
史
の
勉
強

で
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
一
番
良
か

っ
た
こ
と
は
、
班
の
人
や
班
付
き

の
先
生
方
と
真
剣
に
意
見
交
換
が
で
き
、
交
流
を
よ
り
深
め
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
自
分

の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
た
り
、
自
分
が

い
ろ
ん
な

人
の
考
え
を
聞
く
喜
び
を
体
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
教
ん
な

が
苦
心
し
て
心
と
心
の
触
れ
合
う
関
係
を
作
り
出
そ
う
と
し
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
家
族
以
上
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
の
親
近
感
を
、
今
感
じ
て

い
ま
す
。
最
後
に
加
納
先
生
が
、
「
人
間
ら
し
い
生
き
方
を
し

よ

う
」

と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ
と
が
心
の
奥
深
く
に
残

っ
て
い
ま
す
。

「ふ
る
さ
と
」
を
涙
な
が
し
つ
歌
へ
ど
も
く
ち
び
る
ふ
る
へ
て
言
葉
に
な
ら
ず

班

の
友

ら

に
助
け
ら
れ

て

（尚
細
短
期
大
学
　
学
園
事
務
局
　
若
杉
留
美
　
２０
歳
）

初
め
、
こ
の
合
宿
を
薦
め
ら
れ
た
時
か
ら
、
″
こ
ん
な
世
間
知

ら
ず

の
私
が
″
と
思
い
、
行
き
た
く
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で
し
た
。
初
日

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
２４

神奈川県立湘南高校教論,亜細亜大学非常勤講師・山内健生氏により「戦後思想からの

覚醒を !―より人間らしく生きるために一」と題する御講義が行はれ,「利那的・唯物的

な物の見方や感じ方」を特徴とする戦後思想を克服するやう強く訴へられた。
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か
ら
班
別
討
論
が
あ
り
、
今
ま
で
考
え
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
事
を
聞

か
れ
て
も
、
返
す
言
葉
が
な
く
、
三
日
目
く
ら
い
ま
で
、
正
直
い

っ
て

″
も
う
イ
ヤ
だ
″
の
言
一一一口
で
し
た
。

三
日
日
の
夜
で
し
た
。

胸
に
つ
か

え
て
い
た
こ
と
を
班
の
み
ん
な
に
す
べ
て
話
し
て
し
ま

っ
た
ら
す

っ
き

り
し
て
、
四
日
目
か
ら
は
気
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。
班
の
人
達
に
は
助

け
ら
れ
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ば
い
で
す
。

ま
た
元
の
生
活
Ｌ
戻
っ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
合
宿
で
の
体
験
を
自

分
な
り
に
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
班
で
の
友
の
言
葉
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
思
ひ
語
れ
ば
友
の
こ
た
へ
く
れ
る
そ
の
真
心
に
涙
あ
ふ
れ
る

真

心
を
あ
り
が
た
く
思

え
る
人
間
に
な
り

た

い

（関
東
学
院
大
学
　
英
米
文
　
一
年
　
小
塚
由
紀
子
）

こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
、
物

の
見
方
、
価
値
観
が
と
て
も
変
わ
り
ま

し
た
。
フ
」
と
ば
」
の
一
つ
一
つ
が
こ
ん
な
に
も
大
切
な
の
か
と

改

め

て
感
じ
ま
し
た
。
今
ま
で
の
私
の
日
か
ら
出
て
い
た
も
の
は
、
本
当
の

こ
と
ば
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
と
ば
に
は
真
心
が
こ
も

っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

こ
と
ば
か
ら
そ
の

国
の
精
神
が
わ
か
る
と
聞
い
て
、
は
っ
と
し
ま
し
た
。
ｒ
」
と
ば

を

話

す
″
こ
ん
な
に
易
し
そ
う
で
、
お
そ
ろ
し
い
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
も

っ
と
、
心
を
働
か
せ
て
、
生
き
て
ゆ
き
た
い
。
人

の
真
心
を
あ
り
が
た
く
思
え
る
人
間

に
な
り
た
い
。

合
宿
は
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
よ
り
も
、
や
り
た
い
こ
と
を
気
付

か
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

日
本
人
と
し
て
生
き
よ
う
と
思
い
ま
す
。

真
心
で
生
き
る
よ
ろ
こ
び
分
か
ち
あ
ふ
友
と
語
り
て
夜
も
ふ
け
ゆ
く

言
の
葉
の
奥
に
か
く
れ
し
真
心
の
大
切
さ
を
知
り
胸
に
や
き
つ
け
ん

国
文
研

の
先
生
方
を
見
習

っ
て
視
野
を
広
げ

て
い
き

た

い

（湘
北
短
期
大
学
　
生
活
科
学
　
一
年
　
出
野
晶
子
）

私
が
こ
の
合
宿
に
参
加
し
た
の
は
、
学
校
に
貼

っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー

や
。ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

「
人
生
や
学
問
、
社
会
に
つ
い
て
真
剣
に
語
り
あ

お
う
」
と
言
う
の
を
見
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
真
剣
に
話
す
機
会
が
少

な
い
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て
、
真
剣
に
考
え
て
教
た
い
と
思
い
立

っ
た
か
ら
で
す
。
は
じ
め
は
国
歌
を
歌
う
こ
と
や
、
天
皇
に
つ
い
て
の

お
話
に
抵
抗
を
感
じ
、
お
ど
ろ
く
ば
か
り
で
、
講
義
も
分
ら
な
い
事
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
班
別
討
論
で
分
り
易
く
真
剣
に
話
さ
れ
る
先
生

や
友
の
言
葉
に
、
理
解
し
よ
う
と
も
せ
ず
に
た
だ
非
難
の
目
を
向
け
て

い
た
自
分
が
は
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
す
べ
て
を
理
解
し
き
れ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
少
し
で
も
国
家
や
天
皇
を
身
近
な
も
の
と

し
て
感
じ
、
誇
り
に
思
え
る
よ
う
に
な
り
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

短
歌
創
作
で
は
、
三
十

一
文
字
に
自
分
の
感
動
を
込
め
る
こ
と
の
難

し
さ
と
共
に
、
歌
は
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
相
手
の
素
直
な
気
持
ち
を

知
る
手
段
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
ま
で
和
歌
は
年

寄
り
が
す
る
も
の
だ
と
思

っ
て
い
て
、
ま
さ
か
自
分
が
和
歌
創
作
の
よ
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さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
思

っ
て
も
い
な
か

っ
た
の
で
、
自
分

の
中
で
精
神
世
界
が
広
く
な

っ
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
こ
の
合
宿
で
得
た
こ
と
は
多
く
て
、
自
分
が
少
し
で
す
が
成

長
で
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
、
参
加
し
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

何
歳
に
な
ら
れ
て
も
日
本
の
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
学
問
を
求

め
続
け
る
国
文
研
の
方
々
を
見
習
い
、
学
問
を
し
つ
づ
け
、
視
野
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
文
研
の
方
々
に
感
謝
し
て

真
心
の
こ
も
る
想
ひ
に
支
へ
ら
れ
尊
き
師
ら
に
我
も
つ
づ
か
む

自
分

の
生
活
、
考
え
の
甘
さ
を
恥
ず
か
し
く
思
う

（九
州
女
子
大
学
　
文
　
一一年
　
久
賀
菜
穂
子
）

ま
ず
こ
の
合
宿
で
、
行
う
事
、
考
え
る
事
の
深
さ
や
も
ど
か
し
さ
、

苦
痛
、
忍
耐
等
に
つ
い
て
、
改
め
て
自
分
に
問
い
か
け
る
こ
と
が
出
来

た
よ
う
に
思
う
。
私
は
自
分
の
生
活
が
、
今
ま
で
あ
ま
り
に
も
怠
惰
な

も
の
で
あ
る
と
気
付
い
て
い
る
く
せ
に
、　
一
方
で
気
付
き
た
く
な
い
と

思

っ
て
い
る
自
分
自
身
に
寒
け
が
し
た
。
気
付
き
た
く
な
い
と
い
う
気

持
ち
が
私
か
ら
、
深
く
考
え
る
こ
と
へ
の
扉
を
閉
ざ
し
て
い
た
。
心
か

ら
共
感
で
き
る
御
講
義
が
あ

っ
た
の
は
非
常
に
嬉
し
く
、
自
分
が
こ
れ

か
ら
の
道
を
考
え
る
上
で
の
原
点
と
な
る
も
の
を
学
び
得
た
と
思
う
。

自
分
の
生
活
、
考
え
の
甘
さ
が
む
し
ょ
う
に
恥
ず
か
し
く
思
わ
れ
る
。

班
別
討
論
で
は
、
真
剣
な
眼
で
語
る
友
人
達
の
姿
に
、
心
が
ギ
ュ
ッ

と
し
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
が
し
、
そ
の
言
葉
や
表
現
、
表
情
が
素
晴
し

く
、
こ
ん
な
に
も
真
剣
に
物
事
に
つ
い
て
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
る
人

カ
メ
ラ

ｏ
レ
ポ
ー
ト
２５

「創作短歌全体批評」をされる山口県立高森高校教諭・宝辺矢太郎氏。氏は「自分で作
つて人に聞いてもらふのが,歌を作つていく上での練磨になる」と相互批評の意義を語ら
れた後,歌稿の中から二十首程の短歌を取り上げられ;懇切に添削されてゆかれた。
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が
身
近
に
い
て
、
巡
り
合
え
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
。

私
に
と

っ
て
、
こ
の
合
宿
は
、
こ
れ
か
ら
学
ん
で
行
く
上
で
、　
一
つ

の
岐
路
で
あ

っ
た
と
思
う
。
大
学
生
活
は
後
二
年
だ
が
、
ど
ん
な
時
に

も
、
私
は
、
こ
の
国
文
研
で
講
義
を
さ
れ
た
先
生
方
や
班
の
友
人
ま
た

心
か
ら
話
を
し
て
下
さ

っ
た
先
輩
方
を
誇
り
に
思
い
、
迷
わ
ず
や

っ
て

行
く
こ
と
が
で
き
る
と
確
信
し
て
い
る
。

夜
、
清
水
久
仁
子
先
輩
の
話
を
聞
き
て

心
こ
め
思
ひ
を
語
る
先
輩
の
頬
つ
た
ふ
涙
に
心
う
た
る
る

日
本
を
愛
す
る
心
を
大
切
に
し
、
伝
え
て
い
こ
う

（福
岡
大
学
　
人
文
　
一一年
　
進
藤
裕
子
）

こ
の
合
宿
に
来
て
、
今
、
自
分
自
身
が
見
つ
め
直
す
べ
き
課
題
を
新

た
に
与
え
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
″
学
生
″
と
い
う

学

問

を
す
る
に
十
分
な
環
境
に
い
な
が
ら
、
本
当
の
意
味
で
の
学
問
と
い
う

も
の
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
自
分
を
深
く
反
省
し
ま
し
た
。

普
段
な
か
な
か
お
話
を
聴
く
こ
と
の
で
き
な
い
先
生
方
に
、
和
歌
を

詠
む
心
や
、
教
育
の
真
の
あ
り
方
な
ど
を
通
し
て
、
日
本
人
と
し
て
ど

う
生
き
て
い
く
べ
き
か
、
日
本
を
愛
す
る
心
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
ま
で
は
ど
こ
か
、
自
分
自
身
、
理
屈

っ
ぼ
く
な
っ
て
い
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
で
も
今
回
、
こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
み
て
、
先
生
方

の
御
講
義
の
一
つ
一
つ
や
班
員
の
皆
と
の
討
論
か
ら
、
日
本
を
愛
す
る

心
は
、
誰
れ
の
中
に
も
在
る
の
で
あ
り
、
そ
の
心
を
大
切
に
し
、
伝
え

て
い
く
こ
と
が
、
日
本
人
と
し
て
日
本
人
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
に

な
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

心
は
、
は
た
ら
か
せ
な
け
れ
ば
鈍
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
既
に
社

会
人
と
し
て
職
場
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
方
や
、
教
職
に
就
か
れ
て
お

ら
れ
る
先
生
方
ま
で
も
が
、
こ
う
し
て
私
た
ち
と
共
に
合
宿
に
参
加
し

て
お
ら
れ
る
姿
を
見
て
、
学
問
と
は
、
人
の

一
生
を
貫
く
も
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
も
こ
こ
で
教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
礎
と
し
て
、
学
び
を

深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
の
本
に
生
ま
れ
し
誇
り
語
り
給
ふ
友
ど
ち
の
姿
に
心
う
た
る
る

我
も
ま
た
か
く
あ
り
た
し
と
愛
国
の
情
を
深
め
し
厚
木
の
地
に
て

短
歌
を
作
る
喜
び
と
楽
し
さ
を
知
っ
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
木
下
潤
子
）

こ
の
合
宿
で
、
ほ
か
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
勉
強
し
ま
し
た
。
先
生
方
の
御
講
義
は
難
し
い
も
の
で
し
た
が
い
日

本
の
文
化
、
言
葉
の
大
切
さ
な
ど
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

班
別
討
論
で
は
、
同
班
の
方

々
の
も
の
の
見
方
、
考
え
方
が
と
て
も

し

っ
か
り
し
て
い
る
の
に
驚
き
、
自
分
の
足
り
な
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

流
さ
れ
る
ま
ま
に
生
き
て
き
た
自
分
を
深
く
反
省
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

学
ん
だ
こ
と
を
心
に
と
め
て
、
自
分
を
向
上
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
短
歌
を
詠
み
ま
し
た
。
坂
東
先
生
が

「
思

っ
た
こ
と
を
素
直

に
歌
に
す
れ
ば
良
い
の
だ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
と
て
も
難

し
く
て
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
歌
に
な

っ
た
時
は
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
こ
の
合
宿
で
、
短
歌
を
作
る
こ
と

の
喜
び
と
楽
し
さ
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

七
沢
に
集
ひ
し
我
ら
日
の
丸
を
誇
り
と
思
ひ
生
き
て
ゆ
く
な
り
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心
を
働

か
せ
る
こ
と
か
ら
始

め
た

い

（尚
細
大
学
　
図
書
館
　
荒
井
れ
ん
）

私
は
こ
の
合
宿
に
来
る
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
に
物
事
を
深
く
考
え
た

り
、
日
本
や
日
本
人
の
事
を
人
と
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
う
い
う
私
で
し
た
か
ら
、
班
別
討
論
で
は
思
う
よ
う
に
言
葉
が
出
て

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日
を
何
と
な
く
送

っ
て
来
た
私
は
、
班
員
の
一

所
懸
命
さ
に
驚
き
、
自
分
が
恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

討
論
の
時
で
も
、　
一
所
懸
命
に
聞
い
て
く
れ
る
班
員
み
ん
な
の
気
持

ち
が
と
て
も
う
れ
し
く
て
、
人
と
人
と
が
話
す
と
い
う
こ
と
、
付
き
合

う
と
は
、
こ
ん
な
事
だ

っ
た
の
か
と
、
わ
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

あ
ん
な
ふ
う
に
、
何
か
を
伝
え
よ
う
と
さ
れ
た
先
生
方
の
、　
一
所
懸

命
な
姿
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
方
々
が
い
て
、
こ
ん
な
合

宿
が
あ
る
事
を
知

っ
た
だ
け
で
も
う
れ
し
く
思
う
し
、
貴
重
な
体
験
を

し
ま
し
た
。
心
を
働

か
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
沢
で
集
ひ
過
ご
し
た
友
ど
ち
の
笑
顔
と
言
の
葉
忘
れ
じ
と
思
ふ

素
晴
し

い
環
境

の
中

で
素
晴

し

い
体
験
を
し
た

（中
村
学
園
大
学
　
食
物
栄
養
　
四
年
　
古
川
紀
子
）

七
沢

っ
て
ど
ん
な
所
だ
ろ
う
と
思

っ
て
着
く
と
空
気
の
澄
ん
だ
さ
わ

や
か
な
山
の
中
で
と
て
も
新
鮮
な
気
持
に
な
り
ま
し
た
。
普
段
は
聞
く

こ
と
の
な
い
ひ
ぐ
ら
し
の
合
唱
は
私
の
心
を
弾
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

良
き
班
員
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
班
員

の
人
た
ち
の
素
直
で
温
い
心
に

触
れ
、
今
ま
で
真
剣
に
生
き
て
来
ら
れ
た
姿
を
見
ま
し
た
。
言
葉
を
疎

カ
メ
ラ

。
レ
ポ
ー
ト
２６

宝辺氏の短歌全体批評に聴き入る参加者一同。自分の短歌が取上げられないか,期待と
不安が交る。
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か
に
し
な
い
班
員
か
ら
改
め
て
言
葉
の
大
切
さ
に
気
付
か
さ

れ

ま

し

た
。
素
晴
し
い
環
境
の
中
で
素
晴
し
い
体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

七
沢
自
然
教
室
の
職
員
の
方

々
の
細
や
か
な
配
慮
、
国
文
研
の
方
々
の

御
努
力
を
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
昨
年
初
め
て
参
加
し
た
合
宿

で
は
、
苦
労
し
て
初
め
て
短
歌
を
つ
く
り
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
に
比

べ
、
短
歌
創
作
に
楽
し
み
、
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

合
宿
最
終
日
の
早
朝

誰
一
人
を
ら
ぬ
早
朝
の
広
場
に
て
鳴
く
鳥
の
声
す
が
し
く
聞
こ
ゆ

体
よ
り
み
な
ぎ
る
力
感
じ
つ
つ
い
ざ
我
ゆ
か
む
七
沢
を
た
つ

先
生

の
お
話

に

一
喝
さ
れ
た
思
い

（早
稲
田
大
学

社
会
科
学
　
一
年
　
中
島
淳
子
）

今
回
、
初
め
て
こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
非
常
に
大
切
な
こ
と
を
学
ば

せ
て
も
ら

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
も
新
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
た
と

い
う
の
で
は
な
く
、
今
ま
で
頭
で
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
実
感
と
し
て

心
に
迫

っ
て
き
た
の
で
す
。
と
い
う
よ
り
も
、
実
際
に
は
私
は
何
も
分

か

っ
て
い
な
か

っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
漸
く
気
付

い
た
の
で
す
。
き

っ
か
け
は
第
四
日
目
の
長
内
先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
ま
で
私
は
こ
の
合
宿
で
の
講
義
や
討
論
を
外
側
か
ら
眺
め
て
い
た

様
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
で
い
て
自
分
の
考
え
と
は
違
う
等
と
不
満
に

思

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
班
の
人
達
は
皆
心
が
優
し
く
て
い

い
人
だ

っ
た
し
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
気
分
の
ま
ま
で
は
帰
り
た
く

な
い
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
長
内
先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
て

一
喝

さ
れ
た
様
な
思
い
で
し
た
。
あ
あ
、
私
は
何
も
分
か

っ
て
い
な
か

っ
た

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
目
に
涙
を
浮
か
べ
て
真
剣
に
語
ら
れ
る
先
生
の

お
姿
と
言
葉
に
私
は
救
わ
れ
た
様
な
気
が
し
て
、
お
話
の
後
も
し
ば
ら

く
の
間
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
大
切
な
事
を
学
べ
ま
し

た
。
今
は
こ
の
合
宿
に
参
加
で
き
て
心
か
ら
良
か

っ
た
と
思
え
ま
す
。

全
て
の
人
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

長
内
先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
て

真
剣
に
語
ら
る
る
師
の
御
姿
に
ま
た
も
や
我
は
救
は
れ
て
を
り

日
本

は
世
界

一
！

と
、
言

え
る
よ
う
で
あ
り
た
い

（京
都
橘
女
子
大
学
　
文
　
一
一年
　
大
西
倫
代
）

今
、
心
か
ら
先
生
方
や
お
世
話
を
し
て
下
さ

っ
た
方

々
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
日
本
を
こ
ん
な
に
愛
し
て
大
切
に
し
て
い
る
人
達
に
出
合

っ

て
感
動
し
ま
し
た
。
今
ま
で
、
私
は
日
本
の
心
や
先
人
の
生
き
方
を
先

輩
方
に
教
え
て
も
ら

っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
こ
か
今
の
時
代
の
風
潮
と

は
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
、
た
め
ら
い
が
あ
り
ま
し
た
。

何
か
決
定
的
な
も
の
が
な
か

っ
た
の
で
す
。

で
も
、
こ
の
合
宿
で
先
生
方
の
自
信
に
満
ち
た
ご
態
度
や
、
お
話
し

の
一
つ
二
つ
を
聞
い
て
私
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
よ
う
な
気
分
に
な
り

ま
し
た
。
よ
か

っ
た
、
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
は
ま
だ
何
も
知
ら
な
い

か
ら
、
こ
の
勉
強
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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日
本
は
世
界

一
ノ
　
と
、
誰
に
で
も
言
え
る
よ
う
な
自
分
で
あ
り
た

い
で
す
。

ま
ご
こ
ろ
を
学
び
言
葉
の
尊
さ
を
は
じ
め
て
知
り
て
忘
れ
じ
と
思
ふ

一
番
心

に
残

っ
た

″
夜

の
集

い
″

（実
践
女
子
大
学
　
文
　
一二
年
　
大
越
淳
子
）

参
加
す
る
ま
で
、
見
知
ら
ぬ
人
達
と
の
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に

不
安
を
お
ぼ
え
て
い
た
の
で
す
が
、
不
安
は

一
日
目
の
夕
食
時
に
消
え

ま
し
た
。
素
敵
な
班
友
に
め
ぐ
ま
れ
て
毎
日
毎
日
楽
し
か

っ
た
で
す
。

御
講
話
を
お
聞
き
し
て
い
ろ
い
ろ
な
事
実
を
知
り
、
違

っ
た
角
度
で

歴
史
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
の

意
味
を
知

っ
て
深
く
感
動
し
ま
し
た
。
班
別
討
論
は
率
直
な
意
見
が
次

々
と
出
さ
れ
活
気
あ
ふ
れ
る
討
論
で
、
個
性
豊
か
な
意
見
に
は
驚
か
さ

れ
ま
し
た
が
、
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
ご
講
話
や
友
の
意
見
を

聞
く
た
び
に
、
勉
強
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。

一
番
心
に
残

っ
た

″夜
の
集
い
″
の
事
を
短
歌
に
し
て
み
ま
し
た
。

班
友
と
眠
い
目
こ
す
り
夜
更
け
ま
で
替
え
歌
振
付
け
思
案
し
に
け
り

リ
ハ
ー
サ
ル
を
繰
返
し
繰
返
し
す
る
う
ち
に
夜
の
集
ひ
の
時
は
迫
り
ぬ

お
互
ひ
の
姿
見
合
ひ
て
笑
ひ
合
ふ
顔
に
は
黒
線
腰
に
紙
み
の

発
表
の
時
の
迫
り
て
思
は
ず
も
控
へ
室
に
て
手
を
握
り
あ
ふ

日
の
本
に
生
れ
し
喜
び
か
み
し
め
て
学
び
の
道
を
求
め
む
と
思
ふ

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
２７

「班別短歌相互批評」。班友はどのやうな感動を詠まうとしたのか,その思ひを偲ぶ。心
が交ひ合ふ素晴らしい時である。

―- 85 -―



友
達

の
気
持
ち
を
理
解
し
た
い
、

自
分

の
気
持
ち
を
伝
え
た
い（九

州
大
学
　
法
　
一
年
　
有
馬
陽
子
）

合
宿
に
参
加
し
て
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
、
初
め
て
会

っ
た
班
員

の
人
た
ち
と
す
ぐ
に
う
ち
と
け
、
仲
良
く
な
れ
た
こ
と
で
す
。　
一
緒
に

学
び
、　
一
緒
に
遊
び
、　
一
緒
に
生
活
し
て
こ
れ
ほ
ど
楽
し
い
と
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
な
ん
て
思

っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

班
別
討
論
で
私
は
で
き
る
だ
け
自
分
の
意
見
を
言
う
よ
う
に
し
よ
う

と
思
い
、
そ
の
よ
う
に
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
最
初
は

″積
極
的
に

な
ら
な
け
れ
ば
″
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
皆
に
聞
い
て

も
ら
い
た
い
、
解

っ
て
も
ら
い
た
い
、
そ
し
て
皆
の
意
見
を
聞
き
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
言
い
た
い
事
、

伝
え
た
い
事
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
、
言
葉
を
尽
し
て
も
空
廻
り
し
て

い
る
よ
う
で
悲
し
く
な
る
こ
と
が
幾
度
も
あ
り
ま
し
た
。
友
達
の
話
を

聞
き
た
い
、
気
持
ち
を
理
解
し
た
い
、
そ
し
て
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

た
い
、
と
こ
れ
程
願

っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

合
宿
は
数
多
の
人
の
み
こ
こ
ろ
に
支

へ
ら
れ
し
を
忘
れ
じ
と
思
ふ

一
番
大
き
な
宝
物
、
友
達
を
い
た
だ
い
た

（呉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
　
作
業
療
法
　
一
年
　
長
谷
川
雅
代
）

私
は
本
当
に
班
員
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
十
日
の
夜
の

集
い
で
二
十
三
班
は
、
「
ハ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
」
を
歌

っ
て
お
ど
っ
た

の

で
す
が
、
前
日
に
い
き
な
り
決
め
て
や
っ
た
こ
と
な
の
で
、
本
番
で
少

し
と
ち

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
結
果
よ
り
も
準
備
の
過
程
が

大
切
な
の
で
す
。
紙
、　
ハ
サ
ミ
、
の
り
な
ど
を
事
務
の
人
に
借
り
て
、

ほ
ん
の
少
し
の
時
間
を
利
用
し
て
、

レ
イ
や
冠
を
作
り
ま
し
た
。
歌
、

お
ど
り
は
、
夜
中

一
時
半
く
ら
い
ま
で
か
か
っ
て
覚
え
ま
し
た
。
そ
の

時
班
員

一
人

一
人
が
ど
ん
な
に
協
力
し
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
か

い
が
あ

っ
て
か
、
集
い
の
後
Ａ
棟
に
帰

っ
て
み
ん
な
の
前
で
も
う

一
度

お
ど

っ
た
ら
、
結
構
喜
ん
で
も
ら

っ
て
本
当
に
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
合
宿
に
来
て
、　
一
番
大
き
な
宝
物
と
し
て
友
達
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。　
一
生
の
宝
物
で
す
。

合
宿
で
得
た
た
く
さ
ん
の
友
達
と
ま
た
会
は
う
ね
と
約
束
交
は
す

合
宿

で
学
ん
だ
こ
と
を
、
生
か
し
た
い

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
山
内
泰
子
）

短
い
期
間
に
、
こ
ん
な
に
実
の
あ
る
こ
と
を
学
べ
て
嬉
し
い
限
り
で

す
。
班
員
の
方
々
に
は
、
年
齢
の
分
け
隔
て
な
く
仲
良
く
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。　
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
子
供
心
に
か
え
っ
て
わ
ん
ば
く
公
園
で
遊

ん
だ
り
、
夜
の
集
い
の
出
し
物
で
、　
ハ
メ
ハ
メ
ハ
大
王
の
ダ
ン
ス
を
し

た
り
、
楽
し
く
て
合
宿
に
来
る
前
の
不
安
な
ど
な
く
な
り
ま
し
た
。
短

歌
は
鑑
賞
す
る
だ
け
の
方
が
良
い
と
、
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。

班
付
き
の
先
生
、
班
長
さ
ん
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

言
葉
に
詰

っ
た
時
、
上
手
に
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
人
柄
は
顔
に

あ
ら
わ
れ
る
と
い
い
ま
す
が
、
先
生
の
人
柄
が
よ
く
に
じ
み
出
て
い
ま

し
た
。
私
た
ち
も
そ
う
な
る
よ
う
に
、
こ
の
合
宿
で
学
ん
だ
事
を
、
今

後
に
上
手
に
生
か
せ
た
ら
幸
で
す
。
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楽
し
く
て
あ
つ
と
い
ふ
間
の
五
日
間
再
会
の
思
ひ
胸
に
あ
ふ
れ
て

こ
の
合
宿

を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し

い

（帝
京
平
成
短
期
大
学
　
看
護
　
一
年
　
山
本
し
づ
子
）

四
泊
五
日
、
と
て
も
楽
し
く
て
少
し
だ
け
頭
が
よ
く
な

っ
た
よ
う
な

気
に
な
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
講
義
を
聞
い
て
、
途
中

つ
か
れ
て
ち

ょ
っ
と
寝
て
し
ま

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
け
ど
、
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、

「
自
ら
の
誇
り
を
失

っ
て
し
ま

っ
た
者
は
相
手
の
誤
り
も

わ

か

ら

な

い
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
他
に
も
た
く
さ
ん
、
興
味
を
ひ
く
話
が
あ

っ
た
け
ど
、
そ
う
い
う
話
を
聞
い
て
、
自
分
な
り
に
い
ろ
ん
な
事
を
感

じ
た
り
、
考
え
た
り
で
き
た
事
が
、
こ
の
合
宿
で
私
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
私
は
す
ご
く
班
員
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
班
付
き
の
先
生
、

班
長
さ
ん
、
班
員
全
員
が
、
み
ん
な
の
事
を
考
え
て
く
れ
る
人
達
で
木

当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
参
加
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
合
宿
を
ず
う
―
っ
と
続
け
て
い

っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

飾
ら
ず
に
素
直
に
話
し
た
友
達
と
別
れ
る
時
は
と
て
も
寂
し
い

も

っ
と
心
を
鍛
え
て
い
き
た

い

（神
奈
川
県
川
崎
市
立
久
末
小
学
校
　
江
崎
圭
伊
子
　
２６
歳
）

本
当
に
心
が
素
直
に
、
の
び
や
か
に
、
生
き
生
き
と
な

っ
た
の
を
感

じ
ま
す
。
そ
し
て
、
も

っ
と
自
分
の
心
を
鍛
え
働
か
せ
て
人
の
心
が
わ

か
る
よ
う
に
、
子
ど
も
ら
と
と
も
に
培

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
、
「
き
び
し
さ
」
と

「
親
身
さ
」
を

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
２８

「若き友らへ語りかける言葉―今私達の最も心すべきこと一」と題された国民文化研究

会事務局長。長内俊平先生の御講話で聖徳太子の「少欲知足にして世法を捨てず」といぶ

御言葉を紹介され,「人間の幸せは,人が慎しみの心を取戻すことから,始 まるのです」

と語られた。
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も

っ
て
全
力
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
け
る
教
師
に
な
り
た
い
と
思

い
ま

し

た
０
そ
の
こ
と
を
話
し
た
時
、
小
柳
先
生
か
ら

「
自
分
な
り
の
や
り
方

で
い
い
の
だ
よ
」
と
い
わ
れ
、
少
し
ほ
っ
と
し
ま
し
た
が
、
も

っ
と
心

を
働
か
せ
て
い
か
ね
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

長
内
先
生
が
最
後
に

「
そ
れ
で
も
自
分
は
日
本
を
信
じ
て
い
ま
す
」

と
い
わ
れ
た
お
言
葉
が
、
広
瀬
先
生
は
じ
め
先
生
方
の
お
姿
と
と
も
に

思
い
起
さ
れ
ま
す
。
人
の
気
持
ち
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
て
き
た
世
の
中

で
、
こ
の
体
験
を
も
と
に
心
を
鍛
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
体
感
想
自
由
発
表

″な
だ
し
お
〃
の
苦
し
み
こ
え
て
も
う
迷
は
な
い
と
語
る
を
聞
き
て
胸
あ
つ
く
な
り
ぬ

日
本
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
と
力
強
く
語
り
た
ま
ひ
ぬ
防
大
生
君
は

真

の
生
き
方
を
見

つ
め
さ
せ
ら
れ
た（無

職
　
下
田
和
子
　
２３
歳
）

小
野
先
生
は
、
現
代
は

「
勇
気
」
の
欠
落
し
た
教
育
が
行
わ
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
正
し
い
こ
と
を
正
し
い
」
「
ゆ
る
せ
な
い
も
の

は
ゆ
る
せ
な
い
」
と
勇
気
を
も

っ
て
言
う
こ
と
が
本
当
に
大
切
だ
と
思

い
ま
し
た
。
長
内
先
生
は
、
「
日
本
人
は
、
自
然
を
愛
し
、
生
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
心
情
を
も
つ
、

つ
つ
ま
し
や
か
な
民
族
で
あ
り
、
そ
れ
は

私
達

一
人

一
人
の
血
潮
の
中
に
流
れ
て
い
る
心
で
あ
る
。
日
本
人
の
そ

の
よ
う
な
美
し
い
心
が
よ
な
が
え
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
お
言
葉
を
深
く
心
に
刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
も
す
れ

ば
心
が
固
く
と
ざ
さ
れ
、
散
漫
に
な

っ
て
し
ま
い
が
ち
な
自
分
の
心
か

ら
、
「
少
欲
知
足
」
の
心
を
よ
な
が
え
ら
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し

た
。
よ
り
人
間
ら
し
く
心
を
直
く

ひ
ろ
や
か
に
生
き
る
と

い
う
こ
と
、

人
と
心
を
通

い
合
わ
せ
て
生
き
る

こ
と
、
真
の
生
き
方
を
、　
ハ
ッ
と
見

つ
め
さ
せ
ら
れ
た
思
い
で
す
。

長
内
先
生
の
御
講
義
を
聞
き
て

お
ぼ
ろ
月
夜
し
み
じ
み
歌
ふ
先
生
の
御
声
胸
内
に
し
み
入
り
て
来
ぬ

先
生
方
の
純
粋
な
姿
に
心
を
う
た
れ
た

（
早
稲
田
大
学
　
教
　
一二
年
　
今
林
史
枝
）

私
は
今
、
国
文
研
の
方
々
の
あ
ま
り
に
も
純
粋
な
姿
に
心
を
う
た
れ

て
い
ま
す
。
友
と
語
る
と
き
、
国
を
語
る
と
き
、
そ
の
表
情
は
ま
る
で

純
真
な
少
年
少
女
の
よ
う
に
か
が
や
き
、
そ
し
て
そ
の
お
話
を
頭
で
は

な
く
、
心
で
う
け
と
め
よ
う
と
し
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
ま
す
。
そ
れ

は
皆
さ
ん
が
、
自
分
が
信
じ
愛
す
る
も
の
を
、
自
分
の
言
葉
で
語

っ
て

お
ら
れ
る
か
ら
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
が
、
ご
自
分
に
と
ら
れ
て
は
子
供
や
孫
く
ら
い
に
も
あ
た
る

私
た
ち
の
前
で
、
正
座
さ
れ
、
敬
語
を
使
わ
れ
る
時
、
私
は
な
ぜ
か
涙

が
で
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
謙
虚
な
姿
勢
で
の
ぞ
ま
れ

る
の
か
。
う
ま
く
書
け
ま
せ
ん
が
、
そ
の
尊
さ
に
只
、
胸

う

た
れ

ま

す
。
そ
れ
は
年
齢
を
こ
え
て
対
等
に
接
し
て
下
さ
る
こ
と

へ
の
感
謝
以

上
の
気
持
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
そ
の
思
い
も
、
合
宿
が
お
わ
り
、
日
々
の
生
活
に
お
わ
れ
る
よ
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う
に
な
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
忘
れ
て
し

ま
い
た
く
は
な
い
。
少
し
で
も

い
い
か
ら
自
分
自
身
と
対

話

し

な

が

ら
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
お
く

っ
て
い
く

つ
も
り
で
す
。

皆
の
顔
心
に
と
め
て
帰
ら
む
と
一
人
一
人
を
み
つ
め
ゆ
き
け
り

当

り
前

の
こ
と
を
言

っ
て
い
る
と
思

っ
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
四
年
　
伊
東
亜
希
子
）

こ
の
合
宿
に
参
加
す
る
た
め
に
数
多
く
の
方
が
い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
想
い
を
も

っ
て
や

っ
て
き
た
と
思
う
。
初
め
て
参
加
し
た

人
は
疑
間
で
い
っ
ば
い
だ

っ
た
だ
ろ
う
し
、
経
験
の
あ
る
人
は
良
い
話

を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
期
待
で
い
っ
ば
い
だ

っ
た
と
思
う
。
私
は
前
者

の
方
で
、
八
王
子
駅
を
出
発
し
て
こ
こ
ま
で
の
道
の
り
を
、
あ
の
福
元

君
と
い
っ
し
ょ
に
や

っ
て
来
て
、
そ
の
間
中
二
人
し
て
昨
年
の
合
宿
の

話
を
も
と
に
い
ろ
い
ろ
な
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
た
。
み
ん
な
も
そ

う
だ

っ
た
と
思
う
。

私
は
途
中
で
投
げ
だ
し
た
く
な
る
く
ら
い
つ
ら
い
も
の
だ
と
思

っ
て

い
た
。
本
当
は
つ
ら
か

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ
を
カ
バ
ー

で
き
る
く
ら
い
先
生
や
班
員
ら
が
や
さ
し
か

っ
た
ん
だ
な
あ
と
思
う
。

班
別
討
論
で
は
い
ろ
ん
な
意
見
が
次
々
と
出
さ
れ
て
、
話
し
合

っ
た
こ

と
は
忘
れ
な
い
と
思
う
。

講
義
や
先
生
の
話
は
人
が
生
き
て
い
く
上
で
当
た
り
前
の
事
を
言

っ

て
い
た
と
思
う
。
当
り
前
の
事
を
当
た
り
前
と
言
え
な
い
っ
て
何
な
ん

だ
ろ
う
と
あ
ら
た
め
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

っ
た
。

次
々
と
困
難
な
事
起
く
れ
ど
も
恩
師
の
顔
を
見
て
安
心
す

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
２９

「夜の集ひ」。四日間の緊張もはぐれ,楽 しい演出に盛んに歓声が上がる。
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合
宿
が
始

ま
る
前
ま
で
は
不
安

で
し
た

（武
蔵
野
美
術
大
学
短
期
　
デ
ザ
イ
ン
　
一
年
　
岩
越
由
美
子
）

私
は
こ
の
合
宿
に
は
お
じ
に
紹
介
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
合
宿
が
始
ま

る
前
ま
で
は
、
人
の
前
で
自
分
の
考
え
を
語
る
事
な
ど
経
験
し
て
い
な

く
て
、
言
葉
で
人
に
何
か
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
苦
手
意
識
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
講
義
の
内
容
も
難
し
そ
う
だ

っ
た
の
で
私
に
は
理
解
し

き
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
す
ご
く
不
安
で
、
行
き
の
バ
ス
に

乗

っ
て
も
出
来
る
事
な
ら
帰

っ
て
し
ま
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

実
際
、
こ
の
合
宿
を

一
日

一
日
と
過
ご
し
て
き
て
、
講
義
も
難
し
く

て
、
普
段
使

っ
て
い
な
い
脳
死
状
態
の
頭
を
久
々
に
使

っ
た
も
の
だ
か

ら
頭
の
中
は
パ

ニ
ッ
ク
状
態
で
、
ぎ
し
ぎ
し
と
き
し
ん
で
い
る
よ
う
で

頭
が
痛
く
な
り
ま
し
た
。
班
討
で
も
な
か
な
か
自
分
の
考
え
を
上
手
に

言
葉
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
い
ら
い
ら
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か

っ
た
で
す
。

で
も
こ
の
夏
合
宿
に
参
加
し
て
、
自
分
に
は
っ
き
り
と
し
た
意
見
を

持

つ
こ
と
と
か
、
又
、
講
義
を
聞
い
て
こ
ん
な
こ
と
が
分
か
っ
た
と
か

を
言
葉
に
出
し
て
表
す
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ
ど
、
何
か
す
ご
く
プ
ラ

ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
合
宿
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
心
身
と
も
に

み
が
い
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

伝
統

の
す
ば

ら
し
さ
を
実
感

し
ま
し
た

（立
正
大
学
　
法
　
一
年
　
岡
本
美
栄
子
）

友
人
に
勧
め
ら
れ
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
何
も
知
ら
ず

に
こ
の
合
宿
に
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
日
程
表
を
見
て
、
国
旗
掲
揚
と

か
慰
霊
祭
施
行
と
か
の
行
事
が
あ

っ
た
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
右
翼
的

な
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
聖
徳
太
子
の
お
話
と

か
十
七
条
憲
法
と
か
は
と
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の
と
思
い
ま
し
た
が
、

ま
だ
二
日
目
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
そ
れ
を
ど
う
し
て
か
素
直
に
受
け
と
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
す

ば
ら
し
い
先
生
方
の
お
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
ど
う
し
て
な
の
か

自
分
で
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
、
古
き
日
本
の
伝
統
は
す
ば
ら

し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
班
別
討
論
で
は
、
自
分
の
意
見
を
全
然
言
え
ず
、
そ
ん
な
自
分

が
な
さ
け
な
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
意
見
を
ど
ん
ど
ん
言
え
る
班
員

達
を
見
て
、
こ
れ
か
ら

一
生
懸
命
努
力
を
し
て
、
何
で
も
自
分
の
意
見

が
は

っ
き
り
言
え
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
短
歌

批
評
の
時
は
、
皆
が
自
分
の
歌
の
よ
う
に
私
の
歌
を
考
え
訂
正
し
て
く

れ
た
の
で
と
て
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
班
員
の
方
々
、
星
野
先
生
、
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
作

っ
た
短
歌
が

す
ば
ら
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
き
班
友
と
別
れ
る
悲
し
み
よ
我
こ
の
思
ひ
忘
れ
ぬ
や
う
に

本
気
で
話
し
合
え
る
友
人
を
得
た

（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
　
文
　
一
年
　
安
東
国
子
）

小
さ
い
頃
か
ら
こ
の
合
宿
で
講
義
さ
れ
た
よ
う
な
話
は
聞
い
て
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
、　
一
般
に
世
間
で
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
反
対
を
聞
い
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て
驚
く
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
先
生
方
の
御
講
義
は
と
て

も
た
め
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
田
久
保
先
生
の
御

講
義
は
お
も
し
ろ
く
大
変
心
に
残
り
ま
し
た
。
日
本
人
は
自
分
の
国
の

こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
い
な
い
人
が
多
い
と
い
い
ま
す
が
、
何
故
そ
の

よ
う
な
風
潮
に
な

っ
た
の
か
不
思
議
に
思
う
の
と
同
時
に
悲
し
く
思
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
私
の
班
の
人
た
ち
は
真
剣
に
考
え
て
い
て
、
立
派

だ
な
あ
と
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
今
ま
で
日
本
の
将
来

や
歴
史
に
つ
い
て
本
気
で
話
し
合
え
る
人
が
あ
ま
り
周
り
に
い
な
か

っ

た
か
ら
で
す
。
班
別
討
論
な
ん
て
最
初
は
い
や
だ

っ
た
け
れ
ど
、
回
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
、
自
分
で
も
活
発
に
意
見
が
言
え
る
よ
う
に
な

っ
て

大
変
良
か
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
班
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
し

っ
か
り
と
し
た
自
分
の
意
見
を
も
ち
、
本
気
で
話
し
合
え
る
な
ん
て
他

で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
合
宿
で
得
た
も

の
は
、
先
生
方
の
御
講
義
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
友
人
を

つ
く
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

参
加
し
て
仲
良
く
な
り
し
班
友
と
過
ご
せ
し
日
々
の
思
ひ
出
さ
る
る

自
然

に
想

い
を
言
葉

に
出

せ
た

（九
州
女
子
大
学
　
文
　
一一年
　
小
島
ま
ゆ
み
）

合
宿
の
お
話
し
を
山
田
先
生
か
ら
お
聞
き
し
た
の
は
、
た
し
か
六
月

頃
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
勉
強
に
対
す
る
意
欲
も
中
だ
る
み
で
、
し
か

も
あ
と

一
カ
月
で
夏
休
み
と
い
う
時
期
。
今
ま
で
自
分
が
や

っ
て
き
た

事
を
振
り
返

っ
て
み
て
も
、
何
か

「
こ
れ
は
や

っ
た
」
と
堂

々
と
言
え

る
も
の
が
何
も
な
い
事
に
気
付
い
て
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
た
だ
単
調
な

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
３０

班別,大学別,地区別に思ひ思ひの出し物が登場し,集ひの雰囲気を盛り上げる。
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毎
日
を
送
り
、
そ
の
日
常
生
活
の
中
で
流
さ
れ
て
し
ま

っ
て
は
い
な
い

か
、
感
動
で
き
る
も
の
で
も
見
逃
が
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。

バ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
真
剣
に
、
人
生
と

か
、
社
会
と
か
、
日
本
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
友
達
と
語
り
合

っ
た
こ

と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
こ
の
合
宿
は
全
く
重

苦

し
く

な

く
、
自
然
に
自
分
の
考
え
や
思
い
を
言
葉
に
出
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

つ
た
な
い
言
葉
で
も

一
生
懸
命
に
聞
い
て
下
さ
り
、
ご
意
見
を
下
さ
る

先
生
方
に
は
感
謝
の
言
葉
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

班
友
に
も
と
て
も
恵
ま
れ
、
自
分
と
は
違

っ
た
分
野
を
勉
強
し
て
い

る
友
と
の
話
は
刺
激
に
な
り
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
こ
の
合
宿
を
続
け
て
い
く
の
は
と
て
も
大
変
な
こ
と
だ

と
思
う
け
れ
ど
い
つ
ま
で
も
続
い
て
は
し
い
と
思
い
ま
す
。

班
友
の
和
歌
相
互
批
評
し
前
よ
り
も
良
い
も
の
が
で
き
み
な
で
喜
ぶ

七
沢
の
空
染
み
あ
ぐ
る
夕
焼
け
に
吾
を
は
げ
ま
せ
し
君
想
ふ
ら
む

伝
え
ず

ん
ば
や
ま
な

い
気
持
ち
を
受
け
と
め
た

い

（熊
本
大
学
　
文
　
一一年
　
延
塚
恭
子
）

合
宿
中
、
何
度
も
知
識
の
無
意
味
さ
、
感
得
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
班
別
討
論
の
際
に
、
頭
だ
け
は
た
ら

か
せ
て
、
こ
と
ば
に
心
が
つ
い
て
い
っ
て
い
な
い
自
分
に
気
づ
き
ま
し

た
。
そ
の
と
き
は
も
う
や
り
き
れ
な
い
思
い
に
陥

っ
て
し

ま

い
ま

し

た
。け

れ
ど
も
班
別
討
論
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
面
白
く
な

っ
て
い
き
ま

し
た
。
最
初
は
皆
、
自
分
の
意
見
を
言
い

っ
放
し
だ

っ
た
の
が
、
だ
ん

だ
ん
班
友
ひ
と
り
ひ
と
り
に
向
か

っ
て
語
り
か
け
る
よ
う
に
な
る
の
が

分
か
り
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
、
自
分
の
思

っ
て
い
る
こ
と
が
う
ま

く
通
じ
な
く
て
、
ま
た
班
友
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
ら
な
く
て
不
安
な

気
持
ち
に
な

っ
て
い
た
の
で
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

い
ま
周
囲
に
は
、
合
宿
で
心
洗
わ
れ
て
素
直
な
気
持
ち
に
な
れ
た
友

達
が
た
く
さ
ん
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で
ひ
と
り
私
は
、
自
分
を
見

失

っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
明
る

く
受
け
取
め
ら
れ
る
の
が
不
思
議
で
す
。
先
生
方
の
伝
え
ず

ん
ば
や
ま

な
い
気
持
ち
を
受
け
と
め
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
が
少
し
く
や
し

い
で
す
。
こ
の
合
宿
を
契
機
に
、
自
分
を
常
に
励
ま
し
て
い
き
ま
す
。

和
歌
相
互
批
評
に
て

頭
寄
せ
班
友
の
心
根
お
し
は
か
り
和
歌
を
直
せ
る
姿
う
つ
く
し

Ｔ
拝
爆
‐―嘘
生「

自
分

の
心
を
開

い
て
語
り
合
う

こ
と
は
素
晴
ら
し

い

（
玉
川
大
学
　
文
　
一
年
　
公
文
真
規
子
）

「有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
ま
ず
、
私
は
こ
の
合
宿
を
勧
め
て
く

れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
は
じ
め
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
父
母
に
声
を
大
に

し
て
言
い
た
い
で
す
。
本
当
の
事
を
言
う
と
こ
の
合
宿
に
は
参
加
し
た

く
な
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
合
宿
の
内
容
が
と
て
も
真
面

目
く
さ
く
て
雰
囲
気
も
暗
い
よ
う
で
、
楽
し
そ
う
な
合
宿
と
は
と
て
も

―- 92 -―



思
え
な
か

っ
た
か
ら
で
す
。
こ
ん
な
合
宿
に
行
く
ん
だ

っ
た
ら
、
友
達

と

一
緒
に
太
陽
の
下
で
こ
ん
が
り
焼
け
て
気
持
い
い
汗
を
流
し
な
が
ら

テ
ニ
ス
の
ラ
ケ
ッ
ト
を
振
り
回
し
て
い
る
方
が
ど
ん
な
に
楽
し
い
だ
ろ

う
か
と
さ
え
思
い
ま
し
た
。

で
も
、
日
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
班
別
討
論
な
ど
で
も
意
見
が
言
え

る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
合
宿
の
存
在
す
る
本
当
の
意
味
も
分
か
っ
て
き

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
自
分
の
心
を
開
い
て
、
表
も
裏
も
な
く
友

達
と
語
り
合
う
こ
と
、
寝
食
を
共
に
す
る
こ
と
、
た
ま
に
は
ふ
ざ
け
た

り
、
真
剣
に
相
談
し
た
り
、
と
て
も
素
晴
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
合
宿
に
参
加
し
た
か
ら
こ
そ
こ
う
い
っ
た
貴
重
な
体
験
が
で
き
た

の
で
す
。

班
の
友
人
は
も
ち
ろ
ん
、
す
ば
ら
し
い
人
達
と
出
会
え
て
本
当
に
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

最
終
日
思
ひ
出
い
つ
ば
い
胸
に
秘
め
か
ば
ん
引
き
ず
り
七
沢
を
た
つ

綺
麗
な
心
に
ふ
れ
た

（拓
殖
大
学
　
外
国
語
　
一
年
　
溝
田
智
子
）

今
の
自
分
の
気
持
を
ど
う
や

っ
て
書
い
た
ら
い
い
の
か
わ

か
ら

な

い
。
文
面
に
し
よ
う
と
す
る
と
綺
麗
な
こ
と
を
書
き
並
べ
自
分
に
嘘
を

つ
い
て
し
ま
い
そ
う
だ
し
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
こ
の
合
宿
の
た
め

に
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
い
る
人
た
ち
に
申
し
わ
け
な

く

な

っ
て
し
ま

，り
。話

を
聞
い
て
い
て
い
つ
も
思

っ
た
こ
と
は

「
こ
の
人
な
ん
て
綺
麗
な

心
を
持

っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
だ
。
熱

っ
ぼ
く
話
を
し
て

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
３‐

「合宿を顧みて」では国民文化研究会常務理事,い千代田コンサルタント代表取締役専

務 。上村和男氏が「合宿では,人の心を偲び,信 じ合ふことがいかに大切かを痛感された

でせう」と語られた。
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い
る
姿
に
全
然
嘘
が
な
い
と
い
う
か
、
内
か
ら
こ
み
あ
げ
る
力
み
た
い

の
が
私
の
心
に
ビ
シ
バ

シ
飛
ん
で
き
て
、
時

々
鳥
肌
が
立

っ
た
こ
と
も

あ

っ
た
。
私
は
今
の
こ
の
何
ん
と
も
言
え
な
い
気
持
ち
を
人
に
伝
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、
時
が
経
て
ば
素
直
に
言
え
る
か
も
し
れ
な

い
。み

ん
な
の
た
め
う
ら
で
働
く
人
た
ち
の
苦
労
を
知
つ
て
感
“謝
の
思
ひ
す

今
ま
で
の
固
定
観
念

を
変
え
て
行
き

た

い

（湘
北
短
期
大
学
　
商
経
　
一
年
　
山
口
美
佐
子
）

正
直
な
と
こ
ろ
日
程
表

の

「朝
の
集
い
」
「
慰
霊
祭
」
の
文
字

を

見

て
、
な
に
か
自
分
は
足
を
踏
み
入
れ
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
に
行
く
の

で
は
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
生
方
の
講
義
を
聴
き
、
班
別
討
論

を
し
て
い
く
う
ち
に
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
自
分
が
恥
ず
か
し

く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

確
か
に
、
講
義
の
内
容
を
十
分
把
握
で
き
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま

だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
。
け
れ
ど
先
生
方
が
何
を
い
お

う
と
し
て
い
る
の
か
自
分
な
り
に
つ
か
め
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
ま

で
の
固
定
観
念
を
少
し
ず

つ
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
、
又
変
え

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

良
き
友
に
恵
ま
れ
過
ぐ
る
あ
ひ
だ
に
も
我
が
身
と
心
あ
ら
は
れ
る
こ
こ
ち
す

考
え
方
、
も
の
の
見
方
が
変
わ

っ
た

（九
州
女
子
短
期
大
学
　
家
政
　
一
年
　
内
山
昇
子
）

今
ま
で
以
上
に
和
歌
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
明
治
天
皇

御
製
な
ど
の
秀
歌
を
学
ん
で
行
き
た
い
し
、
自
分
の
素
直
な
気
持
を
和

歌
に
託
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
よ
か

っ
た
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
大
学
の
方
に
会

え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
考
え
方
、
も
の
の
見
方
が
い
い
意
味
で
変

っ
た

よ
う
な
気
が
す
る
こ
と
で
す
。
相
手
の
立
場
に
た

っ
て
行

動

す

る

こ

と
、
相
手
と

一
体
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
と
思

う
け
ど
毎
日
心
掛
け
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

も
や
か
か
る
緑
の
深
き
奥
山
に
ひ
ぐ
ら
し
の
声
ひ
び
き
わ
た
る
も

友
の
歌
ふ
故
郷
の
う
た
耳
に
し
て
遠
き
故
郷
恋
し
く
思
ふ

日
本

の
こ
と
天
皇

の
こ
と
を
も

っ
と
知
り
た
い

（
山
口
県
立
衛
生
看
護
学
院
　
一
年
　
林
田
聖
美
）

最
初
、
こ
の
合
宿
は
右
翼
が
参
加
す
る
と
こ
ろ
だ
と
言
わ
れ
、
す
ご

く
抵
抗
が
あ

っ
た
が
、
今
で
は
も
う
そ
ん
な
こ
と
は
全
然
な
い
。
む
し

ろ
そ
ん
な
こ
と
を
言

っ
た
人
を
軽
蔑
す
る
く
ら
い
だ
。
世
の
中
に
は
い

ろ
ん
な
考
え
を
持
つ
人
が
い
て
、
そ
れ
を
自
分
の
中
に
受
け
入
れ
る
こ

と
が
で
き
な
い
ん
だ
と
思

っ
た
。
私
も
始
め
は
そ
う
だ

っ
た
が
、
で
も

講
義
を
聞
い
て
い
る
と
、
合
宿
に
参
加
す
る
こ
と
を
勧
め
て
下
さ

っ
た

宝
辺
先
生
と
同
じ
考
え
を
す
る
方
が
大
勢
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
高
校

時
代
に
も

っ
と
真
剣
に
先
生
の
話
を
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
い
う

気
持
ち
で

一
杯
に
な

っ
た
。
ま
だ
ま
だ
私
は
日
本
の
こ
と
天
皇
の
こ
と

を
知

っ
て
い
な
い
。
段
々
興
味
が
で
て
き
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
勉

強
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

廣
瀬
先
生
が
写
生
を
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
み
ん
な
で
見
に
行
き
て
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各々こみあげてくる思ひを率直に語つてくれた。
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す
ら
す
ら
と
短
歌
に
詠
ま
れ
し
景
色
描
ぐ
廣
瀬
先
生
恥
し
そ
う
に

自
分
に
自
信
が
持

て
た

（パ
ル
シ
ェ
商
事
　
奥
東
路
子
　
２４
歳
）

美
し
い
自
然
と
良
き
友
に
囲
ま
れ
て
過
ご
し
た
こ
の
四
日
間
は
、
私

に
と

っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
話
を
聞
き
討
論
す
る
の
は
、
理

性
を
持
つ
人
間
に
ふ
さ
わ
し
い
行
な
い
だ
と
思
い
ま
す
。
日
頃
、
本
や

テ
レ
ビ
を
見
て
疑
間
に
思
え
る
事
も
、
直
接
と
は
い
か
ぬ
ま
で
も
少
し

ず
つ
自
分
の
自
信
と
し
て
裏
打
ち
さ
れ
て
ゆ
く
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

軍
あ
ら
ば
国
守
る
気
は
持
ち
て
を
れ
ど
我
は
真
か
ら
平
和
が
い
と
し
い

事

（自
然
観
察
指
導
員
）
の
重
大
き
責
任
の
重
さ
を
今
更
な
が
ら
身
に

し
み
て
感
じ
て
い
ま
す
。
今
の
こ
の
気
持
を
継
続
し
な
け
れ
ば
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。

い
ざ
さ
ら
ば
共
に
学
び
し
友
み
な
へ
感
謝
の
思
ひ
い
か
に
伝
へ
む

「
ま
ご

こ
ろ
」

の
あ

る
教
育
を
進
め
て
い
き

た
い

（熊
本
県
葦
北
郡
芦
北
町
立
丸
米
小
学
校
　
蓑
田
誠
一　
３０
歳
）

四
泊
五
日
の
合
宿
を
終

へ
よ
う
と
す
る
今
、
心
地
よ
い
疲
労
感
と
自

分
の
進
む
べ
き
途
を
見
つ
け
た
安
堵
感
の
中
に
ひ
た
つ
て
ゐ
ま
す
。

思
ひ
き

つ
て
来
た
甲
斐
が
十
三
分

‐に
あ
り
ま
し
た
。
学
生
時
代
に
二

回
参
加
し
た
時
も
目
を
開
か
れ
る
思
ひ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
人
と

し
て
学
校
現
場
を
六
年
見
て
来
た
今
回
の
自
分
は

（
求
道
と
い
ふ
構

へ

が
あ
つ
た
）
ご
講
義
の
内
容
、
班
友
と
の
討
論
が
砂
に
し
み
入
る
水
の

如
く
、
何
の
抵
抗
も
な
く
心
に
入
つ
て
い
き
ま
し
た
。
進
む
べ
き
途
と

は
、
結
局
こ
れ
ま
で
自
分
な
り
に
や
つ
て
来
た
教
育
観
を
更
に
磨
き
、

自
信
と

「
ま
ご
こ
ろ
」
を
持
つ
て
進
め
て
ゆ
く
こ
と
だ
と
、
加
藤
先
生

に
教

へ
て
頂
き
ま
し
た
。
何
と
簡
単
な
身
近
か
な
と
こ
ろ
に
そ
れ
が
あ

る
の
を
、
自
分
は
気
付
か
な
か
つ
た
と
深
く
反
省
し
ま
し
た
。

次
代
の
日
本
、
世
界
を
背
負
ふ
子
供
達
を
育
く
む
職
責
を
十
分
自
覚

し
、
「
ま
ご
こ
ろ
」
の
あ
る
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

恩
師
白
濱
裕
先
生
の
御
歌
を
読
み
て

Ｗ
瀞
鏡
の
中
に
み
つ
け
し
師
の
歌
を
知
ら
ず
知
ら
す
に
読
み
返
す
我

師
の
歌
の
リ
ズ
ム
の
中
ゆ
浮
か
び
く
る
深
き
み
思
ひ
あ
り
が
た
き
か
な

が
ん
ば
れ
と
師
は
呼
び
か
く
る
負
け
ま
じ
と
我
も
ま
す
ら
を
力
湧
き
く
る

曰
¶
馴
∃

宿
題
が
沢
山
で
き
て
し
ま
っ
た

（厚
木
市
教
育
委
員
会
　
石
井
　
晃
　
３６
歳
）

ま
ず
、
班
長
を
は
じ
め
班
員
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い

ま

し

た
。
楽
し
く
そ
し
て
苦
し
い
四
泊
五
日
で
し
た
。
こ
ん
な
に
真
剣
に
、

ま
た
素
直
な
自
分
の
気
持
を
人
に
話
し
た
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
班
別
討
論
、
諸
先
輩
の
講
演
、
色

々
の
人
の
話
を
う
か
が
う

中
で
宿
題
が
沢
山
で
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
・

今
、
頭
が
混
乱
し
て
い
ま
す
。
時
間
を
か
け
整
理
を
し
、
じ
ら
く
り

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
子
供
達
に
も
の
を
教
え
る
立
場
に
い

ま
す
が
、
私
は
も
の
を
知
る
こ
と
の
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
仕
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自
分
が
成
長
し
た

（
日
本
植
生
輔
　
桑
元
　
明
　
２４
歳
）

合
宿
に
参
加
す
る
前
ま
で
は
、
会
社
の
命
令
と
い
う
事
も
あ
り
、
正

直
な
と
こ
ろ
イ
ヤ
イ
ヤ
出
席
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
講
義

や
班
別
討
論
が
進
む
に
つ
れ
、
班
友
の
性
格
も
合
宿
の
意
図
も
わ
か
り
、

少
し
ず

つ
話
が
で
き
毎
日
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
楽
し
く
な
る
と
、

講
義
や
班
別
討
論
も
楽
し
く
、
班
友
と
共
に
頑
張
る
事
が

出

来

ま

し

た
。講

義
の
内
容
は
知
識
の
乏
し
い
私
に
は
非
常
に
難
し
い
も
の
で
あ

っ

た
し
、
簡
単
に
理
解
で
き
る
様
な
も
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
が

い
か

に
勉
強
不
足
で
あ
る
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。
然
し
こ
の
合
宿
は
、
自
分

に
と

っ
て
動
機
付
け
の
勉
強
に
な

っ
た
と
確
信
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
の
見
方
が
変
る
の
で
は
な
い
か
、
自
分
が
成
長

し
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
気
さ
え
し
て
き
ま
し
た
。

朝
早
く
目
覚
め
て
交
は
す
お
は
や
う
の
明
る
き
声
に
笑
み
て
応
ふ
る

知
ら
ぬ
間
に
心
と
け
合
ふ
友
の
で
き
別
れ
て
も
な
ほ
離
れ
が
た
き
も

鬱
屈
し
て
い
た
も
の
が
吐
き
出
さ
れ
た

（
無
職
　
小
馬
谷
秀
吉
　
６５
歳
）

久
し
ぶ
り
に
充
実
し
た
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
義
内
容
は
勿
論
で
す
が
、
班
別
討
論
、
輸
読
な
ど
、
班
員
、
班
長

に
も
恵
ま
れ
、
四
泊
五
日
の
生
活
の
中
か
ら
得
ら
れ
た
も

の
も

含

め

て
、
最
近
の
世
相
の
中
で
鬱
屈
し
て
い
た
も
の
が
吐
き
出
さ
れ
る
よ
う

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
３３

全体感想発表の壇上で,参加学生の一人が自分で作詞・作曲をした「国文研のうた」
を歌つて披露した。(そ の歌譜のコピー)
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な
充
実
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

国
文
研
の
存
在

・
歴
史
的
経
緯
、
戦
時
下
、
戦
後
と
運
動
が
続
け
ら

れ
て
き
た
事
を
、
こ
の
年
齢
で
は
じ
め
て
知
り
幸
い
で
し
た
。

よ
き
環
境
で
の
教
室
で
あ
っ
た
事
も
幸
い
で
あ

っ
た
し
、
学
生
諸
君

の
率
直
な
行
動
を
拝
見
で
き
た
の
も
心
強
い
こ
と
で
し
た
。

ス
ム
ー
ス

に
運
営
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
も
感
謝
致
し
ま
す
。

学
び
に
は
遅
く
早
し
は
あ
ら
ぎ
る
と
六
十
五
歳
の
わ
れ
も
来
に
け
り

と
つ
と
つ
と
意
見
を
述
ぶ
る
我
な
る
に
耳
貸
し
く
れ
し
班
別
の
友

・

何
ん
で
も
語

り
合
え
た

（
亜
細
亜
学
園
　
佐
藤
貴
之
　
２５
歳
）

上
司
の

「
業
務
命
令
」
と
の
〓
〓口
で
参
加
し
、
私
自
身
の
意
志
で
来

た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
で
は
上
司
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

四
泊
五
日
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
何
ん
で
も
語
り
合
い
、
こ
の
合
宿
を
企

画
さ
れ
た
方
の
意
図
や
期
待
に
つ
い
て
は
十
分
理
解
し
、
体
得
で
き
た

も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

亜
細
亜
大
学
に
奉
職
す
る
自
分
と
し
て
は
学
生
と
の
交
流
も
目
的
の

一
つ
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
ご
く

一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
か

な
え
ら
れ
、
自
ら
の
仕
事
の
素
晴
し
さ
を
更
め
て
感
ず
る
事
が
で
き
ま

し
た
。

国
文
研
の
先
生
方
や
裏
方
の
ア
ル
バ
イ
ト
高
校
生
達
に
対
す
る
感
謝

の
念
は
言
葉
に
言
い
つ
く
せ
な
い
く
ら
い
で
す
。

葉
月
と
も
思
へ
ぬ
ほ
ど
の
涼
し
さ
に
し
み
入
る
ご
と
き
ひ
ぐ
ら
し
の
声

厳
し
さ
の
中
に
も
何
か
暖
か
さ
が
あ
る
合
宿
だ
っ
た

（
三
菱
電
機
　
工
藤
可
哉
　
３２
歳
）

長
い
様
で
短
か
か

っ
た
合
宿
、
様
々
な
職
業
の
人
達
の
班
で
、
雰
囲

気
も
大
変
打
ち
と
け
楽
し
く
過
す
事
が
で
き
た
。
班
別
討
論
で
は
ふ
だ

ん
話
す
こ
と
の
な
い
話
題
が
活
発
に
議
論
さ
れ
、
知
識
や
興
味
の
度
合

に
差
こ
そ
あ
れ
、　
一
つ
の
テ
ー
マ
を
議
論
す
る
事
の
重
要

性

を

感

じ

た
。
講
義
内
容
も
比
較
的
解
り
や
す
く
、
ご
高
齢
の
先
生
方
の
懸
命
な

ご
姿
勢
に
は
打
た
れ
る
も
の
が
あ

っ
た
。
教
育
の
前
線
で
闘

っ
て
お
ら

れ
る
教
師
の
方
々
の
努
力
に
も
頭
が
下

っ
た
。

防
衛
大
学
の
学
生
達

の
意
見
で
、
日
本
人
の
防
衛
に
関
す
る
認
識
の

浅
薄
さ
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
、
教
育
の
歪
が
、
こ
の

点
に
典
型
的
に
表
れ
て
い
る
と
思
い
、
こ
れ
を
正
さ
な
い
限
り
、
湾
岸

戦
争
の
よ
う
な
事
態
が
再
発
し
て
も
本
質
的
な
議
論
を
す
る
事
は
不
可

能
で
あ
る
と
思

っ
た
。
今
後
の
日
本
は
、
色

々
こ
の
種
の
問
題
が
起
き

る
で
あ
ろ
う
。
全
体
を
通
じ
、
厳
し
さ
の
中
に
も
何
か
暖
か
さ
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
合
宿
だ

っ
た
。

森
林
公
園
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て

山
路
き
て
み
ん
み
ん
蝉
の
声
聞
か
ば
我
が
故
郷
を
思
ひ
出
し
ぬ

人
と
人
と

の
出
会

の
素
晴
ら
し
さ
を
知

っ
た

（
日
本
植
生
輔
　
丹
　
明
博
　
３０
歳
）

本
合
宿
へ
の
参
加
は
会
社
の
命
令
で
あ
り
、
な
ん
と
も
言
い
難
い
気

持
で
参
加
し
ま
し
た
。
然
し
、
班
友
と
寝
起
き
を
共
に
し
、
語
り
合
う
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内
に
、
人
と
人
と
の
出
会
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
り
、

に
つ
れ
、
講
義
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
合
宿
が
深
ま
る

班
別
討
論
は
今
後
の
私
の
人
生
に
必
ず
役
立

つ
も
の

と
確
信
致
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
私
は
、
視
野
が
狭
く
、
周
囲
を
殆
ん
ど
見
て
い
な
か
っ

た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
は
、
本
合
宿
で
学
ん
だ
事
を
基
に
取
り
組
ん
で

ゆ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

最
後
に
、
良
き
班
長
と
班
友
に
め
ぐ
り
会
え
た
こ
Ｌ
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
い
つ
の
日
か
ま
た
再
会
で
き
る
こ
と
を
心
に
思
い
、
七
沢
を

去
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

七
沢
の
コ
ナ
ラ
林
の
こ
も
れ
陽
の
や
さ
し
く
そ
そ
ぐ
夏
昼
下
り

自
ら
鍛
錬

す

る
以
外

に
な

、（航
空
自
衛
隊

吉
田
　
孝
　
４９
歳
）

初
め
て
の
参
加
で
不
安
と
期
待
の
複
雑
な
気
持
で
あ

っ
た
が
、
日
程

表
を
見
る
と
盛
り
沢
山
の
講
義
時
間
等
余
裕
も
な
く
、
主
催
者
側
の
一

方
的
教
育
か
と
疑
間
を
感
じ
た
が
、

一
日
二
日
と
過
ぎ
ゆ
く
間
に
、
そ

の
偏
見
の
間
違
い
に
気
付
き
恥
し
く
思

っ
た
。

当
教
室
で
得
た
事
は
数
知
れ
な
い
。
知
識
、
精
神
、
思
い
や
り
、
友

情
な
ど
、
私
の
財
産
に
な

っ
た
と
思

っ
て
い
る
。
問
題
は
、
こ
の
状
態

が
日
常
生
活
を
送
る
中
で
消
滅
し
や
し
な
い
か
と
い
う
事
で
あ
る
。

自
ら
鍛
錬
す
る
以
外
に
な
い
と
思
う
。
年
齢
的
に
も
可
能
で
あ
ろ
う

か
ら
、
来
年
の
三
十
七
回
ま
で
頑
張

っ
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
る
。

自
然
観
察
指
導
員
石
井
氏
、
班
友
と
山
歩
き
し
て

草
や
木
の
自
然
観
察
山
歩
き
顔
赤
ら
め
る
名
前
の
あ
り
き

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
３４

閉会式で学生を代表して挨拶をする千葉大学四年の中富仁君。「一回りも二回りも大き
くなつて,こ の合宿教室で出会つた友と再会できるやう,お互ひに研鑽を積んでいきませ
う」と語りかけた。
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日
Ⅲ
幽
ロ

求

め
る
も

の
に
出
合
う

こ
と
が
で
き

た

（輔
ピ
コ
イ
　
本
里
福
治
　
４６
歳
）

「
あ

っ
」
と
い
う
間
に
時
が
過
ぎ
た
気
が
す
る
。
日
ご
ろ
は
仕
事
に

追
わ
れ
、
人
生
を
ふ
り
返

っ
た
り
、
考
え
を
煮

つ
め
た
り
す
る
間
も
な

い
日
々
の
連
続
で
あ
る
私
に
と

っ
て
、
こ
の
五
日
間
は
今
ま
で
の
人
生

四
十
六
年
の
う
ち
の
特
別
な
五
日
間
で
あ

っ
た
。

「
全
体
感
想
自
由
発
表
」
の
時
、
最
後
に
発
表
さ
れ
た
熊
本
の
先
生

と
同
じ
く
、
日
ご
ろ

「
何
か
お
か
し
い
」
と
感
じ
て
い
る
事
柄
が

一
つ

一
つ
解
き
明
か
さ
れ
て
ゆ
く
事
は
苦
し
く
も
楽
し
い

「
カ
ル
チ
ャ
ー
シ

ョ
ッ
ク
」
で
あ

っ
た
。

参
加
さ
れ
て
い
た
大
学
生
諸
君
と
同
じ
年
齢
の
こ
ろ
、
私
も
道
を
求

め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会

い
、

セ
ミヽ
ナ
ー
に
参
加
し
続
け
て
い
た
が

私
の
求
め
る
師
に
は
出
会
え
な
か

っ
た
。
そ
の
後
、
二
十
年
に
し
て
、

や

っ
と
求
め
る
も
の
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。

慰
霊
祭
に
て

海
ゆ
か
ば
を
心
の
底
か
ら
歌
ひ
け
り
逝
き
に
し
人
を
し
の
び
ま
つ
り
て

和
歌

の
心
が
未
来
を
開
く

（地
球
防
衛
協
会
　
大
森
覚
道
　
６９
歳
）

合
宿
の
意
見
発
表
で
自
ら
進
ん
で
積
極
的
に
発
言
す
る
学
生
の
行
動

力
を
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

二
十

一
世
紀
は
心
の
時
代
と
言
は
れ
る
が
、
人
の
心
を
思
ひ
や
る
敷

島
の
道
、
和
歌
の
心
が
未
来
を
開
く
と
思
ひ
ま
す
。
此
の
度
、
否
応
無

し
に
創
作
さ
せ
ら
れ
た
事
は
尊
い
体
験
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

一
日
一
首

づ
つ
詠
ん
で
見
度
い
と
思
ひ
ま
す
。

「
い
く
そ
度
か
き
に
ご
し
て
も
澄
み
か
へ
る
水
や
御
国
の
姿
な
る
ら
む
」

日
本
は
こ
れ
か
ら
自
然
を
尊
び
自
然
と
共
に
生
き
る
本
来
の
日
本
の

姿
に
立
帰
る
で
あ
ら
う
、
そ
の
大
き
な
流
れ
の
一
つ
が
こ
の
合
宿
の
意

義
で
あ
る
と
思
ふ
。

日
の
本
の
国
の
尊
さ
学
び
得
て
勇
気
湧
け
り
と
聞
く
は
嬉
し
き

御
講
義
を
実
社
会
に
活
用
し
た
い

（宗
教
法
人
乃
木
神
社
　
松
吉
宣
和
　
５．
歳
）

一
般
社
会
人
、
学
生
と
の
合
同
研
修
は
初
め
て
で
大
変
に
不
安
で
し

た
。私

達
の
班
は
二
十
代
、
三
十
代
、
四
十
代
、
五
十
代
、
六
十
代
と
、

そ
れ
ぞ
れ
生
活
体
験
が
全
く
異
な

っ
た
人
達
の
班
で
班
別
討
論
に
お
い

て
は
意
見
が
種
々
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
自
分
の
思

っ
た
事
、
感

じ
た
事
を
各
人
が
発
表
し
、
大
変
に
充
実
し
た
班
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
く
ま
で
も
学
生
、
社
会
人
と
の
合
同
合
宿
の
場
で
あ
る
と
い

う
事
を
認
識
し
行
動
し
ま
し
た
。
学
生
は
学
生
と
し
て
の
若
さ
と
行
動

力
を
、
社
会
人
は
社
会
人
と
し
て
の
誠
実
な
心
と
行
動
を
、
参
加
者
の

一
人

一
人
が
自
覚
す
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。

諸
先
生
方
の
御
講
義
を
更
に
復
習
し
、
実
社
会
に
活
用
で
き
れ
ば
と
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胸
い
っ
ば
い
の
希
望
で
ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。

か
が
り
火
の
と
も
る
が
麟
は
し
づ
ま
り
て
響
曜
か
か
り
か
う
べ
た
れ
け
り

日
本
の
心
を
深
め
て
い
き
た
い

（厚
木
市
役
所
　
山
口
光
男
　
４３
歳
）

七
沢
に
集
い
、
知
ら
な
い
者
同
士
が
寝
食
を
共
に
し
て
、
各
先
生
方

の
日
本
の
文
化
や
歴
史
、
親
の
役
割
や
豊
か
な
心
に
つ
い
て
の
御
講
義

を
拝
聴
し
、
班
別
で
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
を
輪
読
し
た
。
素
直
な

気
持
で
相
手
の
意
見
を
聞
き
、
み
ん
な
で
考
え
る
と
い
う
今
ま
で
に
な

い
素
晴
し
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
れ
か
ら
は
普
段
、
漠
然
と
考
え
て
い
た
昔
か
ら
の
伝
統
文
化
や
日

本
人
と
し
て
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
し

っ
か
り
と
考
え
、
更

に
日
本
の
心
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

夜
の
集
ひ
に
て

気
合
こ
も
る
友
の
燕
飛
の
す
ば
ら
し
さ
我
も
ま
け
じ
と
け
い
こ
に
は
げ
ま
ん

日
本

の
常
識
を
身

に

つ
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
る

（出
光
興
産
い
　
広
島
秀
明
　
３５
歳
）

合
宿
で
学
ん
だ
こ
と
は
日
本
の
常
識
で
あ
る
。
天
皇
に
対
す
る
お
も

い
、
歴
史
、
君
が
代
、
日
の
丸
等
、
日
本
人
と
し
て
当
然
身
に
つ
い
て

い
る
べ
き
こ
と
が
如
何
に
身
に
つ
い
て
い
な
い
か
が
良
く
分
か

っ
た
。

こ
れ
を
如
何
に
広
く
世
間
の
人
に
分
か
っ
て
も
ら
う
か
が
私
達
の
責
務

だ
と
思
う
。
現
在
の
世
の
中
は
こ
の

「
日
本
の
常
識
」
に
つ
い
て
は
全

く
と
い
っ
て
い
い
程
無
関
心
で
あ
る
。
拒
否
感
す
ら
あ
る
。
こ
の
様
な

カ
メ
ラ

・
レ
ポ
‥
卜
３５

主催者を代表して国民文化研究会副理事長,九州造形短期大学教授・小柳陽太郎先生は

「皆さんが班友の力で素直な気持ちになれたと仰しやつてくれた事が大変嬉しい」と語ら

れた。
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状
況
の
中
で
私
に
出
来
る
こ
と
は
先
ず
私
自
身
が
行
動
す
る
こ
と
で
あ

る
。
私
は
今
日
か
ら
日
本
語
を
大
切
に
し
、
天
皇
に
関
す
る
本
を
読
ん

で
、
日
本
人
と
し
て
の
心
づ
か
い
を
大
切
に
し
た
生
活
を
始
め
た
い
。

日
本
の
常
識
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
人
に
、
ど
う
し
て
世
界
の
常
識

が
身
に
つ
く
筈
が
あ
ろ
う
か
。
今
の
世
界
の
中
で
の
日
本
の
孤
立
か
ら

の
脱
出
も
日
本
の
常
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
考
え
る
。

思
ひ
や
り
あ
ふ
る
る
と
も
と
の
語
ら
ひ
に
お
の
が
こ
こ
ろ
も
あ
ら
は
る
る
が
に

も
う

一
人

の
自
分
を
発
見
し
た（宮

崎
神
宮
　
木
村
速
穂
　
２７
歳
）

班
別
討
論
に
お
い
て
班
の
人
等
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
意

見

を

発

表

し
、
又
、
自
分
の
不
充
分
な
発
表
も
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る
態
度
に
大

変
感
激
し
ま
し
た
。
人
の
話
を
真
剣
に
聞
き
考
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
こ

そ
今
の
日
本
に
必
要
な
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
班
別
討
論
を
重
ね
る

う
ち
に
今
ま
で
自
分
の
中
で
空
白
だ

っ
た
所
が
徐

々
に
埋
ま

っ
て
い
く

の
を
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
中
に
何
か
が
芽
生
え
て
く
る
の
が
分
か
る

の
で
す
。
和
歌
の
創
作
で
も
、
日
常
生
活
で
は
考
え
ら
れ
な
い
時
間
の

流
れ
、
空
間
の
拡
が
り
を
自
分
の
中
に
見

つ
け
る
こ
と
が

出

来

ま

し

た
。こ

の
合
宿
に
参
加
し
て
今
ま
で
見
つ
け
る
事
の
出
来
な
か

っ
た
も
う

一
人
の
自
分
を
発
見
し
た
様
に
思
い
ま
す
。

七
沢
に
班
友
と
つ
ど
ひ
て
語
ら
ひ
ぬ
わ
が
日
本
の
ゆ
く
べ
き
道
を

学
ば
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事

の
多

さ
を
痛
感

し
た

（
日
本
植
生
い

池
内
清
巳
　
２８
歳
）

私
は
こ
の
合
宿
に
参
加
し
て
、
自
分
の
学
生
時
代
を
思
い
出
し
、
あ

の
頃
、
何
が
大
事
で
、
何
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か
に

つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
何
か
基
本
的
な
所
が
抜
け
て
い
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

こ
の
合
宿
を
通
し
て
、
日
本
の
文
化
、
国
旗
国
歌
、
天
皇
、
憲
法
、

教
育
、
そ
し
て
本
当
の
国
際
化
と
は
何
か
、
日
本
の
進
む
べ
き
方
向
は

ど
こ
に
あ
る
か
な
ど
、
日
本
人
と
し
て
私
の
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
の
多
さ
を
改
め
て
痛
感
し
、
や
ら
な
け
れ
ば
と
決
意
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

夜
の
集
ひ
に
て

早
大
生
の
声
た
か
ら
か
に
合
唱
す
る
都
の
西
北
む
ね
に
し
み
き
ぬ

一
第
Ｉ

一・十

〓
稲
班
―
社

会

人
―

す
ば
ら
し
い
日
本
文
化（厚

木
市
教
育
委
員
会
　
西
海
雄
一
　
３５
歳
）

私
が
こ
の
合
宿
教
室
で
得
た
こ
と
感
じ
た
こ
と
は
、
日
本
が
す
ば
ら

し
い
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
知
ら
さ
れ

た

こ

と

で

す
。
戦
後
の
日
本
は
、
敗
戦
国
と
し
て
全
て
の
古
い
こ
と
は

「
悪
い
こ

と
」
と
し
て
厚
い
扉
の
奥
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
感
が
し
ま
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す
。
そ
の
中
に
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
も

の
、
大
切
な
も
の
が
隠
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
、
こ
の
合
宿
教
室
で
あ
ら
た
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

合
宿
教
室
に
送
り
出
し
て
く
れ
た
職
場
の
方
々
、
国
文
研
の
先
生
方

に
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後
は
も

っ
と
事
実
を
見
て
、
日
本
の
文

化
を
勉
強
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
す
ば
ら
し
い
日

本
文
化
を
絶
え
る
こ
と
な
く
現
代
ま
で
伝
え
て
下
さ

っ
た
祖
先
に
感
謝

し
、
ま
た
正
し
く
子
孫
に
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

魂
祭
り
か
が
り
火
あ
か
る
く
先
人
の
心
う
つ
し
て
も
え
さ
か
る
な
り

日
本

の
道
統

（
中
國
電
力
い
　
山
形
鴻

一
郎
　
５７
歳
）

合
掌
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

国
文
研
を
生
み
育
て
て
下
さ
い
ま
し
た
小
田
村
寅
二
郎
先
生
始
め
諸

先
生
、
ま
た
合
宿
教
室
を
お
世
話
下
さ
い
ま
し
た
諸
先
生
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

今
ま
で
世
界

の
ど
ん
な
思
想
も
、
哲
学
も
、
宗
教
も
、
成
し
得
な
か

っ
た
世
界
恒
久
大
調
和
の
光
源
は
、
我
が
日
本
の
道
統
に
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
歴
史
の
厳
し
い
試
練
に
鍛
え
ら
れ
た
時
の
道
統
こ
そ
、
新

し
い
世
界
秩
序
樹
立
の
霊
的
根
幹
と
し
て
、
そ
の
本
質
を
発
揮
す
る
も

の
と
期
待
し
ま
す
。

そ
の
日
の
為
、
私
は
ひ
た
す
ら
日
本
の
理
想
に
向

っ
て
、
天
皇
に
中

心
帰

一
し
、
日
本
再
建
と
世
界
平
和
と
に
向

っ
て
の
運
動
を
、
仕
事
、
日

常
生
活
を
通
し
て
祈
り
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。
再
拝

カ
メ
ラ

ｏ
レ
ポ
ー
ト
３６

別れの時は来た。「お気を付けて。また来年会ひませう」再会を期して,力の限り手を
振る。
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厚
木
市
の
厚
き
も
て
な
し
有
難
く
嬉
し
く
学
ぶ
国
民
の
道

歴
史

に
参
加
す
る
生
き
方
を

（餘
新
東
　
斎
藤
信
二
　
４７
歳
）

昭
和
天
皇
御
製

遠
つ
お
や
の
し
ろ
し
め
し
た
る
大
和
路
の
歴
史
を
し
の
び
け
ふ

も
旅
ゆ
く

今
回
の
研
修
は
日
本
の
歴
史
を
思
い
、
日
本
の
国
柄
を
思
い
、
そ
し

て
こ
の
御
製
が
思
い
出
さ
れ
た
。
聖
徳
太
子
の
憲
法
十
七
条
、
そ
れ
が

ず

っ
と
生
き
て
い
る
、
そ
れ
が
日
本
人
で
、
日
本
ら
し
さ
な
の
だ
と
強

く
感
じ
た
。
全
て
と

一
体
で
あ
る
日
本
人
の
感
覚
、
感
性
、
大
和
路
に

感
じ
る
歴
史
を
学
び
、
更
に
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
た
い
。

歴
史
は
面
白
い
。
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
面
白
い
。
そ
し
て
歴
史
に
参
加

す
る
生
き
方
を
し
た
い
。
夢
は
大
き
く
、
行
動
は

一
歩
か
ら
。

講
師
の
先
生
を
は
じ
め
運
営
委
員
の
方
々
、
自
然
教
室
の
皆
様
、
そ

し
て
班
長
、
班
員
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皇
國
の
國
が
ら
守
り
し
ま
す
ら
を
の
尊
き
い
さ
を
を
忘
れ
ず
生
き
む

日
本
人
と
し
て
の
誇
り

（福
岡
県
立
福
岡
高
等
聾
学
校
　
小
柳
悦
朗
　
３６
歳
）

合
宿
教
室
に
参
加
し
日
本
人
と
し
て
、
ま
た
日
本
の
進
む
べ
き
道
が

は
っ
き
り
わ
か
っ
た
。
聖
徳
太
子
の
十
七
条
憲
法
が
日
本
人
の
中
に
、

ま
た
国
家
の
礎
と
し
て
連
綿
と
生
き
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
ま

た
、
人
と
し
て
の
生
き
方
、
考
え
方
を
問
う
て
み
れ
ば
自
然
に
十
七
条

憲
法
の
教
え
に
到
達
す
る
と
い
う
こ
と
を
思
わ
さ
れ
た
。
こ
れ
が
日
本

人
の
血
で
あ
り
、
日
本
人
の
生
き
方
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。

ま
た
和
歌
に
触
れ
て
み
て
、
日
本
人
の
も
つ
感
性
の
豊
か
さ
、
日
本

語
の
も
つ
深
み
な
ど
も
勉
強
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い
、
改
め

て
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
も

つ
こ
と
が
で
き
た
。

そ
し
て
ま
た
歴
史
の
勉
強
が
表
面
的
だ

っ
た
こ
と
を
反
省
し
、
今
後

は
深
み
の
あ
る
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思

っ
た
。

合
宿
教
室
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

和
歌
学
び
大
和
の
深
み
知
り
た
れ
ば
幸
を
ば
想
ふ
み
國
に
生
れ
し
を

情
熱
を
も

っ
て
真
剣

に
生
き
た
い

（厚
木
市
教
育
委
員
会
　
葉
山
神
一　
３６
歳
）

中
堅
職
員
で
あ
り
又
、
人
間
と
し
て
生
き
る
た
め
に
は

「
し
っ
か
り

し
た
も
の
の
考
え
方
」
を
持
た
ね
ば
と
感
じ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の

合
宿
教
室
で
何
か
を
得
よ
う
と
、
期
待
し
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

先
生
方
が
御
自
身
の
考
え
方
や
生
き
方
を
、
経
験
を
と
お
し
て
一
言

ひ
と
言
真
剣
に
お
話
し
く
だ
さ
る
様
子
は
、
こ
れ
ま
で
私
の
体
験
し
た

こ
と
の
な
い
も
の
で
し
た
。
し

っ
か
り
し
た
も
の
の
考
え
方
や
人
生
の

見
つ
め
方
を
教
え
ら
れ
、
感
動
の
連
続
で
し
た
。

先
生
方
は

一
貫
し
て
仕
事
に
対
し
情
熱
を
も

っ
て
真
剣
に
当

っ
て
お

ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
長
内
先
生
の

「
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
さ
え
も
自
分

自
身
が
わ
か
ら
な
い
」
と
の
言
葉
は
勇
気
づ
け
ら
れ
、
情
熱
を
も

っ
て

真
剣
に
何
ご
と
に
も
あ
た
る
よ
う
努
力
し
、
生
き
て
い
き
ま
す
。

班
長
と
七
人
の
班
員
と
国
文
研
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。
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海
ゆ
か
ば
と
心
を
こ
め
て
み
鶴
ら
に
友
ら
と
歌
へ
ば
胸
あ
つ
く
な
る

決
意
し
た
事

（
日
本
植
生
い
　
日
笠
誠
一
郎
　
３‐
歳
）

本
研
修
に
参
加
し
、
討
論
を
重
ね
、
感
じ
決
意
し
た
事

を

記

し

ま

す
。

一
、
今
よ
り
以
上
に
人
の
話
を
聞
き
、
言
わ
ん
と
す
る
所
を
感
じ
る
。

一
、
自
分
の
意
志
を
確
立
、
充
実
し
、
よ
り
多
く
の
人
と
話
し
合
う
。

一
、
伝
統
を
守
り
、
正
し
く
伝
え
、
又
自
ら
も
勉
学
に
励
む
。

（
歴
史
、
和
歌
他
）

一
、
心
持
ち
を
正
し
く
、
国
家
、
社
会
に
貢
献
を
お
し
ま
な
い
。

合
宿
教
室
で
多
く
の
こ
と
を
学
び
感
じ
た
が
、
前
述
の
事
を
忘
れ
ず

に
日
々
自
覚
し
、
人
間
と
し
て
、
日
本
人
と
し
て
、
は
ず
か
し
く
な
い

生
活
を
送
る
事
を
決
意
し
、
所
感
と
し
ま
す
。

大
君
の
み
恵
仰
ぎ
こ
の
み
代
に
磨
き
は
げ
ま
む
國
民
と
し
て

有
意
義

な
体
験

（
日
本
植
生
い
　
大
村
康
朗
　
２７
歳
）

様
々
な
人
と
腹
を
割

っ
て
話
が
で
き
、
大
変
貴
重
で
有
意
義
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
会
社
の
命
令
と
い
う
、
自
主
的
な
参
加
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
気
づ
け
ば
自
分
な
り
に
精

一
杯
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
こ
で
語
り
合

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
多
く
の
友
の
こ
と
を
糧

に
、
こ
の
夏
さ
ら
に
自
分
を
飛
躍
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
あ

つ
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
、
私
の
感
想

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

遠
き
世
の
古
人
も
詠
み
し
だ
村
歌
時
空
を
超
え
て
感
動
来
た
る

精
神

の
充
実
を
求

め
て

（
公
務
員
　
辰
木
　
正
　
２７
歳
）

一
、
友
と
語
る
　
　
職
場
や
寮
で
友
人
と
話
す
こ
と
と
い
え
ば
、
あ
た

り
さ
わ
り
の
な
い

「
仕
事
」
「趣
味
」
「
テ
レ
ビ
番
組
」
等
ば
か
り
。

し
か
し
初
め
て

「
国
史
」
「
国
の
偉
人
」
「
国
柄
」
に
つ
い
て
、
互
い

に
討
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思

う

と

と

も

に
、
同
室
の
友
か
ら
色

々
な
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

う
い
う
機
会
を
作

っ
て
戴
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

二
、
精
神
の
充
実
を
求
め
て
　
　
公
務
員
と
し
て
奉
職
し

て

い

る

の

で
、
自
己
の
信
念
の
確
立
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
合
宿
教

室
の
教
材
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
学
ん
で
ゆ
く
べ
き
そ
の

一
端
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
更
に
勉
強
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま

す
。

三
、
御
礼
　
　
こ
の
合
宿
教
室
を
運
営
し
て
く
だ
さ

っ
た
方

々
、
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

班
長
の
ン」
ぶ
し
ふ
り
あ
ぐ
講
義
聞
き
戦
せ
し
日
の
姿
し
の
ば
る
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合
宿
中
に
創
作
さ
れ
た

「
短
歌
詠
草
」

し
き
し
ま
の
み
ち
―
―
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短

歌

創

作

に

つ

い

て

こ
の
合
宿
教
室
で
は
、
例
年
、
主
催
者
を
含
め
て
参
加
者
の
全
員
が
、
短
歌
を
詠
み
、
ま
た
他
の
人
の
詠
ん
だ
短
歌
を
味
は
ふ
こ
と
に

な
つ
て
ゐ
ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
合
宿
教
室
の
大
き
な
研
修
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
今
年
も
ま
た
、
千
数
百
首
に
上
る
短
歌
が
創
作
さ
れ

ま
し
た
。

短
歌
は
、
私
達
の
祖
先
が

「
し
き
し
ま
の
道
」
と
呼
び
、
言
葉
を
修
め
、
心
を
磨
く
道
と
し
て
、
古
来
か
ら
守
り
伝
へ
て
来
た
も
の
で

す
が
、
現
代
に
お
い
て
は
、
人
々
の
日
常
生
活
に
は
馴
染
み
の
薄
い
も
の
と
な
り
、
殊
に
若
い
世
代
に
は
、
文
学
的
趣
味
の
一
つ
と
い
ふ

程
度
に
し
か
受
け
取
ら
れ
な
く
な
つ
て
ゐ
る
や
う
で
す
。
従
つ
て
、
こ
の
合
宿
教
室
に
初
め
て
参
加
す
る
学
生
青
年
諸
君
に
と
つ
て
、
短

歌
の
創
作
は
全
く
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
、
心
理
的
負
担
で
さ
へ
あ
る
か
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
合
宿
の
日
程
を
重
ね
る
に
つ

れ
、
自
ら
の

「
思
ひ
」
を
言
葉
に
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
体
験
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
、
そ
の
難
し
い
中
か
ら
や
つ
と
の
こ
と
で
表
現
さ
れ

た
友
の
言
葉
の
重
さ
を
感
じ
る
、
と
い
ふ
ふ
う
に
、
コ
一口葉
」
を
自
分
の
全
体
験
に
よ
つ
て
真
面
目
に
受
け
止
め
る
と
い
ふ
態
度
が

次
第

に
養
は
れ
て
行
き
ま
す
。
そ
れ
は
既
に
、
短
歌
を
詠
み
、
他
の
人
の
短
歌
を
味
は
ふ
上
で
の
基
本
的
な
心
構
へ
が
整

つ
た
と
言
へ
る
の
で

す
。
自
分
の
思
ひ
が
友
に
伝
は
る
や
う
に
、
言
葉
を
選
ん
で
五
七
五
七
七
の
定
型
に
詠
み
込
む
。
ま
た
、
友
の
短
歌
を
読
み
、
友
の
心
を

我
が
心
の
内
に
想
像
し
、
友
の
上
を
思
ふ
。
短
歌
創
作

・
相
互
批
評
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
経
験
は
、
人
間
と
人
間
と
の
付
き
合
ひ
の
最
も

凝
縮
さ
れ
た
も
の
と
言
へ
る
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
知
識
や
理
論
に
重
点
が
お
か
れ
、
人
間
に
と
つ
て
最
も
基
本
的
な
心
の
問
題
を
等

閑
に
付
し
て
き
た
現
代
教
育
の
東
縛
を
自
ら
解
き
放
ち
、
相
手
の
心
に
直
に
飛
び
込
む
道
を
知
り
得
た
こ
の
経
験
は
、
参
加
者
全
員
に
と

つ
て
、
ま
さ
に
忘
れ
難
い
印
象
と
し
て
心
に
刻
み
込
ま
れ
た
も
の
と
思
ひ
ま
す
。

合
宿
三
日
目
の
朝
、
那
須
三
元
氏

（福
岡
県
立
須
恵
高
校
教
論
）
に
よ
る
僅
か

一
時
間
の

「
短
歌
創
作
導
入
講
義
」
に
よ
つ
て
短
歌
を

作
る
上
で
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
が
指
導
さ
れ
、
そ
の
後
の
散
策
を
経
て
夕
刻
に
は
短
歌
を
提
出
す
る
と
い
ふ
慌
し
い
日
程
の
中
で
生
み
出
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さ
れ
た
短
歌
で
あ
り
な
が
ら
、
意
欲
的
な
創
作
態
度
が
合
宿
所
の
至
る
と
こ
ろ
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
作
歌
上
の
巧
拙
を
越
え
、
多
く

の
作
者
の
若
々
し
い
魂
は
自
づ
か
ら
そ
の
言
葉
の
端
々
に
表
れ
て
、
強
く
心
惹
か
れ
る
歌
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
短
歌
は
い
そ
の
日
の
う
ち
に
国
民
文
化
研
究
会
の
会
員
に
よ
つ
て
選
歌
が
行
は
れ
、
翌
日
謄
写
版
刷
り
の
数
百
首
の
歌
集

と
な
つ
て
全
員
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
歌
稿
を
も
と
に
、
宝
辺
矢
太
郎
氏

（山
口
県
立
高
森
高
校
教
諭
）
に
よ
つ
て
、
創

作
短
歌
全
体
に
亘
る
講
評
が
行
は
れ
、
短
歌
批
評
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
指
導
が
な
さ
れ
た
後
、
各
々
の
班
に
別
れ
て
、
班
員
同
士
の
熱

心
な
相
互
批
評
が
行
は
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
技
巧
の
巧
拙
を
論
じ
合
ふ
の
で
は
な
く
、
作
者
の
心
を
偲
び
な
が
ら
、
そ
の
心
に
添
つ

て
、
言
葉
を
正
し
く
客
観
化
し
て
行
く
と
い
ふ
作
業
が
、
班
員
全
員
の
心
と
知
恵
と
を
集
め
て
徹
底
的
に
行
は
れ
ま
し
た
。
さ
う
し
て
、

互
ひ
に
友
達
の
心
に
深
く
触
れ
合
ふ
こ
と
に
よ
つ
て
、
合
宿
生
活
に
お
い
て
寝
食
を
共
に
し
、
胸
中
を
披
涯
し
合
つ
て
き
た
友
情
の
結
び

付
き
が
、
こ
こ
に
お
い
て

一
段
と
深
ま
つ
て
行
く
こ
と
を
班
員
の
そ
れ
ぞ
れ
が
実
感
し
た
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
か
う
し
た
、
短
歌
創

作
を
通
じ
て
展
開
さ
れ
る
、
日
常
生
活
に
於
て
は
ま
こ
と
に
稀
有
な
精
神
生
活
の
体
験
は
、
参
加
者
の
一
人
ひ
と
り
に
、
言

ひ
知

れ
な

い
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
喜
び
を
も
た
ら
し
た
の
み
か
、
学
問
と
友
情
と
の
分
か
ち
が
た
い
繋
り
を
も
、
自
づ
か
ら
、
感
得
せ
し
め
る
に
至

る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
短
歌
は
、
そ
の
表
現
形
式
に
お
い
て
は
稚
拙
で
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
参
加
者
各
々
の
切
実
な
情
意
の
率
直

な
表
自
で
あ
り
、
こ
の
合
宿
教
室
を
通
し
て
現
出
さ
れ
た
感
応
相
機
の
世
界
の
一
大
交
響
楽
と
言
つ
て
い
い
か
と
思
は
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
短
歌
の
中
か
ら
瑞

々
し
い
貴
重
な
魂
の
輝
き
を
お
読
み
取
り
下
さ
り
、
短
歌
本
来
の
姿
が
顕
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
の
兆
候
を
お
汲
み

取
り
下
さ
ら
ば
、
と
心
か
ら
祈
念
す
る
次
第
で
す
。
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短
歌
詠
草

↑
き
し
ま
の
み
じ

合
宿
第
百
目
の
創
作
作
品
（鰺騨
継務
紅即嘲”鯵

第

一
班

東
京
大
理
Ｉ
一　
長
　
原
　
巨
　
樹

緑
な
す
丘
の
斜
面
を
友
ど
ら
と
走
る
楽
し
さ
我
を
忘

る
る

拓
殖
大
外
四
　
古
　
川
　
真
　
一

四
年
前
も
う
来
る
ま
じ
と
思
ひ
し
も
学
び
の
集
ひ
に

今
年
来
に
け
り

金
沢
工
業
大
工
三
　
平
　
野
　
　
　
一賢

和
歌
よ
む
は
や
さ
し
き
こ
と
と
思

へ
ど
も
い
ざ
よ
み

て
み
れ
ば
言
葉
い
で
こ
ず拓

殖
大
外
一　
麻
　
生
　
啓
　
史

七
沢
に
学
び
に
来
た
が
何
も
せ
ず
む
な
し
き
日
々
を

送
り
け
る
か
な

佐
賀
大
理
工
四
　
白

木
　
　
　
潤

敷
島
の
道
は
楽
し
と
か
た
ら
れ
る
坂
東
氏
の
う
ら
や

ま
し
き
か
な

我
が
愛
す
三
井
先
生
の
歌
二
首
を
声
朗
々
と
氏
は
詠

み
給
ふ

嬉
し
気
に
酒
の
話
を
す
る
氏
は
酒
を
こ
よ
な
く
愛
し

給
ふ
か

常
日
頃
短
歌
を
作
る
生
活
を
成
し
得
る
氏
は
生
き
生

き
と
見
ゆ

亜
細
亜
大
法
二
　
江
　
口
　
文
　
章

歌
を
出
し
九
番
バ
ス
停
わ
か
ら
ず
に
い
づ
こ
い
づ
こ

と
人
に
尋
ぬ
る

広
島
大
法
二
　
福
　
原
　
裕
　
二

よ
く
生
き
る
こ
と
こ
そ
徳
の
一
歩
な
り
た
だ
生
き
る

こ
と
は
愚
の
極
み
な
り

第

二
班

大
阪
電
気
通
信
大
工
二
　
広
　
　
　
真
　
也

蝉
の
羽
根
せ
つ
せ
と
運
ぶ
蟻
み
つ
け
ふ
ま
ぬ
や
う
に

と
気
を
く
ば
り
け
り

早
稲
田
大
社
会
科
学
三
　
村
　
瀬
　
廣
　
司

芝
原
を
駆
け
ま
は
り
つ
つ
楽
し
げ
に
虫
追
ふ
児
等
の

愛
ら
し
き
か
な

富
山
大
経
済
三
　
西
　
川
　
　
　
望

虫
を
採
る
あ
ど
け
な
き
子
の
姿
見
て
幼
き
頃
を
想
ひ

お
こ
せ
り

拓
殖
大
外
一　
木
　
挽
　
節
　
朗

や
う
や
く
に
歌
で
き
れ
ど
も
後
々
の
批
評
思

へ
ば
不

安
も
高
ま
る

亜
細
亜
大
経
済

一　
林
　
　
勝
　
也

た
そ
が
れ
に
七
沢
の
山
静
ま
り
て
た
だ
聞
き
は
れ
る

ひ
ぐ
ら
し
の
声

千
葉
大
工
四
　
中

富
　
　
仁

い
く
た
び
も
母
を
泣
か
せ
し
教

へ
子
に
強
き
怒
り
の

込
み
上
ぐ
と
い
ふ

京
都
産
業
大
理
二
　
濱
　
地
　
賢
大
郎

夏
日
受
け
木
々
の
緑
の
き
ら
き
ら
と
照
り
映
ゆ
る
様

の
こ
こ
ち
よ
き
か
な

第

二
班

拓
殖
大
外
二
　
宮
　
沢
　
　
毅

討
論
の
回
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
班
全
体
の
士
気
が

高
ま
る

帝
京
大
経
済
二
　
岩
　
切
　
　
崇

過
ぎ
し
日
の
夏
の
夕
暮
れ
偲
ば
る
る
七
沢
の
森
の
ヒ

グ
ラ
シ
の
声

金
沢
大
工
四
　
谷
　
崎
　
文
　
保

過
ぎ
さ
り
し
ふ
る
さ
と
の
日
々
偲
ば
れ
て
野
山
の
虫

を
あ
か
ず
な
が
む
る
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凍
涼
水
産
大
水
産
一　
堀
　
　
　
正
　
切

待
ち
わ
び
し
講
義
な
り
し
も
ま
ど
ろ
み
て
聞
き
も
ら

し
た
る
己
れ
口
惜
し亜

細
亜
大
経
営
一　
永
　
井
　
義
　
輝

緑
こ
き
森
は
良
き
か
な
そ
の
上
の
林
間
学
校
思
ひ
出

さ
る
る

早
稲
田
大
聴
講
生
　
村
　
主
　
真
　
人

大
楠
公
を
偲
び
ま
つ
り
て

七
た
び
も
生
き
か
へ
ら
む
と
死
の
き
は
に
た
め
ら
ひ

も
な
く
笑
み
し
と
聞
く
も

も
の
の
ふ
の
な
ら
ひ
と
は
い
へ
あ
は
れ
な
り
あ
と
に

残
り
し
う
か
ら
を
さ
な
子

大
君
の
御
為
と
散
り
し
人
あ
ま
た
御
国
の
史
に
埋
れ

て
あ
り

第
四
班

福
岡
大
経
済
一　
別
　
府
　
正
　
寛

知
り
合
ひ
て

一
日
な
れ
ど
み
友
ら
は
親
し
み
覚
え
う

ち
Ｌ
け
に
け
り

言
の
葉
を
し
ぼ
り
出
す
ご
と
そ
の
思
ひ
語
り
ゆ
く
友

の
姿
尊
し

拓
殖
大
外
一　
成
　
田
　
誠
　
悟

御
友
ら
と
語
り
て
あ
れ
ば
四
方
の
山
に
湧
く
が
ご
と

く
に
せ
み
の
声
す
る

早
稲
田
大
教
育
二
　
鈴
　
木
　
由

充

日
を
避
け
て
木
蔭
に
を
れ
ば
吹
く
風
は
汗
せ
し
肌
に

涼
し
か
り
け
り

高
千
穂
商
科
大
商
一　
後
　
藤
　
謙
太
郎

山
の
中
小
道
歩
め
ば
夏
の
野
の
緑
は
る
か
に
見
え
て

美
し

拓
殖
大
外
四
　
橋
　
本
　
　
　
修

山
は
だ
に
そ
よ
か
ぜ
吹
き
て
涼
し
げ
に
さ
み
ど
り
の

草
ほ
の
か
に
ゆ
る
る

福
井
工
大
正
三
　
松
　
田
　
徹
　
雄

講
義
中
眠
り
て
を
れ
ば
班
長
に
つ
つ
か
れ
起
き
れ
ど

ま
た
ま
た
眠
る

亜
細
亜
大
経
済
三
　
福
　
富

賢
　
介

講
義
室
に
移
動
す
る
折
に

風
に
ゆ
る
る
木
の
葉
の
上
に
羽
を
休
む
蝶
の
姿
は
愛

ら
し
き
か
な

坂
東

一
男
さ
ん
の
御
講
義
を
お
聞
き
き
し
て

我
も
ま
た
感
謝
の
言
葉
の
す
ぐ
出
づ
る
素
直
な
気
持

ち
を
持
ち
た
し
と
も
ふ

第
五
班

早
稲
田
大
教
育
四
　
山
　
下
　
拡
　
男

出
会
ひ
か
ら
過
ぎ
に
し
日
々
は
は
や
三
日
見
知
ら
ぬ

ひ
と
の
友
と
は
な
り
ぬ

拓
殖
大
外
一　
日
　
島
　
　
豊

園
児
ら
に
バ
ッ
タ
捕
つ
て
と
せ
が
ま
れ
て
い
つ
し
か

我
も
子
供
に
な
り
ぬ岡

山
商
科
大
商
一　
柳
　
井
　
宏
　
昭

公
園
で
幼
き
子
ら
に
囲
ま
れ
て
い
つ
の
間
に
や
ら
共

に
遊
び
ぬ

亜
細
亜
大
経
営
二
　
諸
　
藤
　
　
　
譲

討
論
で
己
の
が
間
違
ひ
正
す
時
素
直
に
直
せ
ぬ
心
も

ど
か
し

拓
殖
大
外
四
　
福
　
一九
　
康
　
文

心
開
き
共
に
語
ら
ふ
友
人
に
な
り
た
き
も
の
と
節
に

思
ほ
ゆ

第
六
班

早
稲
田
大
一
文
四
　
大
　
島
　
伸
　
一

坂
東
先
輩
の
講
義
を
聞
き
て

営
業
は
我
が
天
職
と
胸
を
張
り
は
つ
ら
つ
と
し
て
先

輩
は
語
り
ぬ

我
も
ま
た
元
気

一
杯
先
輩
の
ご
と
仕
事
に
打
ち
込
み

ゆ
か
む

亜
細
亜
大
法
一　
松
　
田
　
裕
　
幸

輪
に
な
り
て
思
ふ
が
ま
ま
に
か
た
り
あ
ふ
我
知
ら
ぬ

こ
と
た
く
さ
ん
あ
り
き
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大
阪
経
済
法
科
大
法
三
　
渡
　
辺
　
昌
　
洋

七
沢
の
学
び
舎
目
指
し
集
ひ
た
る
友
ら
と
共
に
学
び

て
行
か
ん

岡
山
理
科
大
理
一　
山
　
崎
　
慎
　
二

浴
場
に
て

友
ど
ち
と
洗
ひ
場
待
て
ば
汗
出
で
て
顔
を
見
合
は
せ

苦
笑
ひ
す
る

拓
殖
大
外
一　
安
　
保
　
幸
　
博

討
論
中
何
か
い
は
む
と
努
む
れ
ば
日
暮
ら
し
の
鳴
く

声
繁
き
な
り

防
衛
大
人
文
三
　
高
　
山
　
裕
　
司

く
さ
は
ら
で
語
ら
ふ
友
の
ね
ぼ
け
顔
合
宿
の
夜
は
楽

し
か
り
し
か

第
七
班

福
岡
大
法
二
　
牟
田
口
　
隆
　
文

小
野
吉
宣
先
生
の
講
義
を
聞
き
て

先
生
の
演
台
う
つ
音
す
さ
ま
じ
く
船
こ
ぐ
我
は
は
つ

と
お
ど
ろ
く

金
沢
工
大
工
四
　
筒
　
井
　
正
　
樹

蝉
の
声
涼
し
き
風
が
吹
き
け
る
に
何
を
か
悩
み
何
を

か
成
さ
む

東
京
農
工
大
工
一　
内
　
藤
　
剛
　
司

ハ
イ
キ
ン
グ
で
草
原
の
上
に
寝
転
ぺ
ば
ふ
と
気
に
な

り
ぬ
テ
ス
ト
の
こ
と
が

拓
殖
大
外
二
　
山
　
崎
　
貴
　
幸

汗
を
ふ
き
登
る
坂
道
班
友
と
交
は
す
言
葉
も
少
な
く

な
り
ぬ

拓
殖
大
外

一　
若
　
林
　
秀
　
彦

七
沢
の
緑
の
中
で
せ
み
鳴
け
ば
暑
さ
の
中
に
心
安
ら

ぐ

亜
細
亜
大
経
営

一　
賀
　
谷
　
達
　
樹

空
晴
れ
て
そ
よ
吹
く
風
に
さ
わ
さ
わ
と
草
葉
は
揺
れ

て
こ
こ
ろ
よ
き
な
り

九
州
大
工
三
　
船
　
崎
　
好
　
助

夜
半
に
咲
く
白
き
つ
ぼ
み
の
ほ
の
か
な
る
光
に
映
え

て
さ
は
や
か
に
見
ゆ

第
八
班

湘
北
短
大
電
子
情
報
一　
八
　
木
　
智
　
之

力
あ
る
を
を
し
き
山
々
見
る
ご
と
に
い
つ
の
日
か
絵

に
と
思
ひ
て
あ
り
し

拓
殖
大
外
二
　
佐
　
藤
　
広
　
彰

友
人
の
語
る
言
葉
に
な
か
な
か
に
応

へ
き
れ
な
き
我

が
身
も
ど
か
し

や
う
や
く
に
心
は
げ
ま
し
思
ふ
こ
と
口
よ
り
出
し
て

は
つ
と
す
る
な
り

九
州
大
法
三
　
花
　
田
　
芳
　
夫

友
ど
ち
と
芝
生
の
上
に
く
つ
ろ
ぎ
て
語
り
つ
つ
食
べ

る
お
む
す
び
は
う
ま
し拓

殖
大
外
一　
山
　
口
　
順
　
也

空
青
く
木
々
の
緑
に
囲
ま
れ
て
芝
生
に
寝
る
は
気
持

ち
よ
き
か
な

湘
南
高
校
定
時
制
四
　
野
　
崎
　
　
譲

み
わ
た
せ
ば
思
ひ
も
か
け
ず
江
の
島
の
島
影
は
る
か

見
え
て
驚
く

亜
細
亜
大
経
済
四
　
佐
々
木
　
栄
　
幸

あ
ふ
れ
く
る
思
ひ
を
友
ら
に
語
ら
ん
と
思

へ
ど
く
や

し
言
葉
に
な
ら
ず

早
稲
田
大
一
文
二
　
尾
　
関
　
謙
一
郎

思
ふ
こ
と
歌
に
し
た
し
と
思
へ
ど
も
言
葉
い
で
こ
ぬ

こ
の
苦
し
み
よ

第
九
班

拓
殖
大
外
三
　
藤
　
裏
　
佳
　
秀

我
が
思
ひ
伝

へ
切
れ
ず
に
時
は
過
ぐ
も
ど
か
し
き
な

り
班
別
討
論

早
稲
田
大
社
会
科
学
二
　
長
　
濱
一　
宏

昭

独
り
寝
に
別
れ
し
人
を
思
ひ
つ
つ
こ
の
一
月
を
す
ご

し
け
る
か
な

金
沢
大
工
四
　
士
口　
岡
　
史
　
恭

晴
れ
わ
た
る
夏
空
の
下
乙
女
ら
の
声
華
や
ぎ
て
心
な
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ご
み
ぬ

拓
殖
大
外
一　
川
　
崎
　
良
　
典

夏
空
の
自
き
雲
見
れ
ば
な
つ
か
し
き
故
郷
の
空
思
ひ

出
さ
る
る

富
山
医
科
薬
科
大
医
五
　
野
　
原
　
　
　
茂

西
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会
運
営
を
終

へ

て

皆
と
共
に
一
年
か
け
て
備

へ
た
る
大
会
終
は
る
成
功

の
う
ち
に

会
場
に
残
り
を
り
た
る
空
缶
を
ひ
ろ
ひ
集
む
る
後
輩

あ
り
が
た
し

第
十
班

防
衛
大
人
文
四
　
新
　
田
　
　
　
洋

討
論
の
中
で

我
が
思
ひ
う
け
と
め
く
れ
し
友
ど
ち
と
つ
き
合
ひ
ゆ

き
た
し
つ
ど
ひ
の
後
も

拓
殖
大
外
二
　
丹
　
野
　
　
　
正

木
洩
れ
陽
に
せ
つ
な
く
響
く
蝉
の
音
夏
の
嘆
き
を
歌

ひ
ぬ
る
か
な

拓
殖
大
外
一　
堀
　
越
　
孝
　
行

真
剣
に
歌
詠
む
皆
の
姿
見
て
我
は
お
も
は
ず
笑
み
を

こ
ぼ
し
ぬ

長
崎
大
正
一　
士口　
田
　
充
　
邦

一
日
目
の
夜
は
じ
め
て
出
会
ひ
し
新
田
先
輩
と

雑
談
を
せ
し
を
り

筋
肉
は
か
く
す
れ
ば
つ
く
と
先
輩
は
語
り
つ
づ
け
ぬ

湧
き
出
づ
が
ご
と

九
州
大
工
三
　
松
　
岡
　
篤
　
志

坂
東

一
男
先
生
の
講
義
を
お
聞
き
し
て

古
の
人
も
詠
み
来
し
酒
の
和
歌
喜
び
た
た
へ
読
み
ま

す
師
は
も

心
か
ら
温
る
る
喜
び
語
ら
る
る
講
師
の
面
輪
の
晴
れ

や
か
に
し
て

第
十

一
班

拓
殖
大
外
二
　
多
　
田
　
雅
　
信

草
原
を
か
け
る
子
供
の
笑
ひ
声
聞
き
て
幼
き
頃
の
な

つ
か
し

亜
細
亜
大
経
営
四
　
佐
　
藤
　
順
一
郎

あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
り
て
を
る
ス
リ
ッ
パ
を

一
人
で

並
べ
る
友
の
あ
り
け
り

早
稲
田
大
社
会
科
学
二
　
柳
　
谷
　
弘
　
樹

心
地
良
き
涼
風
吹
き
て
我
吐
け
る
煙
草
の
け
む
り
空

に
消
え
ゆ
く

九
州
大
工
四
　
黒

木

雅
　
裕

七
沢
森
林
公
園
に
て

靴
下
を
脱
ぎ
て
座
れ
ば
柔
か
き
草
の
素
足
に
心
地
よ

き
か
な

草
の
上
大
の
字
に
な
り
て
寝
転
が
り
太
陽
の
光
身
に

浴
び
る
か
も

幾
重
に
も
青
垣
な
せ
る
丹
沢
の
山
眼
交
に
仰
ぎ
み
る

か
な

目
の
前
に
得
ゆ
る
山
を
仰
ぎ
つ
つ
青
空
の
下
に
ぎ
り

め
し
食
ふ

拓
殖
大
外
一　
長
谷
川
　
秀
　
樹

湯
あ
が
り
に
我
窓
ぎ
は
で
く
つ
ろ
げ
ば
吹
く
す
ず
風

の
心
地
よ
き
か
な

防
衛
大
理
工
三
　
松
　
永
　
秀
　
嗣

主
伊
子
ね
え
ち
や
ん
に
贈
る

車
中
に
て
従
姉
か
も
し
れ
ぬ
そ
の
女
性
を
見
や
る
そ

の
日
も
伏
せ
が
ち
に
し
て

過
ぎ
し
日
を
心
に
う
か
べ
な
つ
か
し
み
そ
の
名
を
求

め
め
く
る
名
簿
を

差
し
向
か
ひ
期
待
を
胸
に
里
聞
け
ば
我
が
故
郷
の
名

を
応
へ
け
り

流
れ
た
る
そ
の
歳
月
の
い
た
づ
ら
で
我
と
わ
か
ら
ぬ

も
ど
か
し
き
か
な

そ
の
従
姉
も
我
と
み
と
め
て
や
う
や
く
に
な
つ
か
し

の
笑
み
美
し
き
か
な

北
九
州
大
法
三
　
倉
　
光
　
正
　
明

七
沢
の
広
き
原
野
を
飛
び
回
る
虫
の
命
よ
今
が
盛
り

か
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第
十
二
班

鹿
児
島
大
農
二
　
稚
　
原
　
恒
　
介

山
な
み
の
真
中
に
立
ち
て
思
ふ
か
な
豊
か
な
る
こ
の

国
あ
り
が
た
し
と金

沢
経
済
大
経
済
三
　
高

嶋
　
　
一晃

早
朝
の
涼
し
き
空
気
を
切
り
さ
き
て
差
し
く
る
光
す

が
す
が
し
き
か
な

拓
殖
大
外

一　
中
　
澤

謙
　
一

葉
は
茂
り
こ
も
れ
陽
を
な
す
木
々
の
間
を
汗
を
か
き

つ
つ
歩
み
ゆ
き
た
り

福
岡
大
工
四
　
清
　
家

和
　
弥

陽
ざ
し
受
け
芝
原
の
上
に
幼
子
や
友
ら
は
は
し
や
ぎ

て
笑
ひ
ひ
び
き
ぬ

早
稲
田
大
教
育
二
　
真
　
庭

宜
　
幸

よ
み
た
し
と
思

へ
ど
か
な
ふ
言
葉
な
く
歌
に
は
な
ら

ぬ
こ
と
の
多
か
り

亜
細
亜
大
経
済
四
　
茅
　
野

輝
　
章

坂
東
さ
ん
の
講
義
を
聞
き
て

子
供
ら
の

「
あ
り
が
た
う
」
と
ふ
言
の
葉
に
大
人
は

我
が
身
を
正
し
て
ゆ
き
し
か

防
衛
大
人
文
三
　
浦
　
口
　
　
　
薫

木
も
れ
陽
の
山
の
小
路
を
て
く
て
く
と
友
と
登
り
ゆ

く
時
ぞ
楽
し
き

第
十
三
班

中
央
大
法
四
　
古
　
川
　
広
　
治

三
日
目
の
午
後
の
講
義
終
は
り
し
時
大
木
君
に

家
よ
り
電
話
あ
り
て

家
か
ら
の
急
な
る
知
ら
せ
に
お
ど
ろ
き
て
君
は
出
で

け
り
顔
色
変
へ
て

知
ら
せ
を
き
き
今
す
ぐ
帰
る
と
我
ら
に
つ
げ
荷
物
を

ま
と
め
は
じ
め
ぬ

一
人
で
も
大
丈
夫
だ
と
君
言
へ
ど
我
ら
見
送
り
ぬ
友

あ
ん
じ
つ
つ

ロ
ピ
ー
に
て
不
安
げ
な
君
を
な
ぐ
さ
む
る
言
葉
も
い

で
ざ
り
車
ま
ち
つ
つ

外
に
出
て
君
は
我
ら
に
語
り
け
り
と
も
に
す
ご
せ
し

合
宿
の
こ
と

拓
殖
大
外
一　
大
　
木
　
　
　
聡

一緑
濃
き
山
ふ
と
こ
ろ
に
い
こ
ひ
を
れ
ば
わ
ら
べ
の
心

に
我
も
ど
り
ゆ
く

早
稲
田
大
社
会
科
学
二
　
相
　
差
　
健
　
史

長
内
先
生
に
お
会
ひ
し
て

あ
な
う
れ
し
ひ
さ
か
た
ぶ
り
に
出
会
ひ
た
る
先
生
我

が
名
を
忘
れ
ず
ゐ
た
ま
ふ

防
衛
大
理
工
三
　
濱
　
口
　
和
　
久

楽
し
げ
に
走
り
回
る
子
ら
な
が
め
つ
つ
思
ひ
お
こ
し

ぬ
幼
き
こ
ろ
を

第
十
四
班

早
稲
田
大
法
一　
一二
　
島
　
圭
　
介

新
た
な
る
友
と
か
ざ
ら
ず
語
り
合
ふ
合
宿
教
室
す
ば

ら
し
き
か
な

山
口
大
正
一　
高
　
村
　
雅
　
一

古
代
よ
り
日
本
文
化
に
流
れ
た
る
心
と
心
の
ふ
れ
合

ひ
を
知
る

拓
殖
大
外
二
　
小
久
江

克
　
訓

来
し
時
に
抱
き
し
不
安
緊
張
も
す
ぐ
に
消
え
た
り
友

の
言
葉
に

明
治
大
法
三
　
冨
　
野
　
善
一
朗

公
園
で
は
し
や
ぐ
子
供
の
声
き
け
ば
幼
き
こ
ろ
の
な

つ
か
し
き
か
な

東
京
大
法
四
　
松
　
岡
　
恒
　
男

班
別
討
論
に
て

我
が
心
体
ふ
る
わ
せ
感
じ
た
し
人
の
言
葉
に
こ
め
ら

れ
し
も
の
を

三
年
前
の
夏
合
宿
を
思
ひ
出
し
て

立
ち
こ
め
て
お
の
が
ゆ
く
て
を
さ

へ
ぎ
り
し
霧
や
や

消
え
て
道
の
う
か
び
く福

岡
大
経
済
三
　
梅
　
崎
　
建
　
吉

夏
の
日
の
青
空
高
く
浮
か
び
た
る
自
き
雲
の
輝
き
て

見
ゆ
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第
十
五
班

防
衛
大
人
文
三
　
森
　
安
　
宏
　
徳

七
沢
公
園
に
て

あ
ふ
ぎ
た
る
空
に
う
か
べ
る
自
き
雲
の
う
つ
ろ
ひ
ゆ

く
を
見
る
も
た
の
し
き

見
は
る
か
す
光
の
ど
け
き
七
沢
山
緑
の
木
々
に
蝉
の

鳴
き
を
り

あ
ら
た
ふ
と
あ
た
ら
し
き
い
の
ち
や
生
ま
れ
出
づ
羽

を
乾
し
を
る
蝉
を
見
る
か
も

緑
濃
し
山
は
け
は
し
き
相
模
野
の
光
か
が
よ
ふ
道
歩

き
ぬ
る

拓
殖
大
外
一　
千
　
葉
　
土嘔
太
朗

丘
の
上
ゆ
見
下
ろ
す
景
色
の
ま
ぶ
し
さ
よ
真
夏
の
日

ざ
し
屋
根
に
そ
そ
ぎ
ぬ

山
中
を
た
ど
り
て
行
け
ば
古
の
か
の
細
道
ぞ
し
の
ば

る
る
か
な

北
海
道
工
業
大
建
築
二
　
藤
　
原
　
哲
　
彦

北
海
道
よ
り
来
て

七
沢
の
暑
さ
を
知
れ
ば
懐
か
し
き
我
が
ふ
る
さ
と
の

雪
の
つ
め
た
さ

金
沢
工
業
大
工
四
　
川
　
合
　
晃
　
義

学
生
の
最
後
の
夏
に
こ
こ
に
来
て
お
も
ひ
も
よ
ら
ぬ

友
を
得
に
け
り

早
稲
田
大
社
会
科
学
一　
高
　
橋
　
秀
　
和

展
望
台
よ
り
海
の
方
を
見
て

晴
れ
た
な
ら
見
え
て
ゐ
た
は
ず
鎌
倉
の
海
を
さ
へ
ぎ

る
か
す
み
う
ら
め
し

第

二
十

一
班

早
稲
田
大
政
経
一　
伊
　
藤
　
華
　
恵

腰
の
痛
み
が
ひ
ど
か
つ
た
時
に

大
丈
夫
か
と
友
ら
の
声
に
い
た
は
ら
れ
つ
よ
き
痛
み

も
す
こ
し
や
は
ら
ぐ

拓
殖
大
外
一　
酒
　
井
　
亜
紀
子

さ
は
や
か
に
風
の
流
る
る
草
原
に
班
の
仲
間
と
ひ
な

た
ば
つ
こ
す
る

中
村
学
園
大
児
童
一　
石
　
原
　
敬
　
子

ハ
イ
キ
ン
グ
に
て

さ
ん
さ
ん
と
照
る
夏
の
陽
を
背
に
受
け
て
我
生
か
さ

る
る
喜
び
あ
ふ
る

日
本
大
修
士
二
　
小
　
坂
　
り
　
か

園
児
の
姿
を
見
て

赤
や
青
桃
色
も
ま
じ
る
帽
子
か
ぶ
り
児
ら
は
歓
声
あ

げ
て
登
り
く

拓
殖
大
外
一　
大
　
田
　
幸
　
子

澄
み
わ
た
る
あ
を
い
草
木
と
青
い
空
眺
め
る
だ
け
で

心
や
す
ら
ぐ

尚
細
短
大
事
務
局
　
若
　
杉
　
留
　
美

ハ
イ
キ
ン
グ
に
て

広
々
と
続
く
山
な
み
見
わ
た
せ
ば
思
ひ
は
通
ふ
わ
が

ふ
る
さ
と
に

九
州
女
子
大
文

一　
森
　
山
　
　
　
薫

現
実
を
見

つ
む
る
心
忘
れ
じ
と
切
に
誓

へ
り
討
論
を

終

へ
て

長
崎
大
教
育
四
　
早
　
田
　
保
　
美

久
々
に
出
逢
ひ
し
友
と
語
り
ゆ
け
ば
心
通
ひ
て
な
ご

み
ゆ
き
け
る

第

二
十

二
班

福
岡
大
人
文
二
　
進
　
藤
　
裕
　
子

石
段
の
石
の
合
間
に
咲
き
そ
よ
ぐ
紫
の
小
花
い
じ
ら

し
き
か
な

拓
殖
大
外

一　
木
　
下
　
潤
　
子

ハ
イ
キ
ン
グ
に
て

照
り
つ
く
る
日
を
あ
び
な
が
ら
蜂
あ
ぶ
の
飛
び
か
ふ

山
道
友
と
行
く
行
く

尚
細
大
図
書
館
　
荒
　
井
　
れ
　
ん

不
思
議
な
る
縁
な
る
か
な
笑
ひ
あ
ひ
君
と
語
り
つ
お

む
す
び
ほ
ほ
ば
る

九
州
女
子
大
文
二
　
久
　
賀
　
菜
穂
子

胸
を
張
り
君
が
代
ら
う
ら
う
と
歌
ひ
た
ま
ふ
先
生
の
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姿
た
の
も
し
き
か
な

堂
々
と
歌
ふ
師
見
れ
ば
自
づ
か
ら
我
も
姿
勢
を
正
し

て
ぞ
歌
ふ

湘
北
短
大
生
活
科
学
一　
出
　
野
　
品
　
子

事
し
あ
れ
ば
力
づ
よ
く
も
教
へ
ま
し
し
父
の
厳
し
さ

あ
り
が
た
く
思
ふ

関
東
学
院
大
英
米
文
一　
小
　
塚
　
由
紀
子

丘
に
の
ぼ
り
い
ざ
か
へ
り
み
む
な
つ
か
し
さ
我
が
家

は
い
づ
こ
元
気
で
あ
れ
皆

中
村
学
園
大
食
物
栄
養
四
　
古
　
川
　
紀
　
子

素
直
な
る
友
の
言
葉
に
う
た
れ
つ
つ
心
の
く
も
り
き

よ
く
晴
れ
ゆ
く

き
よ
ら
か
に
心
の
く
も
り
晴
れ
ゆ
き
て
心
に
ひ
び
く

友
の
言
の
葉

早
稲
田
大
社
会
科
学
一　
中
　
島
　
淳
　
子

班
別
討
論
に
て

話
し
え
ず
黙
し
を
る
と
き
ひ
ぐ
ら
し
の
声
高
々
と
悲

し
げ
に
聞
こ
ゆ

第

二
十
三
班

呉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
作
業
療
法
一

長
谷
川
　
雅
　
代

友
達
と
つ
な
わ
た
り
に
シ
ー
ソ
ー
に
時
を
忘
れ
て
遊

び
ほ
う
け
ぬ

京
都
橘
女
子
大
文
二
　
大
　
西
　
倫
　
代

師
の
君
の
我
を
見
る
日
は
お
や
さ
し
く
強
く
輝
き
心

打
た
れ
ぬ

下

田

和

子

夏
草
の
か
ほ
り
に
つ
つ
ま
れ
と
も
ど
ち
と
笑
ひ
遊
び

て
時
を
過
ご
し
ぬ

九
州
大
法
一　
有
　
馬
　
陽
　
子

幼
子
の
ご
と
遊
び
ま
は
り
て
ふ
と
み
れ
ば
我
が
自
き

く
つ
草
に
染
り
ぬ

拓
殖
大
外
一　
山
　
内
　
泰
　
子

戦
争
を
語
る
空
気
の
重
々
し
さ
青
空
虫
の
音
心
に
優

し

実
践
女
子
大
文
三
　
大
　
越
　
淳
　
子

ハ
イ
キ
ン
グ
に
て

み
友
ら
と
幼
子
の
ご
と
次
々
に
遊
び
ま
は
り
し
わ
ん

ば
く
ラ
ン
ド

帝
京
平
成
短
大
看
護
一　
山
　
本
　
し
づ
子

青
空
の
も
と
で
友
ら
と
に
ぎ
や
か
に
広
場
で
食
べ
る

楽
し
い
お
ひ
る

久
末
小
学
校
教
諭
　
江
　
崎
　
圭
伊
子

す
な
は
な
る
友
ら
の
言
葉
き
き
を
れ
ば
い
つ
し
か
心

ひ
ろ
が
り
ゆ
く
か
も

国
武
先
生
の
ご
講
義
を
き
き
て

負
け
る
べ
き
戦
と
し
り
て
湊
川
馳
せ
ゆ
か
れ
し
か
大

楠
公
は
も

第

二
十
四
班

武
蔵
野
美
大
短
期
デ
ザ
イ
ン
一　
岩
　
越
　
由
美
子

我
が
思
ひ
言
葉
に
出
来
ぬ
苦
し
み
に
思
は
ず
出
で
ぬ

必
死
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

九
州
女
子
大
文
二
　
小
　
島
　
ま
ゆ
み

伝

へ
た
い
気
持
ち
に
言
葉
と
も
な
は
ず
も
ど
か
し
さ

覚
ゆ
短
歌
創
作

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
文
一　
安
　
東
　
国
　
子

暑
い
な
か
子
供
の
や
う
に
ま
ろ
び
つ
つ
皆
う
ち
と
け

る
ハ
ン
カ
チ
落
と
し

立
正
大
法
一　
岡
　
本
　
美
栄
子

草
原
に
無
邪
気
に
遊
ぶ
子
供
ら
に
幼
き
こ
ろ
の
吾
を

思
ひ
い
づ

早
稲
田
大
教
育
三
　
今
　
林
　
史
　
枝

班
別
討
論
に
て

正
座
し
て
背
す
じ
の
ば
し
て
う
な
づ
か
る
ヽ
そ
の
お

姿
に
胸
う
た
れ
た
り

熊
本
大
文
二
　
延
　
塚
　
恭
　
子

ハ
イ
キ
ン
グ
の
帰
り

一
匹
の
蝶
を
見
て

目
の
前
に
姿
あ
ら
は
す
黒
あ
げ
は
緑
に
映
え
て
美
し

き
か
な

拓
殖
大
外
四
　
伊
　
東
　
亜
希
子

ハ
イ
キ
ン
グ
の
時
、　
ハ
ン
カ
チ
落
と
し
を
し
て
ど
き

-116-―



ど
き
と
自
分
の
後
ろ
に
手
を
回
し
ハ
ン
カ
チ
探
す
山

の
斜
面
で

第
二
十
五
班

パ
ル
シ
ェ
商
事
　
奥
　
東
　
路
　
子

若
き
頃
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
を
着
た
母
は
美
し
か
ら
む

今
よ
り
更
に九

州
女
子
短
大
　
家
政
一　
内
　
山
　
昇
　
子

新
し
き
友
ら
と
共
に
歩
み
ゆ
く
七
沢
の
森
明
る
き
笑

顔

拓
殖
大
　
外
一　
溝
　
田
　
智
　
子

合
宿
に
参
加
し
て
恩
師
に
出
会
ふ

ま
さ
か
と
は
思
ひ
な
が
ら
も
名
簿
見
る
に
果
た
せ
る

か
な
や
恩
師
の
名
前

玉
川
大
　
文
一　
公
　
文
　
真
規
子

先
生
の
講
義
を
聞
き
て
お
の
が
身
の
無
知
気
づ
か
さ

れ
た
め
い
き
出
で
し

湘
北
短
期
大
商
経
一　
山
　
口
　
美
佐
子

お
互
ひ
に
初
め
て
会
ひ
し
友
な
れ
ど
語
ら
ひ
を
れ
ば

心
な
ご
み
ぬ

山
口
県
立
衛
生
看
護
学
院
一　
林
　
田
　
聖
　
美

真
剣
に
講
義
を
聞
か
う
と
思
ひ
つ
ゝ
睡
魔
に
襲
は
れ

い
つ
し
か
い
ね
し

第

二
十

一
班三

菱
電
機
い
相
模
製
作
所
　
工
　
藤
　
可
　
哉

十
七
条
憲
法
輪
読

知
ら
ぬ
文
字
あ
ま
た
出
で
来
る
文
章
を
知
恵
し
ば
り

つ
つ
み
な
と
よ
み
ゆ
く

日
本
植
生
い
　
丹
　
　
　
明
　
博

山
道
の
小
檜
林
の
葉
末
よ
り
漏
れ
く
る
夏
の
陽
や
は

ら
か
き
か
な

亜
細
工
学
園
学
生
部
　
佐
　
藤
　
貴
　
之

六
十
路
過
ぎ
若
き
と
共
に
学
ば
る
る
人
の
話
し
に
頭

の
下
が
り
ぬ

厚
木
市
教
育
委
員
会
　
石
　
井
　
　
　
晃

山
路
に
て
吾
子
の
笑
顔
を
思
ひ
出
し
次
回
は
つ
れ
て

ゆ
か
ん
と
ぞ
思
ふ

日
本
植
生
い

桑
　
一九
　
　
　
明

朝
早
く
目
覚
め
て
交
は
す
お
は
や
う
の
明
る
き
声
に

笑
み
て
答
ふ
る

小
馬
谷
　
秀
　
吉

学
び
に
は
遅
し
早
し
は
あ
ら
ざ
る
と
六
十
五
歳
の
我

も
集
ひ
来

航
空
自
衛
隊
　
士口　
田
　
　
　
孝

い
や
い
や
と
思
ひ
て
出
で
し
合
宿
も
友
と
語
ら
ふ
今

は
う
れ
し
も

熊
本
県
芦
北
町
立
丸
米
小
学
校
教
諭
　
・蓑
　
田
　
誠
　
一

六
月
義
父
と
酒
を
交
は
し
な
が
ら
偶
然
合
宿
に

参
加
さ
れ
し
こ
と
を
知
る

我
が
義
父
の
差
し
出
す
黄
ば
ん
だ
文
集
を
み
て
合
宿

の
参
加
決
意
す

第
二
十

二
班

地
球
防
衛
協
会
　
大
　
森
　
覚
　
道

広
ご
れ
る
青
き
芝
生
の
を
ち
こ
ち
に
和
歌
を
詠
ま
む

と
友
の
む
れ
あ
り

乃
木
神
社
　
松
　
吉
　
宣
　
和

杉
こ
だ
ち
友
と
語
り
て
和
歌
つ
く
る
そ
よ
か
ぜ
ほ
ゝ

に
さ
は
や
か
な
り
け
り

い
ピ
７

本

里

福

治

尾
根
道
に
し
げ
る
く
ぬ
ぎ
を
見
上
ぐ
れ
ば
こ
ず
ゑ
は

ゆ
れ
て
光
こ
も
れ
り

軍
帽
を
か
ぶ
り
て
立
て
る
老
兵
と
見
れ
ど
も
ま
な
こ

か
が
や
き
て
を
り

厚
木
市
役
所
　
山
　
口
　
光

男

坂
東
先
生
の
講
義
を
聞
い
て

わ
が
や
で
の
心
づ
か
ひ
を
そ
の
ま
ゝ
に
い
つ
も
や
ら

う
と
心
か
た
む
る

出
光
興
産
佛
　
広
　
島
　
秀
　
明

思
ふ
こ
と
心
友
に
語
り
て
ゆ
く
う
ち
に
こ
こ
ろ
の
中
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ゆ
や
る
気
わ
き
く
る

宮
崎
神
宮

木

村
　
速
　
穂

山
道
を

一
歩

一
歩
と
登
り
ゆ
く
暑
き
夏
の
日
我
七
沢

に

日
本
植
生
い

池

内

清
　
己

七
沢
に
友
ら
と
集
ひ
語
ら
ふ
も
仕
事
の
思
は
れ
受
話

器
を
と
れ
り

第
二
十
三
班中

国
電
力
い
米
子
営
業
所
　
山
　
形
　
鴻

一
郎

い
に
し
世
に
日
の
本
の
道
明
ら
か
に
示
し
給
ひ
し
太

子
尊
し

新
東
０
新
潟
支
店

斎

藤
　
信
　
二

小
野
吉
宣
先
生
の
教
育
体
験
を
お
聞
き
し
て

登
校
を
拒
否
す
る
生
徒
を
救
は
む
と
と
も
に
草
取
る

師
の
君
尊
し

福
岡
県
立
福
岡
高
等
聾
学
校
　
小

柳
　
悦
　
朗

寝
床
に
て
心
打
と
け
友
皆
と
本
音
で
語
り
ぬ
人
生
の

こ
と
を

厚
木
市
教
育
委
員
会
　
葉
　
山
　
神
　
一

小
野
先
生
の
御
講
義
を
拝
聴
し
て

父
と
し
て
我
子
に
示
す
生
き
方
を
師
は
情
熱
も
て
教

へ
給
ひ
ぬ

厚
木
市
教
育
委
員
会
　
西
　
海

雄
　
一

七
沢
の
里
よ
り
見
ゆ
る
山
な
み
は
雨
に
け
ぶ
り
て
墨

絵
の
ご
と
し

日
本
植
生
い
　
日
　
笠
　
誠
一
郎

妻
や
子
を
残
し
て
こ
こ
に
集
ひ
し
も
い
つ
か
連
れ
て

来
む
七
沢
の
里
に

公
務
員
　
辰
　
木
　
　
　
正

夜

う
ち
解
け
て
語
ら
ひ
合
へ
ば
う
れ
し
か
り
想
ひ
同
じ

き
友
ら
を
知
り
て

日
本
植
生
輸
　
大
　
村
　
康
　
朗

遠
き
世
の
古
人
の
詠
み
し
や
ま
と
歌
時
空
を
超
え
て

感
動
来
た
る

事
務
局

湘
南
高
　
一一年
　
平
　
野
　
亜
由
美

へ
や
の
中
時
間
を
忘
れ
仕
事
を
し
ひ
ぐ
ら
し
鳴
い
て

陽
が
し
ず
ん
で
ゆ
く

光
陵
高
　
一
年
　
古
　
閑
　
倫
　
子

事
務
所
に
て
仕
事
の
合
間
に
い
た
だ
い
た
茶
の
あ
た

た
か
さ
に
心
が
和
む

バ
イ
ト
で
も
名
札
を
も
ら
へ
て
う
れ
し
い
な
こ
れ
で

私
も

一
人
前
に

光
陵
高
　
一
年
　
宮
　
川
　
玲
　
子

刷
り
た
て
の
印
刷
物
を
山
に
し
て
先
が
見
え
ぬ
と
抜

け
る
た
め
息

光
陵
高
　
一
年

一口　
田
　
祝
　
子

七
沢
で
た
く
さ
ん
仕
事
し
た
け
れ
ど

一
番
難
は
短
歌

創
作

写
真
班

Ｓ
Ｗ
佐
藤
写
真
事
務
所
　
佐
　
藤
　
道
　
明

す
い
み
ん
を
打
ち
負
か
し
を
る
学
生
た
ち
の
ね
む
た

き
顔
も
清
々
し
き
な
り

国
民
文
化
研
究
会

国
民
文
化
研
究
会
理
事
長
　
小
田
村
　
寅
二
郎

良
き
友
の
し
つ
ら
へ
く
れ
し
七
沢
の
自
然
教
室
に
今

日
ぞ
集
ひ
ぬ

注
　
良
き
友

（厚
木
市
長
さ
ん
）

東

な

る

丹

沢

山

は

美

は

し

き

緑

籠

り

ゐ

て

見

る

に

清

し

き
宿
泊
棟

。
食
堂
棟

・
講
義
棟
行
き
来
す
る
間
も
心
な

ご
み
ぬ

ス
タ
ッ
フ
の
心
を
こ
め
て
作
ら
れ
し
こ
れ
の
施
設
は

行
き
届
き
を
り

い
宝
辺
商
店
代
表
取
締
役

費
　
邊
　
正
　
久

魔
瀬
誠
さ
ん
の
太
平
記
朗
誦
を
開
く
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よ
き
友
が
容
正
し
て
言
ひ
出
で
ぬ
わ
れ

一
人
生
き
て

あ
れ
ば
の
楠
公
の
こ
と
ば

罪
業
深
き
妄
念
な
れ
ど
も
と
そ
ら
ん
ず
る
友
の
こ
と

ば
に
胸
せ
ま
り
け
り

正
成
公
世
に
あ
ら
は
れ
て
幾
千
代
を
照
ら
す
不
思
議

を
友
は
語
り
ぬ

古
を
今
あ
る
ご
と
く
語
り
た
ま
ふ
友
の
こ
と
ば
に
ま

な
こ
う
る
む
も

森
林
公
園
に
遊
ぶ

雨
雲
は
け
ふ
は
れ
わ
た
り
丹
沢
の
み
ど
り
の
山
々
つ

ば
ら
か
に
見
ゆ

古
も
今
も
あ
ぶ
り
の
神
い
ま
す
大
山
あ
め
に
い
つ
か

し
く
立
つ

名
に
し
負
ふ
大
山
の
峰
仰
ぎ
つ
つ
友
ら
と
い
こ
ふ
青

草
の
上
に

（
二
回
日
の
作
品
）

鐘
ヶ
岳
の
木
々
も
麓
も
霧
に
か
く
れ
雲
の
ま
中
に
小

鳥
の
声
す

合
宿
教
室
終
ら
む
時
の
迫
り
き
て
筑
紫
の
友
の
う
た

便
り
よ
り

平
和
像
の
虚
妄
打
破
せ
よ
と
遠
き
よ
り
強
き
し
ら
べ

の
歌
寄
せ
り
友
は

美
し
き
心
や
し
な
ひ
た
ま
へ
と
ぞ
祈
り
て
友
は
歌
お

く
る
な
り

年
毎
に
講
義
担
当
せ
し
友
が
こ
と
し
は
見
え
ず
歌
よ

せ
給
ふ

九
州
造
形
短
期
大
学
教
授
　
小
　
柳
　
陽
太
郎

合
宿
開
始
の
朝
に

友
を
待

つ
朝
の
ひ
と
と
き
と
り
め
ぐ
る
山
ゆ
湧
き
く

る
ひ
ぐ
ら
し
の
こ
ゑ

は
げ
し
か
り
し
雨
も
は
れ
つ
ゝ
ぬ
れ
し
葉
の
葉
末
そ

よ
ぎ
て
す
ゞ
風
の
吹
く

今
日
の
日
を
た
ヽ
に
目
ざ
し
て
ひ
と
と
せ
を
す
ご
し

ま
し
け
む
若
き
み
友
ら

受
け
入
れ
の
準
備
を
急
ぐ
若
き
ら
の
胸
に
あ
ふ
る
ゝ

あ
つ
き
お
も
ひ
は

合
宿
の
は
じ
ま
る
前
の
ひ
と
と
き
を
静
か
な
る
部
屋

に
蝉
の
声
き
く

（
二
回
目
の
作
品
）

合
宿
最
終
日
の
朝

虫
の
音
の
さ
は
に
お
こ
り
て
合
宿
の
最
終
日
の
朝
あ

け
な
む
と
す
る

霧
ふ
か
く
こ
め
し
あ
し
た
よ
若
き
ら
は
昨
夜
の
疲
れ

に
い
ま
だ
眠
る
か

合
宿
の
い
と
な
み
と
は
に
絶
や
さ
じ
と
心

一
つ
に
は

げ
み
た
ま
ひ
し

苦
し
き
こ
と
こ
こ
だ
あ
ら
む
を
朗
ら
か
に
語
り
あ
ひ

つ
つ
は
げ
む
み
友
ら

た
ち
ろ
か
ぬ
友
の
力
に
よ
み
が

へ
り
よ
み
が
へ
り
つ

つ
続
く
合
宿

今
日
を
終
ら
ば
心
や
す
ら
に
ひ
と
と
せ
の
疲
れ
癒
し

ま
せ
若
き
友
ら
よ

国
民
文
化
研
究
会
常
務
理
事
　
長
　
内
　
俊
　
平

妻

へ
の
便
り

か
じ
か
鳴
く
声
か
と
ま
が
ふ
ひ
ぐ
ら
し
の
声
に
七
沢

の
夜
は
あ
け
ゆ
く

秋
霧
か
と
あ
や
し
む
ば
か
り
膚
寒
き
雨
降
り
や
ま
ず

夜
は
あ
け
ゆ
く
に

ひ
る
近
く
や
う
や
く
空
の
雲
き
れ
て
皆
口
々
に
あ
あ

よ
か
つ
た
な
あ

若
き
ら
が
心
よ
せ
合
ひ
ひ
と
と
せ
を
つ
と
め
き
し
つ

ど
ひ
の
開
会
迫
る

集
ひ
来
る
学
生
迎
ふ
と
若
き
友
も
ネ
ク
タ
イ
つ
け
て

出
で
ゆ
き
に
け
り

マ
イ
ク
の
テ
ス
ト
い
く
た
び
く
り
か
へ
す
み
友
ら
の

声
に
も
緊
張
の
伝
は
り
て
く
る

は
れ
ゆ
き
し
空
な
ほ
と
き
じ
く
し
ぐ
れ
き
て
ま
た
ひ

と
し
き
り
ひ
ぐ
ら
し
の
声

（
二
回
日
の
作
品
）

心
身
の
力
抜
け
ゆ
く
心
地
し
て
い
ま
合
宿
の
終
り
迎

あ
る

若
き
ら
は
よ
く
ぞ
つ
と
め
し
そ
の
準
備
に
そ
の
運
営

に
死
力
つ
く
し
て

病
の
床
お
し
て
来
れ
る
稲
津
君
あ
を
自
き
顔
し
つ
つ

事
務
を
と
る
か
な
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放
送
に
斎
庭
づ
く
り
に
独
楽
の
如
動
く
森
口
君
に
は

と
は
と
か
ま
け
つ

初
め
て
の
指
揮
班
長
の
大
日
方
君
い
か
に
か
た
づ
き

の
き
び
し
か
り
け
む

朝
礼
の
指
揮
と
る
大
島
君
朝
ご
と
り
り
し
き
挨
拶
を

述
ぶ

開
会
式
に
み
た
ま
祭
り
に
夜
の
集
ひ
に
な
り
は
ひ
さ

き
て
君
つ
ら
な
り
給
ふ

（
足
立
原
市
長
）

会
場
の
設
営
こ
ま
ご
ま
わ
が
事
の
如
く
職
員
の
方
々

手
伝
ひ
く
れ
し

明
日
よ
り
は
来
ん
夏
め
ざ
し
つ
と
め
な
む
つ
ど
ひ
を

た
の
む
人
の
た
め
に
も

谷
ぞ
こ
よ
雲
や
湧
く
ら
む
鐘
が
嶽
峯
々
こ
め
て
霧
の

流
る
る

尚
細
学
園
常
務
理
事
兼
事
務
局
長

徳
　
永ヽ
　
正
　
巳

日
ぐ
ら
し
の
声
し
き
り
な
る
丹
澤
の
杉
の
木
立
に
小

雨
そ
ぼ
降
る

丹
澤
の
山
に
夕
闇
せ
ま
り
来
て
日
ぐ
ら
し
の
声
は
た

と
止
み
に
き

（
二
回
日
の
作
品
）

国
の
為
生
命
捧
げ
し
御
祖
先
偲
び
涙
こ
ぼ
れ
つ
斎
庭

に
立
ち
て

後
を
継
ぐ
若
き
友
等
の
た
ゆ
み
な
き
学
び
の
あ
と
の

知
れ
て
嬉
し
き

来
る
年
も
ま
た
集
ひ
来
よ
大
阿
蘇
の
麓
の
宿
に
我
待

ち
居
ら
む

千
代
田
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
い
代
表
取
締
役
専
務

上
　
村
　
和
　
男

坂
東
兄
の
講
義
を
閲
き
て

は
が
ら
か
に
笑
み
を
も
浮
か
べ
語
り
ゆ
く
君
の
講
義

を
楽
し
く
聞
き
ぬ

（
二
回
目
の
作
品̈
）

階
段
を
お
り
て
し
ゆ
け
ば
山
百
合
の
美
し
く
咲
け
り

道
の
べ
そ
ば
に

雨
つ
ゆ
に
ぬ
れ
し
山
百
合
ひ
と
き
は
に
美
し
く
見
ゆ

朝
の
し
じ
ま
に

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
飲
料
い
取
締
役
営
業
副
本
部
長

坂
　
東
　
一　
男

導
入
講
義
を
引
き
受
け
て

合
宿
で
講
義
頼
ま
れ
し
と
伝
ふ
れ
ば
妻
驚
き
ぬ
可
能

な
り
や
と

や
う
や
く
に
自
分
の
こ
と
ど
も
そ
の
ま
ゝ
に
話
し
ゆ

か
ん
と
心
さ
だ
め
ぬ

し
き
し
ま
の
大
和
心
を
伝

へ
ん
と
思
ひ
の
た
け
を
こ

め
て
語
り
ぬ

（
二
回
目
の
作
品
）

「慰
霊
祭
」
で
御
製
を
拝
誦
す

思
ひ
こ
め
撰
び
し
御
歌

一
首
づ
つ
声
も
さ
け
よ
と
高

ら
か
に
拝
誦
す

神
奈
川
県
立
金
井
高
等
学
校
教
頭
　
国
　
武
　
忠
　
彦

丹
沢
の
山
な
み
は
る
か
に
眺
め
つ
つ
師
と
か
た
ら
ひ

て
歩
く
た
の
し
さ

里
人
の
老
人
あ
り
て
山
々
の
名
を
た
の
し
げ
に
教
ヘ

た
ま
ひ
し

あ
の
山
の
隠
れ
て
見
え
ぬ
ふ
と
こ
ろ
に
日
向
薬
師
は

あ
り
ま
す
と
い
ふ

（
二
回
目
の
作
品
）

友
だ
ち
の
歌
を
皆
ん
な
と
直
し
あ
ひ
よ
き
歌
に
な
り

て
友
の
喜
ぶ

思
は
ず
も
わ
れ
も
う
れ
し
く
な
り
に
け
り
友
の
気
持

を
間
近
く
感
じ
て

日
商
岩
井
い
大
阪
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
部
長

澤
　
部

壽
　
孫

坂
東

一
男
先
輩

の
導
入
講
義
を
聞
き
て

し
き
し
ま
の
道
楽
し
き
と
語
り
ま
す
先
輩
の
話
は
聞

く
に
あ
か
ず
も

若
き
日
に
誓
ひ
し
こ
こ
ろ
ひ
と
す
ぢ
に
つ
と
め
生
き

ま
す
ま
す
ら
を
先
輩
は

若
き
ら
も
日
を
輝
か
せ
輝
か
せ
聴
き
入
り
ぬ
先
輩
の

話
は
面
白
く
し
て

（
二
回
目
の
作
品
）

合
宿
の
終
り
に
際
し
（八
月
十
一
日
）

師
や
友
と
出
会
ひ
し
日
よ
り
三
十
年
の
す
で
に
過
ぎ

し
も
夢
の
如
く
に
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三
十
年
の
長
き
年
月
思
は
る
る
師
や
先
輩
も
年
老
い

ま
す
と

い
た
ら
ざ
る
我
れ
に
は
あ
れ
ど
教
は
り
し
み
心
継
ぐ

べ
く
励
ま
ざ
ら
め
や

大
阿
蘇
に
ま
み
え
む
そ
の
日
を
楽
し
み
に
つ
と
め
生

き
な
む
友
ら
と
と
も
に

新
日
本
製
鉄
い
機
械
プ
ラ
ン
ト
事
業
部
部
長
代
理

今
　
林
　
賢

郁

「極
ま
れ
ば
ま
た
甦

へ
る
道
」
あ
り
と
思
ひ
定
め
て

励
み
し
日
々
は
も

西
東
あ
ま
た
の
友
ら
集
ひ
き
て
厚
木
合
宿
迎
ふ
る
う

れ
し
さ

公
一回
目
の
作
品
）

山
内
健
生
兄
の
講
義
を
開
き
て

深
々
の
思
ひ
を
こ
め
て
諄
々
と
説
き
あ
か
し
ゆ
く
国

の
姿
を

若
き
ら
の
心
に
通

へ
と
念
じ
つ
つ
君
の
言
葉
に
聞
き

入
る
我
は

い
講
談
社
広
告
局
次
長
兼
広
告
企
画
部
部
長

磯
　
貝
　
保
　
博

事
務
局
室
で
開
会
式
を
開
く

な
す
べ
き
を
す
べ
て
や
り
終
へ
は
れ
ば
れ
と
合
宿
開

始
の
声
を
聞
く
な
り

開
会
の
こ
と
ば
を
聞
け
ば
い
く
た
び
も
こ
の
地
た
づ

ね
し
こ
と
の
思
は
る

い
た
つ
き
の
友
を
ま
じ
へ
て
合
宿
の
く
さ
ぐ
さ
の
こ

と
に
心
く
ば
ら
む

（
二
回
日
の
作
品
）

合
宿
を
終

へ
て

″
お
つ
か
れ
さ
ま
〃
互
ひ
に
か
は
す
言
葉
に
も
成
功

い
は
ふ
思
ひ
あ
ふ
れ
り

つ
か
れ
た
る
顔
つ
き
な
れ
ど
は
れ
ば
れ
と
か
は
す
言

葉
に
う
れ
し
さ
あ
ふ
る
る

神
奈
川
立
湘
南
高
校
（定
）教
諭
　
山
　
内
　
健
　
生

八
班
野
崎
譲
君
（湘
南
高
校
定
時
制
四
年
）
へ

大
学
に
涌
ふ
友
ら
に
交
は
り
て
憶
せ
ず
語
れ
す
ぐ
な

る
君
よ

「
行
か
な
い
か
」
と
声
を
か
く
れ
ば

「行
き
ま
す
」

と
た
だ
に
答
へ
し
た
の
も
し
き
君

（
二
回
目
の
作
品
）

「
自
然
教
室
」
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま
す

く
さ
ぐ
さ
の
こ
と
ど
も
あ
れ
ど
御
心
を
千
々
に
く
だ

か
れ
し
高
橋
所
長

前
任
の
難
波
所
長
と
と
も
ど
も
に
こ
れ
の
集
ひ
を
支

へ
た
ま
ひ
ぬ

い
か
に
し
て
わ
れ
ら
の
集
ひ
を
支
へ
ん
と
久
し
き
準

備
の
た
だ
あ
り
が
た
し

所
長
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
諸
氏
も
心
あ
は
せ
こ
れ
の
集

ひ
を
蔭
に
て
支
へ
し

０
竹
中
工
務
店
国
際
事
業
本
部
営
業
部
営
業
課
長

稲
　
津
　
利
比
古

肝
臓
を
息
ひ
、
自
宅
静
養
中
で
あ
り
し
が
急
連
合
宿
に
参
加
す

や
ま
ひ
得
し
身
に
は
あ
れ
ど
も
合
格
に
参
加
は
た
せ

し
こ
と
そ
う
れ
し
き

わ
が
か
ら
だ
気
遣
ひ
給
ひ
て
声
掛
く
る
友
あ
ま
た
あ

り
あ
り
が
た
き
か
な

（
二
回
目
の
作
品
）

友
ど
ち
と

「
信
」
の
正
道
踏
み
進
み
進
み
ゆ
き
な
む

力
合
せ
て

福
岡
県
立
新
官
高
校
教
諭
　
小
　
野
　
吉
　
宣

壇
上
に
立
ち
た
る
我
は
体
験
を
語
り
ゆ
き
け
り
こ
こ

ろ
を
込
め
て

き
く
友
の
心
に
ま
向
か
ひ
語
り
ゆ
く
言
葉
え
ら
ば
ず

思
ひ
の
ま
ま
に

壇
上
ゆ
語
り
て
ゆ
け
ば
友
ら
き
き
我
胸
あ
つ
く
も
え

あ
が
る
な
り

師
や
友
は
つ
た
な
き
我
を
懇
ろ
に
ね
ぎ
ら
ひ
給
ふ
有

難
き
か
な

（
二
回
目
の
作
品
）

班
友
に
新
し
き
歌
な
ど
教
へ
ら
れ
我
も
歌
ひ
ぬ
た
は

む
れ
な
が
ら

一
方
に
学
生
ら
し
き
歌
あ
れ
と
我
ら
歌
ひ
ぬ

「永
遠

の
幸
」
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（元
）
日
特
金
属
工
業
い
常
務
取
締
役
一
加
　
納
　
祐
　
五

合
宿
地
に
向
ふ
途
上
に
て

け
ふ
よ
り
は
夏
合
宿
か
こ
こ
ろ
は
づ
み
七
沢
さ
し
て

車
馳
せ
ゆ
く

さ
ね
さ
し
さ
が
み
の
小
野
と
詠
み
ま
し
し
小
野
の
里

で
か
こ
の
ゆ
く
道
は

燃
ゆ
る
火
の
中
に
た
た
し
し
古
事
を
お
も
ひ
て
あ
れ

ば
山
近
付
き
ぬ

雲
た
れ
て
雨
も
よ
ひ
す
る
空
の
下
に
も
だ
し
し
づ
ま

る
山
並
み
あ
は
れ

見
れ
ど
あ
か
ぬ
み
ど
り
列
山
た
つ
霧
の
流
れ
や
ま
ず

て
見
え
か
く
れ
す

こ
の
山
の
ふ
と
こ
ろ
よ
け
む
よ
き
友
と
と
も
に
語
ら

ば
こ
こ
ろ
た
る
べ
し

（
二
回
目
の
作
品
）

合
宿
最
後

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
班
別
懇
談
）

う
れ
し
き
も
つ
ら
き
も
あ
れ
ど
こ
も
ご
も
に
つ
き
ぬ

思
ひ
を
語
ら
す
友
は

や
は
ら
か
に
直
ぐ
な
る
こ
こ
ろ
を
と
め
ら
の
面
に
こ

と
ば
に
あ
ふ
る
る
も
の
を

を
と
め
ら
に
別
れ
の
こ
と
ば
告
げ
な
む
と
す
る
に
す

べ
な
く
涙
す
わ
れ
は

い
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
代
表
取
締
役

松
　
士口　
基
　
順

七
沢
の
み
ど
り
濃
き
森
し
づ
け
く
て
時
を
り
聞
え
く

か
ら
す
鳴
く
声

い
た
だ
き
は
う
す
が
す
み
た
る
大
山
に
か
か
れ
る
夏

雲
う
ご
く
と
も
な
し

い
つ
か
し
き
大
山
の
裾
に
つ
ら
な
れ
る
あ
を
き
山
脈

あ
か
ず
眺
む
る

相
武
な
る
学
び
や
の
庭
ゆ
大
山
を
眺
め
す
ご
し
し
若

き
日
お
も
は
ゆ

大
山
を
仰
ぎ
武
を
練
り
し
若
き
日
は
危
急
迫
り
し
み

國
に
あ
り
き

（
二
回
目
の
作
品
）

若
き
ら
と
五
日
を
過
せ
し
七
沢
の
里
し
づ
け
く
て
蝉

の
戸
き
く

い
た
ら
ね
ど
思
ひ
の
た
け
を
語
り
あ
ひ
て
若
き
ら
と

過
し
ぬ
七
沢
の
里

七
沢
ゆ
別
れ
去
る
と
も
若
き
ら
よ
正
道
求
め
て
生
き

ぬ
き
た
ま
へ
や高

千
穂
商
科
大
学
教
授

名
越
　
一
一荒
之
助

陸
軍
の
編
上
靴
今
も
保
革
油
も
て
磨
く
は
自
井
伝
伍

長こ
と
あ
ら
ば
醜
の
御
盾
と
い
で
た
つ
を
誓
ひ
て
今
も

軍
装
整
ふ

軍
帽
を
か
ぶ
り
て
た
て
ば
老
兵
も
生
甲
斐
覚
ゆ
と
強

き
言
の
葉

現
代
の
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
と
笑
ふ
者
あ
れ
ど
た
ぢ
ろ
が

ず
鵡
ガ
自
井

辺
境
の
対
馬
に
あ
り
て
日
の
本
の
い
の
ち
に
生
く
る

ま
す
ら
を
の
友山

陽
自
動
車
学
校
社
長
　
加
　
藤
　
善
　
之

自
然
観
察
指
導
員
石
井
晃
君
ら
と

丹
沢
の
屋
根
を
つ
た
ひ
て
道
端
の
草
木
説
き
ま
す
指

導
員
君
は

「が
ま
ず
み
」
の
赤
き
実
ら
ま
し
小
鳥
ら
の
好
物
な

り
と
は
は
じ
め
て
知
り
ぬ

今
飛
び
し

「
は
ん
み
よ
う
」
虫
は
美
し
と
ふ
友
の
言

葉
に
班
友
ら
寄
り
来
る

「
黒
も
じ
」
の
小
枝
を
つ
み
て
嬉
し
げ
に
み
や
げ
に

す
る
ら
し
友
も
ち
歩
く

そ
の
昔
危
急
に
そ
な
へ

「
う
こ
ぎ
」
な
る
こ
の
草
植

ゑ
し
と
ふ
侍
屋
敷
に

友
と
呼
び
友
と
応
ふ
る
ま
す
ら
を
の
集
ふ
は
國
の
力

な
り
け
り

夕
暮
れ
て
な
ほ
鳴
き
や
ま
ぬ
ひ
ぐ
ら
し
の
声
は
さ
や

け
し
七
沢
合
宿

（
二
回
目
の
作
口じ

心
し
て
努
め
ざ
ら
め
や
若
き
ら
の
生
命
の
息
吹
き
湧

き
立
つ
ほ
ど
に

八
百
萬
神
に
ぞ
祈
る
新
し
き
み
国
の
生
命
す
ぐ
や
か

に
こ
そ
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熊
本
市
役
所
清
掃
部
東
部
清
掃
工
場
技
術
課
長

折
　
田
　
豊
　
生

田
久
保
先
生
の
御
講
義
を
思
ひ
返
し
つ
つ

競
ひ
鳴
く
か
な
か
な
蝉
の
声
し
げ
し
七
沢
の
森
暮
れ

近
く
し
て

世
の
動
き
目
に
見
ゆ
る
ご
と
示
さ
れ
し
師
の
み
こ
と

ば
を
か
へ
り
み
る
か
な

（
二
回
目
の
作
品
）

長
内
俊
平
先
生
の
御
講
話
を
お
聴
き
し
て

あ
ま
り
に
も
我
に
こ
だ
は
り
て
あ
り
に
し
を
気
づ
か

し
め
ら
る
師
の
み
こ
と
ば
に

す
な
は
な
る
心
に
て
あ
ら
ば
大
い
な
る
道
に
つ
ら
な

る
こ
と
を
知
ら
さ
る

熊
本
県
立
第
二
高
等
学
校
教
諭
　
白
　
濱
　
　
　
裕

簑
田
誠

一
君

（
前
任
校
の
生
徒
）
と
会
ふ

仮
名
簿
め
く
り
て
ゆ
け
ば
な
つ
か
し
き
君
の
名
前
を

見
つ
け
出
し
ぬ

故
郷
を
は
る
か
へ
だ
て
し
こ
の
地
に
て
君
と
会
ふ
と

は
何
の
縁
か

職
場
に
て
苦
労
多
き
も
新
し
き
力
湧
き
ぬ
と
君
は
語

れ
り住

友
電
気
工
業
い
生
産
技
術
部
主
査

布
　
瀬
　
雅
　
義

今
日
よ
り
は
い
よ
い
よ
合
宿
の
始
ま
る
と
か
の
地
偲

び
つ
ゝ
会
社

へ
向
か
ふ

あ
ま
た
な
る
友
ら
集
ひ
集
ひ
て
し
合
宿
集
ま
る
頃
合

ひ
な
る
か

関
東
の
友
ら
の
力
集
ひ
て
し
集
ひ
さ
か
え
よ
と
ひ
た

に
念
じ
ぬ

（
二
回
目
の
作
品
）

簑
田
誠
一
君
（第
三
十
一
班
、
熊
本
県
ｏ
小
学
教
論
）
の
「全

体
感
想
自
由
発
表
」
を
聞
き
て

こ
の
地
に
て
八
年
ぶ
り
に
熊
本
の
教
へ
子
に
会
ひ
し

と
友

（
白
浜
裕
会
員
）
語
り
を
り

発
表
の
最
後
に
な
り
て
登
壇
せ
し
そ
の
教

へ
子
は
語

り
始
め
ぬ

の
ど
か
な
る
学
び
の
庭
に
ま
が
ま
が
し
き
争
ひ
起
す

人
ら
あ
り
き
と

年
ふ
り
て
忘
れ
を
り
た
る
合
宿
を
思
ひ
出
し
た
り
争

ひ
の
中
で

は
る
け
く
も
熊
本
の
地
よ
り
参
じ
た
り
わ
ら
に
も
す

が
る
思
ひ
の
ま
ま
に

合
宿
の
す
べ
て
の
講
義
し
み
じ
み
と
心
に
入
り
ぬ
と

語
り
た
ま
ひ
ぬ

不
思
議
な
る
え
に
し
の
し
は
ざ
心
あ
る
人
と
ふ
た
た

び
つ
な
が
り
を
得
し

福
岡
県
立
玄
洋
高
校
教
諭

矢
　
永
　
誠
　
二

坂
東
先
輩
の
御
講
義
を
き
き
て

御
家
族
の
こ
と
語
ら
る
る
先
輩
の
御
声
は
ひ
と
き
は

大
き
く
き
こ
ゆ
も

子
は
母
の
日
も
と
を
見
て
言
の
葉
を
お
ぼ
ゆ
る
も
の

ぞ
と
語
り
給

へ
り

（
二
回
目
の
作
品
）

指
揮
班
長
、
大
日
方
学
君
ヘ

合
宿
の
準
備
の
た
め
に
十
日
余
り
き
み
は
ひ
た
す
ら

つ
と
め
し
と
い
ふ

初
め
て
の
会
場
な
れ
ば
思
は
ざ
る
こ
と
ど
も
あ
ま
た

お
こ
り
た
る
ら
ん

つ
ぎ
つ
ぎ
と
出
で
来
る
仕
事
に
つ
か
れ
を
も
か
へ
り

み
ず
し
て
つ
と
め
し
き
み
は
も

去
年
の
夏
指
揮
の
仕
事
を
と
も
ど
も
に
つ
と
め
し
日

々
の
思
ひ
出
さ
る
る

東
京
理
科
大
学
講
師
　
八
　
木
　
秀
　
次

管
理
棟
に
掲
げ
ら
れ
た
る
昭
和
天
皇
御
製

「た
ゆ
ま
ず
も
す
す

む
が
を
を
し
み
ち
を
ゆ
く
う
し
の
あ
ゆ
み
の
お
そ
く
は
あ
れ
ど

も
」
を
拝
見
し
て

た
ゆ
ま
ず
も
す
す
む
が
を
を
し
と
ふ
牛
の
御
歌
か
か

げ
ら
れ
た
り
筆
跡
し
る
く

よ
み
ゆ
け
ば
遅
く
は
あ
れ
ど
ど
つ
し
り
と
土
ふ
み
し

め
て
す
す
む
が
浮
び
来

出
す
足
の
遅
く
は
あ
れ
ど
た
ゆ
ま
ず
に
す
す
む
が
を

を
し
と
ふ
御
心
か
し
こ
し

「
を
を
し
」
と
ふ
御
言
葉
に
自
づ
と
力
込
め
て
拝
誦

し
た
り
こ
れ
の
御
歌
は

（
二
回
目
の
作
品
）

来
夏
の
合
宿
教
室
運
営
委
員
長
を
熊
本
の
折
田
豊
生
（正
）
ｏ
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白
浜
裕
（副
）
両
先
輩
が
引
き
受
け
ら
れ
る
と
聞
き
て

忙
し
き
な
り
は
ひ
の
中
に
大
任
を
ひ
き
う
け
た
ま
ひ

し
大
人
ら
か
し
こ
し

神
奈
川
県
立
津
久
井
高
等
学
校
教
諭
　
大
日
方
　
　
学

合
宿
の
様
々
な
こ
と
悩
み
を
れ
ば
先
輩
の
来
た
り
て

肩
も
み
給
ふ
も

念
入
り
に
肩
も
み
下
さ
れ
疲
れ
た
る
体
に
力
の
も
ど

り
し
こ
こ
ち
す

小
野
吉
宣
先
輩

の
お
話
を
お
聞
き
し
て

母
泣
か
す
生
徒
に
向
か
ひ
心
か
ら
叫
ば
れ
し
言
葉
に

胸
を
打
た
れ
り

（
二
回
目
の
作
品
）

吉
川
広
治
兄
（第
十
三
班
、
中
央
大
四
年
）
の
「全
体
感
想
自

由
発
表
」
の
折
の
発
言
を
聞
き
て

指
揮
班
の
苦
労
わ
か
り
し
と
壇
上
で
友
は
頭
を
下
げ

給
ひ
け
り

壇
上
の
友
の
こ
と
ば
の
あ
り
が
た
く
あ
ま
た
の
苦
労

の
報
は
る
思
ひ
す

北
九
州
市
立
八
幡
病
院
　
森
　
田
　
仁
　
士

登
校
を
拒
否
す
る
吾
子
に
成
す
す
べ
の
つ
き
て
涙
せ

し
母
の
悲
し
も

か
く
ば
か
り
母
を
悲
し
ま
す
は
許
さ
じ
と
先
輩
は
思

は
ず
胸
ぐ
ら
掴
み
し
と
ふい

―

ツ

寂

知

浩

一

勤
務
中
合
宿
の
事
を
思
ひ
て

合
宿
の
日
程
表
を
な
が
め
つ
つ
集
ひ
し
友
ら
を
思
ひ

浮
か
べ
り

い
ま
ご
ろ
は
友
ら
集
ひ
て
開
会
の
式
厳
か
に
行
な
は

む
と
す
か

す
ぐ
に
で
も
は
せ
参
じ
て
み
友
ら
と
合
宿
の
集
ひ
に

加
は
り
た
し
も

つ
と
め
を
る
も
合
宿
の
集
ひ
気
に
か
か
り
三
度
四
度

日
程
表
を
な
が
め
を
り

（
二
回
目
の
作
品
）

「全
体
感
想
自
由
発
表
」
の
折
、
拓
大
一年
ｏ
酒
井
亜
紀
子
さ

ん
（第
二
十
一
班
）
の
発
言
を
き
き
て

さ
は
や
か
に
贈
ら
れ
し
和
歌
拝
誦
す
る
乙
女
の
面
輪

の
す
が
し
か
り
け
り

ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て
詠
ま
れ
し
言
の
葉
に
乙
女
の
心

は
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
し
か

４

ず

い

吉

川

理

夫

小
野
先
輩

の
講
義
を
開
き
て

声
上
げ
て
生
徒
を
語
る
先
輩
の
思
ひ
伝
は
り
て
心
震

ふ
も

切
々
と
語
る
小
柄
の
先
輩
の
壇
上
の
御
姿
大
き
く
見

ゆ
る

（
二
回
目
の
作
品
）

う
つ
す
ら
と
霞
む
山
並
な
が
む
れ
ば
学
び
の
庭
に
ひ

ぐ
ら
し
の
な
く

船
橋
市
立
法
典
東
小
学
校
教
諭
　
竹
　
内
　
孝
　
彦

ふ
つ
ぶ
つ
と
こ
み
あ
ぐ
る
も
の
お
さ
へ
か
ね
わ
れ
は

来
に
け
り
こ
の
夏
の
日
も

志
高
き
友
等
と
語
る
日
を
七
澤
の
宿
に
求
め
来
に
け

（
二
回
目
の
作
品
）

「
夜

の
集
ひ
」

安
藤
さ
ん

（
注

。
「自
然
教
室
」
職
員
）
笑
み
つ
つ

か
な
で
る
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
己
が
心
に
し
み
入
る
ご

と
し

宵
闇
に
ひ
び
き
わ
た
る

″
故
郷
′
の
音
を
き
き
を
れ

ば
涙
わ
き
来
も

学
校
法
人
津
田
学
園
中
学
校
教
諭
　
一二　
林
　
浩
　
行

廣
瀬
誠
先
生

未
完
成
欠
点
で
始
ま
る
人
の
世
と
切
に
語
ら
る
我
等

の
た
め
に

（
二
回
目
の
作
品
）

「歌
稿
」
に
て
白
井
俸
先
生
の
事
を
詠
ま
れ
た
名
越
二
荒
之
助

先
生
の
お
歌
を
読
み
て

こ
と
あ
ら
ば
軍
靴
軍
帽
身
に
つ
け
て
身
を
か
へ
り
み

ず
立
つ
人
ぞ
大
人
は

我
が
国
の
御
楯
た
の
も
し
対
馬
に
は
自
井
先
生
あ
り

と
思

へ
ば

久
留
米
大
学
附
設
高
等
学
校
教
諭
　
名
　
和
　
長
　
泰

事
前
合
宿

の
折
り
に

雨
雲
に
山
け
ぶ
れ
ど
も
を
ち
こ
ち
に
蝶
鳴
き
出
で
ぬ
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雨
や
み
た
る
か

（
二
回
目
の
作
品
）

真
心
と
あ
ま
た
の
熱
き
励
ま
し
に
支
へ
ら
れ
し
か
合

宿
教
室

こ
の
集
ひ
こ
の
集
ひ
こ
そ
生
き
て
ゆ
く
力
を
さ
づ
か

る
奇
し
き
縁
よ

夜
の
更
け
て
窓
辺
を
見
れ
ば
く
さ
ぐ
さ
の
寄
り
く
る

虫
の
多
き
に
驚
く

Ｂ
Ｂ
Ｓ
金
明
い
代
表
取
締
役

中
　
田
　
一　
義

国
武
忠
彦
先
生
の
お
話
を
聴

い
て

御
言
葉
の
一
つ
一
つ
が
身
に
し
み
ぬ
も
つ
れ
し
糸
を

は
ぐ
す
ご
と
く
に

自
井
博
先
生
を
お
見
送
り
し
て

遠
き
道
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
し
御
心
の
重
き
も
わ
か
ら
ず

我
身
は
づ
か
し

（
二
回
目
の
作
品
）

垂
幕
に
塁
書
さ
れ
た
昭
和
天
皇
御
製
「た
ゆ
ま
ず
も
す
す
む
が

を
を
し
路
を
ゆ
く
牛

の
あ
ゆ
み
の
お
そ
く
は
あ
れ
ど
も
」
を
朝

夕
に
仰
ぎ
見
て

「
た
ゆ
ま
ず
も
」
牛
の
ご
と
く
と
詠
み
た
ま
ふ
御
歌

を
仰
げ
ば
力
湧
き
た
つ

舞
岡
八
幡
宮
宮
司
　
関
　
　
　
正
　
臣

廣
瀬
誠
兄
の
講
義
を

広
原
を
駆
け
抜
け
て
ゆ
く
は
や
て
に
も
た
ぐ

へ
て
開

き
つ
君
が
言
葉
を

（
二
回
目
の
作
品
）

毎
朝
廣
瀬
誠
兄

の
朗
詠
の
声
を
聞
く

ゆ
く
り
か
に
き
こ
ゆ
る
大
声
何
事
と
目
覚
め
し
め
ら

る
二
日
目
の
朝

∩
ゆ
く
り
か
に
」
は
、
ゆ
く
り
な
く

の
意
）

大
御
歌
誦
み
ま
つ
る
声
床
の
上
に
聞
き
つ
つ
起
床
の

時
を
待
つ
朝

大
御
歌
又
古
事
記
を
ば
誦
み
あ
ぐ
る
爽
や
か
の
声
今

朝
も
間
え
来

朝
毎
に
慎
み
聞
け
り
大
御
歌
又
古
事
記
を
ば
誦
み
ま

つ
る
声

新
技
術
事
業
団
管
理
部
業
務
課
課
長

野
間
口
　
行
　
正

小
田
急
線

に
て

合
宿
に
参
加
す
る
ら
し
若
き
友
の
「
日
本

へ
の
回
帰
」

を
読
む
姿
見
つ

受
付

に
て

昨
年
の
夏
同
じ
班
に
て
過
し
た
る
友
の
み
名
読
む
な

つ
か
し
み
つ
つ

（
二
回
目
の
作
口じ

み
祖
ら
の
御
霊
ま
つ
ら
ん
と
友
達
と
心
あ
は
せ
て
斎

庭
し
つ
ら

へ
ぬ

雲
低
く
雨
も
ふ
り
き
て
斎
場
を
講
義
室

へ
と
移
す
は

さ
び
し

奇
し
き
か
な
雨
の
あ
が
り
て
屋
外
の
か
ね
て
の
斎
庭

に
友
ら
集
ひ
ぬ

粛

々
と
静
ま
る
木
立
に
囲
ま
れ
て
御
霊
ま
つ
り
を
つ

と
む
る
か
し
こ
さ

山
口
県
立
高
森
高
校
教
諭

賓
　
邊
　
矢
太
郎

森
林
公
園
に
て

芝
草
に
す
わ
れ
る
母
娘
の
む
つ
び
合
ふ
さ
ま
ほ
ほ
ゑ

ま
し
あ
か
ず
な
が
め
ぬ

日
差
し
や
や
強
く
な
り
し
か
や
さ
し
く
も
パ
ラ
ソ
ル

ひ
ら
き
て
娘
に
さ
し
か
く
る

（
二
回
目
の
作
品
）

勧
誘
せ
し
生
徒
に

道
す
が
ら
ゑ
み
た
た
へ
て
挨
拶
す
る
君
の
明
る
き
こ

ゑ
の
う
れ
し
も

キ
ャ
ン
ド
ル
を
も
ち
て
す
す
み
ゆ
く
火
の
神
は
誰
が

つ
と
め
ん
と
見
れ
ば
君
な
り

ハ
メ
ハ
メ
と
腰
蓑
ま
い
て
か
ろ
や
か
に
を
ど
る
君
み

て
は
ら
か
か
へ
た
り

福
岡
県
立
玄
界
高
校
教
論
　
日
比
生
　
哲
　
也

小
野
吉
宣
先
輩

の
御
講
義
を
聞
き
て

吾
が
子
供
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
と
嘆
き
て
泣

か
る
る
母
親
悲
し

迫
り
寄
り
胸
ぐ
ら
つ
か
み
教

へ
子
に
向
ふ
御
姿
目
に

浮
び
来
る

（
二
回
目
の
作
品
）

班
友
は
発
言
す
れ
ど
吾
が
思
ひ
言
葉
に
な
ら
ず
く
や

し
と
ふ
友
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∽
不
動
産
ヨ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
松

士口　
基
　
光

厚
木
市
職
員
の
山

口
先
生
と
お
話
し
し
て

合
宿
の
た
め
何
度
も
何
度
も
打
ち
合
は
せ
我
ら
の
た

め
に
準
備
下
さ
る

（
二
回
目
の
作
品
）

乙
女
ら
は
汗
流
し
つ
つ
働
き
を
る
に
報
ゆ
る
す
べ
な

く
申
し
訳
な
し

白

井
　
　
博

つ
ゆ
く
さ
の
う
す
む
ら
さ
き
に
さ
き
て
あ
り
ち
さ
き

い
の
ち
は
お
の
も
お
の
も
に

あ
を
や
ま
を
い
く
ま
が
り
し
て
ひ
ろ
の
は
ら
つ
ゆ
ひ

か
り
を
り
く
さ
ぬ
す
が
し
も

あ
せ
ふ
け
ば
す
ず
か
ぜ
わ
た
る
も
り
の
さ
と
し
ば
く

さ
は
ら
に
し
ば
し
い
こ
へ
る

お
に
ぎ
り
に
の
り
を
し
ま
い
て
た
べ
に
け
り
ひ
る
げ

は
た
の
し
わ
か
き
と
も
ら
と

小
野
吉
宣
教
論

の
講
演

わ
か
き
友
小
野
教
論
は
や
二
十
年
も
ゆ
る
お
も
ひ
を

だ
ん
じ
ょ
う
に
の
ぶ

わ
か
き
ら
と
は
た
と
せ
あ
ま
り
も
ゆ
る
ひ
の
を
し
ヘ

の
ひ
び
を
か
た
り
ま
す
は
や

那
須
教
諭
講
演

に
ひ
づ
ま
と
う
た
が
た
り
す
る
郡
須
先
生
こ
と
だ
ま

の
み
や
び
あ
ふ
る
う
れ
し
も

こ
ぞ
の
ひ
に
わ
が
つ
く
り
け
る
こ
し
を
れ
を
レ
ジ
ュ

メ
に
し
る
し
う
た
か
た
り
ま
す

あ
か
あ
か
と
も
ゆ
る
も
の
あ
り
く
さ
か
げ
の
う
た
よ

み
か
へ
し
ひ
と
り
い
の
れ
ば

（
二
回
目
の
作
品
）

げ
ん
か
い
の
な
み
に
よ
ひ
つ
つ
い
や
は
て
の
つ
し
ま

ゆ
は
ろ
か
七
沢
に
き
ぬ

ふ
た
た
び
を
あ
は
む
ひ
も
が
な
か
く
も
ひ
て
わ
か
れ

し
と
も
と
こ
こ
に
ま
た
あ
ふ

千
喜
利
青
少
年
会
館
嘱
託
　
岡
　
村
　
義
　
一

君
が
代
を
歌
ひ
つ
つ
上
ぐ
る
日
の
丸
仰
ぎ
み
て
心
洗

は
る
合
宿
の
朝

か
ね
て
よ
り
名
前
聞
き

つ
る
対
馬
な
る
大
人
に
会
ひ

ま
せ
り
こ
の
合
宿
で

わ
れ
と
同
じ
師
範
出
ら
れ
し
自
井
大
人
に
親
し
み
覚

ゆ
語
ら
う
ほ
ど
に

（
二
回
日
の
作
品
）

七
沢
に
つ
ど
ひ
し
友
ら
と
別
れ
ゆ
く
時
近
づ
き
て
心

せ
は
し
も

ラ
ウ
ン
ジ
に
ひ
と
り
い
ま
せ
る
理
事
長
に
わ
れ
挨
拶

す
心
を
こ
め
て

い
中
央
塩
ビ
製
作
所
代
表
取
締
役
　
星
　
野
　
　
　
貢

開
会
式
で
足
立
原
厚
木
市
長
さ
ん
の
挨
拶
を
き
き
て

つ
も
る
年
の
み
思
ひ
凝
り
て
な
り
な
り
し
こ
こ
七
沢

の
自
然
教
室

若
き
日
の
集
ひ
忘
ら
え
ず

つ
ひ
に
な
り
し
友
の
喜
び

如
何
に
あ
る
ら
む

（
二
回
目
の
作
品
）

乙
女
ら
の
別
れ
の
し
る
し
と
た
び
ま
し
し
文
の
み
言

葉
た
だ
に
う
れ
し
も

ま
た
会
は
な
と
微
笑
て
ま
向
ふ
乙
女
ら
の
み
顔
は
れ

や
か
に
す
が
し
く
見
ゆ
る

輸
信
陵
会
館
取
締
役
　
加
　
部
　
隆
　
一二

山
道
を
登
り
ゆ
け
ど
も
相
模
の
海
見
は
る
か
し
え
ず

煙
り
て
あ
れ
ば

夕
さ
れ
ば
ひ
と
し
は
し
げ
く
カ
ナ
カ
ナ
の
鳴
き
わ
た

り
ゆ
く
七
沢
の
森

（
二
回
目
の
作
品
）

慰
霊
祭

に
て

た
た
か
ひ
に
斃
れ
し
人
を
弔
ひ
し
友
ま
た
逝
け
り
年

経
る
ご
と
に

友
ら
ゆ
き
次
な
る
世
代
の
人
々
と
共
に
慰
霊
の
祭
り

に
詣
る

（元
）法
政
大
学
人
事
部
長
　
香
　
川
　
亮
　
二

相
模
な
る
原
当
麻
の
地
に
心
決
し
友
ら
集
ひ
し
て
五

十
年
あ
ま
り

丹
沢
の
谷
よ
り
出
づ
る
相
模
川
に
み
そ
ぎ
し
て
友
ら

学
び
し
と
聞
く

戦
ひ
終
り
て

不
知
火
筑
紫
の
国
に
三
十
年
の
余
集
ひ
集
ひ
し
て
今

日
に
至
り
ぬ
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逝
き
し
友
も
み
そ
な
は
す
ら
む
こ
た
び
ま
た
相
模
に

集
ふ
を
か
し
こ
し
と
思
ふ

斃
れ
た
る
友
を
嘆
か
ず
と
う
た
ひ
し
て
逝
き
し
み
友

ら
よ
守
ら
せ
た
ま
へ

（
二
回
目
の
作
品
）

わ
れ
ら
迎
ふ
と
四
人
な
ら
び
ゐ
し
受
付
の
中
の
一
人

に
心
ひ
か
れ
ぬ

面
ざ
し
の
い
た
く
似
た
る
に
不
思
議
な
る
思
ひ
の
し

つ
つ
手
続
す
ま
す

仮
名
簿
開
き
て
み
れ
ば
古
閑
の
名
あ
り
亡
き
友
が
子

の
嫁
ぎ
し
先
か

加
藤
敏
治
兄

の
お
孫
さ
ん
と
知
り
て

戸
塚
の
里
に
す
ま
ひ
せ
し
頃
は
い
と
け
な
き
幼
な
子

に
て
あ
り
ぬ
か
く
生
ひ
立
ち
し

面
ざ
し
は
父
に
似
ま
せ
り
亡
き
友
が
喜
び
語
り
し
父

に
似
ま
せ
り

′名
札
も
ら
ひ
こ
れ
で
一
人
前
′
と
喜
び
て
歌
ひ
し

と
友
に
告
げ
ま
つ
り
な
む

不
知
火
の
国
よ
り
は
ろ
か
海
山
を
こ
え
て
伝
ひ
く
る

君
が
思
ひ
は

富
山
女
子
短
大
教
授
　
廣
　
瀬
　
　
誠

森
林
公
国
に
て

胸
札
を
の
ぞ
き
あ
ひ
つ
つ

「
や
あ
や
あ
」
と
短
き
挨

拶
か
は
す
う
れ
し
さ

う
ち
つ
れ
て
登
り
ゆ
く
道
樹
々
繁
く
澄
み
と
は
り
鳴

く
山
蝉
の
声

吹
き
と
は
る
風
を
涼
し
と
君
と
と
も
に
木
漏
れ
日
揺

る
る
蔭
に
憩
ひ
つ

曜
雄
理
の
撃
け
み
跡
か
ぎ
ろ
ひ
の
燃
ゆ
る
相
模
野
を

指
し
て
語
り
つ

日
本
武
の
尊
語
り
て
も
ろ
蝉
の
澄
み
ゆ
く
声
に
う
ち

浸
り
つ
つ

日
本
武
弟
橘
援
い
ま
よ
み
が

へ
り
日
の
本
の
い
の
ち

を
護
ら
せ
た
ま
へ

合
宿
地
に
て
背
後

の
山
を
望
む

神
さ
ぶ
る
七
沢
の
山
い
た
だ
き
に
群
れ
立
つ
樹
々
を

雲
か
す
め
ゆ
く

頂
め
が
け
そ
そ
り
傾
き
う
ち
茂
る
神
さ
ぶ
る
樹
々
見

れ
ど
あ
か
ぬ
か
も

日
の
本
の
い
の
ち
護
ら
む
と
つ
ど
ふ
わ
れ
ら
を
山
の

神
た
ち
見
そ
な
は
し
た
ま

へ

そ
が
ひ
な
る
阿
夫
利
の
山
は
千
早
振
る
神
の
御
山
と

ひ
た
な
が
め
つ
つ

七
沢
山
夕
雲
か
か
り
杉
木
立
と
よ
も
し
て
鳴
く
ひ
ぐ

ら
し
の
声

（
二
回
目
の
作
品
）

合
宿
感
想
の
歌

と
り
か
へ
す
君
が
代
の
メ
ロ
デ
ィ
正
面
の
日
の
丸
大

き
く
そ
ぞ
ろ
う
れ
し
も

（
開
会
式
）

ユ
ー
モ
ア
と
笑
ひ
ま
じ

へ
て
説
き
ま
せ
ば
岩
戸
あ
く

る
ご
と
皆
笑
ひ
つ
つ

（
講
義
）

国
際
情
勢
た
だ
ご
と
な
ら
ず
息
つ
め
て

一
言
も
洩
ら

さ
じ
と
の
り
出
し
て
き
く

（講
義
）

君
が
代
日
の
丸
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
鋭
く
も
説
き
ま
す

を
聴
く
拳
に
ぎ
り
て

（講
義
）

あ
ら
た
め
て
太
子
の
御
言
葉
ひ
し
と
味
は
ひ
遠
き
亡

き
師
を
偲
び
ま
つ
る
も

（黒
上
先
生
憶
念
）

班
別
の
討
議
に
わ
れ
も
加
は
り
つ
息
つ
め
て
聴
く
若

き
人
の
声

（
班
別
討
論
）

討
議
の
座
に
す
わ
り
つ
づ
く
れ
ば
痛
む
足
こ
ら
へ
て

ぞ
聴
く
ひ
た
ぶ
る
の
声

（班
別
討
論
）

坐
り
つ
づ
け
足
腰
痛
し
頭
痛
し
い
ま
は
眠
ら
な
手
足

の
ば
し
て

（
班
別
討
論
）

一
人

一
人
の
短
歌
を
め
ぐ
り
よ
き
意
見
次
々
に
い
で

座
は
は
づ
み
つ
つ

（
班
別
短
歌
相
互
批
評
）

己
が
歌
に
感
極
り
て
泣
き
む
せ
び
ひ
そ
か
に
座
を
立

ち
か
く
れ
ゆ
く
人

（
班
別
短
歌
相
互
批
評
）

人
泣
け
ば
わ
れ
も
泣
き
つ
つ
続
け
ゆ
く
歌
の
添
削
か

な
し
短
歌
は

（
班
別
短
歌
相
互
批
評
）

わ
が
添
削
喜
び
く
る
る
女
ら
の
う
ら
若
き
声
に
わ
れ

も
う
れ
し
き

（
班
別
短
歌
相
互
批
評
）

夜
を
こ
め
て
策
を
練
り
ま
す
幹
事
ら
の
底
ゆ
く
力
を

偲
び
ま
つ
る
も

（縁
の
下
の
労
苦
を
思
ふ
）

力
こ
め
声
ひ
び
か
せ
て
わ
れ
は
説
き
つ
相
模
に
や
ど

る
か
な
し
き
古
こ
と

（
わ
が
講
話
）
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わ
ね
り
う
つ
思
ひ
を
こ
め
て
ひ
と
息
に
い
ぶ
き
の
ダ

霧
と
吐
き
い
だ
し
ゆ
く

（
わ
が
講
話
）

か
が
り
火
と
暗
や
み
の
し
じ
ま
に
神
を
招
ぐ
声
朗

々

と
強
く
お
ご
そ
か
に

（
慰
霊
祭
）

牛
の
如
太
く
た
く
ま
し
然
れ
ど
も
神
さ
び
て
か
そ
け

し
神
を
招
ぐ
声

（慰
霊
祭
）

暗
闇
に
ひ
び
く
そ
の
声
な
つ
か
し
き
関
氏
の
声
と
頭

垂
れ
聴
く
も

（
慰
霊
祭
）

雨
霧
に
隠
れ
ゆ
く
山
の
杉
木
立
現
れ
て
は
消
ゆ
さ
ら

ば
別
れ
む

（
合
宿
終
了
）

な
つ
か
し
き
友
ら
と
か
く
て
別
る
と
も
又
々
も
逢
は

む
幸
く
ま
し
ま
せ

（
合
宿
終
了
）

日
本
銀
行
監
事

小
田
村
　
四
　
郎

七
沢
森
林
公
園

尾
根
道
を
ひ
と
り
し
ゆ
け
ば
秋
風
の
涼
し
く
吹
き
て

蝉
鳴
き
し
き
る

見
は
る
か
す
南
に
平
野
ひ
ろ
ご
り
て
相
模
の
海
の
遠

く
か
す
め
る

た
ど
り
来
し
巡
礼
峠
に
年
ふ
り
し
お
地
蔵
さ
ま
の
た

た
ず
み
て
あ
り

そ
の
む
か
し
巡
礼
母
子
の
山
賊
に
殺
さ
れ
し
あ
と
と

む
ら
ふ
と
い
ふ

山
道
に
汗
流
し
て
は
秋
風
を
受
け
つ
つ
と
れ
る
ひ
る

げ
楽
し
き

（
二
回
目
の
作
口じ

十
三
班
の
班
付
と
し
て
大
木
聴
君

（拓
大

一
年
）
の
帰
郷
を
送

る

祖
父
君
の
病
篤
し
と
七
沢
を
下
り
し
友
は
い
か
に
ま

す
ら
む

祖
父
君
の
身
を
案
じ
つ
つ
合
宿
に
心
残
し
て
君
去
り

ゆ
き
ぬ

会
へ
ば
ま
た
別
る
る
は
世
の
常
な
れ
ど
思
は
ざ
る
別

れ
は
悲
し
か
り
け
り

短
か
か
れ
ど
共
に
学
び
し
こ
と
忘
れ
じ
再
び
会
は
む

日
を
ば
待
ち
つ
つ

東
京
目
蒲
病
院
。
産
婦
人
科
医
長
・
医
学
博
士

江
里
口
　
淳
一
郎

公
一回
目
の
作
品
）

合
宿
に
つ
ら
な
り
て

見
放
く
れ
ば
丹
沢
の
山
け
ぶ
り
つ
つ
神
さ
び
て
見
ゆ

厳
し
く
見
ゆ

の
ぼ
り
き
て
鯛
の
声
山
に
滲
み
し
み
じ
み
と
し
て
さ

ら
に
の
ぼ
り
き

身
を
粉
に
心
く
だ
き
勉
め
ま
し
し
友
ら
の
あ
り
て
合

宿
成
れ
り

天
地
の
ま
に
ま
に
わ
れ
ら
今
こ
こ
に
逢
ひ
が
た
く
し

て
逢
へ
る
を
よ
ろ
こ
ぶ

丹
沢
の
山
い
つ
し
か
に
日
を
沈
め
蝿
の
声
も
静
ま
り

に
け
り

他
力
と
は
自
他
わ
か
た
ざ
る
同
信
の
生
活
な
ら
む
し

み
じ
み
思
ふ

わ
れ
も
ま
た
こ
こ
に
つ
ら
な
り
友
垣
の
心
に
添
は
む

つ
た
な
け
れ
ど
も

関
　
口
　
靖

枝

坂
東
さ
ん
の
導
入
講
義
を
聞

い
て

な
り
は
ひ
の
中
に
み
づ
か
ら
ま
ご
こ
ろ
を
友
は
み
ご

と
に
生
か
し
給
ふ
も

（
二
回
目
の
作
口じ

第
二
十
一
班
、
酒
井
亜
紀
子
（拓
大
一
年
）
さ
ん
の
発
言
を
開

き
て
∩
全
体
感
想
自
由
発
表
し

を
と
め
ら
の
清
き

コ
ー
ラ
ス
を
う
ち
た
た
へ
歌
贈
り

ま
す
益
荒
男
の
君

横
浜
平
沼
高
校
通
信
制
教
諭
　
福
　
田
　
忠
　
之

国
武
さ
ん
と

久
々
に
会
ひ
た
る
友
と
床
の
べ
て
語
り
合
ひ
つ
つ
寝

ぬ
る
喜
び

（
二
回
目
の
作
口じ

第
三
十
六
回
合
宿
教
室
を
終
へ
て

七
年
も
八
年
も
前
の
こ
と
な
る
か
こ
の
山
拓
き
棟
造

ら
む
と
す

こ
の
地
に
て
や
が
て
合
宿
開
か
む
と
の
市
長
の
言
葉

今
も
う
つ
つ
に

や
う
や
く
に
集
ひ
開
き
て
人
々
の
多
く
群
れ
ゐ
る
見

る
も
う
れ
し
き

不
思
議
な
る
縁
な
る
か
も
雲
仙
は
火
を
噴
き
上
ぐ
る
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今
し
こ
の
時

こ
の
年
も
み
た
ま
の
ふ
ゆ
を
か
が
ふ
り
て
大
合
宿
は

終
ら
む
と
す航

空
自
衛
隊
航
空
教
育
隊
生
徒
隊
教
育
科
教
論

村
　
山
　
寿
　
彦

緑
な
す
山
連
ら
な
れ
る
丹
沢
に
ひ
と
き
は
高
く
大
山

の
見
ゆ

丹
沢
に
ひ
と
き
は
高
き
大
山
の
峰
に
は
自
き
雲
た
な

び
き
ぬ

白
雲
の
な
が
く
た
な
び
く
大
空
を
右
に
左
に
つ
ば
く

ら
め
飛
ぶ

（
二
回
目
の
作
品
）

パ

ス
乗
場
に
て
友
を
見
送
る

合
宿
で
共
に
学
び
し
友
ど
ち
の
姿
さ
が
し
て
バ
ス
に

近
づ
く

バ
ス
の
な
か
ゆ
わ
れ
に
気
づ
き
し
友
ど
ち
の
手
を
さ

し
だ
せ
る
を
見
出
し
う
れ
し

い
つ
の
日
か
再
び
あ
ふ
を
約
し
つ
つ
友
の
両
手
を
か

た
く
に
ぎ
り
ぬ

窓
ご
し
に
か
た
く
に
ぎ
り
て
行
く
を
惜
し
む
交
す
言

葉
は
す
く
な
け
れ
ど
も

四
日
前
は
じ
め
て
あ
ひ
し
友
な
れ
ど
わ
か
れ
が
た
く

て
握
手
か
は
し
ぬ

二
歩
三
歩
あ
と
を
お
ひ
つ
つ
手
を
あ
げ
て
動
き
だ
し

た
る
パ
ス
を
見
送
る

杉
木
立
の
み
ち
く
だ
り
ゆ
く
バ
ス
の
な
か
の
友
は
い

つ
ま
で
も
手
を
ふ
り
て
を
り

手
を
あ
げ
て
見
お
く
る
パ
ス
は
杉
木
立
の
み
ち
と
は

ざ
か
り
見
え
ず
な
り
ゆ
く

友
の
乗
る
バ
ス
の
去
り
た
る
杉
木
立
の
み
ち
に
は
げ

し
く
蝉
の
な
く
な
り方

栄
産
商
い
取
締
役
石
油
営
業
部
部
長

柴
　
田
　
悌
　
輔

森
林
公
園
に
て

せ
み
の
声
に
耳
を
す
ま
せ
ば
涼
風
の
さ
や
か
に
吹
き

ぬ
汗
ぬ
ぐ
ふ
ご
と

（
二
回
目
の
作
品
）

和
歌
の

「
班
別
相
互
批
評
」

の
折
り

疑
間
を
ば
す
ぐ
口
に
す
る
友
ど
ち
の
は
ほ
は
不
満
げ

に
ふ
く
ら
ん
で
を
り

判
つ
た
と
ふ
友
の
ひ
と
み
の
輝
き
に
安
堵
の
思
ひ
が

胸
内
み
た
す

誇
ら
し
げ
に
添
削
を
終

へ
し
を
読
み
あ
ぐ
る
幼
き
仕

草
の
楽
し
げ
な
る
か

公
務
員
　
亀
　
井
　
孝
　
之

廣
瀬
誠
先
生

の
御
講
話
を
聞
き
て

一
語
づ
つ
気
塊
を
こ
め
て
語
り
た
ま
ふ
師
の
御
言
葉

に
胸
せ
ま
り
く
る

（
二
回
日
の
作
品
）

「全
体
感
想
自
由
発
表
」
に
て

七
年
前
学
び
し
こ
と
に
思
ひ
至
り
合
宿
に
来
し
と
聞

け
ば
う
れ
し
も

拓
殖
大
学
外
国
語
学
部
教
授

松

本
　
幹
　
男

合
宿
は
厚
木
に
限
る
と
き
つ
ば
り
と
語
り
し
友
の
笑

顔
忘
れ
じ

夕
や
み
の
せ
ま
る
窓
辺
に
ひ
と
し
き
り
か
な
か
な
の

声
さ
え
わ
た
り
行
く

（
二
回
目
の
作
口じ

拓
大
は
日
本

一
ぞ
と
胸
を
は
る
学
生
の
心
を
う
れ
し

く
思
ふ

小
田
原
市
立
富
水
小
学
教
務
主
任
　
岩
　
越
　
豊
　
雄

頂
き
の
わ
づ
か
な
木
の
間
ゆ
広
ご
れ
る
相
模
の
原
の

う
す
が
す
む
見
ゆ

こ
れ
も
日
の
ゆ
る
る
木
陰
に
友
ど
ち
は
歌
作
り
を
り

心
静
め
て

（
二
回
目
の
作
口じ

い
に
し
へ
の
手
ぶ
り
の
ま
ゝ
に
御
祖
先
ら
の
御
魂
を

ま
つ
る
こ
と
の
か
し
こ
さ

御
先
祖
ら
の
み
魂
よ
ば
は
ん
と
警
躍
の
声
は
や
み
夜

に
し
み
通
り
ゆ
く

み
あ
か
し
に
浮
ぶ
斎
庭
の
真
白
き
し
で
そ
よ
そ
よ
と

風
に
ゆ
れ
た
り

ふ
く
風
に
斎
庭
を
囲
む
竹
ざ
さ
の
葉
擦
れ
の
音
の
か

す
か
に
聞
え
く
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富
山
工
業
高
校
教
諭

岸

本
　
　
　
弘

森
林
公
園
に
て

丘
の
上
の
展
望
台
に
た
た
ず
み
て
友
と
し
ば
し
の
時

を
安
ら
ふ

南
に
相
模
の
海
も
見
え
る
と
い
ふ
か
す
め
る
彼
方
を

友
と
眺
め
ぬ

走
水

。
相
模
の
小
野
も
近
く
に
あ
り
と
ふ
友
の
言
葉

に
耳
傾
く
る

（
二
回
目
の
作
品
）

合
宿
の
進
み
ゆ
く
は
ど
に
わ
が
生
き
方
の
小
さ
き
こ

と
を
思
は
し
め
ら
る
る

大
き
な
る
も
の
に
会
ひ
て
は
己
が
身
を
ゆ
だ
ね
て
生

き
る
ほ
か
な
し
と
思
ふ

一
人
で
も
ま
み
え
し
学
生
と
交
は
り
て
こ
の
一
年
を

生
き
て
ゆ
き
た
し

キ
ュ
ー
ピ
ー
輸
財
務
部
部
長
　
山
　
本
　
茂
　
夫

輪
読
の
友
の
声
聞
き
つ
つ
思
ひ
出
づ
初
合
宿
に
て
と

ま
ど
ひ
し
こ
と
を

七
沢
の
朝
の
し
じ
ま
に
聞
こ
え
く
る
う
ぐ
ひ
す
の
声

す
が
し
が
し
き
か
な

三
菱
重
工
業
０
社
長
室
関
連
会
社
部
主
務

島
　
津
　
正
　
数

三
十
年
振
り
に
合
宿
に
参
加
し
て

若
き
等
と
共
に
学
ば
む
う
れ
し
さ
に
足
取
り
軽
く
坂

を
上
り
来

今
年
こ
そ
学
び
の
庭
に
集
は
む
と
心
躍
り
て
我
は
来

に
け
り

七
沢
の
木
々
の
緑
に
囲
ま
れ
て
体
験
す
る
は
心
清
し

き（
二
回
目
の
作
品
）

長
内
俊
平
先
生
の
講
話
を
聞
き
て

師
の
君
は
父
母
の
形
見
と
共
々
に
こ
の
合
宿
に
来
ら

れ
し
と
い
ふ

身
に
つ
け
し
草
木
染
な
る
ネ
ク
タ
イ
は
師
の
父
君
の

形
見
の
品
と
ふ

四
十
余
年
の
長
き
に
わ
た
り
大
切
に
大
切
に
し
給
ふ

形
見
の
品
々

日
の
本
の
こ
の
国
柄
を
の
ち
の
ち
も
伝

へ
守
ら
む
国

民
と
し
て

東
急
建
設
０
東
京
支
店
建
築
部
審
査
課
長

奥
　
冨
　
修
　
一

丹
沢
の
山
の
麓
は
夕
暮
れ
て
ひ
ぐ
ら
し
蝉
の
声
に
ぎ

は
し
き

開
会
の
宣
言
聞
け
ば
過
ぎ
し
日
の
合
宿
準
備
の
数
多

浮
び
来

や
う
や
く
に
こ
こ
ま
で
た
ど
り
つ
き
た
る
と
思
へ
ば

胸
の
熱
く
な
り
ゆ
く

（
二
回
目
の
作
品
）

最
後
の
班
別
懇
談
に
て

た
よ
り
だ
せ
ば
返
事
く
る
る
と
即
座
に
も
答
へ
る
後

輩
の
み
声
う
れ
し
も

中
島
法
律
事
務
所
弁
護
士
　
中
　
島
　
繁

樹

新
ら
し
き
設
備
整
ふ
七
沢
の
山
ふ
と
こ
ろ
に
集
ふ
う

れ
し
も

友
多
く
広
き
ホ
ー
ル
を
満
た
す
ご
と
集
ひ
来
た
れ
り

こ
の
夏
も
ま
た

公
一回
目
の
作
品
）

蓑
田
誠
一
氏
（第
二
十
一
班
、
熊
本
県
。
小
学
校
教
諭
）
の
意

見
発
言
を
聞
き
て
（「全
体
感
想
自
由
発
表
し

合
宿
で
学
び
し
こ
と
が
と
も
す
れ
ば
揺
ら
ぐ
心
を
支

へ
し
と
い
ふ

亜
細
亜
大
学
助
教
授
　
東
中
野
　
修
　
道

厚
木
な
る
七
沢
の
お
く
の
や
ま
な
か
に
広
が
り
て
あ

り
自
然
教
室
は

強
く
な
り
弱
く
な
り
つ
つ
た
え
ま
な
く
鳴
く
蝉
の
音

を
う
ま
し
と
思
ふ

講
義
室
へ
急
ぐ
な
か
に
も
山
道
を
語
ら
ひ
て
行
け
ば

楽
し
か
り
け
り

（
二
回
目
の
作
品
）

閉
会
式
に
て
君
が
代
を
歌
ふ

力
強
く
ま
た
力
強
く
湧
き
起
る
雲
の
ご
と
く
に
歌
声

ひ
び
く

粛
々
と
ま
た
力
強
く
君
が
代
を
歌
ふ
声
は
も

一
つ
に

ひ
び
く

と
も
に
唱
ふ
そ
の
歌
声
に
聞
き
入
れ
ば
う
ま
き
歌
か
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も
め
が
し
ら
あ

つ
し

神
奈
川
県
立
秦
野
曽
屋
高
校
教
諭
　
原
　
川
　
猛
　
雄

田
久
保
忠
衛
先
生
の
ご
講
義
を
聞
き
て

「
道
義
な
き
国
」
と
語
り
し
先
生
の
お
言
葉
強
く
胸

に
追
り
く

世
界
よ
り
侮
り
受
け
し
日
本
の
今
の
姿
は
情
け
な
き

か
な

（
二
回
目
の
作
品
）

山
道
の
階
段
降
り
し
そ
の
わ
き
に
ピ
ン
ク
の
山
百
合

咲
き
い
で
に
け
り

は
つ
そ
り
と
茎
を
し
の
ば
せ
し
そ
の
さ
き
に
可
憐
な

る
花
の
咲
き
い
で
に
け
り

廣
瀬
誠
先
生
の
お
話
を
聞
き
て

心
こ
め

一
語

一
語
を
語
ら
れ
し
古
事
記
の
世
界
の
う

か
び
く
る
ご
と

大

島

啓

子

七
沢
の
森

ひ
ぐ
ら
し
の
声
山
々
に
こ
だ
ま
し
て
森
は
静
か
に
暮

れ
て
ゆ
く
ら
む

（
二
回
日
の
作
品
）

最
後

の

「
班
別
懇
談
」

来
年
も
友
達
連
れ
て
必
ず
や
参
加
し
ま
す
と
の
言
の

葉
う
れ
し

公
務
員
　
加
　
久
　
至
　
誠

小
野
吉
宣
先
生
の
御
講
義
を
お
聞
き
し
て

放
課
後
の
学
び
の
庭
に
教
へ
子
と
共
に
草
と
る
御
姿

し
の
ば
ゆ

教

へ
子
を
吾
は
な
ぐ
り
つ
と
語
ら
る
る
君
踏
み
た
ま

ふ
師
の
道
厳
し

（
二
回
目
の
作
品
）

度
瀬
誠
先
生
の
御
講
話

弟
橘
姫
を
し
の
び
て
よ
み
ま
せ
る
御
歌
を
聞
け
ば
胸

に
迫
り
来

い
講
談
社
・
校
閲
局
校
閲
第
二
部
副
部
長

藤
　
井
　
　
　
貢

（
二
回
目
の
作
品
）

谷
間
よ
り
う
ぐ
ひ
す
の
声
の
聞
え
来
て
吾
驚
き
ぬ
宿

に
向
ひ
つ
つ

杉
木
立
の
生
ひ
茂
る
な
か
ひ
ぐ
ら
し
の
声
ぞ
聞
え
来

る
こ
の
学
び
舎
に

新
し
き
友
と
の
出
会
ひ
忘
れ
め
や
な
り
は
ひ
た
が
ひ

離
れ
暮
す
も

な
つ
か
し
き
友
の
姿
に
励
ま
し
を
受
く
る
思
ひ
に
今

日
も
生
き
た
り

七
沢
の
緑
ゆ
た
け
し
街
中
ゆ
辿
り
て
来
れ
ば
緑
ゆ
た

け
し

東
京
・
伊
佐
ホ
ー
ム
ズ
い
　
伊
　
佐
　
　
　
裕

（
二
回
目
の
作
品
）

合
宿
最
終
日
の
早
朝

カ
ナ
カ
ナ
と
蝉
の
声
の
響
き
く
る
七
沢
の
森
に
朝
は

来
に
け
り

起
き
出
で
て
外
な
が
む
れ
ば
雨
上
り
か
す
む
谷
間
を

小
鳥
と
び
行
く

福
岡
県
立
福
岡
中
央
高
校
教
諭
　
占
一　
部
　
賢
　
志

折
ふ
し
に
登
校
し
ぶ
り
て
家
中
に
こ
も
る
生
徒
を
訪

ね
ゆ
く
先
輩

登
校
を
拒
む
わ
が
子
の
か
た
は
ら
に
な
す
す
べ
も
な

く
母
御
泣
き
を
り

い
く
た
び
も
母
御
泣
か
せ
し
Ｆ
君
に
先
輩
は
は
げ
し

く
迫
り
し
と
い
ふ

（
二
回
目
の
作
品
）

緑
濃
き
木
立
ち
の
中
に
た
た
ず
め
ば
し
き
鳴
く
せ
み

の
し
ら
べ
妙
な
り

香
川
大
学
農
学
部
園
芸
利
用
学
研
究
室
助
教
授

川
　
田
　
和
　
秀

残
し
た
る
あ
ま
た
の
仕
事
有
り
た
れ
ど
教
室
に
来
ぬ

れ
ば
た
だ
に
学
ば
む

（
二
回
目
の
作
品
）

「全
体
感
想
自
由
発
表
」
を
聞
き
て

壇
上
に
の
ぼ
り
し
友
の
発
言
に
学
生
参
加
の
大
切
さ

を
知
る

福
岡
県
立
水
産
高
校
教
諭

菅
　
原
　
事
　
二

心
地
よ
き
風
の
吹
き
く
る
夕
暮
れ
の
杉
の
林
に
ひ
ぐ

ら
し
の
鳴
く

緑
濃
き
山
の
ふ
も
と
の
七
沢
に
集

へ
る
若
人
の
面
す
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が
し
も

（
二
回
目
の
作
品
）

「
班
別
討
論
」

に
て

き
び
し
く
も
笑
み
を
浮
べ
つ
語
ら
る
る
先
輩
の
話
に

時
を
忘
る
る

防
衛
施
設
庁
施
設
部
　
山
　
根
　
　
　
清

十
七
条
憲
法
を
輸
読
し
て

聖
王
の
遺
し
給
ひ
し
大
御
教
へ
友
ら
と
共
に
よ
み
ゆ

く
う
れ
し
さ

「
共
に
是
れ
凡
夫
」
と
の
ら
せ
し
御
言
葉
に
触
れ
得

て
救
は
る
る
思
ひ
す
る
か
も

時
ふ
れ
ど
や
ま
と
言
の
葉
力
あ
り
て
我
ら
の
心
に
伝

は
り
来
る
か
も

（
二
回
日
の
作
品
）

あ
ひ
と
も
に
学
び
し
友
ら
と
別
れ
ゆ
く
時
近
づ
き
て

さ
び
し
く
思
ふ
も

幹
日
本
イ
ン
ペ
ス
タ
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
調
査
部

小

柳

志
乃
夫

小
野
吉
宣
先
輩
の
体
験
発
表
を
聞
き
て

卒
業
の
そ
の
日
よ
友
ら
と
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
贈
れ

る
生
徒
の
思
ひ
し
ぬ
ば
ゆ

口
に
さ
し
て
生
徒
の
渡
す
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
先
輩

も
口
に
て
受
け
取
り
ま
し
き

い
か
ば
か
り
う
れ
し
か
り
け
む
語
ら
る
る
先
輩
の
み

顔
の
輝
き
て
見
ゆ

（
二
回
目
の
作
品
）

廣
瀬
誠
先
生
の
ご
講
話
を
聞
き
て

師
の
君
の
ひ
た
し
た
ま
ひ
す
古
事
の
記
の
御
話
聞
く

に
あ
か
ず
も
　
．

力
強
く
声
ふ
り
し
ば
り
若
き
ら
に
語
り
た
ま
へ
る
越

の
師
の
君

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
の
御
名
慕
し
も
成
り
合
は
ぬ
生

き
の
ま
に
ま
に
つ
け
ら
れ
し
御
名

大
阪
府
立
交
野
高
校
教
諭
　
絹
　
田
　
洋
　
一

合
宿
に
参
加
す
る
卒
業
生
ら
と
新
大
阪
駅
で
待
ち
合
は
せ
、
二

年
ぶ
り
に
会
ひ
て

電
話
に
て
話
は
し
た
れ
ど
ま
な
か
ひ
に
君
の
顔
み
て

た
ヽ
な
つ
か
し
き

高
校
に
い
ま
せ
し
頃
は
生
徒
会
長
の
繁
き
務
め
に
は

げ
み
し
君
は
も

（
二
回
日
の
作
品
）

「全
体
感
想
自
由
発
表
」
の
折
、
班
員
の
新
田
洋
君
（第
十
班
、

防
大
四
年
）
の
発
表
を
聞
き
て

「
な
だ
し
お
」
の
事
件
の
折
に
は
道
ゆ
く
君
を

「
人

殺
し
」
と
の
ゝ
し
る
人
も
あ
り
し
と

こ
こ
ろ
な
き
の
の
し
り
う
け
て
い
か
ば
か
り
君
の
心

は
傷

つ
き
し
な
ら
む

日
の
本
の
国
民
守
ら
む
と
ひ
た
す
ら
に
励
み
し
君
の

思
ひ
い
か
に
ぞ

け
ふ
よ
ヶ
は
ま
ど
ふ
こ
と
な
し
皆
さ
ん
を
守
り
て
ゆ

か
む
と
言
ひ
し
君
は
も

出
光
興
産
い
店
主
室
　
庄
　
子
　
　
　
修

田
久
保
先
生
の
御
講
義
を
聞
き
て

激
動
の
時
代
の
中
を
歩
め
ど
も
認
識
不
足
の
我
が
身

を
恥
づ
る

（
二
回
目
の
作
品
）

胸
を
張
り

「
我
ま
す
ら
を
」
と
言

へ
る
ま
で
学
び
を

続
け
む
仕
事
に
励
ま
む

東
洋
精
密
プ
レ
ス
エ
業
い
営
業
部
主
任

阿
　
川
　
信
　
次

大
木
君
お
じ
い
さ
ん
が
危
な
い
と
の
こ
と
で
栃
木
に
帰
る
こ
と

に
な
つ
て

「
こ
れ
か
ら
挽
回
し
よ
う
と
思
つ
て
ゐ
た
の
に
残
念

で
す
」
と
友
は
語
り
給
ひ
ぬ

班
員
の
数
少
な
き
を
な
は

一
人
友
去
り
ゆ
く
は
さ
み

し
か
り
け
り

（
二
回
日
の
作
品
）

も
や
か
か
る
七
沢
の
地
に
風
吹
き
て
厚
木
市
の
旗
風

に
は
た
め
く福

岡
県
立
須
恵
高
校
教
諭
　
那
　
須
　
一二
　
一九

坂
東
先
輩
の
合
宿
導
入
講
義
を
開
き
て

酒
を
め
で
し
人
々
の
歌
我
が
歌
の
ご
と
く
語
ら
る
る

聞
く
も
楽
し
き

美
味
酒
を
酒
を
愛
づ
る
人
に
勧
む
る
は
楽
し
か
ら
ず

や
と
励
み
給
ひ
し
を
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子
の
数
は
誰
に
も
負
け
ず
と
誇
ら
か
に
己
が
子
の
こ

と
語
り
た
ま
ふ
も

学
生
の
時
に
学
び
し
生
き
方
を
貫
き
生
き
ま
す
姿
う

つ
つ
に

（
二
回
目
の
作
品
）

「合
宿
教
室
」
の
開
催
地
が
初
め
て
関
東
に
移
り
て

名
前
の
み
知
り
つ
る
人
と
初
め
て
の
七
沢
の
地
で
会

ひ
て
嬉
し
も

厚
木
市
役
所
秘
書
部
広
報
課
主
任

矢
　
野
　
正
　
男

開
会
式
に
て

情

熱

を

込

め

て

勤

め

し

七

沢

に

て

合

宿

教

室

今

開

か

る

る
長
年
の
願
ひ
か
な
ひ
し
喜
び
を
感
無
量
な
つ
と
市
長

は
語
り
ぬ

（
二
回
日
の
作
品
）

「
全
体
感
想
自
由
発
表
」
を
聞
き
て

あ
り
が
た
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
く
り
か
へ
す
女
子
学

生
の
こ
と
ば
う
れ
し
も

お
の
お
の
に
課
題
を
い
た
だ
き
て
こ
れ
か
ら
を
学
ば

む
と
す
る
決
意
た
の
も
し

己
が
道
迷
ふ
こ
と
な
し
と
胸
を
は
り
感
想
の
べ
ゆ
く

学
生
た
の
も
し

合
宿
を
た
の
み
と
来
た
る
参
加
者
の
力
と
な
ら
ん
我

ら
が
道
統

０
日
立
製
作
所
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
所

一松
　
井
　
哲
　
也

登
校
拒
否
症
の
生
徒

「
も
う
私
の
力
及
ば
ず
」
と
母
君
は
泣
き
く
づ
れ
給

ひ
語
ら
れ
し
と
い
ふ

御
心
の
限
り
尽
く
せ
る
言
の
葉
に
病
め
る
心
の
開
か

れ
ゆ
く
か

（
二
回
目
の
作
品
）

防
大
生
（第
十
班
、
新
田
洋
君
）
の
発
言
を
聞
き
て
（「全
体
感

想
自
由
発
表
」
に
て
）

「
な
だ
し
お
」
の
事
件
の
を
り
に
世
の
人
の
そ
し
り

受
け
し
こ
と
語
り
給
へ
り

国
の
た
め
務
め
果
さ
む
思
ひ
あ
れ
ど
心
み
だ
る
る
日

々
過
ご
せ
し
か

合
宿
を
終

へ
て
ぞ
い
ま
は
そ
の
心
定
ま
り
し
と
言
ヘ

リ
決
然
と
し
て

合
宿
に
集
ひ
し
人
々
守
る
た
め
務
め
果
さ
む
と
語
る

君
は
も

福
岡
市
立
奈
多
小
学
校
教
諭

是
　
松
　
秀
　
文

素
晴
ら
し
き
講
義
に
な
れ
よ
と
心
か
ら
先
輩
の
講
義

の
成
功
祈
る

壇
上
に
立
た
れ
し
先
輩
の
声
ふ
る
へ
吾
の
胸
内
に
伝

は
り
て
く
る

（
二
回
目
の
作
品
）

長
内
先
生
の
御
講
話
を
拝
聴
し
て

今
の
世
の
乱
れ
は
ひ
た
に
人
心
の
乱
れ
を
う
つ
す
と

ふ
大
人
の
怒
り
よ

自
ら
の
心
豊
か
に
美
し
く
持
た
ま
ほ
し
と
の
思
ひ
つ

の
り
く

桐

山

澄

子

（
二
回
目
の
作
品
）

班
友
と
声
を
合
は
せ
て
朗
誦
す
太
子
憲
法
の
意
味
を

た
づ
ね
て

日
本
青
年
協
議
会
研
修
局
　
佐
　
瀬
　
竜
　
哉

七
沢
自
然
公
園

に
て

や
は
ら
か
な
日
の
光
り
う
け
さ
や
さ
や
と
風
に
ゆ
ら

る
る
木
々
の
緑
葉

み
わ
た
せ
ば
緑
し
る
け
き
山
々
の
重
り
て
見
ゆ
る
す

が
た
う
ま
し
も

頂
は
雲
の
か
か
り
て
か
す
み
見
ゆ
ひ
と
き
は
高
き
大

山
の
み
ね

（
二
回
目
の
作
品
）

廣
瀬
誠
先
生
の
御
講
話
を
お
聞
き
し
て

古
事
記
語
ら
る
る
師
の
君
の
み
声
に
思
は
ず
ひ
き
よ

せ
ら
る
る

師
の
君
の
語
り
し
言
葉
に
先
人
の
う
ま
し
こ
こ
ろ
を

見
る
こ
こ
ち
し
て

身
を
捨
て
て
わ
た
の
底
へ
と
沈
ま
れ
し
橘
比
売
の
心

か
な
し
も

桜
な
る
木
ノ
花
比
売
と
橘
比
売
う
る
は
し
か
ら
む
二

人
の
比
売
は
も

日
の
本
の
美
し
き
こ
こ
ろ
は
二
本
の
桜
橘
に
あ
ら
は
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れ
に
け
り

二
本
の
木
に
こ
め
ら
れ
し
日
の
本
の
美
し
き
こ
こ
ろ

を
吾
も
つ
ぎ
な
む早

稲
田
大
学
政
経
四
　
鵜

野
　
光
　
博

壇
上
ゆ

「
お
は
や
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
ふ
大
人
の
声

聞
け
ば
す
が
し
き
心
地
す
る
か
な

（
二
回
目
の
作
品
）

最
終
日
の

「朝
の
集
ひ
」
の
広
場
か
ら
山
を
見
て

朝
も
や
に
遠
き
山
な
み
う
す
墨
を
散
ら
せ
し
が
ご
と

お
ぼ
ろ
げ
に
見
ゆ

日
本
青
年
協
議
会
　
清

水
　
久
仁
子

ハ
ン
カ
チ
落
し
の
折
に

日
だ
ま
り
に
友
ら
の
笑
顔
か
が
や
き
て
今
に
も
転
ば

む
は
し
や
ぎ
ま
は
り
て

（
二
回
目
の
作
品
）

後
輩
ら
と
過
せ
し
日
々
の
い
と
は
し
く
み
じ
か
く
感

ず
る
合
宿
の
日
々

ヤ
マ
ハ
音
楽
教
室
講
師
　
橋
　
本
　
加
　
枝

食
す
す
ま
ぬ
我
を
気
づ
か
ふ
班
員
の
や
さ
し
き
心
有

難
き
か
な

（
二
回
目
の
作
品
）

小
田
村
寅
二
郎
先
生
の
お
話
を
き
き
て

国
の
た
め
命
を
尽
せ
し
人
は
み
な
神
と
な
り
け
り
わ

が
日
の
本
は

-134-―



あ

と

が

き

秋
も
日
毎
に
深
ま
っ
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん

そ
の
後
い
か
が
お
過
し
で
せ
う
か
。
緑
濃
き
厚
木
の

七
沢
の
森
で
共
に
学
び
合

っ
た

「
合
宿
教
室
」
か
ら

早
や
三
カ
月
が
過
ぎ
や
う
と
し
て
を
り
ま
す
が
、
や

う
や
く
こ
の

『
感
想
文
集
』
を
皆
さ
ん
の
お
手
許
に

お
届
け
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

『
感
想

文
集
』
は
、
「合
宿
教
室
」
の
最
後
に

″
走
り
書
き
″

し
て
戴
い
た
感
想
文
と
和
歌
を
編
集
し
た
も

の

で

す
。編

集
作
業
は
、
ま
づ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
の
班
長
又

は
班
付
の
方
々

（
国
民
文
化
研
究
会
会
員
）
に
、
感

想
文
と
第
二
回
の
創
作
短
歌
を
添
削

・
編
集
し
て
い

た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

皆
さ
ん
お
一
人
お

一
人
の
心
の
こ
も
っ
た
文
章

・

和
歌
を
丹
念
に
読
み
返
し
、
編
集
し
て
ゆ
く
こ
と
は

神
経
を
使
ひ
、
時
間
の
か
か
る
作
業
で
す
が
、
皆
さ

ん
が
お
書
き
に
な
っ
た
生
々
し
い
言
葉
に
心
を
打
た

れ
、
同
時
に
皆
さ
ん
の
緊
張
し
た
あ
の
時
の
お
姿
も

思
ひ
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
に
編
集
し

て
い
た
だ
い
た
編
集
方
針
は
以
下
の
通
り
で
す
。

日
　
「感
想
文
」
に
つ
い
て

原
文
を
で
き
る
だ
け
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
こ
と
を

基
本
方
針
と
し
ま
し
た
。
ベ
ー
ジ
数
の
関
係
で
執
筆

者
の
お
心
の
う
ち
が
最
も
強
く
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
と

思
は
れ
る
と
こ
ろ
を
摘
録
し
ま
し
た
。
文
意
の
不
明

瞭
な
と
こ
ろ
は
、
執
筆
者
の
お
気
持
を
辿
り
な
が

ら
、
原
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
損
は
れ
な
い
や
う
慎
重

に
加
筆
し
ま
し
た
。
な

は
、
「
か
な
づ
か
ひ
」
に
つ

い
て
は
、
原
文
を
尊
重
し
、
漢
字
及
び
文
法
上
の
誤

ま
り
に
つ
い
て
は
訂
正
し
て
を
り
ま
す
。

い

「和
歌
」
に
つ
い
て

合
宿
で
は
二
回
に
わ
た
っ
て
和
歌
を
つ
く
り
ま
し

た
が
、
第

一
回
の
も
の
は
、
全
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

一

首
以
上
を
洩
れ
な
く
本
冊
の
巻
末
の

「
和
歌
詠
草
」

の
と
こ
ろ
に
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
感
想
文
の

執
筆
の
折
に
つ
く

っ
て
い
た
だ
い
た
第
二
回
目
の
和

歌
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
想
文
の
末
尾
に
入
れ
ま
し

た
。
感
想
文
と
同
じ
く
、
文
法
上
の
誤
り
等
は
訂
正

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の

『
感
想
文
集
』
作
成
の
た
め
に
は
、
班
付
お

よ
び
社
会
人
班
の
方
々
以
外
に
も
多
く
の
方
々
の
ご

協
力
を
得
ま
し
た
。
お
忙
し
い
お
仕
事
の
中
で
、
休

日
や
勤
務
終
了
後
の
時
間
を
さ
い
て
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
磯
貝
保
博
、
藤
井
貢
、
大
日
方
学
、
上
村

栄
章
、
吉
川
理
夫
、
八
木
秀
次
、
金
子
光
彦
、
木
村

彰
男
、
阿
川
信
次
、
竹
内
孝
彦
、
等
の
各
氏
に
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の

『
感
想
文
集
』
の

「
あ
ら
ま
し
」

作
成
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
国
民
文
化
研
究
会
会
員

の
諸
氏
、
お
よ
び
第

一
回
目
の
和
歌
の
編
集
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
小
柳
志
乃
夫
さ
ん
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
カ
メ
ラ

・
レ
ポ
ー
ト
の
写
真
は
福

岡
の
佐
藤
道
明
さ
ん
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
出
来
上
が

っ
た
感
想
文
集
を
、
ご
精
読
下
さ
る
や
う
切
願
し
て

や
み
ま
せ
ん
。

「
合
宿
教
室
」
の
四
泊
五
日
間
の
様
々
な
経
験
が
鮮

明
に
甦

っ
て
来
る
事
と
思
ひ
ま
す
、
三
カ
月
前
に
厚

木
で
得
た
感
動
を
単
な
る

「
思
ひ
出
」
に
終
ら
せ
る

こ
と
な
く
、
合
宿
教
室
で
得
た
真
に
語
り
う
る
友
と

の
交
流
に
、
ま
た
新
た
な
学
問
の
求
道
へ
の
出
発
点

と
さ
れ
る
や
う
切
に
新
ち

て
を
り
ま
す
。
な
は
、
ご

精
読
後
に
は
、
是
非
と
も
班
長
又
は
班
付
の
方

々
に

一
筆
御
礼
状
を
差
し
上
げ
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
ひ

致
し
ま
す
。

（
山
根
　
清
記
）
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